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1989年 を 迎 え て

H.I 司法人日本建築協会会長 佐 野 正

あ た ら し い 年 を 迎 え 、 建 築 界 の 繁 栄 と 各 位 の ご 多 幸 を 祈 り あ げ ま す 。

数 年 来 の 経 済 低 迷 状 態 か ら 脱 し て 、 わ が 国 の 経 済 は 好 転 し 、 建 築 界 が 明 る

い 空 気 の な か に あ る こ と は ご 同 慶 の い た り で あ り ま す 。願 わ く は 、 こ の 状

況 が 定着 し た 基 調 と なり、 一 時 的 で な く 永 続 す る も の で あ れ か し と 祈 る も

の で あ り ま す 。

内需 拡 大 の 経 済 基 調 か ら 住 宅 建 設 に は じ ま る 建 築 投 資 は 、今 ど の 建 築 部 門

で も 活 発 に 続 い て い ま す 。 所 得 増 加 に よ る 生 活 意 識 の 変化 、 技 術 開 発 の 進

展 な ど 建 築 投 資 を 進 め る 要 因 は ま だ 力 強 い も の が あ る と 考 え ら れ ま す が 、

急 激 な 建 築 計 画 に よ っ て 土地 や 資 材 や 労 務 の 不 足 な ど 思 わ ぬ 問 題 を 招 き 、

建 築 の 体 制 を 見 直 す 必 要 も 表 面 化 し た よ う で あ り ま す し 、 ま た 設 計 、 施 工 、

資 材 、 労 務 の 各 面 で 国 際 化 が す で に 進 行 し 、 今 後 さ ら に 多 様 化 す る 気 配 の

あ る と こ ろ か ら 、 建 築 界 あ げ て 対 応 す る こ と が 必 要 と 思 わ れ ま す 。

本 協 会 は 建 築 界 各 分 野 を 包 含 し て 成 り 立 っ て お り 、 各 分 野 を カ バ ー し た 問

題 に は と り わ け 率 直 に 対 応 で き る 体 質 を も っ と 考 え て お り ま す 。建 築 界 の

か か え る さ ま ざ ま な 問 題 に さ ら に 積 極 的 に 前 進 し て 協 会 の 責 を 果 た し て ま

い り た い 所 存 で あ り ま す 。

本 協 会 は 大 正 6 年 創 立 か ら 一 昨 年70周 年 を 迎 え 種 々 記 念 事 業ーを 行し、ました

が 、 昨 年 は こ れ を 受 け つ ぎ 、 大 正 「住 宅 改 造 博 覧 会」 の 夢展 と 資 料 集 「住

宅 近 代 化 へ の 歩 み と 日 本 建 築 協 会」 お よ び 住 ま い の 絵 本 「 な っ ちゃんのた

んじようび‘ 」 の 発 刊 を も って 終 了 し 、 さ ら に 来 る べ き 75周 年 に IIIJ け 企 画 を

は じ め て お り ま す 。 定 例 事 業 と し て 講 習 会 ・研 修 会 ・見 学 会 の 開 催 、 月 刊

誌 「 建 築 と 社 会 」 の 充 実 を は か つてま い り ま し た が 、今 年 は 一 層 刷 新 を め

さし会 員 各 位 に 適 時 に 適 切 な 情 報 交 換 の 場 に し て ゆ き た い と 念 附 し て お り

ます 。 さ ら に 本 協 会 の 独 特 の 体 質 を 存 分 に 発 揮 し て 建 築 界 の た め に 、 ま た

社 会 の た め に も 寄 与 す る 活 動 を 進 め た く 存 じ ま す 。

新 年 に 当 た っ て、本協会のため一層のご支媛とご協力を重ねてお庇い、申し

上 げ ま す 。
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日本建築協会常設委員会・本年の抱負

より価値ある誌面とするために

編 集 委 員 長 長 谷 部 朔 郎

今年からは年間テー? をと、少，に画いておりましたが 、そこま では

到達いたしません 。 しかし、特集記事の一 層の充実を計ることを課

題に、取り組んでおります 。

特集は、従来より、当委員会の各分科会が各号をれ l 当することとな

っております。今年もすでに f ll 当号を決定いたしましたが 、 さらに

分科会相互の協力態勢を持ち 問題 の|剥辿づけ、一層の j!ai リ下げを

おこないます。

技術テー? としては、情i主設計の省力化を取り上げて、生産設計、

地工の省力化に結びっくことが可能であるかの接点の問題を 。 また、

新しい 13i づく りを考えるに当た って、計画手法はもちろん、法的 問

題からはどう考えるか、また f;U完設備j 的Iから屋外気候については等、

数号にわた って関連特集を扱うことを Jf えています。

その他、ニュース性を慌リ込み、情報提供誌としての価値を上げる

こと、作品をタイムリーに等、努力を重ねたいと思 っております の

で、会員諸兄のご支般をお原ifi いいたします 。

意欲的な事業を

事 集 委 員 長 西 村 良 平

事業委以会には 三つ の小委員 会があり、それぞれが積極的に卒業を

企画実施している 。 その活動が今年度の ｾ ｊｾ［ｊ 定方針となるので、ここ

に初介させていただく 。

まず、見学: 会小委員会は 、新しい建築物を中心に見学を実施してい

る。11i ，年は j益!'t 方耐へ一泊旅行を行い、地方支部との懇親を計 った

が、支部との交流は引き続き推進したいと考えている 。広報小委 μ

会は協会サロンを活 用した研修 会と 、 タイムリーなテー マによる ｉ ｨｾ

門会を行 っている 。常に新しい情報 の発信 ilJi l となる 企画をと考え て

いる 。

若い会員 の集しりト委員会 Lt . 、若い委員さんが既成の概念にとらわれ

ず企画する目的で制成された会で、すでにユニークな事業を実施し

てきているが 、今年は内部に編成された企画グループの活動をさら

に進めて、新しい企画を行うとともに委員による研究会も発足させ

る。研究の成果は会誌に発表される予定である 。

会. w，FI目見には新年 j交の事業に ごittl 待いた だき、協会の事業に積極的

にご参 }JIl ｾ、ただくことをお防い、する次第である 。
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リフレッシュを進めて

教 育 委 員 長 片 倉 健 雄

教育と呼ばれる分! l ' j ' は、本来そ う激しく変化するものではないし、

変化するとしても、ゆるやかに動 くべきだろうと思 っております 。

しか し、，建築界の大きな変化の中で、協会の教育事業もそれにふさ

わしい見直しを進めて ゆく 必要があります 。

「建築工事実務講科会」は、施工技術の周辺実務をカハーするとい

うユニークなものですが、 11i ・年度はテキストの改訂を行 って、一層

の充実を図りました 。 また 「工高生テザインコンクール」 は、発表

時期 の繰り 上げなと の改善を行 ってきましたが、 H下年度は表彰規定

を一部改めて 、応募者の意欲を高める ことにしま した 。

今年は これらの反応を見守りながら、さらに会員や参加者の ニーズ

に応えるべく、委員 一 同協力してゆく所存ですので、よろしくご支

般をお牒[ ｾ、いたします 。

さらに新しい企画の実現に向けて

出 版 委 員 長 須 賀 好 富

出 Ｇｾｉｬｩ 委員会は毎月 ｬ 回の定 ｗｉｊ で開催され、委員各 ｦ 立の提案で新しい

企画が実 っています。

当委員会では 、すでに技術選i!} 38冊、プロのノウハウ 16冊、技術選

番特装版 4 冊の合計58冊が出版され、非常に好評を博しています 。

新年もこの路線を rt き、すでに計画されている図書の出版と、新し

い企画の実現に全力を尽くします。

また、出版と平行して、講説会を行いたいと思 っています。 これは 、

図書l ! 反売促進とともに、直接、挙者による会員啓蒙をねら っていま

す。会場には当協会の会議室 を予定していますので、かた苦しい E溝

ｾｬＡ ｩ 会ではむ〈、ア ｡γｹ トホ一ムな 雰雰 ［閤 気を出すように， 心 ｌ心、 控掛トけたいと ｊ

つています。当委員会に対する、会員各位のご協力をよろしくお願

いいたします。

真ｾ］ Ｑｾ ｜ｲＮＢｊ 建材キ刀へ
，- 1 xl Lつ 建 材 口 ノ l

建 材 委 員 長 金 井 弘 次

H午年の建築界はかつてない好況に. 1[ - : まれ、 全国的な拡が りを みた ill

設ブームの 中で、，建材布製は飛躍的に地加したといわれていますが、

同H寺に、控築物の生産からメ ンテナンス、リフォームまでの、多岐

多機な分野の建材開発が大へん雌んにな ってきています 。

，建材は、さまさまな媒体 をi泊して情報が流され 、主主築界を娠わして

います 。 このような情報化時代における本誌の「新位付利介コーナ

ー」はその責任が重大で、会員の皆機に 「何 をI どのように 」初介

するかは本委員会の基本的な課題であります 。 その初介も、本号で

162 f牛に達しましたが、過去の委員会を通じ常に会員とメーカーと

のIHI の適切な情報の泌し守として、その役割に徹してまいりました 。

H寺代の流れと ともに鐙築界も大きく変 化して きましたが 、常 に r J工

に役立つ後材紹介」を心控|、け、本年も 7頃帰 りたいと思 っています。

会員の皆機の ご支妓とご指導をお廊[ ｾ、いたします 。

守



昭 和63年度建築工事実務講習会( 本年度テキスト改訂) 主催社団法人日本建築協会中国支部

一一 すぐに役立つ建築技術者へのガイド 一一一一

一歩踏み込んだ先手の計画グ 計画と一致した仮設費を グ 迅速かつ合理的な積算グ

施工計画仮設見積積算業務

金 田 宏氏

( 株) 大林組本l苫建築工務担当部長

過 小 な計|百|は勿論、 過 大 な計 l市|も

汗されな L 、。厳し くな る ブJ の施

工環境に、いかに介ｊＱＮ ｾＮ Ｈｉ ｜ ｊ に対処し

ていくか 、 その Ｒ安 ｾＮ ｉザ Ａλ点，Ｑ ，

く5説見明します。

古 荘 昭 憲 氏

側大林組広島支1吉工務部工務課長

仮 設費 は、 Ｇｾｉ 世には非常に 把梶 し

にくい而があ って、つい つ い Ij1イ-;r

I(ri 問 、11 リ、あ るいは請負令比率の

み で処月! されがちである 。しかし、

これか らは特 に 介m的な、迅速 な

賀川の 算11'，がますます要求されて

きます。

中 山 雅 博 氏

( 練) 竹中工務庖大阪本庖見積都見積課長

J Ju，vj を コス トのjj'ii か ら管f l . j1_す るに

は、疋見積書が 必要な こ とは 1
011す

までもありません。

より令 Jl H的 で iF. 確 な 積 算 業 務 を 解

説します。

趣 旨 ・ Ｇｦｾ 公 ｬ ｩ Ｂ ，自 立 ，ＺＱ Ｇ ・ ｊ ｱ Ｎ 草 刈 ・ 建 設業をはじめ 、 ｉｾ Ｉｴ ｦｊｉｉ ｪ ・ Ｇ Ｚ ［ ｾ ［ 総

と など恥¥11.; ｾ、う〉 肝 の イ ｬ ｦ ｩ ｅ な ｊ 主体 ｩ ｲＮ を ｦｾｊ 反 する Ｑ 1  (I (J をも

申 込 卜 ｉ ｾ ｃ 受講 ｱｬ 込 .1: に必要'r;Jri をご記入のうえ会' {'( を添え

て支部事務局までお 申込み下さし、。( 引倹送付も 1If)

内 容 って Ｇ［｟ ｾ ｬｨＮｾｉｗｾｴ 門会 を ｬｩ ｦＮｬｈｬ ｩ しま す 。

Ｍ とくに Ｑ｛ ｊＨリっきにくい胞 Ｑ ＧＮｾｬ ｬ ， ｦｩ ｬ と ｦ Ａｩ ，没.h'. fl'1、 fJU))/人ー

ｊ 若 の Ｉ，ｾ礎 である ｵｭ Ｚ 技術に市ＨＮＧ， Ｑ .. : をおき、治指します。

- また、行Il dj 環.t;l の変化!こ11"' う法令 . m.; jI ;，の改正 弘ど

も加え、技術の進歩に日111必した iJ!a Jrの知l織の修行 を

はかります。

. ' k fyl] として 、 R C  治 . J也卜11桁 ・地 1' . 5 附! J ! 'Jq. 持!リJ

ビル をと り 1'. げ、その / i' 1:; ¥1¥(1/11から'ぷ I，x:に 寸、 るまで

をわかりやすく解説します。

と き 昭 和64年 2 月 3 日( 金) 午前 9 時30分~午後 4 時30分

ところ 八丁堀シ ャンテ ( 旧新八丁堀会館) 3 附鯉城

(1.よね，1; '1'1ズ| 八 l 射 8 - 2 8 ・TcI 082- 223- 2111)

定 員 1  2  0 名

会 費 1  2 ，0 0 0 円 ( 合 テキス ト代)

テキスト体重!' : B  S' Iヨ1 ' 1叫ん入り 3 10 i( o  

ｩ 也に「モデル ｾＮｭ 見 付 ￬ ， Ｑ Ｚ Ｚ Ａｴ ｊｴ ｲ モデル ＱＦ物 ｬ ム ｩｬｴ＼ ｬｾ えぴぬ Ｑ ＧＮ ， ｩｬＱ ，ｉｲ ｈ＼ ｉ Ａｉ｜ ｊ ｻｪ リ 。

キ リ ト リ 紛i

昭 和63年 度 建 築 工 事 実 務 講 習 会 受 講 申 込 書

社 I司法人 日 本 建 築 協会 中 国 支部位[ 1rl'  

郵 便 f寄り

{正 ，iJ j-

l' 毘 /ij I' r， 

( ま fニlユI¥. r，)  

111 "' ，月 H: れ

'，l!: ，;丹 t昨り

会 Ｇ ｬｾ ム Ｚ払 ｽｪ ｩｊ， 持参い' ， 11 "(1 ・IJ l t : 送全

引 f干えに受，溝11' を先行致します。

申込締切日 1 月27 日(金 ) ＨＱＧＱ しｾ ｩＺ ｉｉ に』士 ｌ［ ｸｾ 締 ＱＺＩＩ リますＩ

( 社) 日本 建 築 協 会中国支部

干730 ，ム，ＨＺ，， Ｑ［ ＧＱ Ｇ Ｑ メ ｬ ｦｩｬｾｾＮ Ｇ ｦｾ ｲ｜ 1"1 18 - 4  ( ¥1 興ピル)

日本主11築協会 '1'1EI支部 事拷 I..j

T  E  L  ( 082) 24'¥- 2¥¥¥ 

干 730 広 島 市 申 区 上 八 丁岨 8 - 28  

置 (082) 223 - 2¥11 

J  R 広 島駅 よ り 桂 揖15分 { タク ν - 5 分)

広 電 パ ス 広島 駅 ~ 帽 川 行 上八 丁堀 下 車

広 島 パ ス 広島 駅 ~ 組 町行 女 牢 院 前 下 車

市 内電 車 白 島輯 嗣 康 圃附 下 車

No 

II{{ 制1 6'1  '1'- 11 ¥1 

受 講 者 氏 名 年 令

い す れ か にO I:j I を付 して 下さい
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今、なぜ2 0 0 Vな の か

住宅のインテリジェン卜化と電気エネルギ-

;{'L、遠 の寿命はますます長くな りつつあり、近い将来、 一生のうち住宅生活が70- 80% にな

ることが予想きれます 。 この大切な生活環境を 、より快適性、合理性、安全性のあるもの

にするために 。 そこで 、関西電力の宮本庄三氏をお招きしてお話を伺い、将来の

生活環岐と電気エネルギーについて考えたいと思います 。

日本 の住宅電気使用量は、アメリカ、ヨ ーロッパのY z - J 1 i にすぎ ません 。 また電圧 100 V  

は、世界中で日本とわずかの国だけにな っているのが現状です 。講演内容は、特に建築関

係者を対象に、電気技術者以外の方に十分理解いただける話をお願し、しています 。

なお、講演会終了後、全電化住宅の見学も予定しています 。

日

正〉、

コ玄

講

内

時 問 9年 2 月 9 日( 木) 13: 00- 16: 30 

士曇 関電会館( 大阪市北 区中之島3- 3- 22 関電 ビル 2 階)

師 宮本庄ニ ( 関西電力 )

容 講演 13:30- 15:30 全電化住宅の見学 15:30ー 16:30

ヰ;-F .  f.i'毛用エレベ- 7-

- 宮本庄三氏略歴

1936年 3 月30 日生まれ。

1958年姫路工業大学電気工学科卒。

1958年関西電力入社。

建設音11にて建築設備の計画、

設計ｾ理、保守業務、及

び配電業務に従事。

現 在 市 場 開 発 部 で 地 域 冷 暖 房 チ

ームのプ ロジェク卜部長と

して活躍 中。

家庭における 200 V 利用をめぐ って様与の動きがあり関心を集めています。

今、なせ' 200 V なのか。 そして、 200V 利用は今後どのような展開をみるの

であろうか。建築と設備にも深くかかわることであります。

電気エネルギーは、光 ・熱 ・動力 ・通信と様々な分野で利用が可能で、し

かも制御しやすく安全性が高いとし寸特徴があり、家庭電化の本格的な普

及を中心にして、これまで家庭生活の改善や向上に大きく貢献し、社会の

変イヒを支えてきました。

今わが国は大きな転換点にたっていますが、これからの国民生活の変化の

潮流は、国際化、経済のソフト化 ・サービス化、情報化、高齢化、女性の

社会進出、ライフスタイルの多様化 ・個性化等です。 このような背景にお

ける家庭生活の新たなニーズに対応し、社会変化を支えて L 、〈方策を確立

する必要があり、これまでと同様に電気エネルギーの役割は重要です。

従来からの 100 V 利用だけでなく、 200V もあわせて利用すれば、大容量化

やスピード化、新しい機器の出現を可能にし、これまで以上の様々なニ

ズに対応していけます。 さらにこのことによって、ホームオートメーシヨ

ンの高度化、つまリインテリジ ェン卜ハウス、インテリジェントマンシヨ

ンへと展望を開きます。

今後の電力会社の対応の方向を含め所見を申しよげ御意見を TJ i : きたいと思

っています。

( 宮本庄三)

参 加 賀 一 般 3，000P: l 会員 2，500円 定 員 50;G，

申込方法 ハカキか F A X または電話で 2 月 1 日( 水 ) までに日本建築協会卓業諜 ( 干530 大阪市北区怖田 1- } 大阪駅前第 3 ヒル21階

F A X 0 6- 348ー0634 f i 06 - 348 - 0635) へお申込みください 。

催し名 ( 今 、なぜ200V なのか ) 、氏名、 一 般 ・会員の別、 勤務先、参加証送付先、電話番号をお知らせ腕! ¥- 、ます。

* 追 って参加証をお送りします 。 なお、申込者多数の場合は till J ! i l i にて決定します。

4  建築と社会/ 1989年 l 月号

， 



1， 

4 理事 3 名の補選

昭 和63年 11 )130 日開 fHiの 定 時 評 議 l( 会において、下" じのと おリJ 111

， ｝， ［ の ｾｩｉ￬ j:i !iを千r. 、 ま し た の で 、 こ こ に 会 合 い た し ま す 。

.思1' ]'; 当 選 者

凶川 禿j，: 氏 ( } i 川 .ill ，[ : . r 株式会社 k 阪. l ll l;1と)

辰巳 興 一 氏 { フジタ l 業株式会社大阪. . . ! i 1，lil ，il! ...!i I，liHl

)i: Ｉ ｾ ｬＮ＠ '1存L(: ( 三 起車道' " 監株式会社村 LU

・( flll '] ';，r; 1' 任者 )

川' Ij 品 久山1¥氏 ( 1 ql l 也 設 株 式 会 社 )

11主j11 jJ¥L¥ ( フジタ ，" ' 監株式会村 )

1'1' 一 郎 氏 Ｈ 株パ針 Ｑ ＧＮ Ｇ 刷 ［Ｈｩ ｾｩＧ ｉ ＧＮ 1業い川、阪l山) - 9  "  1611 .;駈L 一

日本建築 協会会告一一一一一

4 新入会者ご斡旋お願い

本会( 立大 J L 6 年 3 )1創 立 以 木 、位 築 法 I且の法: 1;1]1ヒに 努 め た ほ か 、

わが ｉｅｉ ト ｊｊ の ｌ ｩＺＧ七円 ｬ 立会の Ｑｾｾｬｭｩ 、 叫 ｬ 会迎合エ ー｝ Ｇ［， Ｑ ， ＧＱ ft 契約約 J支の: ! i l仏とも

ど、今日に明るまで、住 ｾｗ をリードするとともに 、 一 般 ｮ 会との

結 び つ き を 深 め て ま い リ ま し た 。 ま た 、 往 築 界の 総 合 1'11 f本として '; j: ，

に往築 ｼ主 ｬ 係 科 目 Ｑ ｜ ＱＢＱ の ｩ 坐 黙と，ｩＱ， ｜ ｪｴｾ に当た ＱＩ 、相 Ｑ ｛Ｎ の槻 ｈ 生、 ｪ 七百ー 共 栄 に

立を ｩｊ ぎ、会， ｬｾＮ ｛Ｂ 建築と社会 ｪ の発行や 、 Ｇ［ ＰＱ 食会、怒縦会の ｾｊ ｪｬ 色、

尖 ず 告に ｉ ＨＨ ｾ ， Ｇｩ した， ｩ ｬ目的 の・ ｝ Ｇ［［ｕ 円Ａｦｩ ｬｊ を行 っ てお り ます 。

籾j)凡' 下半の II.¥"J 日l を 控 え 、 建 築 界 へ も 多 数 の 新 し い j"' II¥1 を迎えよう

としています 。 これを機に、本会のー ｝，［ ［Ｈｾをますます発以させるため 、

会 ｈＮｗ ｉ Ｇ ［ｾ ｬｪｾ ＡｬＡ ｪｊ を民 ｬＺ ｦ ｊ して会 ｦ 誌 に の ｪｬ ｬｬ 肢をはかることにむリましたので 、

新人会者のこ Ｚ Ｂ ＺｦＡｾ ｊｩＺｅ をお Ｇｾｉｩ Ｎ、 ｉｪ ｾし 上 げたく 、 ｍ ～ ＨＧ 特別 のニー ｲｾ Ｇ ， Ｇｪ 配 をお Ｇｾｉｩ

い Ij l し 1:げ ま す 。 下街 luJ は 、 従 話06- 348 - 0635です。

‘ 国際花と緑の博覧会、大阪市花の休憩所( 大温室) 。見学会

イヒと紋 と 大 き な 笑 リ の 祭典 r13el際 化 と紋の t.<! f' 立会」が 大 阪 で 、1990

年 4 J  1  1 日- 9  ｊ ｉ ＳＰ 日に Ｑ Ｔ ｾ｝ 1起きれます。

そ の '-t'紋 地 設の イヒの 休: ¥L!Ii) 十( 大 Jill 主 ) が ま も な く 峻 工 い た し ま す 。

イとの 休 !Ut l:i)rは 大 阪 di のよki ヒの シ ン ボ ル と し て 佳 E没されるも の で 、

我 ｉ Ｍ ｅｉ 以大 級のものになります 。 その 外観は ｩｾｉｉＺＮＱ 京に ＱＱ 美〈スイレンをイ

日 時 2 J I  23日( 村

リS{ 'j- 13:30- f
f
l!t¥I¥X 15 :30 

集 合 場 所 現 地 「花 の 休 :¥L! lifr J 建ぷ・]C務 所

* パス K r '(1f.，1比区役所所j J から 北

へ約 700m

定 員 50t，

参加 費 会 ＱｾＵＰＰ 円 、 一般 Ｑ ， ＰＰＰ 円

* 当 日、 受 付 に て い た だ き ま す。

申 込 方 法 ノ、ガキか F A X ま た は 屯 訴 で 2 月

16 臼( 村までに日本建築協会 事業 謀

(〒530 大 |坂 di 北区仰凶 1- 1 大 阪

ｾＩￜ￬￭ｪｾＱＳ ビル Ｒ Ｑ Ｑ 析 、 ｆ ａｘ 06- 348 

- 0634 、f i 06- 348-0635) へ お 申 込

みくださし、 。 fH:し 名 ( I:EII 祭 花 と 紋

の 昨 紅 会 「大 阪 市花 の 休 息 所 ( 大

i，'lI l i i  )J 比 学 会 ) 、氏名、 会民 ・ー

般 の別 、 勤 務 先 、 参加 。iiE送付先、

氾ぷ託子号をお知らせ原I i . 、ます。

/  

ｾ Ａ＠

. 建築概 要

メ ージした も ので 、延 べ ｬ 由 ｩ ｦｴＧｬ Ｖ ， ＹＰＰｮ 下、 ｲｾＢＡｊ さ ＳＰｭ 、フラワ ーホールを

'-1' うたに、同 ｩι を ｊ ＮＺＮ ｩａｉｾ 去が取り巻〈慌に桃成されています 。 ＧＱ Ｇ ｾ火のフ

ラ ワ ー ホ ー ル は 色 と り と り の 花 に IJHま れ た イ ベ ン ト フ ロ ア 、 ま た 大

ｩｾ ｬｉ ｴ 引は然 Ｇｩ ｩ［ から 山山、 ｴ 配 地 ｼ到まであらゆる気象条ｦＧｉを人 工的 に ｩｩ ｫ っ

て 、 位抗l の M物 を 2，600料、 15.000本 を 展 tj ，す る も の で す 。

* 追 って参加証をお送りします。なお、

申込者多数の場合は抽選にて決定

します

所 イ1: ｊ 也大阪 ｲ ｬ ＱＧｍｬ 凡 区 ｾ， ｫｊ 也 公ｼ胡 Ｒ 建築r([j w 4，745 .43m' ( + 1弘l迎施設2，171.95111')

延 床 [f [j Ht 6，890. 03111'( + 1品li 生施設2.305.75111' }  

構造規悦 R C+ S 、B 1 、 2 F 、P 1  

( 的 !'i 品kJ 也公|判 F人n

事業主 体 大 阪 市

設計 Ｑｾ［ｾ 耳 ｬｩ 大阪市百 ＱＱ ，有税 ｗ ￬ｉ，れ Ｔ ・ 紙百 Ｑ｜ ・ 日生ｾ設計

脇 工 竹 中工務 1，1;

工 期J 1987年 4 月- 1989年 2 }  J  

( 屋外工事工! 日1- 1989年 3 }  J )  

5  



で硬化するモルタル層が形成できます。熟練工

不足・現場省力化時代にふさわしい床下地モ

ルタル材・ベースモルタル材です。

直

一

，
d

咽

1

-一

一

口

一

フ

一

時

O

-

首

2

・

一
。

2

20・C気中養 生

210 

190 

180 

110 

0  2  3  4  5  

経 過 時 間 (hr)

- 圧縮強度

(k'J f/c耐)

4ω 

20・C気中養生

3∞ 

エスレベル

200 

100 

住宅都市整備公団規相直

( 材令28日)

14 

材 令 ( 日 )

21 28 

.. 

. 特長

① 抜群のセルフレペリング性と施工能率

②優れた物性

③ モルタル塗りに匹敵する経済性

. 用途

①床下地用一一貼り床、 塗り床、置床の下

地モルタル材として使用できます。

② 基礎天用一一コンクリート造基礎のベー

スモルタル材として使用できま 1九

⑤ 新 日 態 化 単 締 罰S 枇

本 社

〒 104 東京都中央区銀座5丁目 13番 目 号 TEL (03) 542- 132 1(代 表)

大 阪 支 庖

〒530 大阪市北区中之島3丁目 2番4号(朝日新聞ビル) TEL (06) 202- 525 1  

6  控 染 と社会/ 1989吋 I J I り



r建築と社会 J 1 月号表紙

. 作品名 京肌大学，'ifJlキ ャ

ンパス& 文宇部博物館 ・{乍

脅 京 郎大 Ｇ ｾ ｦＺ工学部也築学 科

川崎研究己主 ・I! I ! J l l ' 、ードウ

ェア PC-9801  . 使用 ソフ

トウェア 自作 . 京都大学

，!i HI キャン パスに 1;1191if;22年

に第三高等中学校が大阪よリ

移転して以米、 *'J(-I年にわた

って挫設され てきた 側 の々生II

物がil U，している . この 中に

111 年. 文学部陣物館が. 形態・

〈 機能 ともに 地域に聞かれた附

物館 としてつくら れ. 京間i大

.'' {古 III キセンパえの新しいン

ンポルにな リつつある .

・特集予告

2 月号/ リゾー ト

/ 竹中工務庖創立90周年 l e念

3 月号/ 色の復緬

/ 東海一文化と伝統 H

4 月号/ 省力化{恒樟)

5 月号/ i 去とまちづ〈り( 恒敏)

室 長 佐 野正一

副会長 足立牢・市川 宏

伝 村 雄二 ・藁袋公明

温 集 委 員 会 { 昭和63年度)

. 編集理事

金井 弘 次

金事 潔

小島 雄

級 車、ー

須 賀 好 古

竹 中 練一

長谷部朔郎

訟村 If 三

若 山 繁

渡辺 車

・・集顧問

東 孝光

. 舗集委員畏

長谷部朔郎

R行上岡 信也

・特畢小聾皿金

合計画畢骨科書

合計画系

角 島 健二

河緒 秀 直

小 浦 久子

鈴 木 克 彦

高間 佳子

O 問 中 直 人

平岡 I!J 

吉村 英 材 :

合住察官1働 系

江副 敏 史

O 加 藤 晃 胤

0 1'. 杉 尭 陪

北 村 潤

鴫閃 Ｑｉｾ 二

度野 手'1陣

鴇 勝

西 川 純一

前 川 治 彦

牧野由英子

三宅 淳

$ 権問 晴美

山 中 車子

山本 医

矢野 怖芳

合イ /f' J 1 住宅1.

石倉 健S

J ノ瀬 満 雄

k 域 慶 子

O hc. 力

神 梓 剛

ｾｴ ｩ 甫かはる

北 山 事与

駒 悶 皆 明

純 111 泰彦

明 地 売 A

* 情遁分科金

和泉 一義

清 孝鮮

辻 岡 僻 維

福山 由失

O 外聞 峰

制 111 勉

* 段偏骨科書

O安倍浩一

石 河 信 治

石野 幸綾

遠 藤 進

側弁 宏修

ji I i 章険之

佐 繭 秀 彦

ｾＧ ｉ 所滑
村上幸三郎

* 施工1111骨科書

大木 利文

志 水 史典

凹添舟日目

O t:; H 勝 五

山 田 敏 痩

楠 井 1正夫

* ，圭令骨科書

大前 博司

。笠井 情ニ

広瀬 丈洋

南 出 制 延

. 伶&I J &"‘ 書園金

荒川 朱英

遺 灘 公 介

問視伝 随

北t畢 修ー

イト『崎 良 相

O 塘 伸夫

林 市二

福地 - fJ 

松 111 普弘

宮 下 幹 雄

・> 1 < 川尚彦

宮崎ひろ志

・刊金・4・畢員会

赤井 M弘

tI'・ m郎

稲 本 裕 「

$ 今井 邦夫

ｾ ｴ 村 恭 一

佐 i自由 紀子

張問 厚

O 高I日 光 雄

高幡 随 f

E証11 Ｂｉｉ ｾ ｦ＠

市 永 "11(-

堀 畑 裕一

増 洲 口 利

滑ロ正人

. 広告盆薗小暑皿金

池 欄 俊 男

佐 野 寛志

・下村 m 

中川雄治朗

f，;t 1Il 常介

。 薦問 孝吉

山下 修 司

O 渡辺 耳

0 印 副書1 l J!と ・'111 . 印 問ft lT

印 刷 昭 和 64 年 l 月20 日

発 行 昭 和 64 年 l 月25 日

発行入 社団法人日本建築協会

発行所 社団法人日本建築協会

大阪市北区梅 田l寸-3-21∞

電 06- 348- 0635

振替 口座 大 阪ト39975

印刷所 日本写随印刷株式会社

電 06- 606- 1111聞

大 信 印 刷 株 式 会 社

電 06- 451- 7631附

膏 業 印 刷 株 式 会 社

電 06- 351- 5428l仰

定 価 950円 ( 送料共 )

年頭のニとぱ

本年の抱負

作 品 作 風

Gal l ery 

スケ ッチブ ック

ニュース

I NF ORMAT I ON 

新刊紹介

レポート

アンケート

デザインコンクール

新建材紹介コーナー

法 令 コ ー ナ -

G B R Cニュース

建 築の眼

パ ックナンバー

特 集

総 論

各 論

資 料 篇

レポート

設備の頁 167

m造の買 165

I NF ORMAT I ON 

l  : ; : l -i ??!?!?E| V 川 S

特 集 ・ 夢 を の せ る 輸 送 設 備

会告

SP ECI AL  F EATURES O N 叩 'E T RANSPOR1:迅ITl ON E QIP MENTS F OR 21sl. C ENTUR Y  

1989年を迎えて / 会長 ・佐野正一

常設委員会 本年の抱負 / 長谷部朔自11 ・西村良平 ・，' ，ー合健雄・ li'{ i'i 好 i:l ・金井弘次 2  

Il i':l f日63年度建築工事実務講習会一広lみでl刻flii - . 今、なぜ200V なのかー住宅のインテリジェ ン ト化

と ｾ ｴｌ 気エネルギー Ｎ理事 Ｓ 名の 補 選 Ｎ 新入会者ご斡旋お願い Ｎ 国 際花 と緑の博覧会ぬ大阪市の花の 休

ｾｊＺ Ａ 所 Ｈ 大温 室ＩＢ 見学会
7  

宮崎 県 立 図書 館
H  

設計監理・白崎県土木部営綿諜・安井主主 ｾｊ 主計白 ｆ 務所・ ｉＧ ｾ 崎主主築設計事務所設計共 ｬ 百 ｬ 企業体

施工: ｩ￭Ｇ ｊ ｾ 水生 ｬ ｾ Ｇ ぶ多車 ｾ ｬ 山本組建設共同企業f*

C OSMOP I A- 別 府 商業 観 光 開 発 ビ ルー 12  

日 清 食 品 中 央 研 究 所

三 重 県 久 居 庁 舎

設計監理 日組設計 地工: Wi 水主主設・佐藤組l

設計施工大成主II 設一一 l 而

設計監理! 三軍県土木部建築営緋課 東畑建築事務所一- 2 0

地工。ｾ品主 ｉｌｬ 占 日本土主主・織間建設共同企業体

奈 良 市 シ ル ク ロ ー ド 博 記 念 館 一 芯計監単 ARPA. K地械計函 連 築 研 究 所 施 工 浅 川 剖1 - 2 2

シ テ ィ ホ テ ル 美 濃 加 茂 設計取理 。安井建築設計事務所施工・ H日制1 - 2.t

明 治 生命 京 都 ノ マス ト ウ ー ル 研究 所 酎 十: 大林組 施 工 大 林 組 ・浅沼組 ・太平工業 J v - - 2 f i  

G E N - YA  ( 設計 : 北村隆夫+ ズーム計画工房 ) / 符崎ひろ志 2/1 

最近竣工した新建築 8 点 ( Nn2197- 2204) ao 

第20回中部建築設
'J 1  

大阪市ノ、ウジングデザイン 従 第 Ｒ 回みど り の建築設 ー 兵庫県 一 Ｎ 学校建築の冒 険展一一一一 ＭＮｾＲ Ｎ ＮｾＷ＠

プ ロのノウハウ 「木造住宅のしくみ J ( 浅野平八 ・束敏博著) / 安佐l 苧 B  

琵琶湖畔の膝 史とロマ ンを訪ねて / 術家敬 1.J. 

私が選んだ 3 冊の本+ この l 冊
1fi 

第34図工高生デザインコ ンクール( テー "7 : カフェテリアのあるポケ y トパーク ) all 

アク リルン リコ ン塗料ーシ ロキサ ン架僑句 格料一/ 西 川純一 4.1 

ポートアイランドにおける E現段 ・景 観 形成/ 浅野高史 .t.J. 

土の三紬圧縮試験機、機造物試験室 ー 土 質 ・基 礎 部 門 - ｾヲ

独身層の住宅問題/ f主田昌 二. 六つの風土とともに / 絞凹泰典.

父子相姦なに わの丹L / 中 嶋 龍彦. ホテル建設ラ y シュ / 入江怖] - ，tfi 

「建築と 社会」総目次 ( 昭 和 3 年 2 月~昭和 4 年 9 月) ，)， 7  

夢 を の せ る 輸 送 設 備

縦 形 都 市 ・ 地下 都 市 に 対 す る ピ ル 輸送 シ ス テ ム の 現 状 と 未 来

今 井 宏 郎 S/I 

昇 降 機 設 備 計 画 の 基 礎 知 識

エ レ ベ ー タ の 現 状 と 今 後 の 動 向

エ ス カ レ ー タ の 現 状 と 未 来

昇 降 機 の 管 理 と 保 守一 遠 隔主主視 化 へー

佐 藤 正 昭 一 一 ω

市 岡 洋 一 一一 71

辻 保 則 一 一 7S

矢 野 純一 一一 711

都 市 化 す る 社 会 を 迎 え て ー 輸送 設備 製 造 ・保 守 ・l仮売 会社 一 覧 /10  

錠前の歴史ーンルクロードを旅し、我国へ波来ー/ 太凹博

住宅分野に おける 200V ライフ / 瀬烏康雄

，
4

T

ζ

円

『

一J

'

M

H

U

H

U
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同リ民力鋼と建築鉄骨/ 盟国政男

月報

二 色の浜ノ マ ＭＷＹ ウン一 色彩統ーした町 づく り 一 Ｎ川仏織物講 ｩｾＨ 会 「 美を語る ｊ Ｎ シンポジウム 「 コ

ンベンション 地設J . 出版委員会活動レポート - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - / 111

日本建築協会月間の動き ( 昭和63年 11 月分 ) 1() 7  

7  



宮 崎 県 立 図 書 館

設 計 監 理 宮 崎 県 土 木 部 営 繕 課

安井建築設計事務所・宮崎建築設計事務所設計共同企業体

施 工清水建設・志多組・山本組建設共同企業体

九州電工・宮崎電業建設共同企業体

大気社 ・南日 本設備工業建設共同企業体

巴設備工業

8  控援と社全/ 1989年 l 月号

配置図 I  :  2400 



宮崎県は、置 !Ji!< 100年記念事業の一環として、宮崎

大学農学部の跡地を総合文化公園として図書館 ・

美術館・ 文化 ホールという文化施設の建設を策定

し、図書館はこの第一弾として開館した。開館当

初の日曜日には 7000人という利用者を数え 、県民

の文化 に対する高まりが強〈印象づけら れている 。

敷地は、 16ヘクタールのうち 2 ヘクタールが当て

られ、 この中央部分に樹令60年という高さ 15mの

楠の木が群生しており、いかに因性館の機能を tn

なわずにこの遺産を残すかということをテー 7 1こ

計画した。このため平面形を U 字形として、左右

械の結接点をエトランスホールとし、透明感のあ

る空間で楠の群生と一体化させ、右練 l 階には B

D . S 装置を設けた開架閲覧室、 A V コーナ一、 2  

階には研修室 ・視聴、党室等と、左練 1 階には児童

図書室 ・B M啓庫、 21滑にはコンビュータ一室 ・

管理諸室等を配した 。設計の目標は、利用しやす

く、親しみのもてる開放的な緑の中の図書館とし

て、図書館機能を 1 階にまとめ、県illi 材の椎の家

具、内装材を多用してホ y トな空間づくりを行い、

各室から四周の緑が見わたせるように全て大22関

口窓を採用している 。 また、ソフト面での県民へ

のサービスとして高度なコンビューター化が行わ

れている 。

この図書館のデザイ ン ・コンセプトは 「光と彩の

織りなす綾をまと った空間総成」としており、南

側正面に列柱式吹放し通路を設け、人を招き入れ

る効果と直射日光の回避機能を併せもたせている 。

デザイン・モチーフは図書の源流パ ピルスに求め、

開花パピルスに県木フェ ニ y クスを重ねてイメー

ジした 。 21指ロビーに面する光経の壁は 、人々に

語りかける壁。既製品ポーダタイル貼りによるレ

リーフによ って、宮崎の海 ・芸 iJ ii をベースイメー

ジとして昇華した 「未来」を表現している 。

また文化広場のー桃成施設となる際li ':fi "iI，の桁阪 rl'.)

な提案は、この南 lJ11J正面列柱廊と、その 中に置か

れた矩柱である 。 これは、記念事業としての象徴

性と、明暗H寺の光と t与の演出上の表裏性を持たせ、

文化ホールや広場での催事行為の綾空間としての

装ri 化でもあり、今後の文化広場の展開が期待さ

れる 。

( 泉 沢 裕/ 安井建築設計事務所)

9  



10 控 煩 と社 会/ 1989年 l Hせ

.  .  .  .  .  

2 階平面図 1  :  1500 

.  

! l 密 . 架

所 在 地 宮 崎 市 船 塚 3 丁目

敷 地 面 積 17 ，452附

建築面積 6，007
m

'  

延 床面積 10，351 m'  

梅造規機 S RC( 一 部RC) 、 2F ( 一部4F )

工 期 昭 和61年 10月一昭和62年 12月

最 寄 駅 J R 日豊線宮崎駅

撮 影 S S 九州

.  .  

' " 門別問祭宜

.  .  

開銀 閲覧室 エ ントランスホール



姉隙全t，f

A V コーナー

11 



C O S MO P I A  

別 府 商 業 観 光 開 発 ビ ル

設計監理 日建 設計

施 工 清水建設

佐 藤 組

全 Ｇ ｾｪｾ

{主1;t.

12 也築と 社会/ 1989年 l 月号

所 在 地 大分県別府市北浜2-9

敷地面積 13，213.52m'  

延床面積 76 ，914 .73m
'  

構 造 規模 S RC、81 、 12F 、P 2

工 期 昭 和61年 11月 一昭 和63年 10月

最 寄 駅 J R 日豊本線別府駅及 び

別府国際観光港

撮 影 三島 叡

- ア ト リ ウ ム の 大 空 間 を 中 心 に 専 門 庖 棟 と 百 貨 庖 陳 が 配 笹 さ れ 、 更 に 各 階

に お い て 両 施 設 の 回 遊 性 を 求 め て い る 。 ま た 、 正 面 出 入 口 ま わ り の 大 ア

ー ケ ー ド も ア ト リウ ム 空 間 と 述 続 し 、 開 放 的 な ン ヨ ッ ピ ン グ ス ト リート

としている 。

・外 壁 の 色 彩 に つ い て も 触 れ て お き た い ・ . .  }] IJ府 市 は 国 際 観 光 温 泉 都 市

を 襟 携 す る に ふ さ わ し く 、 白 を 基 調 と し た 街 の イ メ ー ジ で あ り 、 山 の み

ど り と 別 府 湾 の 7 リンプノレーとの配色が美しし、 。 C OS MOPIA は、淡いレ

モンイ エ ロ ー が 係 用 さ れ た が 、 な ん と な く 国 際 観 光 温 泉 都 市 ら し く 爽 や

か で 、 親 近 感 を ぬ か せ て い る よ う だ。

. C OS MOPIA が 実 現 す る に |捺しては 「北 浜 商 業 観 光 開 発 基 本 計 画」 が同/ J fJ

発 公 社 建 設 委 貝 会 ( 委 員 長 石 原 舜 介 * 工 大 名 誉 教 授 ) により纏められ、

商業複合施設として、日IJ R守 の 顔 に ふ さ わ し い イ メ ー ジ と 諸 々 の 相 乗 効 巣

に つ い て 答 申 さ れ て 、 大 恥 ね 地 域 の コ ン セ ン サ ス が 求 め ら れ て い た 。 そ

れ だ け に 実 現 す る 施 設 へ の 期 待 は 、 市 民 を は じ め 事 業 を 推 進 さ れ る 関 係

者にと って 、 多 大 の も の が あ った で あ ろ う と 検 察 さ れ る 。

・建 設 工 事 は 、 ア ト リ ウ ム ・ 専 門 庖 棟 ( 施 工 佐 藤 組) と 百 貨 庖 棟 ( 施 工

fU水 建 設 ) に 分 け て 施 工 さ れ た が 、 両 施 工 者 を は じ め と す る 各 工 事 関 係

者の連携 ・ 割強が ｾｾｗ［ に成され、栄えの竣工を迎Ａえたことに感謝の也Ｚを

表 し た い。 ( 西 国 宏 / 日 建 設 計 ・大 阪 )

‘  
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エ ン トランスホール

14 也築と社全/ 四89年 J n 号

国必 10奇縁

配 置 図 I  :  2600 

; : l E耳;

ｾ ｌ ムムム 肩幅
H 首 平 面 図

@  



ｾｬｦｬＢ ｊｉ，占 ｩ ミ 附段

主 な 協 力 会 社

九 州 電 気 工 事

高 砂 熱 学 工 業 大 介 営 業 所

東 光 電 気 工 事

明 大 工 業

東 芝 大 分 営 業 所

I  N  A  X 福 岡 支 庖

関 ヶ 原 石 材 九 州 出 張 所

三協アル ミニ ウム工業福岡支后

1専 陽 工 業 大 介 工 場

アトリウム

永 井 製 作 所

鈴木、ンャッタ 一九州販売大介営業所

文 化 シ ャ ッ タ 一 大 介 営 業 所

旭 金 属 工 業

田 島 ｉ ｾ 頁三 製 作 所福岡支 庖

九 州 紅 雲 製 作 所

日 本 板 硝 子 福 岡 支 庖

旭 硝 子 福 岡 支 l苫

( 社名順不同)

15 



日 清 食 品 中 央 研 究 所

設計施工 大成建設

.， 

地に i映る薄手止の y ノレエ y トを東 flilJ よ り み る

16 挫 演 と社会/ 1989可 1 ))¥; 



所 在 地 滋 賀 県 草津市聖子路町字 中島2247- 1

敷 地面積 40，071 .20m'  

建 築面 積 3，708. 579 m
'  

延 床面積 8，813. 689 m
'  

構造 規 模 S R C、 5  F ， P  1  

工 期 昭 和62年 8 月一昭 和63年 9 月

最 寄 駅 J R東海道線草，章駅瀬田駅

写 真 束11' ，u'i 主主

応接コ ーナー よリ池をみる

17 



11: 皆エ ノ ト ラ ン ス ホ ー ル

18 控是 と社会/ 1989Q'. I  J  J  ¥) 
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即席めんの先駆者である日清食品の、新しい 中央 エ y 卜」 とすることによ って、存在感を強制する 。 究ゾーンを、北↑ IIIJ にそのサポート設備が配置され

研究所である 。総合食品メーカーをめざし、多角 京滋バイパス側には、正門がある 。建物に至るア ている 。中廊下から入 ったインテリアゾーンに実

化と 7 ーケテイングをつみ重ね、最大手とな った プ ローチは約 170mの行程があり、両側には機の並 験室があり、ガラススクリーンを界して窓側に研

今、当研究所は、来世紀に向けてのイノベーショ 木と花木の密植、そして奥に摘の林を配置する 。 究スペースが並ぶ。実験室と研究室が、視覚上つ

ンのための拠点の一つであり、将来の企業イメ一 造園、緑化については、クライアントを中心に設 ながり、音と臭いがセノ マレートできるよう、作業

ジにつなぐ施設である 。 計、施工ともに、 何度も計画を練り検討を惜しま 環境と機能性を配1 ' &. する 。 また、 2 階にある喫茶

場所は、東海道新幹線と京滋バイ パス ( 国道 l 号 なか った。線型かな環境が、研究緬設にと って欠 室 と食堂は、気分転換の坊として、 雰囲気を重視

線 ) の 2 大幹線を南1目IJ と北1 HIJ にひかえた、スケー くこ とのできない生活空間であることは、説明を したイ ンテリアとし、建物南側IJ の庭図を直かに見

ルの大きな敷地に、建物も 3 0 mの高きとなり 、大 要しないと思う 。 クライアントのイメ ージ にある 渡せるようにな っている 。

変、目 立つ存在とな った。 r森の中の研究所』が完成するには、自然の力を ( 美濃吉昭/ 大成建設)

新幹線の車窓から見ると、大樹の点在と芝生の広 借りねばならないが、心待ちである 。

がりに池が配され、それに建物が映り込む。 速 く 研究所の機能は、 巾広〈ライフサイエンス のため

動く車窓に対し、ごく短かな時でしかないが、あ に対応できる、デパートメントとい ってよい 。基

くまでも動かず安定した 『山のような段形のシル 準階めレイアウトは 、中廊下を挟み南側lに実験研

19 



三 重 県 久 居 斤 舎

設 計 監 理 三 重 県 土 木 部 建 築 営 繕 課 東畑建築事務所

施 工 飛 島 建 設 ・ 日 本 土 建 ・ 織 田建設共同企業体

日本電設工業・林電気工事共同企業体

三晃空調・石原化工建設共同企業体

所 在 地 三重県久居市明神町2501 ー l

敷地面積 11 ，617 .29m'  

建 築面積 2 ，772. 26 m
'  

延 床面積 6，340. 70
m

'  

情 造 規 模 本館棟 R C 、 4 F  (一部 5 F )  

工 期 昭 和62年 9 月 一昭 和63年 8 月

最 寄 駅 近 鉄名古屋線久居駅

撮 影 ss名古屋 コパ ヤシ写真広

20 拙 策と社会/ 1989' 1'- 1  JJ 'J  

“主主 出川に映える快適で活力ある都市" をモ ッ トーとする久居・一宏、地区

は、三重県のほぼ中央部に位置し、西部は布 ::1の山系及び奈良県と、また

東音 ＱＱ は伊勢湾と按し、中央部には ｦｾｉ らかな 主主 出川 が流れる自然環境に ｉｴ ｩ ま

れた地域である 。

新庁舎は この地域風土に調和し 、県行政の拠点としてその役割l を充分に担

い、また、愛される施設となるよう計画した 。

敷地は平J旦て、南すぼみの台 If; のか たちをしており、東 IWI にア プロー チ道路

となる県道 身国 ・jd貯 ・久居線が接している 。

建物 ( 本館棟 ) は、 2 本の建物 '1411が並列に雁行する唱を用いて敷地の北 1i!l 1

に配置し、 これにより建物に奥行を持たせ、敷地形状への融和を計 った。

また 、並列する軸 の接点 ( ホー ル) を中心と したゾーニングにより 、機能

区分を明確にした 。

外観は繰青銅板 ( 屋恨 ) と引モザイクタイル ( 外壁 ) を用い、 {Ijl びやかな

水平線と大きな 1111而で縦しみの持てるソフトな表現とした 。

( 藤本克己/ 米側，建築事務所 )
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奈良市シルクロード博記念館

設計監理 A R P A . K 地域計画・建築研究所

構造設計 中川建築設計事務所

施 工 浅 川 組

電 気 設 備 蔵 原 電 気

空 調 設 備 不二 熱 学工 業

給排 水 設 備 福 井 水 道

22 控 廷 と 社 会/ 1989年 1 月号

大地

配置図・平面図 1  :  1200 

高欄 より玄関を望む

当施設は「ならシルク |噂」を ひとつの契機として国

際交流、観光の者I1市としての繋備の一環に属する

もので奈良の地方紙「奈良日日新聞社」の事業によ

り市に寄贈された施設です。施設構想の位置つ'け

は①衆良は 「日本人の心のふるさと 」②関西学研都

市の古代ゾーン③ 観光の拠点地④ 文化、手IJ l 更施設

等の視点から位置づけました 。デザインコンセプト

は① 史跡、保存械に近接する為史的景観をそこなわ

ない② 史的事象、史的創造力をも って過去と対話

出来る施設創りを主題としました 。 また形態、意

匠は①日本文化発祥地でのありかた②史的自IJ i主力

を展開できる形態のありかた③ 21世紀を指向して

のありかた等を指綴に進めました 。 内部は展示音I1

門(常 設、企画、特別 ) とレストラン部門 ( 中国四

川料理) で構成されています。工事中特に苦慮し

た司王は①施設が水上にある為自然の地下防水層を

杭で『耐11 しない工法、また 中国の資材、職方の施

工技術等の施工技術面②現在の建築材料によ って

の史的雰囲気をいかにかもしだす事に苦!意しまし

たが、施主、施工者のご協力でおおむね達成され

たのではないかと思います。奈良にお こ しの折は

本物中国料理と 、古者I1の思いを 11味されては 。

安田辰夫/ A R P A.K 地域計画 ・建築研究所

所 在 地 奈 良 市二条大路南三丁 目5 ー 15

敷地面積 3. 000. 00
m

'  

建築面積 892. 00
m

'  

延床面積 744. 00
m

'  

構造規模 R C + S、 I F (一部2 F )

工 期 昭 和62年 10月~昭和63年 4 月

最 寄 駅 近 鉄 奈 良 駅 よ り

常設展示室

奈良交通パス 二条大路南二丁目 停

f量 影 島 修一



正面外観
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シティホテル美濃加茂

一ーーノ

設 計 監 理 安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 問 組

近畿電気工事

ナミレイ

東芝空調

大 丸

高島屋

このホテノレは、岐阜県の 中 I農地 方 の '1" 心 都 市 ・美 濃加 茂 市 の 駅 前 市 街地 il i- I羽発

事 業 の 一 応 と し て 建 設 さ れ た 。 敷 地 は j R 目.5山総 の 美 波 太 田 駅 の す ぐ 前 に 位 置t

し、駅前 - 412だ け で な く 美 濃1;11戊市会主主のがi n化 を は か る プ ロ ジ ェ ク ト と し て 、

市 民 よ り 水 〈 笠 ま れ て い た 施 設 で あ る 。 ホテ ノレの形態は本格的な者Ilrli ' ¥リホテル

と し 、 こ の 地 方 の 経 消 の 中 . L、である? " ， Ｇ ｩｨｬ の Ｍ ［ｊￍｾ ホテノレと同質の内谷をそなえ

て お り 、 地 方 都 市 の 市 民 と し て 誇 り を 持 って 利f I J t I ¥米る地設とした 。

外装 は 泌うむい た グ レ ー を 基 調 と し ラ ス タ ー タ イ ノ レ の 悦 入 で 気 品 の あ る 渋 L 、鮒i き

を 生 み 出 し て い る 。 内 装はエントランスホーノレをはじめパブ リ y ク 部 分 は 全 て

淡いアイボ リ 一刻の大 理石 で統一し、同じ色 ［ ｾ ｩＮｪ の大 ｊＡｉ｜ 石床や淡 い紫 のカーペ ッ

ト と 共 に や さ し さ の あ る 華 や ぎ を 出 出 している 。 ホテノレの主要 施設でL あ る コン

ベンションホーノレは大 ・中 ・小・平日 王にと多様な 用 途 に 対応 出 来 る 機用 意 さ れ て

お り、 そ れ ぞ れ に 日 本 ラ イ ン の 水 し ぶ き を テ ー マ に 権 問 で 風 格 の あ る イ ン テ リ

ア を 創 造 し て い る 。 こ の 施 設 が 市 の 力 強 い y ン ポ ル と し て 氷 く 活 用 さ れ る こ と

を 期 待 し て い る。 ( 小 手f 三 辰/ 安 井 建 築 設 計 事 務 所 )

24 控 援 と社会/ 1989年 1 )J サ

④ 

配 置 図 1  :  15∞ 

所 在 地 岐阜県美濃加茂市太田町2565- 1

敷 地面積 1，718. 00
m

'  

建築面積 1. 375 .70
m

'  

延べ面積 7，338. 61 m' 

情造規模 5 R C、B I F、 8 F

工 期 昭 和62年8月28日~昭和63年8月8日

最 寄 駅 J R高山 線美涜太田駅

1量 影 5 5名 古 屋

l  際エ ントランスホール
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明治生命京都パストウール研究所

設 計 大 林 組

施 工 大 林 組 浅 沼 組 太 平 工 業 J V

26 連軍と社会/ 問9 年 1 ) 1';

この施設は、フランスの化学 ・細菌学者ルイ ・

バスト ウールの業絞を記念して 1888年に創設

された パ スト ウール研究所の世界て・19番目、

日本では初めての姉妹研究所であるとともに

関連する医学研究機関によ って構成される研

究施設である 。敷地は京都大学のある百万遍

の北に位置し、比叡山か ら速なる 東山を望み

知恩寺の線型かな境内に隣接している 。

計画に際しては、このＡｾまれた環境を生かす

ことはもとより、伝統的な京都の街並への調

和と研究施設としての明快さと端正さの表現

に心掛けた 。形態としては、棟を分割するこ

とで椛成単位を小さくし、それぞれに切妻型

の勾配屋般を設けることによ って、周辺の街

並に対して優しく融け込める様に配慮してい

る。

この分割した練の聞に、敷地を1 ' 1 : 通する形で

計画の主軸を設定し、アプローチ、エントラ

ンスホ- / レ、ノ マティオ、ホワイエ、テラスと

いった屋内、屋外の共用空間を交互に配して

いる 。建物を見透かしながら表と裂を継ぐ路

地空間を意図した 。外装にはグレーを基調と

しながらも僅かに赤味を注したタイルと、グ

レーのハーフミラーガラスを用いている 。刻

々と移る さE と光に応じて微妙に表情を変えな

がら、東 山 の ｾ 華々に屋根を重ね合わせる織を

思い描いた 。( 三谷幸司 ・梶原一幸/ 大林組)

拍 車 考

l 階 平 面 図 1  :  600 

上 エントランスアプ ローチ

中 . 東 大 路 iill') に ftfi した プラ ザ

下 北 東 よ り み る



所 在 地 京 都 市 左 京 区 回 中 門 前 町 103- 5

敷地面積 1，248 .81 m'  

建築面積 886. 93m'  

延床面積 3，544. 53m'  

情造規模 R C、5 F 、81

工 期 昭 和62年 10月~昭和63年 9 月

最 寄 駅 地 下 鉄 今 出 川 駅

写 真 東 出 清 彦

27 



GE N- Y A 

22本の巨大な柱列の中は異次元空間。

28 建業と社会/ 1989年 l 月号

I MA GE  DR A WI NG 

20 世 紀 の 世 紀 末 。

そ の 「 い ま 」 に 立 ち 、 近 未 来 の イ メ ー ジ

を 描 く 。

そ れ は 「 輝 け る 廃 境 」 。

も の が た り す る 建 築 。

夢 の 構 造 。

テ ツ ガ ク と し て の 「 脱 ・構 築 」

表 層 か ら 深 層 の ポ ス ト モ ダ ン へ

輝 け る 廃 嘘 II



か の 古 代 文 明 の 園 、 エ ジ プ 卜 よ り

飛 来 し た る ピ ラ ミ ッ ド

こ の 地 に 至 り 、 謎 の 墜 落

大 地 に 激 突 、 め り 込 み 、 真 っ 二 つ

割 れ た 中 か ら

r  2  0  0  1 年 宇 宙 の 旅 」 の モ ノ リ ス ( 下)

r2001 年宇宙の旅」のモノリスを中心に

波紋が鉱がる 。

G E N - Y A  

設 計 : 北 村 隆 夫 + ズ ー ム 計 函 工 房 ( 北 村 陸 夫 稼 本 正 人 )

梅造設計: コア構造研究所( 中西尚晃)

設計協力: 上杉正志

家 具: くらしのギャラリー( 山崎晃嗣)

ファブリック協力: マロニエファッションデザイン専門学校

所 在 地 : 兵庫県伊丹市山田字辻 16

構 造. 鉄骨造

床 面 積 1階/ 413. 30 附 2 階/ 34 目 70m'

設 計 期 間 : 1987年 10月- 1988年 3 月

北村隆夫

1944 奈良に生れる

1967 神戸大学建築学科卒業

1972 北村隆夫建築設計室開設

1979 北村隆夫+ ズーム計画工房と改称

企画編集作品作風小委員会宮崎ひろ宏、

撮 影 大 竹 静市郎

29 



lt.( i汗駅
E  T. JUJ t，Yi造 規t日e  延 1年Ifli h' [d  

. "j: j' i と慨裂をどしどしお J主リ下さい 門

/.Lf liIJ :  a  . 所「け也 b  敷地 l自i h't c  建 築 Iflih'l

2199 草津クーアプラザ健康クラブ

設 計 ミヲ カ計 画工 房

施 工 佐 穂 工 業 績 浜 支 庖

a  群， ｗｽｖｲｾ t
l
;ι 開1e';':; ｉｾ 町大 ＧｪＧＺ ･Ｇ ［ＧＺ［ｬｴ ＧｪＧＺＨＱ似 ＴＶ Ｎ Ｑ Ｍ ＶＹ

b .  8 .050 .0m 

C .  3 .578 .18m 

d .  12.197 .  i I m 

e .  ＢＷＯ［ＱＺ ノ ｉｾ SRC jr;で -RC.BI.9F.円、 7- 7I HC，B1 ， ｾｆ＠

f .  II( {千1161年 12/J -11円相63年 7 /  J  

g.  J  R  /1;- ｊｦ ｾｽｪＡＮ＠ ｌｾ＠ ｾＡｪＧｉｾＨ 車 ｉＨ

2198 ノ〈ームスクエアジヱームス山

計 : 近 鉄 不 動 産 ・昭 和 段 計

ヱ : 問 組 ・西 松 l l !量・フジタ工業. J .V

ｾｉ Ｇ ，＠ ;  di ij I'ノ'1<1メー，'ii Li f ; 7 1  

13.880.6

'

1  m 

2  751. 4 1  m 

29 .405. 64 m 

S R C、 16 F  

ｉｉｻｻ 千 ＱＱＶ ｉｩＡｾ 4  /  J  -II({ 千1163'. ド7/ J

J R ｾｉＧ ，［線中一水明日正｛卓、 ＱＱＱＱ［ 品川 ｾｪ 、市水駅

設

施

a

b

e

d

e

f

g

2197 相生通り 鷹 匠ビル

設 計 : K A - MI  建 築 設 計 事 務 所

施 工 戸 国 建 設 広 島 支 底 ・山 陽工 業 .J .V

a .  1.L;!::，，] i 'I' I' (  H l  di 田f 1- 1  4  

b.  1. 357. 69m 

(' .  1.228. 685111 

d  .  8 .143. 848111 

e .  S RC、s I.1 3 F、( 1I;j:
I

IUJ; j S 、3 F l  

ｦＮｉｉＨｻ 引 ＱＶ ｉ ｩ Ａ ｾ Ｔ /j -II 何千1162i Jo 6  J  J  

g.  Ｎｊｈ ｊｬ ｊｉ［ 品ｾｾ ｾｾ＠ 11.: ｊ［ ， Ｇｪ 耳目 、 ､ｩｬＢＩＢ 正 ｅ ドｾ， 11j' ，正日c

コートロイ寸η レ

設 計 昭 和 設 計

施 工 積 水 J 、ウス

a  守 IJ di ii 水道 2 8、 9

b .  3 .232 .  77 m 

c .  1. 214  .57 m 

d . 4. 414 .00m 

e .  R C ‘ 5 F  

f.  II({ 和62年 IOJ J - 1昭和 163i !三7 !  J  

g .  J; O: 阪両三 ;i j=駅

2202 2201 藤和舟入ハイタウン

設 計 U 建 築段 計事 務 所

施 工 山 陽 ヱ 鍵

a  .  1.1.: ，1::; di' l'  1メ:/il 人件. j :1. 1 1  

b . 2 .754. 69m 

(' .  1.202. 34 m 

d  .  8 .535. 46m 

e .  S R C、s I 、11 IC、1' 1

f . II({ 刷162i Jo 6  /  J  -II( {制16:l i !o7  1  J  

g .  J RJl J 防本料UL山駅、，] il 句'r l!. ｬ ｬ Ｈｾ＠ 1: 波線J l IIJ '，!Lf干

2200 三 井 生 命 札 幌 大 通 ビ ル

設 計 住 友 建 設一 級 建 築士 事 務 所

施 工 . 住 友 建 設 北 海 道 支1苫

a  .  -Itiflfi 立札中性 di'l' 央 I，U :jl!I l

'

46 2  1  f也

b .  879. 27m 

(' i 67. 56m 

d .  8 .0i 2 . l m 

e 日HC、132 、9 F、P 2

r. II({ 千1162i Jo 3  J  1  -II( {  H163iF- 7  J  1  

g .  Ｑ 也卜 ＧｾｩＢｈｾ ヒ料大 ｩ 凶悪 ｉＨ

スケッチフ。ック欄作品募 集 /

ｩＴＳ ｾ ｾ ｊ では、日々新し く竣工

して永くとどめるため 、会

民の { f fJ長から- ti HJ もいただい

た1乍』日，を写 !t と慨要でご釘i

介しております。

ごぬ・|在ご希望の万は当協会

制 係官1¥まで、 どしどし! J ; ¥杭

して ｌ 、 〈主 ＱＡ ｾ Ｑ Ｑ ］ ＿ ， ｃ Ａ ， を記 ｈ と

(' i). J ' . r. と概要) をお送り下さ

- スケ ッチブ ック欄原稿用紙

を用意 して お ります

ご 請 求 く だ さい 角

し、。

2204 桜町山荘( 外人専 用マンション)

Z宣 言十 住 友 建段 大 阪 一 級 遺 築 士 事 務 所

施 工 住 友 建設 大 阪 支 庖

a .  1'4 ./; ，; ，];[;'-;lI lf 8  

b  2.86:3 .71m 

ι 7 2 8 . 7 : l m 

d . I . 758. 35m 

c .  R C、J 3 1 .  :1  F. 61;  

r . 1I何 千1162! ド9 /J -II{{ 引16V! ' 8  I1 

g  阪急、 ＧＱＧＱ 沿線，Ｇ，来｛｜￭ ｉｉｾｉｾ

2203 浜 田 邸

段 計 妹尾正，古建築事務所

施 工 創 久 遺 設

a  点目1; di /仁 J; ':I ，O; ' { T I

'

4i
u
jl f，Ul l f 3892

b.  505.  i Rm 

(' 100m 

d .  171.  26m 

，. .  HC.  2  F  

r  .  1I{{i II! ;:li j'. 2  1  J  -II({ 引163i Jo 7  /1 

g .  J;' :m;dil 血ドj : u t k路駅、，、ぇ{ ' } (tt 量'1(1品 Ijlj

主主誌と 社会/ 1989' 1'- 111 日30 



. ニュース

第20回中部建築賞

昭和63年 度 ( 第20回 ) rl "古114]:築設 の 入' f t 作品 ( 一

般部門 9 点、住宅百111"13 ，'，'1. ) およひ' 入選作品 ( 一

般古11r"1 9  !.'i 、 u，"七日111"] 1  !.'.( ) が決ま った。 rl' おIVill

築1't は 、i昭和163年 3 }  1311=1までに "' ;1111謝で !I1{ 工し

た作品 を対 象とし、応必数 l立、 一般古111"1が 89作品、

住宅 if ll門が 16W" II" であ った

入 賞 作 品 ( 一般部門日)

( 住宅部門 3 点)

本目 邸 浜松山

，;1，，1- ＮＭ｜ｾ ｉ ＨＩＢｾ ，， ｉ Ｍ Ｇ ｉ 叶 ｬｩ ｲ ｩ ｊｲ

安土のいえ ， 品 ｲｬｬ Ｇ ，ｾ

，;1，， 1'  1、HI企近は カ

董 太 山 荘 :{' f"l 

，l l "r 十， 11，一三

入 選 作 品 (一般部門日)

瀬戸旭 医 師 会 館

野 々 市 町 文 化会 館' r フォルテ

片町A L L E Y ビル

松 議 総 合 病 院

トヨタ 記 念 病 院 以111 tli  ，:1，;1'  11 ｵｾ ， ｮｵｴ＠
豊 機市自然史1噂物館 11' 1附 di ，民iJ ' 11 也，f: i " I  

沼 津市立病 院 例。 It ，li ，il "t - f . 主臨総介 Ifh向

R A K A M - '，:irli I世111' ｾーアノド〆ーぷ Ｎ Ｚ Ｑ ，/!.i "  I  久恥主1! ｾ 島ＧｉＧｉｾ叫

一 富 市 博 物 館 - '，: ¥rI ;  ，此，1 内11- 1111晶，1J l 染品，， 1・l' 傍 所 東果大阪青 山 高 原研 修 セ ンタ一 三 ｬ ｬ￬Ｎ ｬｴ ，ｾ ，;!.t" r  竹中ｲＮ ｴｾＧ ， ｬｩ

ユニテ y ク本社工渇 鳥 居平やま びこ公園セ ンターハ ウス 津 リー ジ ョンプラザ

高 岡市 新 情 町再開発ピ ル ベJ レウ インク

往 来 と社会/ 1989Q'- 1 川り 31  



I NF ORMAT I ON お知らせ l

大阪市ハウジングデザイン賞

グリーンシティ OS AK A

ファミールハイツ城東

フローラル J 、イツ

大阪市 17，) に挫つ魅力ある良質な集合 f3: 宅を表杉

する l昭和163年 111: の 「大阪 rli' 、ウジンクデザイン l¥" J

に 、大阪 rli 1)') 外から '!.'j: せられた jil;/CJ 住 宅 205 点の

I  ｉ ｾ Ｇ から、下，［己の ＳＮＧ りが ｪ ｽｬｪはｩｌ た。

. グリ ーン ンテ ィOS AK A ( 似山区 ilfT.t i f )

ぷ什 IA O竹川設計本 }j Ui [-.  :  Ijij 111 ill d主工業 、: ! #

-1':4.主投 l 業
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1  _ 第一印象

この本は役に立つ、と私は思う 。 誰にと っ

て役に」之つのかと言えば、木造建築に関心の

ある一般の人、木造住毛図面のトレースをし、

設計 ｩｾ￭ 滑に取りくむ建築関係学科の学生、 ｩｴｩ

ifr 下火にはな ったが民家集落のデザインサー

ベイをやる大学院生などがあげられよう 。

さらに出版時期が良い。 ここ数年来の木材

産業振興のための木造建築見直しのブームに

乗 って いる 。巷にあふれている木造商品化住

宅のチラシやノ f ンフレ ッ トでは不十分な知識

を、手 っとり早〈吸収するには最適の本だと

思う 。

いま ＳＰＭＴＰ ，ＺＦ代の Ｑｾ 引き椛りのサラリーマン

や、その奥さんの大部分は木造住宅で生まれ

育 ったはずだが、いさ自分で{ 主毛を買うこと

にな っても全然知識がない。子供の頃のボン

ヤリした記憶が頑の片すみに残っているだけ

だろう 。だからこの本を読むと、幼児{ 本験が

なつかしくよみがえると同 H寺に、木造住宅の

基礎知識も身につく、という一石二鳥のあり

がたさを感じると思う 。言 いかえれば、これ

からプロになろうとしている人にも、アマチ

ュアで少しだけ| 品l心のある人にも大いに役立

つ本である 。本当は、この 4 月から木造建築

のコピーし tl 3 _ 当することになった年ヰには、 iiil

ｾｊ ｾ ｉ にも使えるという 一石三 鳥以上の役得があ

りましたが。

2  _ 本の内容

木造住宅の本は少なくないだろう 。 この本

でも最初に木造作来工法の歴史と大正期l以降

の文献が示されている 。巻末には主要参考文

献もあるから、もっと詳しく研究したい人に

も気くばりはされている 。 また、目次の下の

さし絵フローチャートが良い、という先生も

いる 。

，建築 コースを小業以来、住宅問題と都市計

画関係の調査研究ばかりや ってき た私は、木

造住宅の演習を相当する必要もあって 、初め

から順番に読みました。木造在来工法の展望、

設計図面の検討、工艇の段取り、木造 1) 、基

礎工事、建前、雨仕舞い、| 坊 1r - 1免勾 ・断熱、

床、造作、外崎 、 建具、修線 、 補修 という ￮ ｾ ￍ

だてで、手 )11員を正伐にたど った記述と、望書所

に挿入された写兵や図表、簡潔! な表現は、と

ても読みやすいと思いました 。 しかし、 一方

ではこんなに木造住宅に詳しい著: 者が 、デザ

インに全然ふれていないのが不思議にも感じ

られました 。 そこで、 111・年秋め建築学会大会

の折に、会場運営に忙殺されている著者浅野

平八氏にお会いし、そのへんの裏話をお 聞 き

してきました。

3  _ 内 容 を 支 え る 経 験

持者に会うために、いくつかの質問項目を

用意していましたが、そのも っとも要点とも

言える木造住宅に 関心をも っ たキ ッ カケを ｾ

初に|封j きました 。

それによると、やはり 2 人の木造建築研究

の先輩からの彩斡が大きいようです。 その 1

人は著者が大学 l 年のときに大成建設設計本

部長から移られてきた I15水一氏である 。 もっ

とも、高校生のときから治水氏の著書に縦し

んでいた、という話だから多分木造建築に対

する関心は Ｇ［￱ｾ かったのであろう 。 また、その

背最には著者の生まれた家が、築後百年を続

たという木造建築であったということもある 。

さらに、大学生の頃にその家の建てかえの必

要が生じたということも、ミ存者と木造住宅と

の関係を深めたようだ。

清水氏は、吉田五十八の新和風に対して、

和Ｉｾｾを現代に生かすという考え方で、自 主 主を

佳てているそうだ。 その i，'; -7 ] ( 先生と、ベ ン

ドを並べて寝た日数は50 日以上にもなる、と

著者はなつかしそうに語っていた 。 さらに、

もう 1 人の先輩、神社建築研究の谷重雄氏と

も数多くの旅行をともにし、大きな彩科を受

けたようだ 。

こうして木造建築との関わりが深くな った

符布は、郷 ｉｊＡ のＱＧ Ｑ 年家の ｾＱ Ｑ￬ ＨＱ 妻、改築、処てか

えと、 '1三まh てからこ h までに jiE リイ? った似

娘、縦 ｽｪ との ｮ ｾ 会いが、住築との Ｚｈ 会いであ

ったと述べている。また、必木工務庖の平岡

寿人氏 、水沢工務庖の高野栄造氏からも多く

の示唆を得ているという 。 さらに現場では来

浅野平八氏

工務r . 5のJ . I ミ久作氏 ( 共著者束氏のお父さんで

あり、東京事11 回で二代目大工を営み 、その後

杉並区で工務庖を| 井J <  ) 、柴田建設の今村正

治氏 ( 似岡県八女市出身の大工) には、 J存者

設言! の住宅娃訟にあたり、 棟梁として帆船訓

練にも似たような在来工法のいろはを教えて

もら ったようだ。 こうして著者には 5 軒の木

造住宅作品がある 。 その研究成果を雑誌など

に少しづっ発表していたものを 、学芸出版社

の吉国氏が見つけ、この本が 出来あがったと

いうことらしい e また、このような帝王験をも

とに、 J存者浅野氏は日本大学生産工学部で、

建築設計 ｩｾｕ ＾ Ｑ (  1 学年 ) の木造住宅課題の指

導を tlf_当しており 、在米工法を包括的に記し

たテキストの必要を痛感していた、と L E  i っ

ている

共若者の- * 氏は 、浅野氏のメモによれば、

大学時代から一祁に木造住宅の現場見学を続

け、卒業と |刑寺に清水一教J受の紹介で-7)(r)x工

務出に !i ; t 腕、腕人の子として職人気質の解る

現場監督の役まわりを任じているという 。特

に木造住毛の勉強に意欲を持 ったため、家業

のJ;j ミ工務E与が請負う木造住毛のレベルに限界

を感じ、工務応経営を' 受け継ぐことをやめ、

現職にとどま っているらしい。 このようなお4

者の熱心な取り組みが、本書を理解しやすく、

かつ充実したものにしていることは問述いな

い。 この本の行聞には、 4存者の木造建築設計

施工への熱い思い入れがある 。その こ とを浅

野氏から託されたメモの 'J I用で示しておきた

い。 r 入社以来現在まで束は、谷口吉郎、吉

田五十八、村監H長吾設計の平日風建築などの現

場を数多く担当し、職人と設計者の橋 iJ立しを

仕事としてきた 。 しかし、これらの巨匠亡き

あと、これらの巨匠に匹敵する和風建築の設

計者は出現しておらず、結局7 Ki尺に警松され

た技術による設計施工か 、7)( /，尺の現場良の指

導助言で佳築家が設計を進めるかの時代にな

ってきている。 これは巨匠遥が若いころ械梁

達に学んだ時代の繰返しであろうか。

そのようなことを考えつつ、木造に仕事の

ｾＺを託している 」

( やすだ たか L 1!¥，制大7 ・l γι1: 挫集 ' "(:HDI) 教 12 )
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滋賀方面1泊見学会レポート

琵琶湖畔に歴史とロマンを訪ねて

一 一 建築の見学と懇親の集い一 一

滋 t'i の町l は琵琶湖 を"1-'，( ，、にひとつのまとまりを

みせている 。あえて分けるならば，観光地として

密接に京阪神にむすびついている湖西地方。殺念

I也fif であり、近江尚人て引l られる湖東地方。北図

的なふんいきの ｉ 却 ｉ ｾ ヒ ｉ 也 ｽ￮ であろう 。 この湖西、湖 ｬ

束、湖北 を巡るのが今 回の見学旅行であった。

(;湖西> J  R 大津駅から 111で 5 分。名神高速道路大

法tlCから 1_7klll 。琵琶湖の南端、瀬田川の河口に j此

初j の凡さ7・先とな った大津プリンスホテルが 、 ミラ

ーガラスに 組われた半円形のフォルムで我々を迎

えてくれた 。 当ホテルは、丹下他三氏が ｊ ｊｩ［ｾ 反プリ

ンスホテル新館に絞いて手がけたホテル建築であ

る。前者が外股に用いられたアルミパネルとミラ

ガラスのクリスタルな効栄で者 ｉＱ 市の ｾｲｴｴ ｲＮＡＡなラン

ドマークの役討を米たし、I J i I際都市東京に おける

ホテルのあり方を ア ｊ ｾ した象徴的作品であっただけ

に、今回の見学会のー }j のメインであ った。全体

桃成はロビー、宴会場を配した低層 1;昔、そして全

室が琵琶湖の美しい ｉｾｴｾ 裂を製める高層階の客室群

である 。今 副lま内音日 を見ることが出来なか ったが、

ミラーガラスに縦われた半阿形の高層階のフォル

ムと、 1'1 ' 、ネオハリエとカラスで tNi ult された fJ¥

層階の外観は、ナl 下 iJl cモタニズムを感じさせるに

十分なもの であった 。それだけに、どんな内部空

間 ｩ が用ｾ ーさ れたか Ｑ Ｈ Ｈ 般感じとれなか っ たのは残念

であ った。大津をあとに湖西を北上し坂本へ向か

った。坂本はゆJtit 光禿の城下であると同H寺に、比

叡山延l替寺の門前町で、多くの里 1)] 、寺院、神社、

民家があり、素朴で美しい石垣とともにｾＡｬｾ特の対

観をかもしだしている 。これらの石垣が穴太衆tft

み石上! ! であった 。当地に居住し、現在この穴太衆

桜みの伝統技術を *1車* しているただ一人の石積工

匠 Ｓ 長田万 Ｍ ｾｾ一 三さんの 案内で、 日吉馬場の石垣 を見

学した 。 そのfl 'tみ方は、 内外、の石の而を生かしそ

のままに約む r 11'1' lui -h' tみ」がほとん とである 。 そ

の技術は叙 山の};!:1干の石垣の基礎に始まり、やが

1988年 10月28 日( 金 )、 29 日( 土 )

参加者総数 60名

てIj虫凶 の世に築城ブームに来って全国に石垣普 s，fl

の技術として生かされ 、現存する日本の主な械￥1¥

のほとんどが穴太衆の手にかかっているそうであ

る。 r石が行きたいところへ置いてやる j rやん

ちゃ石の行くところをしんぼうづよく見つけてや

るj r無尽に石を持 って いくと石垣が目的る j r石

の気持と 、自分の気持が合わないとだめですね」

「目に見えないところが大4'; なんですな j r よそ

へ諭せてもら って 、30年、 50年先に批判を受けな

いように j r いままで背労された穴太衆の名をけ

がさないように j r さらにたくさんの先輩に技術

を教えてもらった以」に良い仕* をしたいと思い

ますね」 と知られる架 III さんの阪に 、伝統技術を

守リ fi; えようとする工ほの自信を見た思いであ っ

た 。 またこれらのわ起の Ｇ ｉ ｾ に美しい庭があり、そ

の多くは 'I !_l) j の庭である 。 その一つ律院の庭 を、

当地の庭ｲ，ｲｪ ｩ 中 ｌ 仁正 ｉｾｪ さんの案内で見学した 。 それ

は築山と比叡 山から流れ出る h'i らかな水をとり入

れた流水式の嵯図で、桃山様式を の こした江戸初

期の庭とのことであ った。坂本の庭は、いずれも

がそれぞれ| 山|有の阪をも っていて多彩であり、そ

の多くが 比叡山 て1事する石村を{ 皮 って いると のこ

とであ った。 この様に| 丘の業を色泌〈残す ，'f{，かな

凹 ｔ￵ｬｲ ｾ みに 別れを つげ 、琵琶湖大焔を湖東へと ｬ￭ 材、

った。

〈湖東> iMI J -!ミ故初j の訪問先は、: 栗東にある 積水ハ

ウス滋賀工場 である 。 ここはノ、ウス最初の工場と

して昭和36年に設立された、従業員 460 名生産規

模 1，500戸/ Ｉｾの、原材料から完成品までの Ｍ ＱＧ Ｑ 生

産工場である 。工場内部は鉄骨、パネル、木工の

三大工f1l 生産ラインから lおり、各ライン毎に標準

化された部付のisI 産休tlill と同時に邸名別生産シス

テムが隙立されており、同一生産ラインのj - - であ

らゆる注文部付がシステマチ ックに幅広くっくり

だされているのは! 感動ものであった 。住む人の刑判

セi を大切にする 自由 主主計 思念! にもとづく ti 二毛づく

る見ゐ
h

m

 

の院

'

 

f

 

つ
y』を童々

J句
合

υ
園宮主

国楽々

リを株務する[ 土宅メーカーの底力を比た，思いであ

った。

ｾＪをあとに、近江尚一人の皇である八幡へと ｬ￭Ｇ ｊ

か った。U，I l 寺には百石船が往来したという 八幡掘

で有名な八怖の聞] を 山崎正史先生の主主内 で見，C，!・し

た。町は八 l陥J - ! : t ¥を北に南北道に附口をも ったil1i 1)

Nに111ft，がつけられている 。 その中の一つで、今

なお Hfi 人間TのJ!a¥↑ Ji を色濃く残している J新IUT 2  T I-I  

に-kl : j! i 修復された 西川利右衛門旧宅 を見学させて

いただいた 。 この建物は、 1::1 1-1 6.51/ 日、奥行 8 51/iI 

で 、災に座 ｪｪｾ ｩｬｉ ｬ 分が炎 ｉｉ ｟ ｕ している 。 土 ＱＺＺＱ は ＳＱＺ Ｚ Ｑ の

11¥11-1 があり、人口燃に 小見世を設ける という有UI

なもので 、 ｪｊ￭Ｍιｌ 附人の力と文化を ｦＡｾ ，，［ｾに十分なも

のであ った。 また、八 rTifiがi商人の町として力 ¥nl <  

Jj ; ' んできた朕史をも っとも象徴的にあらわしてい

るのが八怖坊! の対観であると言われる 。11止jJi- この

八l備品1¥が美しく改修され 、これ を核に八 I怖のまち

づく りがj _ f f i め句れているようであ った。

また ー }j 、この近江八幡の町を諮るとき、明記i

38年に米日しこの地に本拠をおいて It;j 40年からキ

リス ｬ 教 ｦ ｟ｌ ［ｪｵＧ ｊ ｾｚ の一環として建築設 ､ Ｍ ｉ 日 ｩ ｬ｛ｩｩｊ を始

め、大iE 9年- 1' f'(¥(I(J に挫築設計 oJ"務所を 1m設した

W.M. ヴォーリズを抜きには語れな いよう である 。

特に八怖にはI l ( { 利時mUI までの小品が- l Rcl' している

とのこと 。 その '1' か ら二つの作品を見学した 。一

つは、池 UIIHTにある 吉田希夫邸。大正 2 年に往 て

られた本ili 2  I祈伎の iョ= 宅である 。タ必 J白る，'ii tかな

まち並みにし っかりと鎧っているコロニアルスタ

イルの fj 毛は、成イl も立派に{ 史われており保存状

態もよいようであ った。 いま一つは、慈思ヰ1111 に

ある ヴ ォーリズ記念館 什H ヴォーリズ邸 ) で、こ

の他物は1 I ({fll 7-"fニに主I ! てられた木造 u告維の fi:'iO

で、J)I_イi は記念館としてヴォーリズの逃，止、を縦水

する J処.I，l，i としてwわれていた 。 その lili' ニイメ IUf 5  1  

11 にある 八幡小学校 ( 凶川相l右 l!lil"l 設計 ) の外観

を比るこ とカ{tl ¥米た 。大iE 6年に建てられた 卜比

大津プ' ) ンスホテル 坂本では粟田方喜三さんから穴太衆摘みの揺を間 <0

低層部はまだ完成していなかった .

近江八幡町八幡小学校は N H  K  r八さい先生 J で有名花 。
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皐糾

板張りの外装をもっ木造 2 階建ての校舎で、 N H

K の 「八さい先生」の妹 f; としてま主場した校舎は

この建物であ ったそうだ。かつては商人たちで賑

わった町も、今では H寺の i皮万に置き忘れられたか

の表御殿の復元を ｪ 長ね て ｉｉｾ ェ 年建設されたもので、

総邸の完全復元は我が陣|で唯ーのものだそうであ

る。 このf! J : J じには中 1:1¥先生が l直接指導に当たられ

たものである 。館内には、 }j: 伊家に伝わる近世大

のように勝かであ っ た 。 そこには昔の繁栄が ｦ ，ｾ，ば 名の美術工芸品が展示され、江戸文化の粋を比て

れる雄物や町並みがあちこちに残 ') 、よき 11寺代の そのすばらしさに H寺を; 忘れる患いであ った。 しか

文化や人情までが感じられてくるようであ った。 も能燐 f; や茶室を含めて大名 御 殿に触れることが

泣い背この町を支えた商人遥が丁般のｧＧｾに本公先
出米た上、局 ( 大泉 ) へも参上する という大名気

へ土産にし たといわれる 「て' っち羊災」 を我々も 分をも l味わうことが出来、余は満足じゃと. i ! ! 出し

土産に買 って次の目的地彦似へと I"J か った。す っ た次第であ った。

かリ干支の桜維のおりた 9'flhill を彦似へIIl Jかう道中、 次に訪れたのは、米 JJ;¥にある 滋 賀県立文化産業

中山一 先生がjli U:il :t i人を "IJ 心とした湖東の 歴史、 交流会館 である 。 この建物は湖東を中心としたりよ

文化 、生活に波る興味あるお話しで名ガイド役を の産業の振興 . ifi 伯ニ化の拠点とするとともに、古

され、湖IJ Rの歴史とロマンへの恕いを的hけさせて い歴史をイゴする琵琶湖文化はもとより、以の文化

下さ った。
芸術活動の拠点づくりを日的として今年の存オー

宿泊所楽々薗 は、彦桜城の北 fHl Iに位世し井伊家 プンしたもので 、中庭 をも った広々としたロビー

凶代位興公の下出敷として延室年間にお11 られたも を中心に明快で解り払い "ILI(fi t.-十日!日により 、出 鐙で

ので、当時槻御民t と呼ばれたそ うである 。 - )j fi の やl' びやかな建物とな っていた 。 米原をあとに、彦

のち、粘山水庭図を望む-i!} 院で交流怨税会がもた 似から長浜、木之本、柳ヶ i頼と琵琶湖の点停を北

れた 。 市川宏副会長を迎えて、 ＴＸ 名が一ｾＺに会し 上して館前に至る北国街道を長浜へと H材、 った。

て I 泊旅行ならではのくつろいだ雰囲気のなかで 〈湖 北〉 長浜は秀吉のつく った城下町として街名

交流の尖を上 げた一時であ った。余興として事務 であるが、今も北国街道沿いには往時をしのぶう

局が用意した tt lWIを楽しみにカラオケも加わり、 だつやむしこ窓、紅殺佑子、船板塀のある 11fT並み

詩吟に始まり、地元滋 ｴｾ の会員諸氏による琵琶湖 が残 っているとのこと 。 当地て‘ 現代の街づ くりに

周航の歌にみんながl唱和するなど、楽しく和やか 活E起きれている下村主主さんの案内でそのいくつか

な宴は続けられた 。夜民けて若い } J 々を中心に地 を見せ ていただいた 。最初に見学したのは鉄道記

以の IMI (300年前の耐以榊造にな っているとの こと) 念物長浜駅舎 である 。明治 15年、イギリス人シ ェ

に集ま り打ち解けた会話を楽しむことが出' *' たの ルピントンの設計になる !! '，F，1i) j コンクリート 21: 皆ill

も I /FI旅行ならではであ った。 のill 物 腰まわりはイ i 、総 l l . h' l で、日本 j成， 11の駅

ヨ空中 ｾ ｉ は冬近し を忠わせる木枯しの ｬ 吹 く ｬ ‘ ｼ対決憾 の 舎であるとの こと 。 内部は当時の僚子がｪｊｽｾｊｬＮされ

寒い朝であった 。中仏先生の案内で彦似械の名庭 ており、しぱしのタイムトラベルを楽しませてく

玄宮圏 と彦根城博物 館 を見学した 。 玄宮図は江戸 れた 。駅舎をあとに、長浜城外堀を波り船板塀の

初期lの大名庭! 主lである 。池泉にうか ぶ越の花やし 辺をほどなく行くと 北国街道に 出た 。街道沿いは

ょうぶが芳醇な香りを凶l内にただよわせるf J J ) 1に ［｜ｾ殺絡 Ｍ ｦ の商家が続き、道端には馬つなぎイ Ｗ が立

行われるという野立てはさぞ優雅であろうなどと ち、往時を f思ぶにふさわしい雰囲気の中に現代の

忠わせるそんな庭であ った。彦総減| 事物館は械内 生 ir
'
ーが営まれており、長 j兵の l京風景を見た思いで

J
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航周

湖琶琵T

 

つ
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・
-

後a唱

あった。十分時間をかけて j笠ってみたい町である 。

この線な占きよき長浜のまちの近代化への悩みを

象徴的に不しているとも巧えられる街が、市の近

勾; に IJ '，Jj L した衣食住遊楽天街長浜楽市 であろうか。

この街は、西武セゾングループが、尼崎の 「っか

しん 」 に続いて企画開発した現代の市である 。 Ｇｦｾ

物という日 'l ;:，の生活行!li1J の中にi l i : びを入れること

により、新たな発見や楽しい出会いをI J . ! I じて生活

文化の創造を j止めようとするものであろう 。 もと

もと楽市 l止、秀吉が国内商工業ーの繁栄のためにと

った尚工業の自由化政策であ ったことを思うと 、

興味ある比学であった 。2Eは iM! 北特有の時1:I:i がH寺

折リ妹 う中 を、 日本電 気硝子滋賀高 月工場 を訪ね

た。 この工場は、ブラウン管則ガラス、耐熱ガラ

ス ( ネオレ ックス ) 、建築用結品化ガラス ( ネオ

パリエ Ｉ を製造する日本ｾＡＡＺうえ 硝 ｆ の主力工場であ

る。 ガラスは ltf くから文句iの歴史の 中で京袋な役

目をはたしてきた古くて ffr しいよ材て4 あるカヘエ

レトロニクスの世界、持if 干強化技術のi ! ! φ 界、建築

材料の世界、家庭、医療の世界、原子力の世界へ

と現代社会のあらゆる分野で 、H寺の文明のi i ! l 歩の

- 1
V
J をにな っていることを再認識した見ザーであ っ

た。 ，'::j) 1をあとに、我々 一行 は、北陸 i' 1!fi)j 'ji.j 立を

絞 11J し悩 JI・m三 }J mi 美浜町にある 関西電 力美浜発

電所 を，;!i i;)、 P R 自主 l立び，;J I ' 内釘; 俳水口などを凡" f ・

し、 2 [:111¥1に依る比"t 会を終えたのであ った。

琵琶湖をめぐる風土は、自然の景観と人工的な

歴史的文化財の調和のよくとれた、まさしく 山紫

水明 のJ也であ った。今回の見学会は琵琶湖畔の歴

史とロ 7 ンを訪ねるほんのダイジェスト版にすぎ

ない。 これを手始めに改めて探訪の機会を持ちた

くさせるそんな思いのする見学会であ った。最 後

に今恒|の見学会の実胞に際 し、多 くの適切な ご桁

導とすばらしい説明で見学会を雌リ上げて下さ っ

た諸先生 }J にお札を申し上げ、報告とします。

事業委員会見学会小委員会 福 家 敬/ 大 阪 府

畏浜楽市で西在的人から鋭明を間 c
旧長浜駅舎で記念撮影. モデルは見 旧畳浜駅書前で全員の記念1量影.

学会委員の伊東さん ( 大林組 ) です.
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h. rT HINK  BIGJ  ， ＧＨＧｩＧ 午 ｾ Ｇｪｾ Ｚ＠ 5} j  

(..r: 人生 J . 長げ場なし』イ1川

Ｎ ｲ 路傍の 石 ｊ ｌ ｌｩｾイ ｬ 三

修 a. r 意 味 と 生 命 』梨 本 似 - UI ¥

b. r海 の 都 の 物 語 J .t l;; 'J! f' じι|二

，'. rわ れ 逝 くも の の 如 く』森

- キ

j:. It 'li 之友十l

ドI-I P (iJ 1究 所

鱒 書 房

1'J "  -1 十l

ul
Y.. .:主 札

主主 Ｂ ，リとｾｾ， ｩ 街十 Ｑ Ｚ

*  



7フ

. /  ケ 卜

久 徳 敏 治 R.  r悲劇の哲学Aシェストフ/ 近国友一訳 現代 思潮社 門 内 秀 裕 a.
r

健 康 弘、建 築』内 弁 昭J歳 彰 国 社

竹 中 [ ; { j 括的大阪本前
b. r謎 とき「罪と罰 J J 江 川 ＡＮｾ＠ ー 菊i i判l キi .. 1<1・担 保IT b. r県 歌 ri言;農の圏」集 J m 川健 夫 ｾｻ＠ iITI  {Lt:房

c .  r対象喪失悲しむと いう こと』小此木啓吾 中央公論社 c. r金 沢』 吉 田健 一 戸I 出{ ! } 房

• r東 洋の 美 学 』水 尾 比 呂 志 美術出版社 • r 忍 ぶ )II J 三 浦 哲郎 i 'i ' 峨 {! r-房

藤 縄 正 俊 a. r イメー ジの 回 廊 』坂桜 厳 夫
朝 日 新聞社 務 グ /点F' 山 形 政 昭 凪 r町小泉恥λ 璽 出 抗 柑 界恥』平刊H川l

文 軍 基 春 秋

大林*ll b. r経 済学 の 歴 史J J . K ガルプレイス ダイヤモンド社 大阪」芸術大学 b. r 家 と 庭 の 風景 』増 田 友 也 ナカニシヤ出版

c .  r 日 本 文 明 77の 鍵』梅 料 忠 夫

自1) 元 社 S，/F  
c .  r近 代 建 築 再 見』山 口 氏 建 築 知 識

• r 出 家 と そ の 弟 子』倉 田百 三 岩 波 岱 1苫 • *  
*  

I  

美 漉 告 昭 『思考の敵北あるいは主化のパラドックス』

a. 7 ラノ 7インケルクロ ト酉11 時 抗

戸iJ t封 諮 房 告 村 篤 - a .  r大 地 の 家』鈴木喜一 P MC 出 版

大成品!，tlt 大阪支 18 b. r風 の 旅』星野 直 弘 立 ｊ Ａￍｬ ｾ魯房 -ill t高環境研究所 b. r塔 の 家 白書』東孝光 節i子 利 恵 録、明図書館出蹴

c .  r男のコラムJ ? イク ・ロイコ / 井上一馬訳 i百J 出 岱 房
c .  r建築家アルベルテイ 』相 川 浩 中央公益美術出版

• r吉 阪 隆 正 集』吉 阪 隆 正 !il.1J  1，1: l '} 房 • r背 教 者ユリ アヌス』辻 邦 生 中央 公論 社

水 谷 穎 介 『建 築、 機能力、ら様相へ J m¥、広司 岩 波 13 庖
蓮 併

亨 a  rゎ崎1:ネルソンとともにJ

ウィニーマンデラ/阿部畳村山理彦駅

新日本出版社

J十l剖[，[人 rU R 水荘研究竜 b. r茶 事 遍 路』陳 舜 臣 朝日 新 I!F)社
);( /m也 築 事 務 所 b. r宮 本百 合 子 と十二 年』不 破 哲 三 新日本 出版社

c. r  1920年代・日本展』 兵 庫 県 立近 代美 術 館他

• 
*  *  

百盆

c .  ｲ 京 都 町なかの暮 ら し 』奔岳章子 ｩｬｴ 回重隆 ｭｾ Ｉ l tI  忠、 十土

• r五慶録= 民族的自伝= J 僑浦泰雄 自1) 柑I 社

宮 田

町i 刷J ，1生，11

照 久 a. r 日本の田J J 丸 谷 オー 山崎 正和 文 鎖 存 秋

b  rヒンネスマ ンの主より息子への珂過の手岨J ifJi ｩ ｾ ｊ ｉ＠ :t上

キノグスレイウ，- tI埴山三郎凱 '  

c .  rコンスタンチノープルの陥落』溢野七生 新 潮 社

・ 『空間時間建築・IJ I JS ギーデイオン/太 田 実 訳 丸 普

学 校 建 築 の 冒 険 展

日 時 1988年 12月 6 日(火) - 1989年 | 月29 日(日) 1  0: 00 - 18 :  00 

* た だ し 12月 30 日樹 - 1 月 4 日嗣 は休 館

会 場 I NAX ギ ャ ラ リ ー大 阪 ( 地 下鉄「四 ツ橋 駅 」か らす ぐ)

大 阪 市西 区 新町 1- 7- 1  f i  06- 532- 1956 

ーアン ケートー …

l甘j1 この l 年IHJ ( 1Ii'l和62年12月よリ昭和63年 11月まで) に刊行さ

れた住総Ｈジャン ｊ レは 聞 いませんＩのうち、 ｩ ｾｴ 方がお Ｑ まれた

もので、とくに印象に残 ったものを 3 11fr あげて下さい。

間2 この l 年I ' I l J に阪らず、北方のUH主体験の中で、最も印象に残

った ｻ ｾ ｊ ￟ “この ＱＱＱ 甘 というものがありましたら、ご l亘l符下

さい。( ・印)

今、 H 本 の ' 学 校 が 少 し ず つ 変 わ ろ う と し て い ま す 。 大 き な ぷ 場 で

よよれば、 l明 治 時 代 に (i'(C1L さ れ た 現 代 教 ff の シ ス テ ム ・標 準 化 が 、 約

100年 を 経 た 今 日 、 ょ う や く 新 し い 民 間 の 兆 し を 見 せ始めた、と 言 え

る か も し れ ま せ ん 。 19IJ え ば 公 立小 ・l ドマ: 校でも、今までの J¥.j Hl ]廊 下

l クラス l 教 室 と は 逃 い 、 廊下 ・教 室 I: ¥J の 慢 を 取 っ ぱ ら っ た オ ー プ ン

弘 教 宅 を 持 つ ザ:校 が 、 全 Ifil3 JJ 4 千 校 の う ち 現イ1，2 千 校 も あ り ま す。

そ こ で は 、 画 一 教 f f .  Ｍ ｦＧｩｪ支業とは ｊ 主う ｩ ｬ ｾＱ 別 教育 ・ 多機今Ｇ ・ ￭ｾ＾ｬ の 試み

が も玉 々 な か た ち で行 わ れ て い ま す。 これらは、 1950年 代 か ら イ ギ リ

ス で 嵐 山l さ れ て い る いインフォ ー 7 ル ・エ デュ ケ ー シ ョ ン " や 1960

年 代 か ら ア メ リ カ で 雌 ん に つ く ら れ て い る 、、フ リー ・ス ク ー ル旬、

、、 オ ー プ ン ・ス ク ー ル " 等 々 を 参 巧 に し な ヵ 、 ら 、 日 本 の 現 実 に 起 き

て い る 燦 々 な 問 題 ( 笠 校 tli r 1; など ) の解 決 に 一 行 を 投 じ る べ く つ く

ら れ て い る も の で あ り 、 「 教 え る 」 か ら 一 人 ひと りが 「今リ ;.J ' /・校 へ

の 松 燥 を 立 l床 し て い ま す 。

こ の よう' d: I:l本 の" !・校 の 変 化の 兆 し を 、 学 校 佳 築 を iJIJ して 比 る 機

会 と し て 、 こ の r Ｇ ＧＱ ・ 校 ｩｬｬｾ たの日ｼ決展 ｊＨ 北海 ｪ 泣から ｾ ｉ ド 純まで Ｑ Ｓ 校を初

介 ) は 非 常 に 立 義 の あ る も の と ，EL わ れ ま す。 オ ー プ ン ・スクールカ、

まだほとんと' 存イi していない| 品l西の' 芋校 ・娃 築 関 係 者 に は 、 特 に 凡

て い た だ き た い !氏 む 会 と い え ま し ょ う 。

37 



第 34回工高生デザインコンクール入選作品

審査総評
審 査 委 員 長 東 孝 光

全 |工|から 応 募作が- * まる この デ ザ イ ン コ ン ク ー ル も 、過 去故 高 で あ った

11; 年をやや下| 旦|る と は い え 、 本 年 J{tーも 18校 99点 の 応 募 が あ り、 す っか リA

rf し て 若 い 皆 さ ん の 大 き な 目 棋 と な って いるようである 。

今 年 の テ ー 7 は 、i血管化 す る 市 街 地 の な か で の 市 民 の 日 常 生 活 の ひ と 11寺

のだ!い を 、 ど の よ う な か た ち で デ ザ イ ン す る か を 問 うもので、単 体 と し て

の 処 築 設計から 一 歩 進 め て 都 市 宅問 の ー Ilhi を構成する総集。を求めるもので

あ った だ け に 、 多 少 取 り 組 み に 凶 鰍 さ が あ った か も 知 れ な い。

単 な る 敷 地 に 往 物 を ポ ツ ン と i泣いた裟などは論外て'あ る が 、 何 回 も の 淡

泊 と 投 :tJf を繰り返す 中 で 10数 点 に し ぼ ら れ た 作 IfJI は 、 い ず れ も 中 味 の 充 実

し た も の で あ り 、 そ こ か ら 最 泌 禿 l / l を選ぶことの1 i が意外に難かしか っ

t.:. 。

Ｊ ＮＧ ＱＪ として ｾ 優秀に ｪ 些ばれた Ｑ Ｎ［Ｑ Ｑ ＱＱＱ 奈は ｩｬｦｬ り政けの細長い敷地をぬ Ｚｉｽ 下げ

て怖を先日け 、 そ の 下 に 怖 か な 庭 と カ フ ェ テ リ ア を 作 る m，と動の対比が、 {市

審査記録

9  JI 17 日 応必作品受理

9  H26 日 予備審俊 一応 募作品に ついて 応 ｾｽｮｬ 定 の 山検 Ｈ 工高生教育小委 Ｉ

ｫ 見定不通子ト Ｇｉｾ ｦＨｩのある作品 77/ 99 点

10 )-J 1 臼 白 ｉｾ 前審在 一 審食会欠席 の 市住 ｕｬ 名による 。

10H 1  EI 務作会 干在住 W 31'，

募集規定不適合・ ｉ ｾ 取 のあるものむ含め 、全応募作品について投 Ｓｪｴ ，討

議、意見交換によ って 事伐をすすめる 。( 簿作時間1 13 :  30→ 18 :  30)  

審査経過

l 次 予備審住の内容に重大な総定不適合 ー ｉ ｾ｛ｦｩ がないと認め、従来どうりの事作 Ｉ￮

2 次

法で進める ｾ ｬｾ を陥認する 。

全応必作品 について得作U Ｑ 人が Ｑ Ｐ 山 を選び、校 ｾｉ ｊｉ ｻ する 。

欠 席 の簿作只 ｬ 人の ｛ ｬ ｾｬ￬￮ｪ 庁ｾＱｴの投 ｾｉ， ｉ ｾ ( 10 山) も含める 。

(時1111 14 :  00→ 15 ・35)

集計結果

得 業 I 13  12 11  10  9  8  7  6  5  4  3  2  1  

作品数 I  1  1  1  1  2  0  0  3  1  4  6  6  7  24/99 

* 得票 2 以下の作品 ( 13点 ) を検止I し、 f-!}I}: { 1 以下 の作品 ( 7 占) は事作

対象外とする 。

Ｊ 得ｾ， ｉｻ 2 の作品 ( 6 市) について検. H し、意見交換を行い 6 作品中 4 点を

残し、得 ｾｉ ， ｉｻ 3 以ヒの 20収を加えた 24 山を以後の得作対象とする 。

I  環境デザイン/ 止び、，建築デザインの双万が要求されているが、 。

:  Ｍ Ｉｪ のみ完成 ｬ 立が ｉ ｾＧ ｾ 1，、f晶子子、どう評価するかが話題となる 。

上 記 ＲＴ 点の作品について、，溝品イ作ｾ住ｽ正 ｩμ ｬ 人が ＸＮＧＮＧ ，点 ･

(何H寺刺!間叫 l日5 : 4ω0→l凶6 : 3お5)

集計総" *

件 諜 I 12  11 10  9  8  7  6  5  4  3  2  1  0  

作品数 I  1  1  1  1  0  2  1  1  2  5  6  2  1  18  24 

設計課題 カフェテリアのあ る 審 査 員

か に 他 に 抜 き ん 出 て 詞L価 さ れ た も の で あ る 。 続 い て三 方 を ビ ル に 図 ま れ た

袋 小 路 状 の 土 地 を か、定し、ゆるくまわるスロープで沈めた庭に降 りていく

前国袋、た( 円のカフェに列位の椛成する広場を設けた高倉案のふたつがこ

れにあt くものとして今回特に設けてもら った 優 秀 作 に 選 ば れ た。 そ の他 、

ピラミ y ド 状 の カ ラ ス 屋 似 を か ぶ せ た 地 下 宅 I:ll 利 用 の i可聖f炎、級密なさE

I:: lf 昨成のi i >f 内署長、 Ij J < と円のモチーフをまとめ切 った小 林 案 、 静 か な 造 形 力

と優れた表現の飯塚笑と旺i原 案 、 現 代 U() な 表 現 法 で 若 々 し い 魅 力 を 見 せ て

く れ た 原 案 、 込 山 案 が 入 iきとなった 。

ま た 入 選 に は 至 ら な か っ た が 、 段 状 屋 似 に 水 を ilkす東京物語事長の詩情、峠

の AL屍をビルと対比させる若干抜さ、神社と河岸を結ぶ参道に三角公図を結

びつける鹿史と者11市 へ の 目 配 り な ど が な の 印 象 に 残 っ て い る 。

析し、応募の皆さんの健闘を讃え、米年にもまた新鮮な作品を期待する 。

*  ｬＡ ｊ］ ｾＱ ＱＱ ｻ＠ 1 以下の作品 ( 3 点 ) は簿作対象外とする 。

* 得票 2 以 七の作品 ( 21点) について検.Hする 。

ここで、審伐以 の過半数 ( 7  ｾ ｉｊｉｻ 以 ｵ の支持を 得た Ｖ 凸Ｎについては入選

とし、残りの入選 4 Ｏｾに ついては 、 ｦ 年以 Ｒ 以七 Ｖ 以 ｆ の Ｑ ＵＱ Ｇ乍 ｉｒ 』よリアイ

デア、コンセプト、表現11 などを巧t&し、選ぶこととする 。

3 次 七記 15点の作品について簿作以 l 人が 4 引を iきぴ、投要する 。

( p寺問 16 :  35→ 17 :  05)  

集計結' *

得 票 1 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

作品数 1 1  1  1  1  1  2  0  3  3  2  4/ 15  

*  f!t i'兵4 以上の 7 作品について検討し、 7 決以上の 3 作品については、入

i越とする 。

Ｊ 銭りの入選 ｬｬＨ については、 ｪＡ 日 ｉ ｾ 4 以1 : 6 以下の 4 作品の中より選ぶこ

ととし、挙手にて採択し、以 ｉ ｾ 入ＱＧｴ 10.'. '!: を決定。

4 次 |二犯人選10.' ，Jへの作品より、紋i正予2作品 1/，( をiitl ぶため各干在住 li が i 点を選

ぴ投 ｾｉｊｾ 、最後禿作品を決定 。Ｈ 時 ｉｈｉ 17 :  05→ 17 :  45)  

5 次 催予E作品 2 点を iitl ぶため簿作 U l 人が 2 ，1，' ，( を滋び投楽する 。過半数以上の

立:t与を得た l 作品を i愛禿作品とし、伐リの l .s( について再度各事公只が l

... ; ( を選び、投楽し、過半数の支持を科た l 作品を優秀作品と決定。議110会

を終了する 。 ( 時間 17 :  45→ 18 :  30)  

ポケットノ てーク
収 不 比 二/ 大阪大' f : T . ' t ffl;J .;'1 J完工学科教 J1 谷 Il J li ， ＮＱ Ｏ 附見 ｕｉｉｉ 佳 ｾ Ｇｊ Ｇ［Ｎ 務所設計課長

玉 イ峯 日 本 建 築 協 会

応 募 校 数 18*交

"弘 一 作 / "政 - i，( :  ill 築 研 究 所 主 宰

liuj !;，¥ 紋/ w/:.'; 佳設(仰大阪主的建築設計部次長

引 別 忠 ｊｆＺ Ｏｉ 附竹 ＧｪＧ ｊＮ ｦￆｉ ， ｬｩ 大阪本 ｾｩ 設計部専門部長

新 111 的/ k 阪去持! 大字芸術'7部，i J l 築学科教 j]

世f' 111 Ｔｾ リＺＱＮ Ｏ 附 ｈ ｉＮｴふ ｴＩ 、阪 ＷＢ＿［ オ Ｗｯ［ ｪｃ Ｗ ｦ￺Ｇ 、 ｬ 曲 ｪ ｩＺ［ 人Ｂ

伝t j 伝 II{V I附' 1i J他業設計事務所設計部副部長

応 募 作 品 数 日 点

北 illi か は る / 大阪t ! i立)，'{:'I 制作部住居学科助教授 三 谷 、7 ' ;] / 1附大IHll 本Qi 建築設計部一部設計課長

締 切 日 昭 和6 3年 9 月 17 日
市 村 7) / N1r

i
大'{:T.' f: ffla.;'1J Q計画学科講削l Ll I  山有 Ji'. 弘: / Jf' :m; 大学工学部建築第二学n助千

審 査 会 昭 和6 3年 10月 | 日 i'I i- r 伯 仲 / ( 附 あ め リ か li. 設 計 古1，謀長 J I  十t r百 一 / f附 往 築 邸 . tl:!: 研 究 所 所 長

表 彰 式 昭 和6 3年 川 月 19 日

38 也誌と 社 会/1989' 1' ，111 '，; 
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蕊よ! =管憲史認?

." j ; I : %1"11、ヨー ・

古 川ぐ 一 一 -

ｗ 包ｾｾ _ ! 包凶M

ＢＢ・ＧＮｲ ｾ Ｑ V I 均衡，

課 題 の 主 旨

ニ ュ ー ヨ ー ク の オ フ ィ ス 街 に も 、 ビ ル の 谷 IBI に 生 じ た 小 さな さ在地 を、

小 公 凶 と し て 務1nii した「ポケ y トパーク」がある 。 ポケ y トに入 っ

てしまうほと. . /1、さなもの、という意味から名付けられたこの公閣は、

ビ ジ ネ ス マ ン や 街 を 訪 れ る 多 く の 人 々 の 憩 い の 場 と し て 利 用 さ れ て

し、る。

本 謀 縫iで は 、 近 年 ま す ま す 過 密 化 す る 市 街地 に、「ポケ ッ トノ マーク」

お よ び そ れ と 一 体化 し た 「 カ フ ェ テ リア 」 を 設出 す る こ と でil'i l ｾ 、を

与 え 、 務ち 予告い た 雰 閤 気 の 中 で 人 が 築 ぃ ・A5! え る 空 間 と し て 、 創 造

カ也かな従事長を求めるものである 。

また、「カフェテリアのあるポケ ソ トパーク」 は 、 街 路 と 密 接 な 関 わ

り を 持 ち な が ら 、 街 が 機 能 す る 大切 な一 要素として、単に休: 巴!の 場

だ け で な く 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 場 と し て 、 街 を 活 性化 す る も の

であ りたい 。

楽 し い デ ザ イ ン で あ る と と も に 、 問 題 意 識 を し っか り と 持 っ たアイ

テ'ア を期待する 。

設 計 条 件

1  ポケ ッ トパーク : 密度の高い市街地の中で、位置および敷地の形は自由に怨

定してよい。

敷地は建物に閉まれた500m'程度のものとする 。

ポケ ッ ト パークと しての桁極的な さ ｾ ｮ ｬ ｬｬ ｗｩ 成の秘突を求める 。

カフェテリアＺ 床 ｉ ｦ ｬ ｩ ｦ ｾＨ は Ｑ ＳＰ ｭ Ｇ 位 ｉ ＡｲＮとし、構造・ Ｑ Ｑ 皆数は向由とする 。

喫茶スペースの客席数は 30席脱皮を目安とし、日干房、売問、

合lil1、i挺所など、必聖書と考えられるものを加え、また屋外

の喫茶スペースを設けるなど自 由に計画する 。

J
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ｾ ｉ［［＠ ｉ Ｎ ｾ＠ / 1 附， .' 

111  ｾ ｌ ｩｉＮ ιＱｌ Ｎ＠
r  _  _  _  _ 、" ，. . 賞、三

惨入選賞牌

n牌の原案は、サ

モトラケで発見さ

れた 「ニケの像」

をモチーフとした

ものです。

所 要 図 面

〔カフェテリアだけでなく、ポケ y トハ- 7およびその周闘の状況もあらわす〕

1 . 平 面 図 : 総尺 1 : I∞ ( 前面道路を含め、方{ 立を記入する )。

2  立 面 図 : 縮尺 1 : I∞ (  1 面以上 )。

3  . 断 面 図 : 縮尺 1 : I∞ ( 設計意図のわかる断聞を2 t ( u以 七)。

4  . 透 視 図 : ff 色1:1: ヒ( 設計意図があらわれているところを焔< )。

5  . 設計政明 : 設計主行および概要 ( 敷地 1(II 獄、鐙物の榊巡 ・階数および床而f l ' (

など) を 問時l に言己入する.

6  . そ の 他 : 平而図 断l師図には主要寸法を記入する 。
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新建材紹介コーナーNo. 162 日本建築協会建材委員会

塗料 原 料 樹 指

アクリルシリコン塗料( シロキサン架橋型 塗料)

鐘淵化学工業株式会社 大阪 ､ｩ 北 Ａ の ｬＧ 之 ｊ Ｚ ，ｾ三 ｊ ， Ｑ Ｒ 嗣り 干530

特 殊 樹 脂 三 部 TEL06- 226 5:nl  1: t¥X06 226 532:1 

1  はじめに

近 年 、 建 築 外 装 分 野 に お い て 耐 久 性 JIl J 上 が 袋三位

されており、超耐久性格料が注目をあびている 。

組耐久性格料として ｾ［ Ｍ ［Ｚｊ 乾 ｊｾＧｬＷ γ 索樹脂 ｴ 食料が約 Ｕ

年前から上市されているが、笑| 療の使用について

は 、 日 コ ス ト で あ り 市 場 拡 大 の i相1，f. (J とな っている 。

かかる状況の中て 7 Ｎｾ 素樹脂徐料の約 ＵＰ Ｅ の

11岡絡て¥同等並の超耐久性を有するアクリルシリ

コン喰料が登場した 。

アク リル シ I} コン続料 の 性 能 及 び 用 途 に つ い て 、

ここに紹介する 。

2  アクリルシリコン塗 料の特 長

. 1おむlの メ ン テ フ リ ー/ コスト パ フォーマンス

強 lii lな シロキサ ン結合で当日附 す る た め 、 従米

喰 料 ( ウ レ タ ン 、 ア ク リ ル 喰 料) に 比べ て 長

期lの 耐 用 年数 が磁保て' きる 。 走自面.t 依 .rl ーであり

ながら、 7 "/ 素 槍 料 に 比 べ て 、 ず っ と経済的

である c 促進耐候性試験結果を、 図ー 1 に

ボ す。

- 優 れ た 耐 汚 染 性 引から工場後装 の 焼付 ｊｾｲｴ まで可能である 。

大気中の# ドガスや粉鹿で汚染されにくく、中JJ 3  . 用 途

JlIIの美観が長J t J I↑日I f 呆たれる 。 2 年|首lの 屋 外

暴露の結栄: を表 ー 1 に 示 す。

・ 鮮 ｉ ｬＡｫＺ Ａ￰ に ＧｩＮ ［ ｾ［ む日外観

4虫特のセラミ ック調の純l きを1 i する 。

・幅 広 い 宿 苅 性

シリコン宵能J，l ; の働きによリ 、 各 組祭 業 系 素

材、金属に申Ｑｉｾ広＼ＧＱ任者する 。

・優 れ た 作業 性

指 触 乾 燥 がjさく、かつ低温硬化性にも i盃れ、

四季をj J I j じて安定した お監装作業性がある 。 ま

たイソシアネートを含まず、 l政などに対する

刺 激 が 少 な い。 低 温 硬 化 性 を 図 - 2 に示す 。

・硬 'l'i から ';ljl .'I'[: ，まで

硬質タイプから、ひび' ，1mれ追従性に白む判1性

タイプまで 111広 い タ イ プ が あ る 。

・現 場 格 装 か ら 工 場主主装まで

硬化斉11 を 変 更 す る が に よ り 、 現 場主主装の常乾

. ' 注築内外装仕上 げ

ｯ ｾ 竹純無機，建材 Ｈ 絞Ａ将仕上ト ップ コ ー ト、コ

ンク リート、モルタル、 p C，ぐネル、 イ{ 約1

スレート板、 押 し出し成 ｉｦ ｾ 板、 ｇ R Cハ ネ

ル、 A しC パ ネル、大旦II 布 、 花 コ ウ 岩 、 磁

総 タ イ ル)

0 金 属 系 建 材 ( 鉄 鋼 、 ア ル ミ カ ー テ ン ウ ォ ー

ル、アルミサ γ シ、ステンレスノ ぞ ネル、 Ｇｉｉ ｾ

ＤｻＭｾメ ｹ キ鋼板 Ｉ

o  F  R  P 製 建 材

・ill ｾＩｪ 食

0 鉄 鋼柿 造 物 ( 紙 梁 、 プ ラ ン ト 、 タ ン ク 等 )

0 コンク リー ト怖造物 ( 的側l等 )

4  塗 料メーカー

アクリルシリコン喰料の主なメーカ- / . 立ひ'商 品

;f，を表 - 2 に示す。

西川純 一/ 建 材 委 員
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図 - 1 サ ン シ ャ イ ン ウ ェ ザ オ メ ー タ ー に よ る 促 進 耐 候 性 試 験 表 一 | 屋 外 暴 露 に よ る 汚 れ の 比 較 ( 暴露地大阪)

'u 

I1悌 依 嗣仇 ウ レ タ 〆 プ ラ イ マ ー " エ ナ ノ ル

光 沢/ ( 色差 )

t全料タイプ

初期i

2 i f)止以 後

水 洗 無 水 洗 イI

アクリルンリコ ンt食料 8  4  

7  2  8  4  

(3  5 )  (0  9)  

常乾ｊｦｾ 7 γ ぷ 命 科 6  9  

5  8  7  1  

(  13 .3 )  (5  1)  

匹 ｱｪＧ Ｎ ｾ ＱｉＱｊ Ｑ

制，..叫1:11ｗ ｋＮ ｉｾ ｾ＠ 1111 20U( ) 叫 1"1

図 - 2 ア ク リ ル シ リ コ ン 塗 料 の 低 温 硬 化 性 ( 環 境 温 度 5 "C)

1'1 0 Ae料での比較

色，f は、」、 JI.<，'r; の似を 十f 叩 とし た

表 - 2 アクリルシリコン塗料の主なメーカ ー

ICkl  

同

川

川

川

旧

凶

塗料メーカー(五十- 1f ill iO 高司
I口' "  

r， 

イ サ ム 喰 料 ( 州 ネオンリカ

四 国 化 研 工 業 附 リリカタイト

争11 束 検 字1. (附 ハイテント y プ

中 国 冷 料 附 ンリカラ ッ ク

ナトコ ペ イ ン ト(附 ネオセラミ、ア J レコ

日 本 I1I1 }m (附 ニ ソサンベルタイト

総 合 化 成 ( 附 セラミトーン

匠'l'<l til 亙E

. このコーナーについてご意見・ご希望などお知らせください。 ( 社 ) 日 本 建 築 協 会 建 材 委 員 会 ( 担 当 増 田 )
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ポ ー ト ア イ ラ ン ド に お け る 環 境 ・ 景 観 形 成

(3)  ポートアイランド・インターナショナルスク

エア東地区地区計画

ポートアイランドの中心に hZ; 丘し、事11戸の同|努

性やファ ッ ションなどをｊＱ ｈｍ 的に ｲｾＧｾ める坊として、

とくに重要なインターナショナルスクェアの東地

区を対象に、都市計画法にＩ ， ｾづいて地区計凶 ｬ を定

め、先に述べた「環 ｊ 克 ・ Ｚ ｬｩ｡ 見 の形 成 ｬ えひ Ｇ ｦｾｾ 全の ｴｨｬ ，

［応」を法的に ｦｾ ，ｩｬｅしている 。

地区計固め目標は、

① 11<1際的な取引と交歓活動の機能を充実し、

ボ?ー トアイラ ン ドは、 外国t1 易 1'( 物のコンテナ これは 、土地 分自i員の|努に 、市と購入者との IHJで、 統的 ・情 報 ・文 化の拠 ，Ij を構成し、世界へ の 窓 口

化に対処するための港湾機能と、インターナシ ョ おり4 いにポートアイランドのすぐれた環境と対鋭 の役割l を来たす。

ナルスク ェアを伎と する 百I1市機能とを併せもつ似 を自Ilj 主していこうという趣宵により締結するも の ② 付 JJnf価値の 向、、多隊な フ 7 ''1 ション産業の

合機能の海 l二/iJ l lnである 。 そのイ メージは 「問際 で、その概要は以下の通リである 。 版協! の場や、生活文化の iilJj 立の場とする 。

! 感覚あふれる、総ゆたかな、若々しい、ハイセン ・建 物の 色調 建築物全体 の 色調としては、 ｉｾ Ｚ ｉ る ③ 街全体が独創的なファ ッションを椛成する 。

スな、 Iりl るい街」 として要約することができる 。 い色彩を法調とする 。 の 3 .t.' .( である 。

このようなイメ ージの もとに 神戸市は 「神 戸ら ・ ｛Ｚ ， ｾｬｉ ｬｩ＠ 後送 道路からは 5111 ， 4  m ， 3111 の 3 また、土地利用については、つぎの 5 つの街区

しさのある ・新 し い 街」の創造をポートアイラン 州知、隣地からは 2111 とする 。 に区分し、 }' j 針づけをしている 。

ドの中心地区 ( 自I1､ ￯ 機能用地 Ｉの ＮｦｾＧｕ Ｇｊｬ .  }j( 縦形成 ・J}Jf - J) tI をつくる場令は生起とする 。 ① 同内外の会議や凡; T : In、714: 集会と い った 名

の J，l i 本日燃として定め、その具体化のための J主本 ・怨物の外在J / . - j建物周辺からの 外観に配慮する 。 同イベントを flij し、人々 の交流 ・取引 ・↑fJ 鍬のj (

}j 針として以下の 3 Ｎ ｉ Ｎ ｉ ，ｉ ｾ をあげている 。 ・反外!ムー伴物 表札(1句な自己の ための広作物とす 務セ ンターとす る とと もに、 @(I)j ffi 設を{ 耐えたi } i

(1)  多様な hlli fl!( 鋭のもとで計画される例々 のill る。( 尾上、ペントハウス、窓ガラス ni iは! ，，，! JI して 区を 「コンベンンヨン m灰」 とする 。

築物等の，i J I ，j f ll を凶リつつ 、'e'eの高い、 11占ItI: のある いる ) ② 相 ｉ ｉ ，Ｍ ｩ の Ｉｪ ｦｩｦｩｾｩ をは じめ装 身 ｈ ・ 靴 ・ 家 ｈ 等の

街づくりを行うこと . w. 外計画 ｾＱ Ｑ￬装仕上げ、 ｍＮｽｸ 、ストリ ートファ 多憾な 7 7 "  O/ ヨン|具Ij 主rti : ! Rを集約し fi てるとと

(2) 市長は、i ' I ら の 役河lを果たし、計画的な街 ニチャーなどは歩道と一体( J (J に終備する 。 もに、 7 7 "  O / ョナブルな街づくりを進める街区

づく りを行うこと 。 そのために市長は、紋少 ｉｬｬｾ 必 ・歩行者への自己胤 7  7  Ｇｾ＠ O / ヨンタウンでは，建物 を r 7 7 " ンヨン業務街区」 とする 。

裂なｪ［ｊ，ｬ｟ｩｉ ｾＱ を行い、 Ｇ ｊ Ｇ［ 業者、呼門家およひ Ｇｩｬｩ ｬＨ ｾ 干 の の 1 1滑にシヨ ソプ 、シ ョー ウイ ンドウを設位し て、 ③ フア ソション| 見! 述業務のほかに、神戸のフ

nt. t による Ui づくりへの誘導を桁極的に行 って、 魅力的な歩行者 ｾｉｭ とする 。 ア ッ ションｼ 主 ｊｪ 車業務とし て欠かせない洋必 ｲＭｾ の

/iJ 1  di 美夫#1 . へ の 努力をすること ・建 築 協 定一将来、建築協定を締結する 。 製 jA工場を立地させるとともに、カフェテラスや

(3) 主袋な道路 Ｇｾ ｉ ＺＺ ｊ Ｈ 公共 ｾｉ 日ｊＩを納として、 (2) 神戸ポートアイランド地区環 境 ・景観形成委 小ホ ール等を 併設し、楽 しい術づく りを進める街

公私 Ｑ Ｑ Ｑ ＧＱ 宅 川 の 接点、または緩衝Ｎｾ官を創 出 し 、 紙ゆ 員会 区を r 7 7 " ション業務工場街区」 とする 。

たかな{ 封.J f'. みを自IJ 治すること お の おの の 佳築物のＩ，ｾ -1'計 ドli Iが作成された段1; 許 ④ フ ァ ッション :Jd Jj i釘区に彼し、 小 規 似のフ

これらの実現 のための具体的な手だてとして 、 で、主主Ｎｭ Ｂｪｩ ・者、伊 Ｑ Ｑ 家、行政 ｦｗｉ 委 Ｑｾ 与か ら なる ｦｅ ii ァッンヨン I!}，J注業務地設と向! 同 fi ，宅 をfjj f i : し、に

市が地工する道路、公 l姐等法総地設の直接的な ;ui 会を ｂｾｊ fIi ; し、そ の処. m1. 十日ij の内芥がポー トアイラ ぎわいと 快適さ ( ア メニテ ィ) をも った街区を 「フ

計 七 の 工夫とは別に、処築物のｾｊ，ｬＮ制 ・ 誘導のため ンドの 街つく 1) の起 行にふさわしい形態、立l同か ア ソ ションヨｾｾＧ引 ｪｦ 存 Ｑ 七 ＧＱ 三位 ｔ 区 」 とする

に、つ ぎの 3 つの } ' j 策を実施している 。 どうかを 11附 1I に帯議 し、事 i飛車古来 をg没，j l ti' にフ ィ ⑤ 神 戸の エキ ゾチ ソ クな存 ｐｈＧＮＮＮｾ をＧＱ］，かし、世

(1) 環 境 ・景観の形成および保全協定の締結 ードノ〈 ソクしている 。 ザf {キ|五lの 商品の ' t J . い物や料. f 11' ，、飲食が' 米しめるエ

。佐 ［［ ｾｉｾｬ ｪ 生 ｉｉｉｊ 也

m; oI j 機能) I l J也

審議 仙川μ

ポ ートアイランド

44 住 畢 と社 会 / 目的 年 1)) サ

キゾチ ックタウンと 11 少年利'f 釘1のある i釘|えを 「余

1l 1:i I!}，Jj 1i i.i' i区」 とする 。

さらに 、 l' で述べた日棟、 )j }1 を受けぷ制1 ¥な m

:1mを1じめた地区終村ii ￥ｬＧｾｬｩｪ は、つぎの ｪ 凶リである 。

・処 築物のJ f l j盆の; 制限 7 7 " ション 1d' fi fjf Tf. fi 二

宅街区の 21明以 上を| 徐いては、 fi 二' 七および )1，， 1百m

屯 を処築してはならない 。

・干Hl '['fSのJt，( fJ¥1初芝 100%  

・!ill 築 1(lj 仙の h>l: (J ¥1限度 - 300m'

・ Ｇｊｪｾｊ 也 ｉＨｉￎ f!'l (7) io<: f J UN. I皇:- 800m

• 1: ，tl(rI 後退一 道路から 5 m、 4 m、 3 m 公 l州、

f i U也か ら 2 111

• ｲＺＧｾ さの ｊｴ，ＨＨｊ｜ 限度 9  m 

・かき 、 さくの椛jiE- 'l ミJ li とする

*  

ホートアイラノドでは、池袋 ｊ ， ｾｩ ｖ Ａ 位、にＩ，ｾ っく ｩｬｬ

ｾ帥必 Ｑ ＱＱ ， Ｑ ， Ｇｉ に先立ち、これ ら Ｓ つの ｊｮ ｾ ｾ に ｊ ，ｾ づく

ｦｉ ｾＱ 々 の 往築計ｊｬ ｉｉｊ に対する環境 ・ ， ［Ｈｮ ，比 ｉＨ Ａￍで の 訓 ｩ ， Ａ ，Ａｦ［を

' ) ; ) 血することによリ、調和!のとれた 、 'l 'eの r:'，'j l，.、 、

ｦｉ占 ｉ Ｇｾｉ ある ￎｴｩ づく り をめざして い る

( 神戸市開発局計画標 ;美野高史 )
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新 規購 入機 操 紹介

土 の 三 軸 圧 縮 試 験 機

構造物試験室土質・基礎部門

@ 財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

所 在 地 吹 田 市 藤 白 台 5- 8ー1 干565

電 話ー( 06) 872 - 0391 F AX"' ( 06 ) 872- 0784  

業務時間 ・一平日: 9  :  ＰＰ ｾ ＱＷ＠ :  00 

土曜 : 9  :  ＰＰ ｾ ＱＲ＠ :  00 

1'_  't' t  .  ｊ ，ｾ従ｼ弘 ｉｪ 生の問題を杉 ｺ ".t する|療に は、

1-. 't'[ 試験、現地，制伐およ びf!JIf.十/i という 3 本の

H. カ、必裂 です 。 当li)j において I'. 't't . J H並行1，1"1

をIJfl ぷするに あた っては、 5 年川 でこれ ら3

4ドのti を快(Iiil する ，nー1II Ii です。今年伎 は 、その

ｴ ｦ［ 一 段 ｬｭ として 、谷村 ＱＮ ＧｴＧ｛， ｩｊ ｜ｬ級機 Ｖｾ を ［Ｔ 人し

ました ( ｉｉＨｾ 千 ｉｉ ｴｩＳ 年Ｏ Ｚｴ胞 Ｑ 没快 Ｈ ｉ ｩｩｩ ，Ｚｉ 一 ｬｬｬｩｩ Ｉ 。 ここ では 、

それらのうちの三和11圧紛，試験機についてご制

介します

.  1. ・という Hf l ヵ、 他の材料 と大 きく % なる

1.'i 'l' lーとしては、 'J TI1'-' 、11，} ;!.(/ I.: IN (1:-1'1: とダイレイ

タンンー ( せん l析11与の体村変化 ) が学げられ

ます。 この 2 ，1，' /.を把Mするために、一般には

ニ 申111/(. *¥; 'I ，:JU抜ヵ、' _k /j Ui されてお ')、 1.の判 1'1ーを

犯 J- J ; l するうえで三 'I¥III/Uui ，: 式験機は 必袋不 IIf 欠

式むのです このほど ;l 主人した こ幅11圧給ぶ験

機は、 ｊ ， ｾ小ｾ .l)[ .i  1-、k: ll i L および ，:hl!l l .  iI，lli 制lフロ

グラム (↑iJX: をと1"Ii) 十てイ l っており、そ の十l旺吹 を

以 1" に ' J、します 。

三 Ｇ Ｑ｜ＱＱＱＯ Ｑ 納ぷ験機の ｊ ， ｉｾ 本 ｦｎ ｩ ｩｊ ｘＺ を 図 1 に I J  ｾし

ます 。 ｾ Ｈ 袋 ｩｦ ｦ は、ゆ Ｕ C I11 X  h  10(' 111お よびゆ 10(' 111

X h20(' 111の |ーの1jbぷ体に士、l して川市j 三川 s試験、

jbdi}) 三制II ，;A:!験が 可能 であ り、 7 イク ロコ ンヒ

ユーターによ って 1'1到I) ，:I-illl l ・i'l 1i} j 制御 するシ

ステムとな っ て います 。 また 、ぷ ｼ の ［ｾｉ Ｉ ｬｬｬｬｬｬ を

ｾ Ｍｉ免 ・ ｦｬｬ￬ プじするだけで ｋＢｉ ｉ Ｚ 術Ｂ式Ａ段、Ａ 必 力紙路

￭ｉ， ｬｬ￭ 割 ｬ ぷ Ａ鍛 ｾＺ ｉￎ Ｇ ーの ＱＭ Ｇｩｾ 止法 験にも ιｴｬ ，ｩＺＮ ・ ｉｉｦ 能な采 なシ

ステムであリ、今 後 ｊ ｊＱ Ｚ Ｇ［ ｉ ｾ してゆく Ｍ ＨＭ定です

三制II H :¥i i. :A，1Jj:買の他に、収イ1、'k /j血吋能 な I'. 't't

ｊ よ験は、 表 一 Ｑ にがすとおりです 。 圧 ｾｦｦ［ ・ Ｔ 試 験

等については，人年度以降税制する，: 1・lllij です

なお 、 1.  't't .  ｊ た Ｔ 症 の ｳ 試験およ び ，ｾ， ｜ｊ ff. に1¥¥1する

おIll] ，、介わせは、 t荷造物，iA，1J)元本 卜‘1< までお時fl

L 、j 女します

表 1

試 験 項 目 規 4書

f  
σ3 よヒ ifi J  験 J IS  A  1  2  0  2  

グ〉
メ百ミ‘

水
'11 

j式 !.検 JI S  A  1  2  0  3  

グ〉 ljl: i.i¥ !綴 JI S  A  1  2  0  4  

σ〉 i1lf. Ｇｾ ｉ Ｚ＠ Ｑ［Ｑｾ＠ 界 d式 験 JI S  A  1  2  0  5  

の
［ｉｾ ｟ｊ＠

'1' 1:  1;民 済L j式 験 J IS A  1  2  0  6  

突 1，1;1め に よ る |ーの 純 1;';1 め l試 験 J IS  A  1  2  1  0  

1・ グ〉 相11 !王 *' ¥(1 
j式 験 J IS  A  1  2  1  6  

σ)  
J差 Jk  品式 験 JI S  A  1  2  1  8  

グ】 1<Jt J式 !験 1'- ' l ' t工 q 会えl ! . 市

σ〉

一
'1¥111 /1:. 利(i

"式
!験 卜 ｮ 工学会肌 ｩ ｖ ｾ 楽

.1ス'L  C  B  R  J  !政 ア ス フ ア ル ト1; 11i 装 妥 緋l

I1著 』巨 C  B  R  j式 !験 アスフアルト ｾＱ Ｑ￬ ｾ主要綱

。水 圧 fモ 路

ｊｈ ｾ 触変 ｬ 立品ｼ

空 気 圧 径 路

，丘 公 f，i ｟ｊ ｾ ｾ＠
11 n  L:lj 句| 円県

ビ

R  。レギ ュ レ- 5 ' ー 11 11" 1一一一J τ !i=1 1

。γ タ

ト ノ

7  

c

p

U

 

「ー①イ

ゐ||!||!

図 - 1 三軸圧縮試験機の基本車構成
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独 身層 の 住 宅 問 題

日本 の 人 U 附 成 の 統 計 を よL ると 、40歳 か ら 44，次 のところと、 151:&か ら19i みの年 齢 附 級 の と こ ろ が 呉市 尖

起 をしている 。 Ij iJ 者 が 第 一 次 ベ ビ ー フ ー ム 、 い わ ゆ る 団 此 の 世代 、 後者 は 第 二 次 ベ ビ ー ブ ー ム 、 つま り

団 此の世 代 の イ 供 の一世 代 で あ る が 、 この 二 つ の世 代は、こ れ から 二 卜一 世 紀 に か け 、 住 宅市 裂の撹 乱 要

ｼ 主 ｼ にな り そうである 。 もう 二 十 年もすると 、 Ａ 日 ｉ 者の 世 代は ＶＵ 必 に迷し 、 日 本 が本 物 Ｈ ｉ Ｈｊ な ， ｴ ｾ ｨ 齢社 会 に 突入

す る こ と は 、 周 知l の.o[ )'; 尖 で あ る 。 しかし 必: 外 に知 られて い な い の は 、 そ れ よ りも っ と 早 〈 、 こ れ から 十

年 ほ ど の 1/¥) 、 後 者 の 世代 が 二 十 代 を 駆け 抜 けるなかで、 |二l 本 は 若 年 独 身 J習の; t &，J1
1

げを』よ る点 である 。 凶! 持

二 千年で 単身層 全 部 はちょうど一 千万 ｩＡＡＺＧＺ ｜ ｾ Ｚ とな り 、その 内 訳は、高 齢者 二 ￭ ｬ ｬ ｬｊ 、高 齢 者を除く 向 ｦ ｄ ｊｬｬ 者一Ｇ ， ｉ ｉ ｉｊ

ｩ 分に 対 し、未 婚 者は突にプ、Ｇ ， ＱＱ ＱＩ に及び 、ｾ ｾｾ 佐［ 広 人Ａ杯 をはるかに ｩ 交ぐ符である 。

税とチの 同ｽ 丙 ｉｮ 行がますます ［＿￬ ｩ ｩ｜ｬＯＮ 化 していること、 ｉｾ Ｉｪ ｾ平日長 化 による 縦断 れカ、 Ｑ Ｑ Ｑ くすすんでいること 、 ま

た ｈ 似 ｬ ｾ 化 の 何 ｛ Ｑ Ｑ ＧＱ がすすんでいることなどが、未 婚独身ｊｬＺｊ ｊ ｉＯ｜ Ｉ を長 期 ｬ 化 させる 要 Ｑ Ｉ［Ｚ Ｑ になって い る 。 この Ａ回 は、

ニュー リ ｹ チでお ｩ し いライフスタイルを 身 につけてお り、℃色 の 変 った住宅 ［必 要を活発に ｾＡ￼ イ Ｑ Ｚ 化 させそ

うである 。 こ れ ま で 継 チ 扱 い だ っ た 若 年独 身 J0 の 住宅 政 策 を 、4吋制 I(J に 取 り 上 げ るべき H寺ヵ、来たと い う

べきた一ろう 。

( s  .  s  )  

六 つ の 風 土 と と も に

只州 仰 は 揃 戸 l人l ifl j. と 11 本 海 を 慨 し て 、|以相jl ・jナ械 、見1:[.]' 系的、 同情! タj 、1(1 問 、淡 路 の 六 つ の地 区 を イ了 し、

ifij:i( い、に、そして 山 川 に ，1件、 111]"7ドル;イ1: し、 J) ，えのある H円、 や き も の の UIj、 Jli jil の UIj ・・ ・そ i L ぞ れ の IIIJ に

は 心 に 訴 え る や'r か が あ る 。 F; . I H日常純白米では、この特 色 ある J也成にとけこみ、 県 民 に 愛 さ れ 、 .i'JL しんで

も ら え る 公 共 住吉たをつくることを 11 f!:i に、 l人J lylSぷ :汁 、1' 1_ E '，'::i .j:'I¥を千l っ ている 。 これ か ら 六 lill にわけて、

ｆｾＮ ｈ ｾｌ Ｇ ， ｾ名 ｊ 也の挫築 ｪ 目 、｜ ｊＭＮ を、先の六つの地域に分けて、ＧＺ［ｾ 純 訴 の作 llhを絡めながら制介していきたし、と，巴 う。

こ の l立、第一 |叶 公共住きたれ ( h' If'.J(}jUi，l生日III" J ) を 受.nした r ! ¥H¥りよ 公 ft' l目': J は、 lリ1i f i 35年 に 峻 J '. し て 以 米88

年 、 県 民 に，悦しまれた ｉ ｾ ｻ 合てい 、 戦災で Ｍ ＢＧ Ｇ［ ｉ ｉｾｳｴ 火し 、 取 り ｊ ｩｬ しが，［命 ｉｾ 義された末 ￭ｕ 川 された 。 その後 Ｔ Ｐ Ｑ ＭＱＢＮ 川

似 川 さ れ 、 今 恒lの 保 {F Ｑ Ｑ ｝ ＮＺＮ Ｑ 二 ｲ Ｎ ーＩ ， ［が完成して既にｉｩ ｌｊ 年、より Ｍ ｊｍ 多くの ｕ ， ｾ 1己 に 縦 し ま れ る よ う に な っ た。

r  Ａ｜ ｉｯｆ ｍ 公 館 」 のｾ ｴＮ Ｑ ｉｩＱ ｊ では、 ， ［ｉｪｩ ，ｬｽｪ 山 の主 止 を Ｗ ｔ に ｲ ! ¥/ol( りよ第三 庁 合」 の 欽 '¥'J "もキIl み l が 1) 、H召千1165年 が の

完 成 を 目 指 し て い る 。 X 、相11戸 di IJLi 区 の ニ ュ ー タ ウ ン 、 予 防|行11バi に 於 い て は L11Lぷ 利I} - ' 商 利 大マ: は全 1(lj 移

転すべ〈挫 ｴ 没の ＱＱ 的 Ｚｾｊｾ ｊ を迎えている 。 ｪ ＡｉＺい将米これらのロマネスク ・ ムードをじれわせた他物が Ｑ EI際 行Il di

神戸にＡ民 ｉｊｾＩ していくのを 比 続けていきたい 。 Ｈ ｙ ， M )  

父 子相 姦 な に わ の 乱

時代は実に寄妙なものを巧- え .'Hす も の だ。 111，今 は や りの ー143主化コンペ、局i主がJ 7え :1¥したか匁l らねども、

［Ｍｪ ｪｾ に 州 欣Ａ込さを ｦＧｉ ｾ し、なヵ、らＮｬｯ ｴ Ｚｊ ｊｉｉ の ー ｪ 金をたど っ ている 。 地 Ｑｬｬｬｩ 高騰のあお り が生んだ笑うに笑えぬ土 地 取

り合戦。

これはもうやくざの世 界 、やくざの Ｚ Ｍ Ｑ Ｇ • 入 り である 。 ｉ ｈ 入りであるから Ｂ ｐ Ｚ ｲ， Ｇ Ａｩが袋る、かくして抱え込まれ

し 一 匹狼はては芸者か泌似れ浪人 。 先生 ｮ Ｑ • 番 ＯＧ の持トメｻで定 り Ｚ Ｍ Ｑ Ｇ • すことと キ ＱＱ 成 る 。 あちらは笹 川 こちらは

飯 ｼ 刈、 ＭＧ ＱＧＺ手よろしくい つ れも千築道場仕込みの悩者逮入り乱れて戦いの火ぶたが 切り ｉ ｊ ｾＩ かれる 。 ｊＮＮ ｩ ーを ｉｊｾ ｊ

け ば な ん の こ と 、 い る は い る は お 馴 染 み の !削 々 、 か つ て の lnJ lIJ 1、，巳1. 削l に友人、 inJ 内ゃ く さ に 泌述 の無制l。

Ａ被う ＱＱＱＱＱ かそれならばかたやに作えて行事役、こｩｌｙＮＮお馴染みの創 ｩｾ よればかリ、 高 ｽ 止 のｽ 止 す ｗ ｊ ままならずこ

ちらをぶてれは ‘ あちらが Ｇ［ｌ たず 思 京六法巧える人 。 公ｉｩＮに林 っ て ｊｉｾ び交うは ｦｦＮ ↑ ＡＧｊ 報、 ｉ ｪ 史上必ーはまさに ｩｊ ｉＡＮ i( 1、

Ｇ， ￯ Ｇｉ ｾ Ｚサの ｩ 減いは ｉｩ ー まるところ生 ＱＱ らず ＱＱ 年 ｉｩ ｜ｊ ｴｊ ｊ i L ;まで必¥Ij 没凡|湖、 ィ'1{に H を* ' * いでまだ) . { らず. - K 似を成して必11年

りぬ 。 ｉｪ 或い治んで ｈ が必れてぬ ｾ ｊ 主にな っ た人々に参戦鰍 ｦ ｩ ｦ 相 消し今は年の ｬ リ ｩ けを ｮ つばか り 。 Ｈ ｔ Ｎ N )  

ホテル建 設 ラ ッシュ

ホテル建設をこの Ｖ 壬 Ｑ ｾ Ｑｩ｜ｊ に Ｒ f' 1: ( );( 有11全 日 空 ホ テ ル 、 ホ テ ル オ ー ク ラ や11戸) 千住トけることにな っ た。 シ

ティホテルの挫設は、 ｲ Ｇ ，Ｇｾ 級マンシ ョ ン、レストラン等 純 々の佳築の総ｾ 科目 ｩ のＡ必がある 。 内 谷が泌〈 、 伐

材企て十t }J111iIli 11立も 向 くJ やりご た え の あ る 1t ，) ' ; とコえる 。
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新築紹介 大阪焼失小'f 校 外鋭、 k ，J， 中. 1; ; 法千、 I世附7

ール、‘ 1'1(111，1、1". ' ド概波 大阪: 1: : 111 ピ ル 外 鋭 、 窓 、 企';WI.

I'[M川、 r  '1>1問主 }

. 建築と社会 ( Vol. l l No2) 昭和3年2月1日発 行

｛Ｑ 絵あるｾｾ長Ｇ主的家持 ｜ＭＱＢ ［ｅ ， 事 ｕ｜ｉ ｑ［伊藤正文氏 ｬ ｑ［之川

正イ［ｪ ｾｲｬＢｊ ｌ｜Ｎ ｉｕ［

ti:I，' ; とその牛: 1' ( . . . ー fl: iJ l  '1'  

懸枚以文将来的 ＱＱ 本の Ｈｩｾｊ ，Ｇ［Ｇ J  'i品作 l i../Ii ，;1 

懸' [ t ，論文r ｾＢｩ 米の ＱＱＱＧ のＨｪＺＩ， Ｇ［Ｇ ｊ をムみて 書作 U ，'i'j':11I 'J!. 

簿作の後に ' 庁千代 H 安J J oA !1i

e品作雑! 必 ・ ・・ー 'll' i 1i H  -1" tf.t ，'，，'，; 

:;:'!f "'，;1芸品文

，1¥ :卒、tU輩" 古文

JJll i体1
Y
f .'i 

見() j ( Iド1111、Fじ

参司: : ｾ ｉＧｉ＠ ill ｾ白丈

外lfil 新 W t: 7 ラフ

i世λ;<:

，社: 築と社会ニュース

ｉ ｆＮ ｉ 際聯 ｾｉｍ 会館懸ＱＧｬ，没 ， ［ｪ Ｇ ｛ＩＱ 楽［Ｚｧ定の Ｇ ｉ ｾｍ Ｇ

， Ｇ￮ 川柳に ｊ ｊｬＮはれたｾ築興味と ｈ 尚と

fi ・'"t HLi ' ・

夫はれたる ｛ｾｪ ; 位向ユートヒア

理主 ＱｈｾｾＱ ｉＱ ｪ 且ＮＧ，錦怯 Ｈ一 等城，［ＮＱＺリ Ｑ

｛ｎｾ＠ f!.i: [  [ 三日11 ］Ｍ 等 二 Ｑ 市大阪 Ｉｾｬｩｩ｛ 1  

111'1' ilL 

- ・企 T  

ｗｉ［ｾ 栄附

本1: 11乙成

-1" 1:l 1，; ¥j主泣仙

二ワ ｾ［ ｉ Ｑｩ本延次 - 可r

fii 築紹介 li 友銀行問 n ぬJ i J，ti 山 1:IT. ii' ii ピル点目11主' ，' ; k  

JIIj ユ夕方ピル )

二次咋tー 悌ならざる 11 を布する小以品11の解法 ( 1 )  

Ｉ，眠民自冊 ｬＧ 制 ｬ ， ｾＺｩｬｬｬＧ ;1j) 仁' 下 i イi Jlー リ)

. 建築と社会 ( V ol. l l No3) 昭和3年3月1日発 行

，ｾｾＮ＠ 1'，11位崎北s li!: 1'. '1γλ!血)j 法( 2 ) . . . ) 、林制 l r . M: dιf jl 見辺 l ハ

つk ドー 憾ならさる十 l をイ! する小以車11の前法 ( 3  1  

大阪t品-1" m，J'" 1':¥11  !":'j': 1: li Jl ザj

. 建築と社会 ( V ol. l l No5 ) 昭和3年5月l 日発行

1，1..::t 1l rl111j ［Ｇ￭Ｚ［ｾｾＧＧＧｉＺｴ 立 Ｈ ， ［ｕ ，ｉｪＧ品川イ ｩ ｬ 、 ｩｾＨ 阿場 Ｈ ＱＮＮＱ 坑木 ｊｉ 干 ｛Ｑ Ｉ 、

芝 1，;Jfi' ，七目立 Ｈ ＱＢｉｽｾｬ ｬＱ ｬｽｩ ， Ｑ リＩ Ｉ 、ダルトンンステムによる幼抑制

( 神戸商J ' . I 川川崎記 ) . AN: r' i :校 111. ，}f' )t I;lr (  1，;1 '1' 川文雄 ) 約 局

J;( ｉｭｲｾＧＺｪ＠ J".l '、山水 F注文 ) 、ホスター ( 1，;1 (1 JI :，，， . ) ‘ アノ、ートメ

ントの叩来( 1，，11、1'f11- ) . "，'懸 ' I' i m" t . 敏夫、陳列主的茨飾

1，;1 ｨｩｪ ，ｾＨ［［ 一 、ホ ＢＭＹＭ [ 函] 納付1世間1 闇ti l{ ! j 、市懸 [，;1 )， 

，，ＮｊｉＮＮ 之 Ｉ 、絶対 Ｑ ｊＹＡＮ ｬｬｨｪＡｉ ， ｩｬｬ 阿付近人どん ， ｩｾ Ｈ [，，1竹内勝 )

ｾ築の色彩
-1" " ' M，";' 

谷本邸 '1ｩ Ｎｴ ｾｬｬｨｩ＠ スト ァフ . ビル} i ¥

大阪のI也総と lil 打)，luft r  '， .. 
午

a

y

め

也

，U' 築と tどι !( 1 1.. .. ... .. .. ..... 会u 八木，ｾ 次1) [1

正Ji-- 鉄道を防火 1:.' に ・ 神間1'1

， ｕＧｾと社会ニ ユースＨ ＱＧ ＴｮＮＺ ，に来ｼ長 ｬ 、阪，色、線円以に ｦｩ ー宅地 ｩ 也 Ｉ

-tl!.J1へill ，i1へ ri 1/ 1' 1' : 尖般的大邸℃ 広山県の新'i' 合他 )

微， '1笑 fi "t:  ;<:，，!i i hI外f. f/l tl Ｈ イ ｾｉｉ ，Ｈや附 ｬ 窓にもＣＱＮノ「他 Ｉ

二次ヰ' ー 憾なりざる十 l をイi する小以制iの断法( 4  )  

大阪怖 ｬＧ 制 ｬ 説 ｉｉｉＧｭｾ 1:-1: I  イi Jl リ)

Ｎ 建築と社 会 Ｈ ｖ ｯ ｬＮ ｬｬ ト ｾｯＶ Ｉ 昭和 Ｓ 年間 Ｑ 日 発行

11 絵 本彫ルネ ノサノス スケ ゾ チＭＱＢｾＢＢＢ，Ｂ ､ 大阪ｾＢｪｻｩ ｬＢｪ

rj'1守 ( 'JJtc 、l刈[(11 、1' . '1¥11{繋 )

他: J ! . へ舵' 土へ

大阪の鉄、il'i軌iu:

l

 

，

 

i

 

析ンエクスヒア記念場'1
1暗に就てー

.  

4蛇l
両i Ii.卜 if.1毛 ｉ 也ド ｟ＺＮ ｾ :mr! iul'llhj 

怖ｾ￘ｉｴｩ ' ，(太日[1

木村党-

e 谷本獣 '1

i l . s築と忠 :l!，¥( 2 ) ， ー 会u 八木幸次郎

付 品 大 家 建 築 家 戎る ill 築家. t . j 成る会 II:U

ill 築と社会ニ ュー ス {縦械のJ也ド道 大阪の，; . ; [ 民1111也)

，

r

尚

美

川

相

巾

済

l

i

 

F

4

 

し
、

h

A

r

t

 

阿

乍

院

等

勺
内

γ
叶

4

l
I

 

時
，

u

d

n

f

t

 

aγ

」

・

9

a

t

4

r

，
‘
 

』

〈

H

a

』

，

パ

1

a

レ
『
」

f

j

 

H

邑

川

z

k

l内

4

A

f

t

 

v
山

学

会

州

場

小

大

浴

常

$

f

水

叫

ん

仲

明

崎

会

阪

恨

協

k

w

介

校

行

紹

学

法

築

小

山

新

手

山

h

k

i

 

L

司

り

ド

B

L

a

T

 

J

!

 

大

切

J

 H

 

L

 

V
」

十

・

8

r
片

山

!

 

随
，
h

 

従

来

佳

品

γ

込

C

の

し

-
-
E
L
v
e

、
，

e

f

 

吹

川

卯

判

来

と

る

人

あ

き

ーレ

絵

旬

日

新

布、人の 1，ふべき都r ! illh由i

.，1' 校火災に枕て

IJ' t: の 1' .:¥':(1') 製込

ｨｙＮ ＮｩＱｌ Ｇ［ｾｬｬ ＮＧｬ ｬｬｬ Ｇｲ ＩＧ のＧ企 ｊ 霊・

夫はれたる市恥グ〉ユートヒア ( 2  )  

大阪の大去、 ｛ｾｊ に此て

l刈山布 '1

1
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イミ Ｑｾ 竹之 ｾｉｩ ・ .. .. . . . . . . . . . . .  ...............11111 中

木造建築の保 (1..... .. .. ... .. .... ，.... .. . . . . . .，.. .  C j': J， ｴＮｩｾ主主光

幼空1宙開観戦，: 己ー ・ ・ ・ K Y 生
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木造由Ｍｴｾｨｙ ｴｪ 立法ＮＮＮ ー 災 Ｚ ｉ ｾＺ 委 ｵ 池川氏彦

瞥悦Ii " 令市街地主II 築物法砲li 細 111)<立正案を i且覧してー

」二γ' : 1-. 池 111 ')区

道路の画I久 JJ にI' ..tて 大阪，Ii 、主 ，ＮＮｾ［式験所技師小 ＱＱＱ 九， Ｑ ，

車Nt主治療」よリ比たる ill 築量l /. . . .・ 0 ・ 自民" H，g.[二 法繰繁 h'l
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，..t._j。必ÎR ill 築一仁恨の肋定と '1>務 ( 1 Ｉ ＢＧＱ Ｑ Ｑ 良 ｊＧｾ ￅＺ '1'/: げ11謀
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才名z ｊ市 ［ｬｩ 凶 ｊ七 ｆ川刈Ｚ日刈Ａ百 ｊ 守等 ｆ 工業 Ｗ 校 Ｔ位挫 ｩ主Ａ ｾ築語科 ｈ助 ｉ ｽｊ教校 絵 J水ι {徳車ι .城 戸 久J沢t  

ランフア/ 一一郁I市!打73計十函家銘々 f伝丘( 5引) 藤 11川IIj進i韮主一{ 郎l耶日I¥，J

セメ ン i  の4柱娃刷|開問R司l とi狐:s瓜iH微担3鏡立的E鋭』見L空祭詰

京都帝国大学教授 古l吋様作

i卸大礼J'p.，l己

秋季大会両 ift 行 ノ、木幸次郎、絵室 重 光、 X Y  '1 

' ill 築と社会J 値 下 げ 断 行

(atl 4  ， 2  Ji 号よリ 75銭 か ら50銭に )

. 建築 と社会 (VoI. 12No.2) 震災予防号昭和4年2月1日尭行

サ ンマーハ ウ ス設計図案 懸 賞 募 集 規 程

口 絵 安 政 江戸大地 震 古 図 ( 6 頁)

￭ＮＡｻ災特滅的 ｾｬ ｪ｝ ・日 ノド建築協会会長 工学博七 片岡 '!A: 

震災 「防 と n本 建 築 協 会 の 使 命

京大工ＧＨＮ部教授工ＧＨＺ博七佐野手 ｉｽｾＺ［

全開｜ ｴＡＧｩｊ ｜ￓのｩＡ ｾ解 へ

大林 *11取 締 役 技 師 長 工 学 時士 山木倫太郎

自litliali
l町の必礎としてのI也災学的調査

京大理学部教段松 ｩＮｬ ｬ Ｉ ，ｾ純

I也i足fi <l にl J l てる家と ft む 人的'l :t11f

本協会災持委 ｊｾ 池 lA' t;i 彦

I也渓と火災 大阪府消防謀長 UI・A: 六

大阪 t1i 本法 小' H.主建築の血I災情造

災災時の公耐附iの{ 使f 命とその設; 計十 大阪市公問巳諜書梨l長 H惟I佐u防Ifl.

耐H従M的l'内，サ'Jf価l耐困fl似I(山tι1カか. ら見た鉄筋出誕上十llf.j Eの 話

大阪府建築技師 議雌雄 ti

Ｎｦｾが ｲＮＱ の誕災の歴史 Ｈ 建問より徳川時代迄 Ｉ

過去の大I也辺かり凡て大阪の地盤lま何処がよいか

( ，[ ，街地の渓!主分 布)

安政則的I也誕研究 安政大地終的エヒソード

近 畿 地 } j 同地援活動に就て 点京帝大理学部教t1 今 村191tti

飛行機よリ見たる住築と社会 ( 2 ) ，IJfl;'(; 将 ・材料商人の巻

会 以 下 i，li たWi

J 上成/ 1i 建 築_L ' J'; ::lf縄i万 法 ( 6 )  

大林 組 工 務監督 ?1ft辺 iコ民

間際新生 ｬｬｾ Ｇｪ［ Ｉ［Ｈ阪神新建築ｊＮｉ［ Ｈ 京都会館Ｎ大阪市天 Ｚ ｅｾｦ ［ ￬Ｇ￭Ｚ

楽' 立、 1-.) 1

. 建築 と社会 (VoI. 12No. 3) 昭和4年3月 旧 発 行 発 行

1I 絵 京ｲＮｊ｜ホテル Ｗ リル、大阪朝日軒、京 ｬｭ 点 Ｔ 羊 ＧｊＺＧ ，大阪 ｾｴ

rtldi 食堂、) j ( r . J I レストラノ あけぼの

欧州と 11 本のカ ノ7 ェーの機能と設備 上 野 伊 三 郎

簡./f;. - i I/潔 ・機能的 京 都 帝 大 技 師 大 台二 日目

レストラ ン と力 Ｗ ェ 一 段 ｩｾｬｴ

f U日高等工芸学校教妓 本野消 ｴｾＮ

レストランのキュ γ へ 神戸高等工業学校点師 ｌｬｩｾ 孟正治

レストラ ノの fj.f/j} 松 村 次 郎

カ7 ェー照明雑感 点京電気大阪出5長 所 長 石 川 安 太

カワェ とレストラ/ の設計及設備上の注意 E吋 宮古'1克二

最む現代型の欧米のカ ノ7 ェ- : l t他

' CHI QUI TOJ ロIt 珂i

近代的グリルと t何時トーーンヤンゼリゼー ・アーケード

リヨンのレス l ラノ一一一ブリエ ユ ミリエー

ｈｬ 迎の現代 ｊｾｾ ダンスホール

統 計 の 「ピアゼ γ タ」 レストラン

ill 築 家 か ら比たレストランとカ ソ7 ェ- l I / .

カ7 ェ一時代。 大阪「市打技附附j fυ伊)fト川d雌車恥』正F一文

日イ本、のカ 〆フエ と外悶のカ / 7 エ一 ]工二

H附F自{手初日時1代tの Jμ己念物力 7 エ一を主社也i主: 築は何と見るカか‘ 本nH乙彦

カフヱーのt ! 1-: ' ( f . に就て l尚古1>顕III}

欧州内力 7 ェ一 回 ・ ・ e ・ ・・ Ｑ 忠政令 ［ ｦ ｾＮ

日f I 物史観とカ ヲ ェー

ｊ大王阪 Ｑ府仔立今手符 ｩｾｩ 職証工 γ

7カ'7 7 エ E狂Ej巡且出曲i 足立附，次入i1耶日

あ ，り) し j其Eのヒq頃E副1のパノン 鶴 呆二

イ石-d阪丘カか、句}礼Lたカ 7 ，エL 一

レストラン カワェ - w談会一一一池田谷久六、本Itll 乙彦、他

政金目、波i C t 弟犬、松本俄八、酒井副三郎

l司際主II 築' j ; 京阪神建築ＭｬｉＡ Ｈ 宝塚 ｉｆｬｩ 品来、大阪をく・りｽ廷闘 ｉｾｮ

50 建業と 社会/ 1989年 l n り

. 建築 と社会 (VoI. 12No.4) 郷土建築号 昭制年4月l 日尭行

11絵 If I 大阪の耐1，5建 築 (i由屋近八商l占、池，，11商ますや、は

) j i 僑入hl か ぎ や) ー ' L、寺茶j役 If l医院挫築 ( ILJUI 病院、 JIO家

主II 築 ( 沖jinJI 人;Ui 付邸、 Jj! 州 熊 取ιl' 邸 )

郷ヒ挫築の? 折感ー 武厩聖子高等 "'f・校教J'l: II! 本f ! . /f 

111大阪近郊; に) / ; ' ける郷土建築のー傾 r:' l 上 4与野j J : - [i li

);( r . J ¥I 立そのま1¥外 の J¥O)ji. ... .  )ji :ml 第三向等学校教授 雌 JJli f; H

民家雄日 。 i lHII 繁

[Ij き文献に 現 れたる 川大阪の商家

i崎洋自i ' i 泌歩 ー ・ ・ 小 : 1 ¥1甫m

ロンアの家立:mi の 家一一 lti 尚の旅か句

J ( 家 行 脚

ｊｾｾｽ［Ｚｽ 欽倒

ijll T l 繁

仁川 l土木日目

鶴 九 呆二

大 林 組住宅 ｦｦｉ ｜ｴｾ 松本能八

間 尺 E守 を 担 ぐ る 伝 説

9) 1 されたる 111大 阪

大阪と郷I " . - U! 築のー蘭

をちこちの JIO家 ・ '1' 付J宝雄

J且申'ii 堀 の 劇 場 小 史 ・ー 池 ln谷久 /i

ri llj 符民の rH}.取 と対比世の今昔 0 ・ 佐 I'i 隆三

占村山i定調1 f . 慨安 本協会教化委員 ＱＱｾ 本 Ｑ 提八

占村氏JI! Iに就て 大阪府立今宮 'i'ザ 校 長 二 可SJ 亡勝

ラン 7 ァン ( 2 )一- r . l ¥耐十回I家事自々伝 ( 6 )  藤 JJI 進一日II ，Ji

ｾし着順位築工 Ｇ Ｑ Ｇ［ の勘定と事務 Ｈ Ｒ Ｉ "'111良} $，犬 ・'1
1ｨＮ ｬ￬ｴｾｉ ＳＺＧ［干

滋ＱＭ＼ ｾ ａｪ 会諜主催生活改善展覧会に就て

展覧会出品委Ｉｾ ' i ' 村搾雄

. 建築 と社会 (VoI. 12No. 5) 小間研究第1婁昭制年5月l日 新

11絵 サ ン 7 ・ハウス設計当選図案 ( 第一 等 久保 川彦雄、

第二 '!J;mー !市 的肝段太郎、第二等 ｴｴｾ 二 Ａ市 二三j 巾ー 第 三

可宇都ー !市 行 川 机一 郎、第三等 第二府 岸 本 位、第 三等m

ニ1ft ql 村筏: : l f )

. f k I 羽の( 主℃は如何にして改造されるか [.'-{':時 1-: )7附 安

米間公古小{ 主主に就て，I t に英国との比較

宮内 i' i技術 餓 雌 要 /i

小 ft. - t にも必要なる而「炭情造の心得 仁ヴ' : 1: l?l lll ill 

f t " i : : と家打l問 題 一 工?と1: : ｾ与野壮 一 郎

{ 主' - t - U! 築のi 貨とよ矧の問題 大 林 組 住 宅 部 長 鈴 本 俄 八

' iJfJ f持fl'J J f仁包の衛' 上 lill 題 Cf 許家選定の際準」

医' j ' : I' ! i - 上雌町、九1- 111¥

1主' 1 s の投飾に枕て L"t 1:  ..j>: Tt !lf h  

主 I!-I 装 飾 へ 色 彩 の 応m 神戸高等」二業ザ校必附 [Ii 塚 JEiii

ｦ ｟ｴＧＭｴの室内装飾と家 ｾｴＮＮ Ｎ ＮＮＮＮＱＱ＼＼実 ｾｊＺ、 ニ ＱＱＱ｜

( γ 七円改善と 11 ! & . すべき要占に就て ・ "i ( i' i 雌 Ji .郎

サン 7 ー ーノ、ウス入選図案 J，'，W

武凶五一、脱ｊｉｯ ｊ が 二 、ｾ糾 Ｚ ｉｉ Ｚ Ｍ ｦｩｬｩ

大阪近企'1¥に ft 七 会tl のill てた住宅の陣々 ( 4 山)

久 安 ..'H' li 門に枕て ・阪和114i j : 制調il Hl il :Lと JJ ;i:1111-.f: ifi

.ill 築道的ゐに ( 2 ) ーーワランク ロイド ライト

fl ['ihl r. 可等」二業学校助教授 松 本 tt:. lll' あわ' 久，Yi

成行機より比たる住築と社会 3 ト 一 社 会 的 為。 トilli 光i!官

同際新主II 築 m ，; - ( 阪神新建築集 ( 池 rn北村邸、 二 1
1月銀行谷町

立; 応、 /i J  ｪＺＡＡｾｾ影章、北白川のある｛主ＧＱＧＺＮ大阪 ｍｵＮＺ［ｴＮ ，(.、r.J t高

記長 11< キャ ンデーストア

. 建築と 社 会 (VoI. 12No.6) 小住宅研究票獲昭和4年間 1目 前

rl 絵 サ ン 7 ー リ、ウス設計佳作図案 ( 佳作第一 席 刈 辺 茂 、

|司第 てIl{; 仰l 刊を i百11i1三m; 三t . ': i. 一 、|百l第間開 fiH1I 

f，l 犬. 同第五ltC 11
1
村 民 、 同 第 六

j
市 w; 訂正治)

( 主主論のli:l lI l" .. f} f[ j ; 事正文

住 む た め の 機 械 大阪朝日新聞 社調 査 部 長 泌 川 進一 fil¥

ft' i:: IUI 題 の Ilt 界的な動き

住宅と家中111:: 1魁 ( 2 )  

1-_肝 伊三郎

」一，下上向型til 一 郎

ｲ ｊ 曲 Ｑ 持 ＨｉＧＩ ｊ 住宅の術生問題 Ｇ ｦ 片家 ｪ ￭Ａｩ Ｉｾￋ の ｊ 左端 ｊ ( 2 )  

医" Y: 1: Ij晶IJ;( 九| 日11

ft 主主II 築 のー仁t'l と」二j倒的問題 ( 2 ) 大林組住宅部長 松本{ 花八

|長|際 新ill 築 lli 京阪神新縫築m( 11 亦大版文部術院 大阪阪

急、ピル)

ｦｴｾ 己と家ｾｾ Ｎ .. . .....， ..... J主藤 i'< 

ft 志向神経系統一- ，丘公設 備 lアt 1: 1藤 l 川

小 U，定の保健 IIl I.l!!i ....................................... ＢＢ ￭［Ｇ［ 恥 ｉｾ -

住 宅 の 改 iff と号! 置すべき安/ ，i に就て ( 2 ) " .. " ，，' (1，藤lifi l¥

tI ，離 広 記 ( 1)  ー点在日帝大住築件研究主 1111郎勝行

飛行機よリ礼たる ill 築 と 社 会 4 )  社会的巻 l' illi J t i街

"  ，J ¥、大版文部術院建築概要 阪急ピル控築慨安

. 建築 と社会 (VoI. 12No.7) 都市菱田号沼和伴7月! 日新新

" 絵. / 凡l . R . 氾時ド大阪li 幸関係写兵 ( 7 頁)

会{，"j- tl 家主II 築 ニ|則 スル展覧会 (大) L 5階 811 13 - 1811 )  

) 主観I也1，>( 風致地区指定促進住議 大阪府知 '1'; ・処)

自 ＱＱＱ Ｑ￮のｾｬｉＯＮＧＢ ーイド協会会長 j v r 怖 1: )'.-1判 官

斯くあるべき I也灰 ( 1)  ー法'γ 1: 1吋本彰一

二 卜四f Hl道路ど建築の関係 ( 1)  大 阪 rli ｉ ＧＮｾＧ 部 | 判的平太f! I)

r.J 1t!，計l函よリ ill たる都市町交J品問題 ( 1)  

大 阪 市 土 木 部3hli 司謀長 !万 1: IJ'JIII 新之助

部 rli 連絡と都市計画 ー 京都市上木) .. j J 木a課 長 鳩11 観柿

交iJfJ の主体 化一一一歩行朽の保" 並

大 阪 初 日 新IHI 調食部長 雌 IJlill: - UII

of'<J"F. 1に除けるr . l 1市 計 画の 攻勢 ( 1)  

都市計州大阪地ｽ，委 μ 会 川総ｾＩ［ ｦ｟ ，1  i  

郎， Ｑ ，Ｈ二ｽｪ ｾｬｴ る公 ｬ 胡新設と受鋒荷 ｦ､ｬｬ Ｈ 1)  

大阪市技r ，，1i ;，YI 江l . i_1I

r.J ltI ;jl 両 受 益./'i 負担に i到するむ干の 年祭 ( 1 )  

大阪，I h二，'， _[ !F !.li 

思ひっく' 1 > ども ( 1 )  大 阪 府 建 築 技 師 工'1: 1: 休 栄 雄

沖縄i町 民 家 京郎帝国大学教佼」二学ー博 t 武 rn 1，-

4 上 場 階 建 築 工 事 的 勘 定 と 'I'.tjj (  3 )  Ｂ ｉＮ ｈｬｾ 正夫 ＱＱＱＱＺ ， ｾｮｬ g. 

年季大会参j) 日記 (神 戸 明 石 5 JI 12川 梢' j ; 百11

国際新建築集 京阪神新建築集 (府 立 天 E寺 中 ザ 校 目限崎

瞥言語官、神戸商工会議所、これらのじ '1'. 慨 安)

r，骨質助只後藤新平 (4月13日) . 1百l 池上凶日1I (4  J  14 11)、! 日l北

降時敬 (4 月27 日) 等逝去

. 建築 と社会 (VoI. 12No. 8)

貸家建築と アパ ー ト 〆 ン ト 号 昭 和4年8月1日発行

会 行 1士官懸1' 1: 凶案集ーーサノ 7 ーハウス 、小[ 主主、町家ft

五一一一党行 ( 8 FI13 日発'-/c. 約百氏、 1  1' 120銭 )

11絵 I.'t家ft 宅懸賞入選図案発点 ( 一 等 1LJ j( 酎11雄、ぬl J l 一三

郎、 I'i 谷侮 iFi 合作、 二 等 鈴木 久 . 柳 本 似 合 円 、 ニ 淳

一 ItC ili 問嘉三、三等二! 市 ｩｊｾ ｊｬＺＺｸＮ＠ .' il 

I . ' t 家主l . t 築の計画に就て ..ill 築 l 小"1): 1，，(111

資家建築と災 1:: の F防 本協会災; 作委以池111'l;';彦

氏家主II 築と衛生地設 J'. '{': 1: 今林彦太郎

rli '>¥'f t 宅をこころみて 九fιrli t毛 大 'fi l' i 縦

アハ トメント論一一寸E生の点凶と将米のali 山'j . f l 世論松r&:f ，:去

アハートメントハウスの実ｦＹｾ (  1  )  .... ....J .: 下上 m' ti l : - I1i i  

ｲｬｬＱｾ ア ｲ ぞ ートメントに就て

アハートトL質 。 Ｔ 主Ｑｉ Ｑｾ

現代J . I ; 合住宅観一一寸獄図に除けるそれに就て 池 111 ｾｴ 久ム

スリー ーファミリー 7 ' 、ートノント . I 、ゥス

住 友 合 資 会 社 建 築 ぷ 小 川 安 一 郎

前 j! i : 世界の{ 正肘運動 インターナンヨナルft ) ，斤協会的活動

fJfl( ;長tI-: X: 

Ｑｾ 家 ｦｴＧｩｓ懸賞入選図案審査詳

沖 縄の J¥O家 ( F) 京都帝国大'γ 教授 一仁ρf 帥 t 氏 IIlli .-

JVr くあるべき地区 ( 2 )  法 ' γ1: 1制本彰一

二 卜問! 日l道 路 と建築の関 係 ( 2 )  大阪，Ij 1木部 |判的 f]1 太郎

.fQIEI に必ける公園新設と受鋒 ril 'l JH. 制 皮 ( 2 )  

大阪 d; 技 師 掛 け Ji .J I

郁di Jhr叫受益 I HW! に 1¥[1する n l の与祭 ( 2 )  

υ  ｊ大王院阪ｾｴＱ ｪ 正'1ド与 l王:.J Iド f孟

! 忠占‘ ひつ( '1'; とど，む ( 2幻) .. 大阪府姐控: 築技附附j - [  

[同トlil 際新主役i主: 築集 I京江阪F桝神|ド2新 挫 築 Ｈ 今 Ｑ宮 ｾＧ ［ ＷＱ 、一卜ノント f反ミ1満前ビ

ルヂ/ グ)

. 建築 と社会 (VoI. 12No.9) 商庖建築号昭和 4年間 1日尭行

LI 絵 貸家建築に I期する展覧会 {写 A 6 貞)

紀伊半Ｆｾに除ける↑埜刊的ょｉｴに急判的の ｊ 也形変動に就て

-司5・国学上院会 ii .fl ll " i 博 1: 今村"J 1t ， j

ｪ ｛ｩＺ ｦｾｩｬｬ 築 の隊式に 就 て

京高11向 等J- 芸ザ校教J'l: J": '{: 1:  本野村Ｏｾ

･ＡＮ ＱＱｾ に胎ける尚 ｬ 占の新傾向 J レイ ' : ' - - ユロンネ

尚早Hfi と交通の問題 ロ ベ ル ・17 プラノ

「グラス J に; 元る ・ ・ ・ 目 村野 ､ 品 ｬｾ Ｍ

小 ｾｉｪ 胞 の ｊ ｉ Ａｦ ｾｩ￯ Ｂ . 回 日 fiuJ ｾｉι 二

fmJ ，5と広芋ト一一主として f主IHI 広 Jr' 7- .......1 γ l  新名何犬

今 fl の11百1; 5建築 (写氏)

アバ トメノトハウスの実例 ( 2 )  .... .... J":'{: I  必f m- (邪

飛行俄よリ見たる往築と社会 ( 5 )  

一一 政 経 の 巻、 新IlII 界的 巻一 一 ド;，Ii Jt 術

ｬｬｩｬ 際勝出日新 会館設計の決定 ＮＮＮＮＮＮＮＮ， ｲ ｆＮ ｬｦｾ 聯 ＲｬＧｬＧｦｨ )  .. j  W: h( ) (  f" j 相i

n家展} ，I . たま、 "e ...................... ......... ・--1<1日l乙彦

ｦ￬ ーをの裂から覗いた保健衛生 Ｈｉｾ 設備 ・ I' J イ[TF十，'{'9J

1' 1銚の駆除及その f 防 法 一 fJ fij ，品 yじ

，ｾｴＮ ｬ ， ｰ 再 ｬ 主主ｬＮｴ築工事の糊定と宇ｦ｟ｩｪ (  4  )  '''111良法犬 '1' ｽＺ ，ｾれＧ符

I'F. II祭新生] ; 築地 京阪神新挫築! t ( 11 -1' 興業銀行 N'r ;ムI山、大

阪阪本印刷所、大阪3よー肥料閉山)



新年の御挨拶

三主

同 山 幸夫

株 式 会 社 汗 1' 1建築積算事務所代表取締役

帯 550 大 阪市阿 I>(J ;C町 制 卜 10ー19，[，t. i ピ ル 電，!，f;06 (443) 0430

事 610- 11 (1 '右 京 都 市川 以T( k l i，;ff- 1:  Ｑ｜ ｩｪ 芳 ＱＱ Ｑｾ ｲ ｉ Ｔ Ｍ Ｖ

Ｑｬｬ ＮＱ ｾ ＰＷＵ＠ (331)  8082 

浅 井 泰

株式会社 笠 谷 工 務 庖 専 務 取 締 役

軍 659 戸 li1 市 業 平 町 4 - 1 包括0797 (22)  0703  

帝 659 1' 1宅 ，('f 11) r1i  '1ft ヶ丘町 13 - 5  ｾ Ｇｯￌ ＮＡＮＧ［ Ｐ Ｗ Ｙ Ｗ ＨＲＲＩＵＲ ＹＱ＠

j斐 夫野 R召

株式会社 浅野建築設計事務所代表取締役

唇 540 大 阪 市点区長人 縞 2 ｊ￯ ｬ Ｘ 冊 ｊ 也電 Ｎ Ｑ ｾＰＶ Ｈ ＹＴ ＵＩ ＰＰＰＸ 代

再 63 1 ＨＱ Ｇ セ ・ 奈良 ｲＱ ￎｉＧｾ Ｂ ｲＮ 1: ヶI主6 r n  4  Ifi 5 り

1ll.1.' ; 0742  (46) 4346  

j菱 茂 夫j百

株式会社 浅 沼 組 取 締役社長

，a ，S43 大阪市. k . E  ，'i' 1ズ京高山町 12需 6 り 電 話06 (768)  5222 

"'-1 68 J'i 'i三 点ポ同i杉・1t '_ I>( F;::; 1I' ，; 3  1'1 1171昨1 i; '  

1t! .1! ; 03( 302)  1922 

会 長 浅 海 正 雄

社 長 浅 海 伸 之

浅 海 電 気 株 式 会 社

四 Ｕ Ｓ Ｐ 大阪市北 ｉ ｾ 州 天 満 Ｓ ｲｕ Ｗ Ｑｦｩ Ｔｾｽ 旬 以06(362) 8701  

帯 665 ( 1宅 - :J;:塚 市御殿 ilJ 2  r n311昏50ー 109け

1t! .1占0797 (85) 0745

哩 ｾ ＶＶ Ｕ ＱＧ Ｑ 宅 宝 塚 市 栄 町 Ｒ 丁 ＱＱＱ Ｐ 排 ＲＶ Ｍ Ｗ Ｑ Ｒｾ［Ｍ

ｾ ＱＡ Ｎ Ｚ ｦ［ＰＷＹＷ Ｈ Ｘ Ｑ Ｉ＠ 11 74 

井 上 隆

井 上 窯 業 株 式 会 社 代表取締役

持 543 大 阪 市天王 ，'i' l更' IoＭ ｇＮｾ ｦＱ ＱＱ 昨 ＲＸ 号電訊 ＰＶ Ｈ ＷＷＱ Ｉ ＲＸＵ Ｑ 代

署 659 n 宅 芦 li¥rl i  111  j J l j開f4 許23号 電 話0797(22)  5930 

飯 田 ネ育

共 同 設 計 株 式 会 社

，"' 530 大 阪 市 北区内 天満 5 r n  10需 4 号 電 話06(364) 5836 

，"' 560  ( 1宅 殿 中 rli 本 町 2 r  11 2 吊:24号 電 話06(848)0775

生 島 道 春

1989年元日 (50刊|出)

社同法人 日本建築fJU;r.協会|間同支部 支部長

帯 542 大阪市 It. il ，z 鰻行中之 町 62 1fi地 ，Ii 川 ピル2F

ｾＱＡ，治 ＰＶ (245)  6645  

泉 哲 史

指 宿 真 智 雄

株式会社 建築デザイン 1級 建 築 士 事 務 所 代 表 者

帯 564 IIX 川r 1i i [J1Ji 町 1 1'1 123併 10 1 i; '  大同 生 命 ピ ル 12 F

ｴ 芭 Ｎ Ｑ 占 ＰＶ Ｈ ＳＸＶ Ｉ Ｑ Ｓ ＱＱ Ｇｾ

帯 606 J;( 間)，Ii Ii. J; (f • ＮＨ卜 Ｂ｜ｾｴｮ ペー神岡 ｦＸ Ｍ Ｕ '.1! .1.r; 075 1781  ) 6573 

-̂ -' 
-， 井

由

'位，、 臣沢

株式会社泉沢建築設計事務所代表取締役

市 ＵＳＰ 大阪 ｲＱ ｩｾｴｬ ｩ 神山町 Ｑ ＴＱ 昨 Ｓ }}  本l1t(. 1ピル

也1'; 06(364)  9071代

石義 武

イ マ ヰ 建 設 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

軍 547 大阪市、I" f l>( 加 ;削 t5 r  1111 需 12号 沿.:.r; 06(792) 4425 

F A X06(792)  5837 

帯 547 大 阪 市 ギ J(- I>( 、ドrf 北 2 - 9 ー 15 旬以06(792) 判 例

-̂ -' 
-， 茂 雄

出
石

大 機 建 材 工 業 株 式 会 社 代表取締役

再 666 兵 "Il ｾ，ＡＺ 川 附市 久 代 ＶＱ ＧＱ ＱＱ 昨16り 1I! .lf ; 0727 (70)  8563  

暦 665 ( r t; ， ' iiJ単 r! j[ !'lll 台 2 1'1 11 8  酔 9 け

1I! J.r; 0797 (88)  3698 

カステル・ベッキオ

市 繁 雄

西

l

 

l

 

E

E

a

，

 

株式 会 社 今西建築デザイン ルー ム 代 表取締役

w5 5 0 大阪市西区北抑! ィ1 : 1  r  H  13;' 昨21号 今i均ピル 5 F  

電 話06(541) 3051- 3

-̂ -' 
-， 祥 良R西

財団法 人 大 阪 住 宅 セ ン タ 一 理事長

四 542 大阪市 Ivi l>( 1判船助 41'1 14祐3 i }

御 守筋 アーパノライフピル4 10

電 ， ｾ Ｐ Ｖ ＨＲＵＳ Ｉ ｏｏＷ Ｑ Ｍ Ｓ

"' ，591  ｾＺ市新金 問 町 Ｓ Ｑ ， Ｍ ＲＳ ー Ｑ ＰＲ 電 .lf; 0722 (51)  1902 

取 鮒 生相 談 役 今 村 騰

取 締 役 会 長 糸 岡 義太郎

取 締 役 社 長 矢 野 卓 生

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

司;'530 大 阪 市 北反太融寺田[ 3 酢24 丹 電話06 (312) 8881代 表

-̂ -' 
-， 祐 三 郎村

日 本 管 工 業 株 式 会 社 取 締役社長 社団 法 人 大 阪 建 設 業 協 会 専 務 理 事

w6 01  ，;i 間Irl il t.i l，z 丙九条m n開[20 10: .1[;075( 681)  5101- 6  事務局長

w6 0 6 臼宅 ー京都市左京区 nJ ¥.z本 町37 '1l!訴075 (781) 0289 事 540 大 阪 市 点 (;{ 1;(  縞 3 r  11 70 電. ! f;06 (94 1) 4821

専 務 取 締 役 岩 崎 弘

常務取締役西日本本部長 音 竹 寛

株式会社 教 育 施 設 研 究 所 大 阪事務所

帯 550 大阪市内 lメ ι 光 糊 1 1'1 11 3得 l 片 1ll. :，r; 06( 531) 09 16  

大 f. 1 ピJレl ' J ; ，t止 06( 541) 7301

明 630 J'i 屯 祭良 市 法 必 在任問[1046- 2 電 .l! ;0742 ( 22) 2217  

罰 560 (1 セ 豊中， 11 *  .，'1'内 10 - 36 官I! .lf; 06(339)  3550 

グリンハ ー クハ イ γ 304

住聾と 社全/ 1989年 1 11 ¥;' 51 

市 宏1

 

.•••••. 
'

E

E

，

 株式会社 東 畑 建 築 事 務 所 取締役社長

"' ，541  *- 阪rH !..ft区 伏 見 町 5 ー 19 7弘治06 (202) 0391

凧 658 J'i 宅 神， i ，-f i !Ul瞳l，zf!: ，守111T'  4  1'1 14 - 32 

司r .11; 078 (81  1)02 16  
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上 圭

ミｾ
J 口西

岡 本
主皇

E ヨ

1989年元日 (50  i"ijl ¥(j) 

行 亀

ー』ー

ノ、 夫田

株 式 会ネ! 大 気 社 代表取締役会長 株 式会社 II ;{ f ll 設 計 代 表 取 締 制 長 株 式会社 附 叫 作 所 大 阪営 業 所 浮 締2

帯 530 Ｉ，阪 ､ｩ ｾ ｴｬ の ｬＧ 之 ιＺ ， Ｓ Ｍ 2 - 18  f U. : ' I' 之仏 ビル 7 附 帯 550 大阪 市州l夫新聞 f 1  l i  1  ｓ 昨 Ｗｾ［Ｍ 1' 4 "/ 陥 ビル 串 S30 )， !' i di，ltl": 1川K 渦 3 ) i  ＱＱ Ｓ 昨 Ｑ Ｘｾ［Ｍ ，c;'，Wピル

・世，1，'; 06 (44813603 ｾ在， ｝｛［ＰＶ Ｈ ＵＳＲ Ｉ 342 1  f¥: '1!，，/;06(364)  1951  

軍 659 (1 七，ｪ 忘れ ｉ ｻｌ Ｇ ， ｾ ， ..... -1;: ､ｪ Ｈ Ａ ｾ ｬｉｉ ｦ＠ 12- 14 喧"，' ; 0797 (221  5949 事 659 (1 '10 Ｇ 円 Ｑ［｜､ ｩ ｜ＧＺｉｾｉｾｦＳＵ 7  '，I V，f; 0797 (31) 3201  帯 560 1' 1'1: '  ，，- ' j ' di  J J W，II ; じ匝 r 8  - 12  ill ，ili 06(855) 5356 

植 野 寿 雄

株式 会社 -H ill 築 wr. f  'li 務 所 所 長

帝 Ｕ Ｔ Ｒ 大 阪 ､ｩｬＪｩ ｬ メ Ｚ ｾ ＪｩｴＧＱ 水 ＱＱＱＱＴ Ｘ つるのすピル ，自治 Ｐ Ｖ Ｈ Ｒ ＴＴ Ｉ 1561  

帝 588 1'1' 七 ，I!/I  di 大 y，n  5  - 9  '，U ，!，f; 0722  (37)  1162  

尾 亀 清 四 郎

株 式会社 〈 晃 で 調 取締 役会 長

老i' 540 k W，i rl di lズ織見 2 1"1 11  需61，} ' j イン21ｾ ｉｉｄ タ ワ 11陪

t世，1，f;Q6(949)  137 1  

帝 573 1' 1' 1:: ・枚 }j di  1吊J III f ' 阿 15 - 4  '，U，1，f;Q720(4 i) 3427 

尾 重 信原

株 式 会社 布 l光生J 5 築設計事務所 代表 取 締役

軍 550 大阪dijllj lメ北品1. ; 1: 2 1"1 1 9 昨15};- '，:1!.l ，f;Q6 (53 1)  4488  

軍 532 i r七ー大阪市淀川 lズ | 点3- 14- 13 'il! ，1，'; 06 (302)  1051  

多 井 男幸

多 JI・ i J ! 築 研 究 所 所 長

市 54 1 J、阪 di 点以 字情 1 l i  11 芯地 l 昨 J': i，ビル

'，Il，)吊06 (226)  0008 

百 657 ( 1 主 神 l ;r!i (岨lメ("I ftl 開f 3  l i  1  1 ー 11

';1! ，1，f;078 (821 )  6133 

大 西 孝夫

株式 会 社 11  注 ，12: ri"l 常 防 取 締 役

'  大 阪 統 特

事 5 11 大阪 di ポlズ'::1開U?， 'i 1"1 12 1  1ft !也 I '，tLi 山16 (203) 2361  

岡 勇;畢

|前l 滞 lli 築，;生 ，lI 'li ｦ ｾ＠ /ij r  );庁 長

串 530 ｫ 似 。 ｬ ￭ｦｾＩ ［ ｽ ｲ Ｇ k /Vi di./ t lメ jJ Lj Ｉｾ￬ 向 Ｔ l i  1，1吊 12; }

i!I: Jl lIi ピル6 ド ，世，)l; 06 (3621  6082(¥: }i  

帝 567 茨 木 rf i雌 の 'I!_ 2  l i  /1 6/昨6 }}  

:日，)，'; 0726 (' 1315230 ・8953

52 佳子 !:: ｮ ｾ ｾ＠ 1州 '1' 1  JJ む

奥 紘村 fT 鎌 谷 秀 男

奥 村 i]: J' <  i桁 株 式 会 社 取 締 役社 長

市 ＵＳＰ 太郎 ｩ ､ ｩ 北 ｼ メ ｉｬｴｪｘ ￌｊ ｾ Ｕ 1"1 13併7，} ￬ ｴｴＮ ｬ 占 Ｐ Ｖ Ｈ Ｓ Ｑ Ｒ Ｉ Ｔ Ｑ Ｓ ＱＨｾ

帯 662 rI七 Iltj ':;，; di  ｉＪｩ 郷 町 ＱＴ 砕 Ｓ Ｔ ｾ ｽ i: tt ぷ0798 (71)  0011 

加 藤 忠 三 郎

株 式会社 平 111 タ イ ル 取 締 役会 長

事 550 ｽ，ｊ｜ｉＮＮｩ ､ｩ 内ｼメ ｾＢＱ ;出 '"ε 1 1"1 11 詐10，;'

1喧，1'; 06 (532)  1231 Ｈ ｾ＠

号 601 r I 七点目Idi lHI>( Ａｵ九 条 ｾ ｴＮｲ ｜ Ｉｌ 町 ＲＴ 司 Ｑ Ｎｬ￭ ［ Ｐ ＷＵ (691) 1334  

ポY サーニュの石膏美 術館

数 井 利 美

修 成 主E 設 専 門 学 校 血 事長

高 555 大阪 di 内淀川f; ><: 大利 1115 1"1 11 9 30 '，!i，1，f; 06 (474J  1644  

市 665 1' 1'1:: '  ' j:J誕 di T 純 3 rn 8 訴23};- ，11，1，';0797  (72)  1380  

l

 

J

 

E
-
-

，
，
 

ι ι 4 

j芋: 夫

株 式 会社 lilj 村'i.J.t 築 ・H務 所 取 締 役 社 長

市 652 ｾｉＧ ，＠ ; di );，/o)( I< 坑111開121 "1 11 8 楠 J 、ノ、レ λ ヒル

i U，Ji 078  521 日205- 020i  

事 65，卜01 rI七 ，p)'， ; di ，(iJ i!I バJ' ll l1f ，2 1 "1 13 9 - 13

'，U，ili 07S'  792)  5862 

亀 晃

ごム

J 口

繁

株 式会社 川岸家 業商 j占 代表取締役会 長

帯 550 )，. :lil ..i di ，JLj I>( I'li 字削 r 1  l i  1  13- 33 '，I! ，1止06 ( 532) O，IG1(¥:

ド A X  06 (535) 5181  

帯 :;63 1' 1 む 必 IlI di J<約l' 1  l i  110ー 10 ・{! ，l，r，" 0727 (61  )8598 

川 瀬 甲 子 雄

扶桑: - - &，: 工 業 株 式 会 社 代表取締役

四 Ｖ Ｑ Ｖ 京都市 Ｏ ｩ ， ［｜ Ｑ メ、ａＺ ｾ 足 利 ｬ 出式部町 Ｑ Ｒ 需 ｉ 世 1E ぷ075(861) 11 :'7 

k 阪支 I，Ii ・!l "i;06(304)Oi i i 東京支山 }自治03 (263)0501

帯 56:' 1' 1七 IJ )，III di i! t ' ]' :f ， 6 ー I - 2  .!i，I，'; 06 (834)  1734  

河 井 弘

井

ふ 級 生 築 Ｗ 勺れ ｬ 処 ｾ ｈ 付加 ［ｩｲ 代表取締役

帝 5，12 イメ社 。li ｦｾ 州 大 Ｑ ｾＮｻ ｲｬｩ ｲ ＭＺＭＧ ｩｉ Ｂ ｱＮｴｬ ｬｬｲ 7  r  113吊' ，)- 203

ｾ ｽ ｲ＠ ＧＨ［ 側 ｲｾＢ｜ :l L:- 11" 2  I  

・世，1，r， 06 (76討1177 1( ¥ F AX 06 (i 6Hj  1，106  

帯 577 トリ 3 ポ ａＺｾＮＮｬ ｲｬ ｪ 1:  { i υj 側f2 11- 35 

"dr ，!吊0743 (i 3161 37

罰 631 1' 1"(; "  ｾｏＧＮＡＮ ､ｩ ｊＨＮＮノ 本 ｦ［Ｚｬ J i  1: J:l 1昨 只 り

1註，1主0742 (，1311226

，.l . .U" 

見

ィ"J 11ー 建 築 'IC 務 所 所 長

市 ＶＳ Ｑ 公良 ､ ｩＧ ｉ Ｇｉ ｉ ｉｾ ｉｊ ｉｴｪ 3  r  11 210 - 2 5  '，U話 0742(44) 8100

0742 (45) 4378 

河 裾 夫手口

f豊 光 産 業 株 式 会 社 (¥:: 点取締 役

壱 53 1 大阪市大法 j1( 本 11: 凶 3 l i 'l  9  Ｏ詐 ＲＰｾ ｽ

屯 J 占06 (37 1) 5146代

雪 560 J' 1"i:; "  ｾｾｉｉｉ＠ r! i 'l '似塚 41i 16-4 屯，)1i 06 (852) 4148  

木 男下 園

内 外パー キ ング純 設株 式 会社 取 締役 社長

市 5S() 大 ＱｾＱ ､ｩｬ 川ｼ バィ ＱＮ ， ・ 刷 Ｒ 1"1 1  G  - 25- 508 

'lli ，l，f;06 (441)  0477代

事 665 j')' 七・宝塚 di 逆瀬台6 f' R  15番 11 号 電 話0797 (73)  3228 
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阪 氷

大 信 印 刷 株 式 会 社 代 表 取 締 役

壱 531 大阪 rl i k i定l旦大淀 '1' 4 J i  113 - 11 地. ! i i06 (451) 7631  
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島 巳勝

有限会社小島勝巳建築事務所代表取締役

号 ＵＴＱ 大阪司ｬｉｦｾ所・大阪 ｲｬｩ ｬｬＨ ｬ＾ｻ ，ｹＮ ｩ 本町 Ｔ 11 14111'i 1也

イ ヨピ ル81骨 電ぷ06 (252)  8088代 F AX 06(243) 0640

守 103 lI( J j ( ' IIW; J i  点京都中央 I>{II 本嶋本開 [ '1- 15ー 10

山本 ピル7附 ;'! ! U;03(661)  0768代 F A X03(661) i 157

号 166 1' 1七 点京都杉桂l正成 111 ，珂 1 11116ー 17

m ，li;03 (315)  5435 
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弘
ごム

J 口西

日本住宅パネル工業協同組合 理事長

弔 113 点京都文京区本駒込 6 J i l 15需 74;

ｾ Ｑｬ， Ｑ 占 ＰＳ Ｈ ＹＴＵ Ｉ ＲＳ 日 大代

取締役会長 小 西

取締役社長 橋 本 正

山甲

皐

早

株 式 会 社 小 附 設 計

壱 550 大阪市内1王立 光 掛 1 r  1112- 16  1宣，11i 06 (532)  4051  

元島 藤池

株式会社 担i: j 池 組 代 表 取 締 役会長

事 541 大阪市点 I>{ 北久: J i 干阿 4 111 27砕 地

ダイヤルイ ン1!! ，I，' ;06(244) 3500 (受 付f i )

帝 603 I' r i S ・京都市北1": ‘ドH .fI/，'ilifl 開[86 11Wi075 (461)  1526 

会 長

佐 野 正

雑 賀 幸夫

1989年元旦 (50音順)

株式会社大阪維賀建築事務所代表取締役

情 543 大阪 di A_E.' fI>{ 1 本側 [ 8 ＱＱＱ Ｓ ＱＱＧｩ ＲＳｾ［＠

'ill ，li i06(772)  4'126 

F A X06(772)4436 

帝 573 1'1 '七 ー枚 ) j di 作 Ilt ヶ 1"，. 711111 - 16 電 J 初 720(54)  0004 
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口

須 賀

向

田

園

西 日 本 建 設 業 保 証 株 式 会 社 取 締 役 社 長

南 550 大阪市 IJ Ij I": 江光桝 2 J i  11 需2 り '屯，1，' i06(543)  2553 

笹 野 敦

好

近畿大学埋工学部主. I ! 築学科助教段

帯 577 lI( } 、阪市小 .('l ィ1: 3  - 4  - 1  ｾＡＡ， ｬ ￭ｩＰＶ Ｈ ＷＲ Ｑ ＩＲＳＳＲ＠

内 線4519

晴 5i 7 1' 1七 lI( k 阪市小限 3 - 4 - s 911

'i!! ，I，' ; 06(789) 8 114 

菅谷 節

" 砂子作工業株式会社大阪支ん1'; 受d! 万

市 ＵＳＰ 大阪 ｲｬｩｾ ｴｉメ芝 ＱＱＱＱ l i  14 吊: 8  ［ｽｾｴ ｬｖｾ Ｚ ，［Ｎｯ Ｎピ ｊ レ

'ill ，l占06(372) 841 1

ブリオン・ベガ

名誉正会員

白 石 登 喜 男

ダ イ ダ ン 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

唖 550 大阪市内区江戸厩 1丁目 9 需25i } 屯，11i 06(441) 8231 

愚 158 ( l 定・東点都世間谷区等々力 6 r n 3 11¥: 18号

司!It古03 (703) 1027 

鈴 木 隆

株式会社鈴木隆二設計事務所代表取締役

⑮ 460 名古岐市中灰怯原 ・1 丁目 17 - 6

m ，vi 052 (321)  1763.6720 

串 463 白宅・名前Ii { 市寸山区小幡池 F73 m，l l i 052(792)  3505 

田 中 明
由

I I!I'、

大阪エスピー紙工株式会社 代表取締役社長

帯 540 大阪r ! i 京区五造 2 J 日2511¥: 20り 屯J 占06(765) 5650

F A X06 (765) 5655 

帝 614 J' r 主 八申請 rli 八附稲休谷98ー7 ｾ，ｻＡＮＡＱｩＰ ＷＵ Ｈ ＹＷＱ Ｉ ＰＳＹＵ＠

田 中 優

株式会社ユソニアノ一級建築設計事務所 代表取締役

" ，530 大阪市北lメパ神橋2- 5- 25 f 'i杉 グ ラン ドピル 10 F

1ll.ll i 06(354)  2781- 4  

喧 ＱＱＲ 点 ｊｪ Ｈｔｪ｜ｦ ｾｉ Ｇｉｩ・ ＪｊｪＨ 都文京 ｉ＾ｻｻｾ 111-8- 6  

ム ト ウ ユ ニ ハ ノク 存 11 ピル t柱。l，' i 03(5684) 287 1  

愚 536 大阪市械l I ( lX: "Xf ，' 4  r  ｾＱＲＰｬｦｴ＠ 2 り m ，I/i 06(931)  8857 

田 村
盲

7 て

株式会社安井建築設計事務所代表取締役社長 株 式 会 社 藤 木 工 務 庖 常 務理事 株 式 会 社 竹 中 工 務 応 取 締 役 副 社 長

雨 540 大阪， fi 点1": 島 町 2 J i  17 11¥: 1也 '，t:，l i i06(943)  1371代 ""540 大阪，11 J![ 1正 両 作 阿 1 r 日13番I也 電 話06(944) 1468  ""541 大 阪 市 京 区 本 町 4 - 27 包括06 (252) 1201  

ojj，662 l'I 't  内 出 rfi '!f JI 田r 4 の 9 ;-{1.!l;O798 (72)  1569 ""558 (J 宅 大 阪市f l.: .4rx: mi _[ I - 7 - 3 9 m，ll i06( 67 1) 3792 ""663 凶山市浜可1 (-I立12 丁目 5 - 19  1江川0798(41) 4300

斉 藤 園 義

株式会社 斉 藤 工 業 所 代表取締役

号 557 太田Udi 阿，，11l >{1ド' ] 1. 21116昨 5 ｾ［Ｍ ;'喧，1，1; 06(661) ＳＳＲＵＨｾ＠

帯 557 1' 1'1 ; ・大阪市内成 j><: i i ! 'HlI( 1  111211昨3 け

電話06(652) 0208

城 庸 平

取締役会長 高 橋 慶 夫

取締役社長 上 田 宏 ニ

株式会社 高 橋 上 111 設 計 事 務 所

号 550 本 社 . k阪 di VGI ズ祈倒[ 1  - 4  - 21 太宰 ピル

1世，li; 06(533) 0971 3  

事 113 ｬｉＨ ＩｪＨＧ ｬ ｬｦｾ 所Ａｒ ｊ ［Ｈ ms文 Jj(!>( 本郷 3-5- 4

朝111' 1'111 ピル5ド・0: ，1占03(818) 5173

ぜ聾 と!I 全/ 1989年 111 号 53

口

株 式 会 社 大 阪 城 口 研 究 所 取 締 役 社 長

串 530 大 阪 市 北 区 内 1日目T 2  i昨 日 号 電話06 (372) 7151代
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竹 内 哲

日本電設工業株式会社大阪支山 取締役支応長

壱 531 大阪市大淀 lメ笹山Ij 3  l i  I  ＱＷ ー ＱＵ 也 ＱｾＰＶ (372)  3533 

帯 560 ( ，七豊中 rli 蛍池点阿 2 ー 7 - 6  ;t l.i，l;06( 841) 3822 

橘

二ム

J 口泰

東 邦 ノf ー ラ イ ト 株 式 会 社 取 締 役 社 長

守 540 ，k 阪市東区森ノ宮中央2 f i i 7帯 15対地，}; 06 19. 11 19. 14; - 9

再 590- 01 t I セ堺市若怯Ti 3 f Z6fft 3:'} i' 哲治0722(91) 2267 
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J . L 野 良E

寺 嶋 繁 久

株式会社 ｓｩｭ 建築事 ［ ｦｾＯｩｽ￭Ｍ ( ¥' : 炎取締役

需 604 ｪ［ｾ＠ flljrli'!1 ＩｪＮＮＭｉ＼Ｇ 点， ｉ ， ｩｬｾ 完 ｊ 曲ｯ， Ｇｈ［ ｲ， Ｇｬｩ トル

L ノ、 F トビル402 i I 1J i 07S( 256)  3993 

百 616 !' Iと j;( fJ i ;r! i (i j ;( 1メ山t 叫¥ｦＩｊ ， ｉ［ 本 ｦ ヒ ｾｦＮＧＧＧｦ 12 15  

.，(l"，r. 075187 11392 1  

{奪 明馬 正

ム Y ミ 産 業 株 式 会 社 代表取締役

楕 550 ) ，阪 rli 同氏側本町 1 1"1 11 7誹 15:';

'，{l，1，; 06( ' 141  ) 0378大 代

帯 558 i'! '七 J 、阪 di f l: r':! :x:: 長 1，' ; *3 r 1114 1Fi 22- 5 15  

，{j"丹06' ()98) 7895 

? " 持会長 ・γ1許正会u

東 謙畑

株式会社 ユ ニ オ ン 代表取締役 株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所 取 締 役 会 長

号 550 大阪市丙区南楓託 2 r l l  13吊; 22り 帯 54 1 大 阪 市 < u 1-< 伏 見 町 五 - 19 古品06( 202)  0391  

;-:r，l!i06  ( 532)  3731  代 、百 658 f I七 ー神Jirli 車t曜区fl : f雪山 T' 4- 4-35 ';日 J 占078( 851) 5013 

矢口 義 夫見

百 601 J'i七 ー京都，f ; 南区内 JL 去作 11 町、18 ili ，治075( 69113860

名誉会長

塚 本 次j孟

株 式 会 社 け 建 設 計 最 高 顧 問

帯 511 大阪，h点 l毛布腿陥51"1 1211存地1 ;"11，11;06 ( 203) 2361  

守 665 白宅 ・宝塚市消荒神 2 - 6  - 2 7  1U品0797 (87)  1940 

辻 本
畠

旦

株式会社ツジモトユタカ設計事務所代表取締役

宇 640 l社l 歌 山 市 東 長 町 小 の 1'1 2- 3  ';f!.li ; 0734 (26) 2030代

苛 640 臼七和歌山市東長岡J'I ' の j i 2-3;' 1rぷ0734 ( 26) 2030(¥ 

j章 村 芳

オリエンタルメタル製造株式会社 代表取締役社長

罰 660 1己崎市II?付1i1ti 泊 3 1'1 126昨J也 ・，'Ilぷ06( 412) 5 131代

スヲンパーリ工財団
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1989年元旦 (50斉順)

岡

中 英原 雄

株式会社 f，0. U1I' i] LJ !)i 建築設，l I" )i f Mi Ｈｕ ｾ 取締役

需 530 ｽ， ｾＩ､ｩｾｴｬ メＺＺ，ｬｉ ｪＩ 、満 ＶＱ ＧＱ ＱＳ 酢 ＱＱＭＲＰＵｩ［Ｇ i l!，J i 06( 31 -1) 1688 

蒜 661 ' " 白布 di  ;j.; I，l  3  r  11 6  併 60: ; - ，[l "l i 06 (  19910701  

市 81:l ｾ， ｜ｉ 品 ｊ､ｩｾＨｉＢ ， [-'，'-2 1"l 131!'i 41- 31J 5: ; 屯"l ; 092( 68215301  

帯 532 ｊＧｊと ｫ 阪市北Ｏｬ ｉｉ＾Ｈｉｾ ， Ｚ Ｇ Ｚ［Ｖ 1'1 16/!t 18: ;  '，[l "l i 06 391)  1138 

内 藤 正 克

株 式 会 社 創 美 設 計 代表取締役

市 530 ｫ 阪 ､ｩ ｾｴｬ ＾ＨＭＭＡ＼ｉｬＺ 側 ｦ 3 市21 :.;.祈 11¥相 川 町 ビル

11l，]，' ;06(312) 3587代

再 565 I吹111di NE，l /f; 4  1"1 1  3 昨 1 - 8 0 8  

長 孝fT 

株式会社 l人j牒建築設計事務所代点取締役会長

j畢

日本住宅パネｽｾ工業協同組合大阪支所 支所長

帝 530 Ｉ、何点市 ｾｴｬ ＾Ｈ 阿 Ｉｾｩ 椅 Ｕ 1"1 16  1fi 10乃 市 111回f ' 、ークピル

ｾＱ ￬Ｎｬ ｬ［ＰＶ＠ (313)  332 1  

帯 598 i'! む k 陣式1(1 !i! W H di(ld f f，20-52  '!(l，]，' ;0724  (63)  1260 

西 村 日百

大J . ; J ，; 仁業株式会社取締役社長

事 532 k Jll i di ，:i: 11 11-': ": '，i ，;( ，1  r  1101 酢44 };. 

'，!i，:r; 0613911 12R 1  

軍 663 i ' I七，"i ' ，:';di 1-_' 1' ＨＭｉｾｉ ｉ＠ 1116- 27- 202 

1世，:，' ; 0798(4 113082 
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大 阪 到i nrli 株 式 会 社 代表取締役

軍 550 ｽ､｡ｩ､ｩｬＯｬｪｬ＼Ｚ ，［ＨｾｦｊＨＭｩＮ Ｑ＠ 1"1 113昨2 t  J} dl ぷ 061444) 1  111J 

帯 66S ＱＢ ＱＧ と ・ ＡｩＧ、 ｉ ， ｪ ・ ｴＧ ，ｾ， ｩｏ 与 ､ｩｈｾ｛Ｓ 信 ＱＰｾｽ '，'[[ぷOi 9i i 2) 60 1S  

野 村 英文

野 村 建 設 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

事 54 1 大阪『打点 1<: ，:':;!If!矯 2 1"1 19 番 地 電e活06 ( 202)4 791 代

林 唯 夫

株式会社 H行中11 設計 代表取締役副社長

事 550 ｽＧＺｉｾ Ｎｩ ､ｩｬＧｴｪｬ＼ＺＧ 比例 ｦ 1  111 ;，得 7 ｾ［Ｍ I川 ノ陥 ピ ル

'，'U: .Jcfi 06 ( 532)  342 1  

事 565 n' t; . U).:! lI dj NI I J f i 3 1" 1141 - 11 '，'喧 .ll ; 06 ( 8721 3608 

原 精

コ ー ナ ン ill 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役

帯 532 大阪 di'; I' II 11<: 1- :" p/ [ 2  r I 14 I1' i 28};-

需 675- 1  3  ji; Wl' ，¥Hhl i  1本町240 '1、野ヒル Ｑ 世 ， Ｚ，ｉ［Ｐ ＷＹＱＶＨＲ ＩＴ ￎＵＷ Ｈｾ ［Ｑｬ， ＺｾＰＶ＠ ( 3081 1551).: 代

喧 335 i'I'主， J訂正以降*"i l ￥越; ， 1116 1Fi:l 2り

7l L! l ;O.184 142)  31 15  軍 675 13 1' 1七山本県小野 di 久保本町1063 ;U.l.' i 07946( 2) 4668 軍 652 I'J'-t ' 州'，';';， !i 1'，次開 [ 121!'i 9  }; 屯，:，1;0798 (72)  1504 

54 ぜ警と社会 19閉 年 111¥;
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イ半 秀目白 松 '国 彦田

株式会社凶! 点衛生工業所大阪 l，l i 代点取締役社長 株式会社 A HT建築設計事務所代表取締役所長

市 ＵＳＰ 大阪 ｲｬｩｾ 仁ｼメー見 ＡＮￂ￬ｬ 尚 Ｒ 1113 ー 10 ト y フ λ 天満ビル

帯 531 大阪市大法l山 1'I lt: 、111811H };' 'i世，1，'; 06( 458)  3628 '，1t.:，r; 06 ( 357) 5351  Ｈｾ＠

帝 563 (1屯 池mdi イi縞 3 - J l - 14 ・世，!，f; 0727 (61 )  8652 帝 546 大阪市! U(I: ，'i! >(1川今川 2 r  8  - 7  ｾＱ ＱＮＱ ￭［ＰＶＨＷＰＲＩＶＷＳＸ＠

福 氷 薫

株式会社 ill 投技術セ ンタ一 代表取締役

帯 532 大阪 di ;;(II 11>( 州 '1' ，C:，5 l' 117 併 17- 602; }

ｾＧＱ ｬＮＡ，ｲ［ｯ ＶＨＳＰＴＩ＠ 1148代

事 542 ｮ Ｇ ＱＧ［ ー 大阪市市 Ｑ＾Ｈｉｾｩ 南 Ｚｶ 叫 Ｔ 111 7  - 3  

，1!，1，f;06( 25218626 

藤 木 銭

株式会社線本工務 ｉｾｩ 取締役社長

帝 540 大阪 市:..U[;{/lfrjrt 町 1 Ｑ ＧＱ ＱＱＳＱ 肘也ｾ ＧＱＡＮｬ￭ ［ＰＶ ＨＹ ＴＴ Ｉ 1468( t  

堀 亀 久

ごム

J 口

: 機工業株式会社大阪支 I，Ii 取締役支1，1; 長

帯 ;'41 k 阪 di !li 1>( ，lt 山 211122砕I也 屯" 占同 ( 202) 307)

甲 664 fJ けい li 北本町 1 110)  f l ' 1' f ' 、ーフ" ム λｾＭ ， ｉ 附

・1l".r;0i 27 7513095 

堀 内 史 良R

第一工業株式会社大阪支庄 l引先取締役支防長

雨 530 大阪市北lメ附天満3 1116吊' 14}} '，'li，l i ; 06(364)  6661  (t 

哩 573 (1宅・大阪l{f枚 Jjrli o)JJ 日丘町 12 18  .. 世，li;0i 20(41 )  5396 

前 田 平 一 郎

ゼ ネ ラ ル 事 務 機 株 式 会 社 社 長

松 原 満 佐 子

千I 限会社 柳 々 ＧｾＺＡＺ＠ 代表取締役

軍 550 ｊＮＺＮ阪 ｲｬｩｬ ＯＡｪ ｬ ｸＧ Ｂｪ ， ｾｲ 桝 ｬ ー ＱＲＭＳ ・ ＱＱＢ ， Ｇ［ＰＶＨＴＴＳＩＰ Ｑ ＶＷ 8  

以ｾド庁 ｩｾｦｾ i也 ピ ル 1 H¥ ｾＧｬｩ， ［￭ ［ ＰＶ＠ ( 251)  8233 

松 本 重 太 郎

マ ツ 六 株 式 会 社 取締役社長

1989年元日 (50音順)

谷
由

I l!;'、 義

株式会社 :  谷 ，i:i ，it 代表取締役

軍 694. ( . '，IIH' ，¥)， ll1 di i ，、 f 開l i IHJi I/!j 777(/) 1  

'，I!"，' ; 08548 ( ZI8121  (¥; 

軍 69，1 I' I' t 白Ｑ［ ， ｾｈ ｈｬ ｉＢ 大川 ｲｦｩＯ ，、 ｆ 仰心出ｴｊＡ Ｑ 向 ＲＲＵ の Ｒ

・立"占08548(5) 8320 

輪 泰 司

株式会村地域計画・建築研究所代表取締役社長

田 600 J ; ( 自11di 1、点以 内条通品合同人ル :f. 光 州町 821詐地

大手t I 銀行山町i ピル 1ll活075 ( 221)  5132代

号 ＵＴＰ 大阪 Ｂｪ ＡｍＺ ｬｾ 石町 Ｑ ＱＧ ｦｬ ｬ 酢I也氏渦縫千代印 ピル2} } i u

1l lお06 (942)  5732 

軍 460 ｾ＠ ｉｬｩｬＱｾ＠ rli r
ド1>( ) L の内 3 11118併 30刀、ノポウチピル

官(t，1f，052 (962)  1224  

罰 612 1' 1宅 以仰山 {k>. 訂正桃山市太仏関 ( 95- 45

司!，1f，075 (601 1  3962 
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特 集

夢 を の せ る 輸 送 設 備

あと 10余年、その聞の技術の進歩により、きて 21世紀にはどんな輸送手

段が登場するのでしょうか。高層化し地下へともぐっていく都市化する

社会の中で、人は、ものはどのように動くのでしょうか。

そんな未来への夢を馳せながら、今回の特集では、対象を建物内外の輸

送設備 ( 交通機関を除< ) にしぼって、人 、 もの、そして建築とのかか

わり 、その現状と 問題点を過去また未来のH艮を通して考察しようとする

ものです。

φt;.，. :. A 

京E、日間

縦} 杉者11市 ・地下都市に対するビル輸送システムの現状と未来/ 今井宏自11

各論

昇降機設備計画の基礎知識/ 佐藤正昭

エレベータの現状と今後の動向/ 市岡洋一

エスカレータの現状と未来/ 辻保則

昇降機の管理と保守一遠隔政祝化へー / 矢野純一

資料約

輸送設備製造 ・保守 ・販売会社一覧

本号特ｾ制集 幹 Ｂ Ｑ 五
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ミ，，ｾ、 壬 Ｇａ
川;r:; 、日間

縦形都市・地下都市に対するビル輸送

システムの現状と未来

今 井 宏 郎

はじめに ビルの中で居住していると、エレベータは非常にありがたい乗り物である 。 とくに超高層

ビルになるとエレベータなしでビル内を上下するのは体力的にも不可能に近い 。 ビルの建設中はまだエ

レベータがない時期であり、 10数階以上めフロアーを階段を使 って昇ることも経験するが、一度歩いた

らもう二度といやだと思うものである 。

ところで、今回の特集は、建物内外の輸送設備という こ とで、縦形都市や地下者11市のその現状と未来

に目を通して技術的な進歩や建築の変化、社会の変化によ って変わ っていく物品と人、さらには情報、

その変わっていく未来の夢を運ぶ「輸送設備」について考えてみようということである 。縦形都市と 地

下都市という題を与えられているが、この意味するところが明確ではない 。 したが って、ここではこの

二つを別々に扱い、相互の関係については 言及しないことにする 。

輸送設備にはどんなものがあるか

私は物品の輸送を考えるのが好きである 。人を安全に運ぶ方法は限られていて、エレベータやエスカ

レータ程度である 。 ところが物の輸送はいろいろ考えられる 。物の種類によ ってすべて異なる搬送装置

が考えられていると言 ってもよい 。 これは、物は大きさや形や重量が柿々異なることと、それらが固定

ではなく変化 させることもできることから、いろいろなノ ぞッ ケージの方法が考えられるためである 。 さ
、、

らに、乗り 心地や、速度感、速い遅いについて何 も不平を 言われないところが 、最も条件の違う点かも

知れない。

輸送設備を考える上で重要な点は下記である 。

①何を運ぶのか。

②運ぶものの、かさ ( L X W X H ) 、重量、形状。

③運ぶときの形 横にできるか、転倒できるか、転がせるか、変形 ( まるめる、折りたたむ、はこに

つめる、 上下逆さにできる ) できるか。

④特殊性一ーカラス等のように破れるか、機探などのように重点が片よ っていい、か、動き出したとき

移動しないか 、こぼれたり ・飛びち ったり、はずれたりしないか。

⑤到着時間一一急ぐものか 、定1I寺輸送でよいか、随時輸送でないといけないか。

⑥輸送量 ( トラフィ ック) 一 一 5 分間とか 10分間に運ぶ量がどのくらいか。

⑦ 引き渡し方法一一目的地だけでなく、目的の人に届けるかどうか。

これらのほかに、搬送を必要とする物品について正確な現況調査と分析を行うことヵ、重要で‘、一般的

なデータに独自の調査データを付加して、その用途にあ った特徴も加味して計画をすることが必要であ

る。

表ー 1 に、現在使用されている輸送設備のリストを示すが、物を搬送する方法の多彩さにはび っ くり

させられる 。

夜、は数年前、ファクシミリや電子メールが発明されたとき、これを使えばすべての手書きのメールは
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な く な る と 思 っ た 。 そ う 思 っ て 数 年 た っ た が 、 フ ァ ッ ク ス や 電 子 メ ー ル さ ら に 便 利 な パ ソ コ ン 通 信 、 C

R T を 使 っ た O A機 器が 多数 使 用 さ れ る よ う に な っ て も 、 メ ー ル は い ぜ ん と し て 残 っ て お り 、 決 し で な

く な る こ と は な い よ う で あ る 。 ペ ー パ ー レ ス の 時 代 が 来 る と 言 う 人 も い た が ペ ー パ ー レ ス ど こ ろ か ペ

ー パ ー の氾 濫 で あ り 、 ま す ま す そ の 輸 送 手 段の 開 発 が 求 め ら れ て い る H寺 で も あ る 。 し か し 、 こ れ は 物 品

と は 異 な る 範 噂 の も の で 、 情 報 の 輸 送 と 呼 ぶ 方 が 好 ま し い ( 表 - 2 参 !附 ) 。 伝 票 な ど は 品 物 と は 別 に 処 理

表 ー 1 輸 送 設 備の 一 覧 表

分

設 備 る 名呼 設 {市j σ〉 機 k見 主な輸送対象物

m (ー一般に言われてい ひ方)

エ 来 用 ロープ式、抑圧式等で時五を上下させる 人

レ

: I . /く
入荷用 向上 人と荷物

ス|

貨物用 向上 荷 物

カタ

レ
特殊 ・その他 カーエレベータ一、寝台悶エレベータ等 阜、寝台と人

タ

エ ス カ レ タ

ステ y プに 人が乗り、傾斜または水平に巡ぷ 人
ム ー ピ ン グ ウ " . - 7

ケ ス コ ン ベ ア 織送ベルトでブ ックケースを運ぶ {云菜、 小 さい郵便物

送小

設型 1n 送 管 円筒状の気送子に入れ、 EE気で送受する i!J 類、伝張、小さい郵便物

保i搬

ベ ル ト コ ン ベ ア ケースをfaわず、そのままベルトに乗せて運ぶ 向上

中
小 型 自 走 搬 送 車 駆動装置を持つコンァナが、レーノレを走行する 2F類、 Z!?籍、重(Ij 便物、小荷物

j型般 カ セ ッ ト コ ン ベ ア カセットに入れたものをそのまま運ぶ うすいi ! m[、X 線 フィ l レム

送
ポ y ク ス コ ン ベ ア ポ y クスに収容し、水平 ・垂直に昇降路内 を五I! ぶ i!?籍、 図位、小荷物、器材

設

{脂
大 型 気 送

旬百島三

大きな重量のある物品を徹送する気送管 病院の器材ｾ｛

オ- r : ' ーへ y ドコンベア 天井に取り付けたチェーンコンベアのハンガにより、コンテナを運ぶ カゴ ・コンァナに入れた器材

大
ダ ム ウ ェ ー タ エレベータの小型 図性、小荷物、自己路用 、器材

型

ハ ン ガ 式 ワ ゴ ン 綴 送 1(1 オーバーへ y ドコンベアとダムウェータの組み合わせ 小荷物、配膳用、器材

搬

送
モノレール式自走搬送車 大型のワゴンが、天井に取り付けたレーノレを走行する 向上

設

制5 大 型 自 走 搬 送 1(1 いわゆるロポ ントで、床 を走行する搬送 車 同上

チェーンコノベア式自i l i ' ) J j般送. Ij l 床に取り付けたチェーンのコ y クにより 、 コンテナを引 っ1;1."る 向上

表 - 2 情 報の 給 送の 一 覧 表

大分頬 分 戴1 機 種 名 機 古E 通信速度

ベ J レ 、 ブ ザ ー 簡単な呼び出し方式、インター ンや肴護婦の起床

3口主ユ

一 斉 伝 達 火 災 報 知 器 ベル、サイレン

l政 送 拡 声 装 笹 医師、右護婦などの呼び出し方法

ラジオ ( 共聴装置 ) 各室で聴取

よ
tlI 話

る

個 別 伝 達

インタホン ( ナー

様準型オートプレスト ー ク型、同時 ｩ 通話ｾなどがある

1云

スコールなど )

達

無線呼び出し装置

ド ク タ コ ー ノ レ 7 イクロフ方 ン、無線呼送信機す、アンテナ、受信機からなり、可聴信号、

音声信号などにより び出

干見
戦工i 出退表示装置

職員の名換室前または室番号を表示する信号絡をもっ

i江言首交 と ε ｉ ｾ 務などに設ける

tι 4九

サインボードJ ¥I [ 投 薬 表 示 装 置 処方済み の忠者の聖主主主番号を表示する

そ の 他 の

会議室使用中表示、待ち時間表示

サ イ ン ポ ド

よ

E主視育楽 用 Ｚ ｈＧ＼ｾ 税室 用 、面会人と! 心者の応対

る 7  レ ピ 教娯 用 : A V教 な ど

用 。案内用、展示内答の説明用

1五
映像による伝達

テ レ ビ 電 話 対而通話、物品展示、書函伝送、情報案内、 nt 話計算

達

マ イ ク ロ リ ー ダ 7 イクロフィ J レムを投影し 、読み取る装也

' l l L 送絞写機

B  6 から A 3 までの用紙に書いた文字や図面がそのまま送受信できる B  6 サイズで

i1 L 話回線、専用回線のどちらでも良い 24秒/ 1枚

ｾ￨＠ 画{ 象通信 ( ファ

クシミリ jffi{言)

全 自 動 式 写 真

写真室 をそのまま送受信できる

鉢 暗 不 用 の 自 動 受 信

1l L 送 受 信 装 置
電話回線、専用回線のどちらでも良い

テ レ メ ー ル 不特定多数1mにおける手書き文字の伝送

よ

7 イクロフィノレムおよびカードなどにより送信された情報をプリント

る

リ ー ダ プ リ ン タ

アウトする

そ の f也 の

伝
記 録 通 信 交換機能干丁 をも った印刷電信機て¥屯話のように 相手を呼び出し、記録

テ レ ッ ク ス 屯通信を フ
50bi t  /  sec 

達
話回線を利用

テ レ タ イ プ 専用回線を通じて遠隔地と通信する印刷電信機 50bit / sec 

記 憶 に よ る 伝 達
E  D  P  

S  E lect  r omc  Dat a Pr ocess t極ng端S末ys機t em、

11LU機の中央処理装置や各 を組み合わせた y ステム

〔資料〕 辻 野 純liA r病院における織送の問題J r病院設備J vo!. 16、no. 2、Jli'l 49
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されるようにな って、コンビュータ 化 され、 OA化され、非常に便利にな ってしま った。 さらに、すべ

ての価値が情報によ って決定付けられるようにな ってきている 。

ところで、従来、輸送設備は 、縦の輸送と械の輸送が別々に存在していればよか ったが、最近はこれ

らを接続して一体としたシステムにしようという工夫がなされている 。 さらに 、今まで拠点聞を結ぶ交

通 、すなわち最寄りの集配所まで届けれはよか ったものが、個々の届出先に直接配送する ( 人に直接手

渡す) ことまで考えねばならないように変化してきた 。通信手段の高度化により個々のパーソナル通信

が発達してきたことで、従来のメールはいかにも不便に見えてきたことによる 。 この縦と徴の輸送手段

を接続して一体化するシステムは重要な方法で、物の輸送装置を考える場合の基本形である 。 この縦と

横の組み合わせ方の変形が斜めに運ぶ方法である 。斜行エレベー夕、カーブドエスカレー夕、蛇行する

コンベア、上下に波うつように動けるものなど、種々のアイテアによ って新しい機器が開発されたりし

ている 。発想、の転換として、従来、上下の縦にしか運行しないと考えられていたものを横に動かしたり

( 例 : 水平移動する窓ふき用ゴンドラ装置 ) 、横にしか使われていなか ったものを縦方向用に使 ったり

する方法も考えられる 。

このように考えてみると 輸送設備は社会の近代化とともに変化してきているのではないかと推察で

きる 。用途の多様化は社会の複雑化とつなが っており、今後ますます、多品穐少量化の流れにそ って変

化していくものと予測できる 。超高層ビルにおいて、個人あてのメールや宅配便をどうや って集配する

かをいつも求められるが、今も ってつまいアイデアはない 。 ロボ ッ トとの組み合わせが、 F A システム

の成功から提案されているが、まだ事務室内では使えそうにない 。 リニアモーターを利用したシステム

も試作したが、これもその方式による特性があり、すべての ニーズに答えを出せるにはいた っていない 。

つぎに、縦形都市 ・地下都市においてどうなるかを考えてみる 。

縦形都市・地下都市における輸送設備

1  . 縦形都市

縦形都市を垂直に長いビル群で構成された都市と仮定すると 新宿西都心や大阪駅前、 O B P地区を

言うのであろうか。従来の都市との違いは、巨大ビルの集まりで、縦に 150 m 以上に伸びたビルが数本

以上あり、居住人口も 5 - 10万人にのはるひとつの地方都市と同じ規模となるほどのボリ ュウムを有し

ていると考えられる 。

ここでは、従来の都市と何か異なるのであろうか。単純に 言 えば 、横に長い町を上に積み上げて出来

た町 と考えられる 。主要道路が上下に延びていることであろうが、主要道路はエレベータにと って符わ

られ 、道路としての階段は、数フロアーの上下階利用の脇道の役目しかない 。主要道路のエレベータは

乗用エレベータとして人の輸送にも っぱら使われる 。一方、産業用道路の性格をも った第二道路が作ら

れており、これは一般に人荷用エレベータと呼ばれているが、物品の搬送用として、各フロアーのすべ

てに停止し、積載荷重も重〈、エレベータの能も内法寸法や出入口高さが大きくと ってある 。一般的に

この二本の道路が主に使用されるが、最近では書類、メール、小荷物の搬送用に小型搬送設備が導入さ

れ 、夕、ムウェー夕、パーチカルコンベア、気送管、などが活躍している ( 写真一 1 ｾ＠ 5  )。 このように、

縦形都市においては、輸送設備は機械化されているということが最も特徴的なことである 。

ところで、都市ということから考えると、これらの巨大ビル群の相E の接続、イ ンテグレイトについ

ても考えてみたい 。街においては、そこに住む人々の相互のコミュニケーショ ンがあり、市民生活を維

持しているが、縦形都市においても同じようなことに発展していくのではないだろうか。 そのためには、

従来の街にある路地がやはり縦形都市にも必要ではなかろうか。 また、ビルとどルを接続する道路また

は回廊 も欲しいし 、それらが、超高層ビルの 151桝や251培で 相互に連絡されておれは¥そこか績のつなが

りを物理的に可能にし、人々もそれによ ってコミ ュニケートしていくことができるようになる 。大阪駅

前の超高層ビルが、地下や低層部で接続されているだけではなく 、15階や25階で接続されていることを

考えてみると、そこでまたひとつの般に広が った街が出来てくることを意味しており、エレベータの来



気送管設備 自走台車設備 ゴミ処理設備

り換え階がひとつのプラザとなってビル群へ接続され 、そしてそこに新たな街が生まれてくるのではな

いだ、ろっカミ。

新宿 N S ビルは、このような目で見ると、モデルケースと言える 。新宿 N S ビルは、 国一 1 に示すよ

うに、 4 つの超高層ヒルを内廊下によ って接続した形とな っている 。各階の廊下が路地としての役割を

果たしており、 4 つのビルを一体化させている 。 また 30階にはブリ ッジがかけられており、反対側のビ

ルへもシヨ? 卜パスすることができる 。たばこ屋さんや花屋さんのあるピルへ行くには、ぐるっとエレ

ベータに乗りい ったん 1 階へ行き、道路を横切 ってそのビルへ入 り、またエレベータで花屋さんの階へ

出なくても、昔の下町のように横に動いてい ってすぐ行けるのである 。 O B P の新しい超高層ビルにお

いても、そこまでの考えは採用されていない。 2 階レベルのデ ッキで京橋駅と接続され、ツイン 21へは

雨にぬれることなくビル内に行くことができるが、 他のビルまで接続する希望は出されても、なかなか

実現しない 。残念なことである 。

30階

図 - 1 新宿 N S ビル平面図

2  .  f : 也下都市

地下都市を地下街のような横に長〈広い街区の集まりと考えるのか、地下の深い地中に大きな都市を

つくることを意味するのかよくわからないが、ここでは、地下街のイメージで、地下 3 - 4 層にわた っ

て利用する地下空間と仮定しておく 。ついでに、私見を述べれば、 地上の都市機能が地下に入るだけ で

はなく 、地上は建物をとりはらい、者11市の地上に太陽と空気と締でい っぱいの自然、を呼びもどすという

ことにしたい 。地上も地下も人工の施設でい っぱいというのは 地球を破壊しつくすことにはかな らない。

地上の空間を自然、にもどし、緑でうめ、大気汚染をなくしてきれいな空気をとりもどし、もとの地球に
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近づけるために地下空間を 利用することにする 。 ここには、地上の自然光も一部はとり入れ、緑も育て、

明るくて働きやすい快適空間となるような工夫が必要で・あろう 。

きて、この地下都市においては、従来の排気ガスを出す交通機関は使用できない 。横への広がりを持

った街においては、基本的には人々は歩くことになろう 。一部、電気自動車やリニアモーターカ一、動

く歩道が短距離交通機関として利用されるであろう 。 3 - 4 層の階層聞の利用はエスカレータが主体と

なり、階段がわりに大型のエスカレータが開発されるようになるであろう 。一方、物の輸送方法が問題

になろう 。生産地から運ばれて来た品物は、いったん集配センターに集められ、そこで地下都市の最下

階へ運ばれる 。地下都市の最下階は物品の流通スペースになっており、 中型のコンテナにつめかえられ 、

コンテナを吊り下げる無人電車が網の目にはりめぐらされたレールにそってそれぞれのオフィスや庖舗

への物品を搬送する 。

ごみ等の廃棄物は、空気輸送装置によ って処理場へ集められる 。 この空気管もこの最下階のスペース

に設置されている 。 もちろん、電気、電話、ガス、水道、下水等も、この空間を利用して配管が行われ

ている 。

つぎに 、輸送システムの未来について考えてみる 。

輸送システムの未来

1  . エレベータ

エレベータについて人々はいろいろ不平を 言 う。運用がおかしいとか、待つ時聞が長いとか、ダンコ

運転をしているとかさまざまである 。エレベータの運行について専門家と話をしたことがあるが、ユー

ザーはいつも 「もう少しなんとかならないか」 と言 う。本当にそれは正常なクレームなのだろうか?

と言うのは、笑は世の中にはまだ、 「正しい運行方法」が存在しないからだ 。エレベータも含め、いろ

いろな交通機関においては理想的な運行方法が見出されていないのだそつである 。 したが っていろいろ

なクレームが存在するが、それらを集めると相反するものもあって成立しないことが多く、一つひとつ

のクレームだけに対処することは危険なのだそうである 。エレベータの運行方法のエキスパートシステ

ムを作ろうとしても、世の 中にエキスノ マートがいないためエキスパートが何か、わからないということ

だそうである 。エレベータの運行システムを作ることはそれほど難しく、また、個々の内容が相反する

ため実情にそぐわないものが出てくることになるのであろう 。

エレベータに関して不思議なことは、乗り場の情報すなわちエレベータを利用したい人の人数をイン

プ ッ トしていないことである 。エレベータホールに 10人いようと 1 人いようとボタンは一つだからイン

プ ッ トできないし、エレベータも何人待 っているかわからないのだ。 これでは運行方法をいくら研究し

ても情報不足で 、正しい方法がわかる理由がないと思うのだが、一向にそのようなエレベータは出現し

ない 。 もうひとつインプ ッ トされていないものに、エレベータホールでの待ち時間がある 。長待ち時間

をなくす方法が運行の原目 IJ のようであるが、それを計算し、情報としてとりこみ、解決をはかるという

方法はとられていない 。 さらに、エレベータホールの混雑の程度もインプ ッ トされていない。最近、カ

メラを使 った人数のカウント方法が開発されてきてや っ と特定のフロアーの情報はインプ y 卜されたが、

その他の一般階も含めて乗り込む人の程度がイン プッ トされれば、も っ とよくなると思うのだが ・

こう考えると、エレベータの運行についてはこれからまだまだ改良が可能で、 「こんなエレベータは

出来ないの? J という希望はまだなくならないであろう 。 そこで、未来のエレベータとはどんなもので

あろうか。

①他の交通機関のように、 何分後にエレベータが来るかをホールに表示することができる 。

②多人数の交通が発生したことを情報としてとりこみ、それに合うエレベータの運行に変えられる 。

③上記のとき、他の階には、エレベータの運行が特殊になり、急な交通量が発生したため他の階には少

し待ち H寺聞が長くなることを報告する ( 表示する )。

④エレベータの運行方法を可変にできること 。 たとえば各階停止、奇数階停止、偶数階停止、区間急行



運転、その他のパターンを状況により変更し、エレベータの利用状況に応じて自動的に選択を行えるよ

うにする 。

⑤各階停止エレ ベータと急行エレベータとを作り、電車のように混雑時において停車するものとしない

ものとに分割する 。 さらには電車のように定時運転するエレベータを設け、閉散時は運用をラフにする 。

このようなことができるようになれば面白いエレベータとなろう。

2  . 物品の搬送設備

①物品の搬送で最も欲しいのは、たて ・よこ自由に動きまわれる装置があればよいなということである 。

一 一 O A機器が、 一 人に 1台設けられるようになり、情報の搬送は非常に身近になってしまった。しか

し、物品の搬送はまだ、自分の机の所までは来てくれない 。そのためには、空間も床も含めて自由に動

きまわれる自走式の搬送設備が出現しないものであろうか。

②物品の搬送設備のデータの不足は、物流の合理化のさまたげとな っている 。

一一病院のカルテのトラフィ ック量は、レストランの食事のはける量は、といった交通情報は無に近い 。

ユーザーも含めて、施設を設置する側もデータの収集を行 う手段を 開発すべきで ある 。

③物品の管理や管理組織についてもう少し考え 直し 、合理化していくことが必要で、あろう 。

一 一物品の搬入、保管 、分類、分配、送り出しを整理し、物の流れを明確にしないと搬送機器による機

械化はしにくい 。一般に日本の管理の笑情は総務、庶務といったところでとりまとめをしているのが多

いが、事業部内ではその内容がわかりにくいことから、部門別に物品供給がなされてしまう傾向にあり、

事務用品、メール、伝票、書籍類といったものがグループ5 . J 1 j に行われている 。物の搬送のためにはこれ

らを一元化し、集中して管理する方がよく、サー ビスセンターを設け、在庫管理も含めたデータの処理

をするべきであろう 。 そうしてきちんと整理すれば定期搬送できるものが多くなり、計画性を高めるこ

とができるようになる 。定期搬送の物品と機敏性を要する臨時搬送( 随時) の両方の組み合わせを設計

できると、合理的な機械化へと結びつけることができる 。

搬送設備は古くて新しい技術革新がないように見えるが、決してそうでもない 。ハードそのものは機

械的なものなので素朴であるが、それを制御する方式のアイディアやソフトはどんどん新しくなってお

り、改良されている 。たとえば自動梱包機や自動仕分け機と搬送設備の組み合わせによるシステム化な

と。が行われている 。

まとめ 搬送設備について述べるためには、その基盤とな って いる用途や建物の将来について予測し

ていかないといけなくなり、縦形都市については超高層ビルの 15階や25階で回廊をつくり接続すれば、

あらたに横に広がりが生まれ、街が出来てくると同時に、横への道路によって交通動線が短くなり、無

駄な上下のエレベータの利用をしなくてすむようになることや、地下都市においては地下都市の最下階

を物品の流通スペースにして、そこに各種の輸送システムを導入すれば、合理的な物の輸送ができるよ

うになるのではないかという提案を行った 。 また、今後求められる輸送設備について分析すると、物品

の管理や運用組織について整理していくことも必要で、輸送の機械化をはか つて いくためには物品の流

通の仕方を変えて、集中して管理していく方式へ方向を変えないといけないと提案している 。 また、未

来の社会は、用途の多様化となるであろうと推察され、その社会の近代化とともに、輸送システムも縦

だけ、横だけの一方向の動きからこれらの組み合わせと、さらには別の発想による技術改良へつなげて

いかないといけないと思う 。

情報の輸送がコンビュータの発達で、オフィス革命をもたらしているように、物品の輸送も情報の輸

送と一体として考えることもできる 。輸送設備そのものはこれからの社会て¥今まで以上に求められて

いる分野ではないかと考えられる 。

〔文献〕

①病院設備総覧ー産 業i調任会、 ② ザ ・J也下毛 東方洋雄、 ③ 「住居空間の 人r. 1I学J 一成鳥出版会、 ④ 男IJ 冊サイエ ンス一 日本経済新聞社

( いまい ひろお 綜式会社日建設計大阪第ーとJj:務所設備部副部長 )
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各 論・ 1

昇 降 機 設 備 計 画 の 基 礎 知 識

佐 藤 正 昭

最近、内需拡大による民間設備投資が活発であり、市街地再開発

ビルの建設や住宅建設など建設ラ ッシュの観がある 。

建物における昇降機設備は、縦の交通機関として必要不可欠なビ

ル設備のひとつであると言っても過言ではない 。一方、昇降機設備

の良否は、建物の生産性、経済性あるいは居住性を大きく左右する

だけに、設備計画に際しては十分な検討が必要である 。

本稿では、昇降機設備計画の基礎知識として選定上の考え方およ

び配置計画について概説する 。

I  工 レ ベ ー タ の 設 備 計 画

輸送能力検討

咽備
凡

又

量

。々J

べ

'レ

エ

「

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

J

図- 1 エレベータ計画手順の基本パター ン

64 撞築と社会/ 1989年 l 月号

1. 1  基本計画

エレベータ設備の良否は、その計画の良否に負うところが多い。

計画に際しては、対象となる建物の使用目的に対して、将米のビル

内交通需要を予 iJIIJ し、これに見合ったエレベータの台数、仕様、配

置あるいはサービス ( lJl( 1句、質的 ) と設備コストからみた経済性の

司聞から検討することがきわめて重要である 。

1.2  計画手順

図ー 1 は、事務所ビルのエレベータ計画手 )1債の基本ノ マターンを示

している 。 この図は、主として出勤時の輸送能力をも ってエレベー

タの設備計画を行う一般的なノ マターンを示したもので、このほかに

退勤H寺、昼食H寺の輸送能力と平常u寺における待削l寺聞などのサービ

ス能力についても総合的に検討する必要がある 。

1. 3  交 通 計 算

エレベータの仕様、台数、サービス 11皆床を決定するに当た って、

サービスの量 ( 輸送能力 ) とサービスの質 ( 平均運転間隔 ) を定量

的に検討する手法が交通計算である 。

交通計算手法には大別して、

( 1 ) 予想停止数による交通計算

(2) '1lLtl: 機によるシミュレーション解析

の二つの手法があるが、前者は、出勤時の交通モードを対象に、最

大輸送能力を計算し必要エレベータ台数を算出するものであり、計

画の初期段階における簡便かつ有効な手法である 。 また後者は、各

階の交通需要とエレベータ群の運転システムを考慮した動的な解析

であり、最大待ち 人数や時々刻々変化する輸送能力、サービス状態

を定量的に求める手法である 。

1. 3. 1  予想停止数による交通計算

この方法は、予想停止数を基礎としたエレベータの一周時間から

エレベータの輸送能力を算出し、エレベータの仕様、台数を選定す

る手法である 。以下 、交通計算について述べる 。

(1 ) 交通需要 エレベータの設備計画に当た っては、まず 、エレベ



と、その居住者が単位時間にどの

くらい集中するかによ って決まる 。

図 2 の例では、ピークの値が約

15 %を示しているが、 これは 5 分

間に居住人口の 15% が集中するこ

とを示しており、この 比率を集中

率と 11乎んでいる 。集 中E容の値は、

建物の種類、規模、立地条件等によ って変わるが、事務所ビルの場

合は一般的に 表ー 1 の値が目安として用いられる 。

(4)一周時間 R T  T  (J3. ound Irip I i me)  一周 時間とは 、か ご

が出発階を 出発してから 、再 び出発階に戻ってきてつぎに出発する

までの時間を 言 い、台数算定の基本となるものである 。

一周時間 ( R T T ) は、次式によ って計算される 。

RT T = 乏( 走行時間十戸開閉時間+ 乗客出入時間+ 損失時間 )

具体的には、エレベータのサービス形式によ って、表 - 2 の計算

式が使われる 。

(a) ー( 1 ) 走行時 間 走行時間は加速、減速時間と全速走行時間の和で

ある 。 これらはエレベータの定格速度、昇降行程および一周逮転に

おける停 止 回数等によって変わってくる 。急行ゾー ンのあるエレベ

ータでは、定格速度を高くすることにより走行時間を短縮すること

ができるが、各階サービス区間( ローカルゾーン) では、 1 停止当

たりの平均走行距離が短〈、定格速度に達する前に減速することが

多く、したが って定格速度の大小 には余り影響を受けない 。

(a) ー(2) 力日速 ・減速時間 お よび加速 ・減速距離 加速度および速度は、

図ー 3 のように変化すると考えてよいから、この特性により求めた

集中率

建物の筏まII m'l' 率

一 社 専 用 ピ ル 20- 25%  

1¥' 1 専 用 ビ Jレ 16- 20%  

官 公 庁 ビ Jレ 16- 20%  

貸 事 務 所 ビ J レ 11- 15%  

表 - 1
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事務所ビルにおけるエレベータ利用者の時刻変動
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図 - 2  

ータが輸送すべき人の韮 ( 交通需要) を把握する必要がある 。建 物

内の交通は、建物の種類や規模または立地条件等によ って大きく変

わり、同じ建物内ても時間とともに絶えず変動する 。

図 - 2 は、事務所ビルにおける 1 日のエレベータ 利用者状況を調

査したもので、機軸には時刻を示し 、縦軸には 5 分ごとのエレベー

タ利用者数を建物の居住人口に対する割合 ( %) で示している 。

(2)居住人口 事務所ビルにおける居住人 口は、建物の有効面積と

1 人当 た りの占有面積から予測する 。 1 人当たりの占有面積は 8 -

l Om' / 人程度として計画するのが一般的である 。

(3)集 中 率 交通需要のピークの大きさは、一般に建物の居住人口

t  r は2ι

( 1  )  ( 11 )  ( 111 )  (  IV )  
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エレベータのサービス形式
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エ レ ベ ー タ ー 仕 僚 に よ る

エ レ ベ ー タ 来 客 数 人 T  T  T  昇り方向 Tu 白降り方向
Td fI . l) 方向 Tu : 降リ方向 Td 
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R T T  
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交通計算の計算式表 - 2
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表 - 3  加速時間・加速l I e .

定 絡 速 度

O1 /min  m/s 

45 0. 75  

60 1. 0  

90 1. 5  

105  1. 75 

120  2.0 

150 2.5 

180 3.0 

210 3. 5 

240 4. 0 

300 5. 0 

表- 4 予想停止数

In"ミ
2  3  

V  

Q  

5  1. 80 2. 44 

6  1. 83 2.53 

7  1. 86 2 .59  

8  1. 88 2. 64 

9  1. 89 2  68 

10  1. 90 2.71 

11 1. 91  2.74 

12  1. 92 2. 76 

13  1. 92 2. 78 

14 1. 93 2.79  

15  1. 93 2.80 

16  1. 94 2. 82 

17  1. 94 2. 83 

18  1. 94 2. 84 

19  1. 95 2. 84 

20 1. 95 2. 85 

ー一一一一一一ta一一一一ー一一+

V  定 格 速 度

α  加 速 度

t  a  加速時間

Sa:  1JII; 車 距 維

図 - 3  速度、加速度

一時間幽線

3.2 

3.0  

2.8 

出

入

2.6 

時
2.4 

問

(  5  I人) 2 2  

2.0 

1. 8  

↓ヂ

k;8 ヒシ

lO 
V  

ｾ＠
1. 6  

1. 4  

α O1 = I.001 /s' ， td= 0 .7sの場合

加速時間 t a s  加速距縦 S a 町1

1.4 0. 53 

1. 7  0 .83 

2.2  1. 65 

2. 45 2. 14  

2.7 2.70 

3. 2 4. 00 

3.7  5.55  

4. 2  7. 35 

4. 7 9.40  

5. 7 14. 25 

4  5  6  7  8  9  

2.95  3.36  3.69  3.95 4  . 16 4. 33 

3.11 3  59 3.99 4.33 4 .60 4. 84 

3.22  3. 76 4. 22 4. 62 4. 96 5. 25 

3 .31  3. 90 4. 41 4. 86 5.25 5. 59 

3. 38 4. 01  4. 56 5  05 5. 49 5.88 

3.44 4. 10 4. 69 5. 22 5. 70 6. 13  

3. 49 4. 17 4. 79 5.36 5.87 6. 33 

3. 53 4. 23 4. 88 5. 47 6.02 6. 52 

3. 56 4. 29 4. 96 5. 58 6. 15  6. 67 

3. 59 4. 33 5. 03 5. 67 6. 26 6. 81 

3 .62 4. 38 5. 08 5. 75 6. 36 6. 94 

3. 64 4. 41  5. 14  5. 82 6. 45 7. 05 

3 .66 4. 45 5. 18  5. 88 6. 53 7  15  

3. 68 4. 47 5.23 5. 94 6. 61 7. 24 

3. 70 4. 50 5. 26 5. 99 6.67 7. 32 

3  71 4. 52 5. 30 6. 03 6. 73 7. 40 

定格速度に達するまでの加速時間および

加速距離 を表 - 3 に示す 。減速時間およ

び減速距離に ついても同等と考えてよい 。

(b)予想停止数 エレベータの一周運転で

の停止 回数 は、サービス階数、各階の 人

口分布、かごの乗客数などによって変わ

り、不確定な要素も多い 。 しかし 、交通

計算を行うには、この停止回数の数値が

必婆 であ り、そ のため、条件を単純化 し

て確率的計算しによ り求めた 「予 想停 止数」

を用いるのが一般的である 。表 - 4 は予

想停止数を 示す 。

(c) 戸開閉時間 戸の ｉｾ 日閉時間は、 戸の形

式および出入口幅等から決まる 。一般的

な戸の開閉 l時間の例を 表 - 5 に示す 。

戸 戸 "

レ/トゴニ
レ/

E偉

仁ニ

レ/

レ/
レJ

レ/

レ/ 仁
レJ ←--

/  ヒユι! 

ヒ2
仁〉←'  

1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 13 14 15 

予想停止数( 始発階を除( )  

図- 4 事務所ビルの場合の乗客 1人当たりの出入り時間
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10 

4. 46 

5.03 

5. 50 

5. 90 

6. 23 

6. 51  

6. 76 

6. 97 

7. 16  

7. 33 

7.48 

7. 61  

7. 73 

7. 84 

7. 94 

8. 03 

表 - 5  戸の開閉時間 ( td) ( 秒)

出入口昭 ( mml 2 枚戸商引き戸 2 枚戸片引き戸

800 3.7 4 .7  

900 4. 0 5. 2 

1，000 4.2  5.7 

1. 100 4. 4 6.2  

1，200 6. 5 

表- 6 出入口幅による係数

11 12  13  14 15 16  17 18  19  

4  .57 4. 66 4. 73  4. 78  4. 82 4 .86 4  .89 4. 91 4. 93 

5. 19 5. 33 5. 44 5. 53 5. 61 5. 68 5. 73 5. 77 5.81  

5.72  5. 90 6 .06 6 . 19  6.31  6.41 6.49  6.56 6. 63 

6. 16  6 .39  6 .59  6 .77 6. 92 7. 06 7 .17 7.28 7. 37 

6. 54 6 .81  7. 05 7. 27 7. 46 7. 63 7 .78 7. 92 8. 04 

6. 86 7 . 18  7. 46 7. 71 7. 94 8. 15  8 .33 8.50 8. 65 

7. 14 7 .50  7 .81  8 . 10  8. 37  8.61 8 .82 9. 02 9. 20 

7. 39 7. 78 8 . 13 8. 45 8.75 9. 02 9. 27 9. 49 9. 70 

7. 61  8 .02 8 .41  8. 76 9. 09 9. 39 9. 67 9. 92 10. 16 

7.80 8. 25 8 .66 9. 04 9. 39 9. 72 10. 03 10. 31 10. 58 

7.98 8 .45 8 .88 9 .29  9. 67 10.03 10 .36 10. 67 10. 96 

8. 13 8 .62 9 .09 9 .52  9.92 10.30 10 .66 10. 99 11. 31 

8. 27 8 .79 9 .27 9. 72 10. 15  10. 56 10. 93 11. 29 11. 63 

8. 40 8 .93 9 .44  9 .91 10. 36 10. 79 11. 19  11. 57 11. 92 I  

8. 52 9. 07 9. 59 10. 09 10. 56 11. 00 11. 42  11. 82 12. 20 

8. 62 9. 19  9 .73 10. 25 10. 73 11. 20 11. 64 12. 06 12. 45 

(d) 乗客 出入り時間 乗客の出入り時間は出入口幅、かごの大きさ、

形状が関係するが、エレベータホール並びに かご内の混雑状況にも

大きく影響を受ける 。人の出入りが敏速に行われる事務所ビルの出

勤時の場合、出発階での乗り込み時間は 1 人当たり 0. 8 秒と考えて

よい 。 また一般階で乗客が降りる時間の合計は、乗客数が最大定員

のおよそ 8 0 %以下 の場合 、近似的につぎの式で求めることができる 。

T p= k・T ' '.，11  

ここ で、 T p : 乗客が降りる時聞の合計( 秒 )

k : 出入口幅による係数 ( 表 - 6  )  

f : 予想停止数 r : かごの乗客数

事務所ビルに おける乗客 1 人当たりの出入り時間を 図 - 4 に示す 。

なおホテル、集合住宅、デパート、病院などでは l 人当たりの 出入

り時間を 3 秒とみてよい 。

(e) 損失 時間 戸開 閉時間および乗客出入り時間にはかなり の不確定

要素を含むため、その合計時聞の 10% を損失時間 として 見込 んでい

る。

(5)  5 分間輸送能力 5 分間輸送能力とは、 5 分間に同 一グループ

のすべての エレベータで運び得る人数と、エレベー タ利用対象者総

数 の 割 合 ( %) であり、つぎ の式で計算される 。 この値は 、エ レベ

ータのサー ビス水準を 量的に表すも のである 。

5 分間輸送能力

= 1 台当たり 5 分間輸送力 × 台数/ 利用対象者総数 x 100( %)  

(6)平均運転間隔 平均運転間隔は 、一周時間を 同一グループの全

台数で官I j った値( 秒) であり 、つぎの式で計算 される 。 この値は、

エレベータのサービス水準を質的に表すものである 。

平均運転間隔= 一周時間 ( R T T ) / 台数 ( 秒 )

(7)エレベータのサービス水準 エレ ベータの設置台数の決定には、

サービス水準を表す値である輸送力および待ち時間で評価するが、

具体的には 、 5 分間輸送能力および平均運転間隔の値が表 ー ? の水

準値を満足するよう に計画する 。



表 - 7 エレベータのサービス水準

建 物 用 途 5 分Ii JI 輸送能力 平 均 運 転 1111 隔

l 社専用ビル

20- 千平通は下限に近い 30秒以下にな るのが望まし

25%  
イ11I を、国鉄・私鉄・ L 、。

地下鉄などの釈に

準専用ビ J レ 16 -
近い場合は上限に

事務所ピル
官公庁ビル 20%  近い値をとる 。

11-

フロア貸しのとき 40秒以下になるのが望まし

貸事務所ビ Jレ
は上限、ルーム貸 し、 a

15%  しのときは下限に

近い1i l I をとる 。

高級志向は上阪の

1  i討の場合、 120秒以下にな

共 同 住 宅

3. 5-

1rr[ を、実用本位は

るのが望ましい。

5 %  下限の他をとる 。

2 台の場合、 80秒以下にな

るのがき望ましい。

8 -

大規模ホテルは上 40秒以下になるのが望まし

ホ 7  Jレ

阪の1i I I を、中ノl、ホ 、、‘

10%  

テルは下限の他を

とる .

1. 3 .2  電 算 機 に よ る シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 解 析

ビル内 の 交通 需 要 は 、 そ の ビ ル の 使 用 目 的 、 階 床 数 、 レ イ ア ウ ト 、

居 住 人 口 な ど に よ り 変 わ る 。ま た 、 出 勤 時 、 平 常 時 、 昼 食 時 な ど の

時間帯によ っても大きく変動する 。 これらの変動要因に対応して、

そ の ビ ル に 最 適 な エ レ ベ ー タ の 設 備 計 画 を 行 う た め に は 、 き め 車UI か

な条件で入力可能なシミ ュレ ー シ ョ ン シ ス テ ム が 必 要 で あ る 。

目 立 製 作 所 で は 、 確 率 論 的 マ ク ロ モ デ ル 解 析 に よ る シ ミ ュ レーシ

ヨ ン シ ス テ ム に よ っ て 、 待 ち 時 間 、 輸 送 能 力 、 最 大 待 ち 人 数 な ど を

シミュレーション条件入力 u，- 8 書聞 )

V  

一周時間を RTT と仮定

tt :  R T T  ( Round 丁目p Ti me) 

エレベータリングの解析

平均一周時間 RTT を求める

不 一 致

-R T T とR T T の比較

一致

S吉果の出力 ( /1. - 9 書附 )

図 - 5  

設置計画シミュレーションの

全体処理フローチャート

表 - 8  設置計画シミュレーションシステムの入力情報一覧

項番 Jj'( 目 入 カ 内
n廿ヤ

主主反の階床数

1  建 屋 の 仕 様 主tt 昼の階悶 ( m)

建屋の各階在籍人只( 人)

エレベータ台数( 台)

エレベータ速度 ( m/ mi n)

2  

エレベータの エレベータ扉開閉時間 ( s  )  

{土 様 エレベータ定只 ( 人)

エレベータ号機別サービス階

エレベータ群管理方式

エレベータを利用する人の比率・を指定する 。

一般階床Ii引の上昇交通流( %)

交 (1)率 指 定 一般階床f UJの下降交通流( %)

通需 特妹階( ロビ一階他 3 階床 )からの交通流( %)

要
特殊階( ロビ一階他 3 階床 )への交通流( %)

3  

入
エレベータを利用する人の人数を指定する 。

力

各階床の上昇乗り人数( 人)
条

i斗 (2)人数指定 各階床の下降乗り人数( 人)

各附床の上昇降り人数( 人)

L ー

名階床の下降降り人数( 人)

注. ホヒソレの在籍人只に対する 5 分r.1I 当たりのエレベータ利用 人数比率

表 - 9 設置計画シミュレーションの出力結果

1  . 交通需要

2  一周時間

3  運転 liil 隔

4  .  1寺ち時間

5  長待ち発生確率

6.  30秒以内でサー ビスでき る維Z事

7  ホーノレ呼ひ' 継続時間

8. 故大待ち人数

9  輸送人μ

計算結果

〔人/5分 台 ) : 15. 0 

Ｈｾ ｦｬ￭ｾｊ＠ )( 秒) :  149. 7 

( 平均 ) (秒) 24. 9 

( 平均 ) (秒) 19. 8 

(60秒以上 ) ( %)  0. 2 

(%) ・ 88.6

( 平均 ) (秒) :  23 .2  

〔人) 5.7 

〔人/5分) 90. 0 

定 iE的に把握する手法を確立している。

図 - 5 は、シミ ュ レー シ ョ ン の全体処理フローチャートを示し、

表 - 8 に入力情報、 表一日 に 出 力 結 果 を 示 す 。

一 般 的 に は 、 ビ ル の 計 画 時 に は 詳 細!な人の移動は分からないので、

交 通 需 要 の 入 力 は 、 ビ ル の 居 住 人 口 に 対 す る 利 用 者 の 比 率で与える

〔表 - 8 の 3(1)) 。 こ の と き ロ ビ 一 階 、 一 般 階 に 加 え 特 殊 階 を 3 階 床

分設定でき、 お の お の に 対 し て 交 通 需 要 を 入 力 可 能 と し て い る 。 各

階 で の 人 の 移 動 が は っき りしている場合には、そ の 人 数 を 直 接 入 力

す る こ と も で き る 〔表 - 8 の 3(2)) 。 出 力 情 報 は 、 サ ー ビ ス 評価 指 燃

と し て 乗 り 場 で エ レ ベ ー タ 呼 び ボ タ ン が 押 さ れ て か ら エ レ ベ ー タ 到

着 ま で の 時 間 の 平 均 値 で あ る 平 均 ホ ー ル 呼 ぴ 継 続 時 間 を 重 視 し て お

り 、 さ ら に 、 待 ち 時 間 が60秒 以 上 に な る と 利 用 者 の 不 満 が 大 き く な

ることから、 60秒 以 上 の 長 待 ち 発 生 硲 率 を 出 力 し て い る 。

1. 4  配置計画

1.4. 1  設 備 コ ア 計 画

エレ ベ ー タ の配 置 は 建 物 の 機 能 に 重 大 な 影 響 を 与 え る の で 、 動 線

を 考 え た 入 念 な 検

討が必要である。

エレ ベー タを 利用

しやすくし、建物

の有効面積を大き

くとるために、共

用部分 ( 便所、給

湯室 ・階段など )

および設備ス ペー

スをまとめて建物

の中央部分に配置

ｾ＠
巴同

時

白

| 岳 I [動

コア偏心形

コア偏心形

図 - 6  コア配置の具体例

す る の が一般 的 で あ る 。 コ ア 配 置 の 具 体 例 を 図 - 6 に 示 す 。

1. 4. 2 エ レ ベ ー タ の 平 面 配 置

絞 数 台 の エ レ ベ ー タ を 設 置 す る 場 合 は 、 エ レ ベ ー タ の 機 能 が 十 分

発揮でき 、 し か も 利 用 し や す い こ と を 主 眼 に お い た 計 画 を 立 て る べ

き で あ る 。 留 意 す べ き 点 は つ ぎ の 通 りである 。

(1)群 管 理 運 転 を 行 う エ レ ベ ー タ 相E の 距 離 は 、 待 ち 客 の 乗 り遅 れ を

考 え て 雌 れ す ぎ な い こ と 。

( 2) - 9" IJ 配 置 の 場 合 は 4 台 を 限 度 と し 、 両 端 の エ レ ベ ー タ 間 距 離 は 8

m 以 下 と す る 。

(3) 5 台 以 上 を 配 置 す る 場 合 は 、 対 面 配 置 ま た は ア ル コ ブ 形 配 置 と し 、

そ の 対 面 距 離 は 3 . 5 - 4 . 5 mとするのが適当である 。

(4) 群 管 理 運 転 を し て い る エ レ ベ ー タ は 、 ホ ー ル の ど の 位 置 か らも 見

渡 せ る 必 要 が あ り 、 柱 が 突 出 し た り 、 エ レ ベ ー タ の 出 入 口 が 奥 に 引

っ込 ん だ 配 置 は 避 け る べ き で あ る 。

(5) サ ー ビ ス 階 の 異 な る 複 数 グ ル ー プ の エ レ ベ ー タ ホ ー ル が 直 接 つ な

が る こ と は 、 乗 り 間 違 い や 混 雑 時 の 乗 客 の 動 線 が 干 渉 す る こ と か ら 、

避 け る べ き で あ る 。

6 7  



表ー 10 エレベータ配置の良い例・悪い例( 復数台のエレベータが 1グループの湯合)

良 い 配 置 伊| 悪 い 配 置 例

且旦旦J

』旦旦旦I

エレベータホール{ 骨lに柱が

あって出入口が奥ま った配置

直線配置( 4 台以下 )

恒旦j dj

エレベ タホール側に柱が

あって柱の影になる配置

』旦豆旦旦l

5 台以よの直線配置

対面配置 ( 5 - 8 台)

対向距離の長い対面または

アルコ プ形配置

表一 10 に、エレ ベ ータ配置の良い例 、悪い例を 示す 。

1. 5 サ ー ビ ス 階 の 計 画

1. 5. 1 出発階の選定

複数階床に 主要 出 入 口 が設け られる場合、た とえば地 下 11皆に 地下

鉄 との 連絡通 路が あ り、 1 階 に 建 物の 出入口 があるなど 、 いずれも

交 通量 が 多い と地 下階の方 が優先されるた め 、 1 階 ロ ビーで満員通

過 が 頻 発 し 、 利 用 者の不 満 を招 くことになる 。 した がって 図 - 7 の

ように 地下階と 1 階ロビ一階と の簡にエ ス カレー タを設け、エレ ベ

ー タ の 地 下 階 は 非 サー ビス階とした方が交通勤線が務理 され 、運転

効 率 が向上する 。

I  0  t:" - I  

l  階

地下f ' .l

図 - 7 出発階の選定

1. 5. 2 サ ー ビ ス 階 の 配 置

グルー プ運 転を 行うエレ ベ ー タのサービス階は、運転効 率上 〈い

違い階のな い ように計画す 白且一一一一一

る必要がある 。図一日 にそ 7且 且 且 且 7  . . .IJ ]_ffi__且且ー

6且 且 且 且 6且 且 且J IL

の一例を 示 す が 、図 - 8 の 5且且J I l . J I L 5且.. . J JLlD. . .且ー

(2)の よ うに計画 され る ケ - 4 且 且 且 且 4 且 且JIL且ー

スが多い 。この場合、 B 階、 3且 且 且 且 ー 3且 且 J I L且

2 且且且. . m. . 2 1 1 l 且且J IL

ｒ ｾ 皆 の サ ー ビ スが 劣る ば か
l 且 mm m 

りでな く、ビ ル 全体 のエ レ B 且 皿一一一一

(1) サービス階の (2) サービス階の

ベ ー タサー ビス内容 が 著 し 良い配置例 惑い配置例

〈低下する 。 図 - 8 サービス階の配置

1. 5. 3 サービス階の分割方法( ゾーニング)

超 高 層 ビ ル では、低層部、 高 層 部 そ れ ぞ れのエ レベー タ利用 者に

対 し て 均等 なサ ー ビスを す る た め に 、 サ ー ビス階 を分 割 す る 必要 が

ある 。図 - 9 にその一例 を示す。

サ ー ビス階 を分割す るこ とによる利点 は 、以下 のものである 。

(1)急行 ゾーンができ るので高速性 能 を 十 分 生 か す こ とができ 、一周

時間 の 短 縮 、輸 送能力 の向 上 をも た らし、 設置台数の減少を図る こ

6 8  

とができ る。

(2)低中層用エ レベー タ機 械

室上部は 事務 室 等 に、 急行

区聞 のエレ ベータ ホー ルは

倉庫等 に利用 できるので、

レンタフソレ比が 向上する 。

(3) 乗 り 場の数 が 減少するこ

とで、 設備費 が低 減さ れる 。

ただし、 つぎの点に留意し

て計画する必要がある 。

(a)貸事務所ビ ルでは 、ひ と

つ の テナ ン トが 異 な るサー

ビス ゾー ンに またが る入居

は避ける 。

高

層

用

中

曙

用

惟

層

用

図 - 9  ゾーニング例 ( 14)  

(b)食堂 階や 会 議 室 等は、乗 り継ぎ 階に配置する のが望ましい 。

(c) ひと つのサービ スゾーン 階数は 、一般的 に 7 - 10階床で 構 成 す る。

(d)ひと つ の ゾー ンを サービ スするエレベータ の 台数 は 、 8 台以 下 と

する 。

1. 6 運 転 操 作 方 式 の 選 定

表一 11 運転操作方式、速度、用途等一覧

用 途

適 用 建 物

運 転 操 作 方 式 迷
寝 住 荷 来

(T) 般 類

ーCι3、
宅 物

度 用 用 用 用

30 1 0  
。

小 ・中建物(病院宕庫等)

単 式 自 動 方 式 45 
。

念 1葦

60 
。

倉 庫

30 
。。。。

小・中建物 (病院倉庫等)

45  
。。。。

中層 住宅

45 。。。
ノト・中建物

乗 合 会 自 動 方 式 (病院、古1M. アパート等)

60 
。

高層アパート

90 
。

中建物

105 。

45 
。。 。

小 - 中建物

60 
。。 。

小 - 中建物

90 
。 。

中建物

群 乗 合 全 自 動 方 式 105 
。

中建物

120 
。大建物( - 10階)

150 
。大建物( 10 - 15階)

180 
。

大建物( 15- 20階)

45  
。

小 ・中建物

60 
。

小 ・中建物

通
90 

。
中 ・大建物

常
乗合全自 動巡転手イ寸

105 
。

中 ・大建物
自

jjj 用 1J 王に 。
大建物( - 1011皆)動 120 

150 
。大建物( 10 - 15階)

特定
180 0  大建物( 15- 20階)

時

連

90 0  中 ・大建物
転

0  中 ・大建物手

骨平乗合全自動運転手付

105 

イサ
120 0  大鑑物( - 10階)

fj 十 用 方 式

0  大建物 ( 10 - 151暗)150 

180 0  大建物( 15- 20階)

90 0 中 大建物

全 自 動 群 管 理 方 式

105 0  中 ー大建物

120 0  大建物( - 10階)

全 自 動 群 管 理 方 式

150 0  大建物( 10- 15階)

ピ ー ク サ ー ビ ス 付

180 0  大慾物( 15- 20階)

210 0  大建物( 20- 25階)

全自動群包: l ! I ! 方式

240 0  大建物( 25- 30階)

予 品甘 ヨ長 内 付

300 0  大建物( 30- 40階)



エレベータの運転操作方式は、大別すると、

(a) ひとつの呼ぴに応答して、運転 中は他のH千ひ' には応答しない専用

方ず

(b) 複数の呼びに順次応答して停止していく乗合方式

(c) 複数のエレベータを交通需要の変化に対応させ、効率的に運転管

理する群管理方式

の 3 方式がある 。

建物の種類にあわせて、エレベータの用途、速度、運転操作方式

を選定する 必要がある 。表ー 11 は、エレベータの運転操作方法、速

度、用途の標準的な組み合わせを示している 。

1. 7  建 物 用 途 別 エ レ ベ ー タ 設 備 の 計 画 上 の 留 意 点

1. 7. 1  事務所ビルの場合

一般に 、! f ，. 務所ビルでは出勤時に最も大きいピークが発生するか

ら、エレベータの輸送力はFのときのピークを対象に考えるのが普

通である 。通常このピーク H寺のエレベータのサービス形式は、表-

2 の ( 1  ) ま た は ( II ) とな り、その利用者は、 2 階の在館者は階

段を利用するので、 311皆以上の居住者と考えてよい 。エレ ベータの

所要輸送能力は 3 階以上の全居住者に対して、表ー 7 に示した値以

上とすることが必要である 。 また平均運転間隔についても、表 7  

に示す他をとることが望ましい。

一方、昼食時の交通は、社員食堂の利用者あるいは建物への出入

者などによ って、昇り降り 2 方向のピークが生ずる 。 この 2 方向の

交通量の合計が多い場合は 、エレベータ の設備規模の決定に昼食時

の交通も考慮、する必要がある 。 また食堂階の配置は、エレベータの

運転効率を著しく低下させる原因ともなるので、十分な検討が必要

である 。

1. 7. 2  共同住宅の場合

アパー トなど一般の共同住宅では、夕方に主婦や小児の出入り、

通勤、通学者の帰宅によるピークが生ずる 。 ピークの大きさは、住

宅 ・都市盤備公団の調査などによると 5 分間に昇り降り含めて 3 階

以上の居住人口の3 .5 - 5% であり、方向別には昇り 2 対降り l の割

合である 。アノ 守ートの居住人口は一般に、 2 D K 2 .5 - 3 入、 3 D K  

以上3 . 5 - 5 人と考えてよい 。エレベータの愉送能力の計算には、表

- 2 のサー ビス形式 ( III ) を 用い、乗客数はかごの大きさに関係な

く一般に、最大 4 - 5 人としてよい 。平均運転間隔は、設置される

エレベータが l 台の場合は 120秒以下、 2 台の場合は 80秒以下となる

ように計画することが望ましい。 また、共同住宅には住宅用エレベ

ータを使用し、ピアノや緊急用担架なども運べる 9 人乗りトランク

付きエレベータ ( R T - 9 - 2 S ) とすることが好ましい 。

1  .7 . 3  ホテルの場合

都市型ホテルにおける交通のピークは、夕方のチェ ックイン、宿

泊客の外出 ・帰館、ホテル内の食堂利用などで生ずる。ピークの大

きさは 5 分間当たりの昇り降り合計で、宿泊客数( ホテル定員の80

%をと る) の約 8 - 1 0% で、昇り降り同 iE としてよい。ホテル上層

部にレストランや宴会場ができる場合は、その交通量を上記に加え

なければならない 。大規模ホテルの答用エレベータは定員 20名前後

で、速度の選択は、事務所ビル用と同じと考えてよい 。輸送能力の

百十t ) : には、表 - 2 のサービス形式 ( 111 ) を用い、乗客数は定員の50

% 以下で計算し、平均運転向1隔は 40秒以下になるように選ぶのがよ

い。従業員用エレベータは、客用とは別な位置に設置すべきで、そ

の台数は、客用エレベータの 2 / 3 ないし同数とすることが望まし

し、。

1  .7 . 4  デパートの場合

テツマートにおける交通のピークは日眼目の正午前後で、とくに中

元や年末の時期に高い値を示す。 ピークの大きさや昇り降りの比率

はデパートの性格や立地条件によって大きく異なるので、計画中の

デパートに近似した条件の既設デノ マートの交通状況を十分参考にし

て、交通需要を推定することが最も望ましい。

テーパート内の交通処理は大部分エスカレ タに依存しており、エ

レベータの役割は、デパートのサービス方針に左右されることが多

い。一般にデパー トの昇降機設備の 1 時間輸送所要人数 ( エレベー

タとエスカレータの合計) は、 2 階以上の売場総面積について 1 m'  

当たり 0 . 5- 0. 8人の割合で算出する 。すなわち、

昇り方向の所要輸送人員

= 2 階以上の売場総面積 ( m' ) X( 0 . 5 - 0 .8) ( 人/ 時 )

このうちエスカレータが8 0 %以上、エレベータが10% 程度を受け持

ち、残りは階段利用と考えてよい 。

一周 時間の算出は、サービス階にすべて停止するものとし、中間

階相互間の交通ifl を含めた乗客数を仮定して、表 - 2 のサービス形

式 ( 1II ) により行う 。 なお、 一般に定員が多〈人の出入りが多いた

め、乗客の出入 l時間1は長〈、一周 l時間も長くなる 。

また、客用とは別に、従業員や荷物の運搬のためのサービス用エ

レベータを設置すべきで、その台数は客用とほぼ同程度の台数とす

ることが望ましい 。

1. 7 . 5  病院の場合

病院における交通は、人( 見舞客および院内関係者を対象とし、

外来患者は含まない) の交通と車( ストレッチャ一、医療器具およ

び配勝率) の交通に分けられる 。人の交通では面会時間開始直後の

見舞客の出入りによってピークが生じ、このときの見舞答と院内関

係者の昇り降りの合計交通量は 5 分間に l ベ ンド当たり 0. 2人、昇り

3 対降り 2 の比率と考えてよい。 ストレ ッチャーを含む諸運搬車の

交通量は 5 分間に 1 ベ ッ ド当たり 0 .02車と考えてよい。上記の交通

量は都心部の総合病院における一般的な値とみてよいが、病院の種

類、立地条件、病陳 ・外来棟 ・中央診療棟等の配置、運営の方法等

が異なるので、病院側と十分打ち合わせた上で決定する必要がある 。

中規模以上の病院のエレベータの計画は、乗用エレベータと寝台

用エレベータを各独立して計画するのが望ましい。

平均運転問隔は、 40秒以下になるように選ぶのが一般的てある 。

2  工 ス 力 レ ータ の 設 備 計 画

2.  1  エ ス カ レ ー タ の 種 類 と 形 式

2. 1 .1 形式

エスカレータは輸送量に応じ一般的には 800形と 1200形があり、

仕様は表ー 12に示すとおりである 。

表ー 12 エスカレータイ士機

形 式 I 800形 1200形

公 称 輸 送 能 力 I 6000人/ 時 I  9000人/ 時

踏 段 幅 | 約 600mm I 約1000mm

速 度 I 3 0 m/ mi n 

傾 斜 角 度
30.  

( 注) 公称輸送能力とは設計上の数値であり、実際の愉送能力は設置条例により異なるが、

公林輸送能力の75%位 J!f. になる 。

2. 1  . 2  欄干意匠

エスカレータは単に交通機関としてではなく、建築デザインの重

要な主要素とみなされており、意匠的につぎのような種類がある 。

( 1)非透明形 実用向きエスカレータて¥欄干内側にステンレス鋼
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エスカレータの約 8 割は、デパート、スーパ一等の大型庖舗に設

置されており、しかもそれらは、庖内における縦の交通のほとんど

を受け持つ重要な交通機関としての役割を担 っている 。 したが って、

エスカレータは庖舗施設としてもきわめて重要な要素であり、その

設備計画の良否は 、影響するところが大きい 。

2. 2 . 1  エスカレータの配置計画

(1) 配置 高層建築物におけるエスカレータの配置は、各階ごとの

エスカレータを乗り継ぎ形式に設置するのが一般的であるが、建築

物の規模や用途に応じ、適切な配誼を行う必要がある 。

エスカレータを多数設置する場合の配置形式には、大別すると、

昇り 用と降り用を並列にする複夢IJ 式と、必要に応じ昇り用または降

り用に切り換えて使用する単列式があり、それらはさらにエスカレ

ータ 相E の位置関係によ って、 図 - 1 0に示すように分けられる 。

エスカレータの梢l干幅の 2 倍以上の帽で、進行方向には 2 m以上で

あることが望ましい 。

(2)周辺関口部の対策 エスカレータ周辺の関口部への進入、転落

を防止するため、乗降口周辺には、 図ー 11 に示すような落下防止概

を設ける ことが必要である 。 またエスカレータ相互間またはエスカ

レータと建築の床との聞に 20cm以上のすき聞がある場合には、乗客

の身の回り品などの落下による危害を防止するため、 これらの落下

物を受け止められる網またはこれに類したものを設けることが望ま

しい 。

板、 塗装鋼板等を用いたもので、主に交通機関用として用いられる 。

(2)透明形 欄干内側板の前面を透明なガラス張りにしたもので、

欄干照明のあるものとないものがあり、また柱イ寸きのものと柱なし

のものがある。テノマート、ショ y ピングセンタ一、事務所ビルなど

では、この形のものが最も多〈用いられている。

エ ス カ レ ー タ の 設 備 計 画2 . 2  
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(3)三角部の対策 エスカレータが建物の天井またははりなどと交

差する部分( 三角部) で、エスカレータとのすき間が少ない場合は、

図ー 12のような三角部ガード板を設けることが必要である 。 この三

角部ガード板は 、複列交差配置のごとくエスカレータが互いに交差

する場合も必要で、いずれの場合も、エスカレータの移動手すりの

外縁から天井、はり等または交差する エスカレータの外装面までの

水平距離が50cm以下の場合に設けることとな っている 。

転落防止柵図 - 11
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(2)設置位置 エスカレータの建物内における設置位置は、平面計

画上最も好ましい場所を選ぶ必要がある 。 とくに 1 階における建物

の主要な出入 口との関係は重要で、容易に答 の目につく位置でかつ

無理のない動線が形成されるような向きに設置すべきである 。

一般には、建物平面のほぼ中央附近に集約して設置することが望

ましいが、とくに大規模の建築物で輸送能力上 2 系統のエスカレー

タを必要としかっ分散配置を行 7 場合は、それぞれの系統の負荷が

できるだけバランスするような位置を選定することが重要である 。

ヱスカレータの配置形式図 - 10

エスカレータの安全対策は、大別するとエスカレータ自体の構造

上の ものと、周辺の吹抜部分や柱、はり、天井その他建築の構造に

関するものに分けられる 。エスカレータ自体の構造上の安全対策と

しては、建築基準法施行令によ って 必要な安全装置と構造基準が定

められている 。建築の構造に関連する安全対策としては、つぎのこ

とが考えられる 。

(1) 乗降口のスペース エスカレータの乗降口には、交通のピーク

の場合にも支障がなく 、客が安全に乗り降り ができるための十分な

ス ペ ー ス ( 踊り場 ) を確保する必要がある 。一般には、少なくとも

おわりに

ビルの インテリジエント化が進む中で、昇降機設備とりわけ複数

エレベータの群管理制御は、ビル内情報系と融和しながらますます

高度化する方向にあるが、設備台数の不足を補うにはおのずと限度

がある 。 その意味において、本昇降機設備計画の基礎知識が多少な

りとも活用いただければ幸いである。

エ ス カ レ ー タ の 安 全 対 策2.3  

〈引用文献〉

1)昇降機計画指針、 (社) 日本エレベ タ協会、p. 27、p. 31、p. 33、p. 69. p. 111 

2) 挫築設備士講習テキス卜 、(財) 挫築技術教育普及センタ一、 p 中ー 7 、p 中 9 、p.

中ー13、p 中 14、p 中一16、p 中ー25， p 中ー27

3) 目立評論、 V oL. 69、p. 49、p. 50
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各論 ・ 2

エレベータの現状と今後の動向

市 岡 洋 一

まえが急 紀元前236年にドラム式の人カリフトをギリシャ人アル

キメディスが作ったとする文献がある 。約2000年を経た 1852年、ア

メリカ人オーチスは墜落の不安をなくす非常止を作り、 1889年に彼

はこの非常止を使った電動式のエレベータを開発した 。 日本のエレ

ベータの歴 史はその数年後の明治23年から 始まる 。 その年に 東京浅

草 J変重，:1弘lに納められたも のが 日本で最初のエレ ベータである 。 これ

は日本で屯動機を最初に実用したものともいわれている 。

このようなルーツ をも っエレベータは 第二次世界大戦後に急速

な進歩 を遂げた 。現在 、 日本は世界で有数 のエレ ベータの生産国と

なっている 。 また、その技術は自動卓や電子機器など他のハイテク

産業製品と同様、世界をリードするにいた っている 。

以下、こ のよう な日本のエレベータの現状を述べ、今後の動向 と

して新しいエ レベータ のいくつかを紹介する 。

工レベータの生産台数と建築工事着工棟数

エレ ベータの国 内生産台数と ，建築工' ] 1- 新工棟数の推移 を図一 1 に

示す。エレ ベータは 比較的大 きく 高いビルに 設置されるので、建築

工事活工株数は 3 階以上の建物に限定した 。 この図から 、エレ ベー

タの生産台数の推移は建築工事着工線数のそれと鎖似している こ と

がわかる 。 このことは、エレ ベータがいかに日本の都市づく りに J:t

献してきているかを示しているとい ってよかろう 。

エレベータの輸出比率は 、昭和]47年に約 10% であ ったものが、58

年には 3 5% に達した 。今後は製品輸出のみでなく、技術輸出により、

世界の都市 づく りに 貢献していくことが課題の一つであろう 。
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図- 1 エレベータの生産台数

エレベータの現状

これまで、エレ ベータは時代の要請にそ の時代の技術で応えてき

た。 その蓄積が現状を形づくっている 。以下 、その普及 、高速化、

およびエレ クト ロニク ス化といフ観点から現状を述べてみた い。

1. 1  ビ ル ラ ッ シ ュ と エ レ ベ ー タ の 普 及

昭和30年前半まではエレベータはデパートやわずかな非名なビル

にしか見られなか った。昭和30年代後半、日本経済が高度成長時代

に入るや 、ビ ルラ ッシュがおとずれ、エレベータ の需要は急激に立

ち上 が った。 そのH寺はまだエレベータは一台一台すべてビルに合わ

せて設計 ・製造されていた 。 しかしこの需要 の立ち上が りを機に 、

中小ビル向けのものとして規格形エレベータが開発された 。 この規

絡 Ｏｦ ｾ エレ ベータは 一 つ 大きな課題 をも っ ていた 。 中 小ピ ルではほと

んどの場合エレベータに運転手はっけない。よって 、この規格形エ

レベータは無人で、しかも子供から乏人まで 、非常に広範囲の乗客

を安全に運ぶこと のできるものでなくては な らなか った。 この課題

を解決したのは品質管理技術の徹底した応用と凝実な保守が可能な

保守体制の箆備であ った。 その後、規絡形エレベータは、規格の範

聞を一般乗用から病院用、{ 主毛用へと機種を広げ 、さらに定貝、 速

度とも拡大し、加速度的に普及していった 。 また、こ の規格形エレ

ベータの技術、とくに信頼度の高いものを 生産する技術は特注エレ

ベータの技術にも波及してい った。 その結果、現在、日本のエレベ

ータは世界一信頼性の高いものとな っている 。

表ー 1 規格形エレベータ (単独設置の場合)

機械室の大きさ mm 

用 速 度

j l S記号 /111 [1 奥 行 出入口

途 m/ mi n 

5  T  幅× 高

p - 6  - C O  

己竺1
45- 60 

p - 9 ーC O 3，750 

90- 105 2，300 

ト一一一一一一

45- 60 

p  - 11 ーC O 4，000 

90- 105 

45- 60 

自立 p - 13  - C O  2，650 4，150 

90- 105 

2，650 4，300 

来 45- 60 

2，850 4，100 

P  - 15 ーC O

2，650 4，300 

用 90- 105 

2，850 4，100 950 

R - 6  - 2  S  45- 60 日三'00
X l ，900 

{主 45- 60 

R - 9 - 2 S  4，100  

宅 90 2，550 

ト一一一一一

朋 45- 60 

R T - 9 - 2 S  4，350 

90 

五1
B - 750 - 2  S  2，550 4，900 

.BL 1  a‘  30- 60 

用 B - l ooO- 2 S 2，800 5，100 

J I S 記 号

P:  ) 在問

R: 住 屯III

R  T :  トランク 付住宅用

B : 寝台 11]

P 、 R 形の1 & 他は定只

を吊す。

B  ｦｦ ｾ の 数 ＱＱ ￒＺは符 Ｉ Ｑ Ｑ

( kg ) を，β す.

CO; セ/ ターオープン

ド7

2  S :  2  tli: 片聞きド ア
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表ー 1 は、現在の規格形エレベータの一覧表である 。 この規格形

エレベータの基本規格は昭和30年代後半のものである 。時代は国際

化社会といわれ、ゆとりの必要性も l叫ばれている 。 この規格では対

応しきれない局面に遭遇することが年ごとに増えてきているのも事

実である 。

1. 2  高 速 化

昭和] 38年 、建築基準法が改定され、超高層ビル時代の幕があけら

れた 。 その後、 図ー 2 に示すように昭和40年代、高度成長後期にお

いて超高層ビルがつぎつぎと出現してい った。本格的な超高層ビル

は昭和43年に完成した霞が関ビルで、その後数年ごとに高さの記録

は書き換えられている 。エレベータの速度もビルの高さとあいま っ

て速くな っている 。 ちなみに、霞が関ビルでは 300 m/ 分であ った

ものが、10年後のサンシャイン 60ビルでは 2 倍の 600 m/ 分となっ

ている 。

この高速化という課題に対しては 、当時急速に立ち上がろうとし

ていたコンビ ュータよる自動制御系のシミュレーション技術? とトラ

ンジスタやサイ リスタなどの半導体の応用技術が非常に大きく寄与

した 。前者は高度制御系の技術検討を可能にし、後者はその制御系

の笑現を可能にしたのである 。 その両技術の結晶がサンシ ャイン 60

ビルの世界一速い 600m/ 分のエレベータである 。

図 - 2 にば高層率の推移も合わせて示した 。高層率とは、 3 階以

上 の ビルに占める 16階以上のビルの比率て4 ある 。第一次オイルショ

ック以降それは低下したものの、最近少し上昇し始めた観がある 。

E畏

ビ) LA1) 高さ

「サンシャイ完0ビル

。、 引J

l {240m)  

I I  1;雪a  E  
1¥ ｾ Ｐ Ｎ Ｑ＠

i-I 1  2∞ 

6∞ 

区btJhd::シヤイ湖ピJ レ

¥ P  t 05 

(6C旧 m/ mln )

5∞ 

150 

4∞ 

3∞ 
I  ｾＺＺＭＧ Ｎ 一円』 一 、一日

= 回白日』、'?-t::JL.( 3∞m! ml n )

50  55  60  

エレベータの高速化

1. 3  エレクトロニクスイヒ

ここ 10年聞のエレクトロニクスの進展には 、 目をみはるものがあ

る。新しい半導体素子がつぎつぎと開発され 、その機能を活用した

製品がぞくぞくと出現した 。以下、このエレクトロニクス化の波が

エレベータに及ほ‘ した j影響について述べる 。

1.3.1 省エネルギーと乗り心地の改善 昭和47年のオイルシ ョ

ックはそれ以降すべての分野に省エネルギーを要求した 。エレベー

タは、エレクトロニクス化により省エネルギーの達成と滑らかな乗

り心地の笑現という、日本特有のきめ細かな要求に応えてい った。

以下、こ のエレクトロニクス化の影響を高速 ・高級エレベータと

低速 ・規格形エレベータとにわけて述べることにする ( 図 - 3  )0 

(1)  高速エレベータ( 120 m/ 分以上 ) 図 3 に示すように 、昭

和50年代後半に駆動装置の M Gセ ッ トをサイリスタレオナード方式

とし、制御装置のリレー回路をマイクロコンビ ュータにしたシステ

ムが開発され、約40%の省エネルギーが達成された 。 その後、サイ

リスタよりも制御特性が優れた パ ワー トランジスタが開発され、こ

72  

れを利用した可変

電圧 ・可変周波数

インバータ制御 ( V

VVF) 方式のエレ

ベ タが開発され

た。 この方式はさ

らに 5 - 10% の省

エネルギーの達成

と、約20% のビル

電源設イ賄容量の低

i成を計ることがで

きた 。アメリカ人

オーチスがエレベ

ータを実用化して

以来、高速エレベ

ータの制御は直流

モーターを使うの

が常識であ った。

しかしこのVVVF

方式は交流モ タ

低速エレベタ高遠エレベ- ' ; 7 BB 
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図- 3 エレベータの省エネルギー

でエレベータを制

御するもので、エレベータの歴史を変えた大きな革新であ った。

(2)  低速エレベータ ( 105m/ 分以下 ) 低迷エレベータは、昭和

40年代後半にはすでにそれまでの直流ギヤード方式や交流二段方式

にかわ ってサイリスタを使 った一次電圧制御の交流帰泣制御方式の

ものが普及していた 。 しかし、この方式は定格速度以下で走行する

ときのモータの効率が低〈 、交流二段方式と比較して、省エネルギ

ーは 10% 弱とわずかであ った。昭和50年代前半のマイクロコ ンビュ

ータの普及により、リレー回路はマイクロコンビ ュータに置き換わ

った。 これにより 、10 - 15% の省エネルギーが達成された 。

昭和59年には、高速エレベータに引き続き、低迷エレベータにも

VVVF方式が導入された 。 この方式は低速走行i時でもモータの効率

が良〈、図 3 に示すように、交流帰還命1] 御方式に較べ約50% の省

エネルギーを達成した 。 このVVVF方式は交流モータを直流モ ー タ

に匹敵する性能で制御できるので 非常に滑らかな釆 1) 心地で逆転

することが可能とな った。

1.3.2 運転効率の向上 エレクトロニクス化はエレベータの逆

転効率をも大きく向上させた 。 ここでは群管理性能の向上 と、綴働

率に寄与する信頼性の向上について述べる 。

(1) 群 管 理 性 能 の 向 上 昭 和40年代前半まて¥エレベータの群管:

理は複数のかごをできるかぎり等時間間隔で循環させ、来場 11乎をひ

ろっていく循環方式が主流であ った。 これはリレー回路で実現でき

る限界のものであ った。昭和40年代後半には IC が実用可能となり、

これを用いたゾーン寄1]当方式が開発された 。 これは釆場H乎をいくつ

かのゾーンに分割し、そのゾーンをサービスするのに最も適切なエ

レベータを割り当てようとするものである 。 しかし、この方式は 11千

をゾーンという集合でとらえていること、適切なエレベータを決定

するのに I Cによる論理演算が主体であることから、も っと効率よく

使いやすい群管ご理が求められていた 。昭和50年代半ばになるとマイ

クロコンビ ュータが実用可能とな ってきた 。 この7 イクロコ ンビュ

ータの応用によ って生まれたのが、個別呼害1] 当方式の群管理! である 。

これは来場呼一 つひとつにエレベータを筈1] り当てるとともに 、来客

が釆場ボタンを押したら即座にどのエレベータがサービスするかを

ホールラ ンタン ( 案内灯 ) を点灯して知らせる即時予報をもかねそ



なえている 。 また、この方式は呼にエレベータを割り当てる場合、

待 っている来客の心理も考慮した評価関数( 心理的待ち時間 ) を計算

し、最 も評価が良いエレベータを割り当てている 。 さらにこの方式

には、サービスするエレベータの台数を 制御する省エ ネルギー運転

や、交通状態を学習して最適化を計る学科機能が付加 されている 。

この ようにエレクトロニクスの進展とあいま って新しい群管理が

開発され 、その結巣、平常時の平均待ち l時間は昭和40年代に較べて

60- 70% に短縮されている 。

(2) 信頼性の向上 エレベータの運転効率を高〈保つには、エレ

ベー タ自体を故障させないこと、故障してもいちはやく復旧させる

ことが重要なことである 。エレクトロニクス化は MGセ ッ トやリレ

ーなど機械可動部分を 削減し、故障率を大きく低減させてきた 。故

障頻度を表す指標の一つであ るC8 S ( Call 8ack Servi ce rate ) は

昭和]50年代前半と 比較し、数十% 低減している 。 また、エレクトロ

ニクス化はマイクロコンビュータにそなえた故障診断支援機能と、

コンポーネントを 取り 替えやす くしたモジュール構造化により、故

障復旧時間の低減にも大きく寄与している 。

工 レ ベ ー タ の 今 後

新しい l時代は、量的充足のみならず質的充足をも求めている 。質

的充足に応えるには従来の延長線上ではなく、原点にたちもど って

巧えていく必要がある 。 ちなみに 、米国で生まれ たイ ンテ リジェン

トビル、日本ではこれをビルの原点にたちもど って考えようとする

動きがある 。 この動きは、ビルの基本要件を人と情報とし、この観

点から新しいビルのあり方の課題をつぎの三つに展開している 。

(1)  人をとりまく環境. . アメニティの具備

(2) 附報システム ・ー・ ・・人とシステム、システムとシステムの統合化

(3) フ レキシビリティ

この談題は、イ ンテリジェントビルに| 浪らず、新しい都市の諜題

でもあり、またエレベータの課題でもある 。以下、このような課題

に応えようとする新しいエレベータをいくつか紹介する 。

1. 1  ホ ー ム エ レ ベ ー タ

長期的にみても 、 日本においては十分な宅地供給はむつかしい 。

敢近、本造 3 階建てが認可された 。個人住宅は立体化しつつある 。

一方、高齢者の人口も急激に増加

している 。立体化 した住宅の階段

は高齢者の家庭内事故の原因にな

る。だからとい って、高齢者の生

舌空間を l 階に限定することはで

きない 。

図ー 4 はこのような住宅事情の

中で、最近発売されたホームエレ

ベータである 。 このホームエレベ

ータは設置を個人住宅に限定した

ものである 。そのため 、積載容量

を200kg以下、速度は 12 m/分以下

図- 4 ホームエレベータ

とし、 小 形 ・低迷とすることで個人住宅に設置可能に している 。

このようにエレベータはピルの中だけでなく、個 人住宅というパ

ー ソナルな空間でも活路し始めている 。今後このホームエレベータ

は快適な住生活をつくりだすのに大きく貢献していくものと考える 。

1. 2  斜 行 エ レ ベ ー タ

図- 5 斜行エレベータ

傾斜地を都市の機能や景観の 中に取り込むことは、者11市形成にお

いては重要な謀長自である 。 また、傾斜地利用は土地の有効利用とい

う面からも 取り組 まねばならない課題である 。 このような状況から

最近 、需要が活発化 してい るのが図 - 5 に示す斜行エレベータ ( 花

山東 団地向 ) である 。 この斜行エレベータは眺望の良い快適な傾斜

地に、住宅や保養焔 設、あ るい はオフィスの建設を 可能にし ている 。

このようにエレベータは今後、ビルの中や住宅の中だけでなく、

都市の機能を支える パプリ ックな交通機関としても活躍していくも

のと考えられる 。

1.3  展 望 用 エ レ ベ ー タ

展望用エレベータは、ビルの外観意匠において非常に重要な要素

である 。 したがって、そのかごのデザイン設計は 、それが周辺から

どのように見えるかを把握して行つ必要がある 。図- 6 は、コンピ

ュータを 利用し たビジュアルシミュレーションシステムの 出力 ハー

ドコピーである 。 また 図一 7 は、そ のハード コピーをもとに作成し
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図- 6 ビジュアルシミュレーションの J 、ー ドコピー

図- 7 展望周エレベータのイラスト
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たイラストである 。 これによって展望用エレベータとビル外鋭意匠

との整合性の検討ができるようになってきている。

これまで日本において、展望用エレベータはガラスで囲われ、屋

外に面したものが主体であった。しかし、今後は海外で見られるよ

うな屋内吹き抜け空間を走るものも多〈見られるようになると考え

る。この ように、展望用エレベータはアメニティを具備した空間形

成に今後ますます用いられるようになづていく 。 したが って 、ここ

で紹介したようなコンビュータを使ったビジュア j レシミュレーショ

ン技術は一層重要なものになってくるものと考える。

1. 4  イ ン テ リ ジ ェ ン ト オ プ シ ョ ン シ リ ー ズ

これは 図 - 8 に示すように、エレベータと乗客とのインタフェイ

スに新しいいくつかの機能を付加し、エレベータの使いやすさと運

転効率の向上を計ろうとするものである 。

..__ホール混雑度モニタシステム

_ - ( T Vカメラ )

図- 8 インテリジエントオプションシリーズ

『インフォメーションシ ステム』は乗場やかごにディスプレイを

設け 、情報表示を行うものである。そのディスプレイには、ビルや

エレベータの案内メ ッセージのほか ニュースや歓迎メ ッセージな

どを表示することができる 。 r待時間表示システム』 は、かごが到

着するまでの予 iHl JJ 待聞をクラフィ y クに表示するものである 。 r音

声ガイダンスシステム』 は、エレベータの運転方向や到新階の案内

メッセージのほか、エレベータの操作ガイダンスメ ッセージを来場

やかごに設けたスピーカーから出力するものである 。 r行先階予約

システム』は、来上場に設けた行先ボタンから乗客の行先情報を取り

込むものである。これにより、乗客の操作| 生の改善と逆転効率の JITJ

上ができる 。 r ホール混雑度モニタシステム 』は 、釆場に設けたテ

レビカメラで釆［場の映像を取り込み、来場の ｩｬｾ 雑度を検出し、 ｍ 雑

している乗場に優先的にエレベータを割り当て ｩ 民主 Ｑ ｾ を早期に解消さ

せるものである 。

このほか、かごの行先ボタンから暗嶋番号を入力しないとコンビ

ュータルーム階やVI P階の呼が登録できないようにした 『シークレ

ッ トコールシステム』 もある 。

今後このような新しい機能オプションは 、ビルの情報ンステムや

ビルのセキュリティシステムと統合化され、発展するものと与える 。

1.5  エ キ ス パ ー ト シ ス テ ム と フ ァ ジ 一 理 論 を 用 い た

エ レ ベ ー タ 群 管 理 シ ス テ ム

AI  ( 人工知能) 技術の一つ で最近その実用 化が急速に進歩したも

のに、エキスノぞートシステムがある。これはコンビュータに専門家

の知識を記憶させ、それを使って推論を行わせて専門家と同じよう

な処理をさせようとする技術である。エレベータの群管理ｾの専門家
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にはビルでエレベータを管理している人、それを保守している保守

技術者、エレベータの群管理のl剣発設計技術者などがいる 。そのな

かでも開発設計技術者はコンビュータでエレベータの群管理シミュ

レーションを繰り返すうちに此重な知識を身につけいる 。 このシス

テムは、これらの専門家の知識をコンビュータに移植してエレベー

タの群管理を行おうとするものである 。 しかし、専門家の知識には

あいまいさを伴った表現のものがある 。 このような知識は図法の世

界でいえば大局観のようなもので、此重な知識である 。 このような

あいまいさを伴った表現の知識をコンビュータに記憶させるために、

このシステムはあいまいさを数学的に扱うファジ一理論を応用して

いる 。 この新しい群管理システムは、従来のものに較べ平均待ち時

間を 15- 20%短縮し 、60秒以上の長待ちを 30- 40%削減している 。

また、このシステムは稼働後に待た知識を追加することができるの

で、常に交通状況にフィ ッ 卜した群管理が可能になっている 。

このエキスパートシステムとファジ一理論は、群管理のみならず、

制御システムや診断システムなど、今後広〈エレベータに応用され

ていく技術の一つであると考える 。

1.6 エ レ ベ ー タ 情 報 管 理 シ ス テ ム

図 - 9 は、エレベータと保守会社の情報取祝センターとを電話回

線で接続したエレベータ情報告一理システムである 。 このシステムは、

エレベータに故障が生じると、自動発報通信装置が電話回線を介し

て故障内容を保守会社の情報監視センターに通報する 。 この通報に

より、情報監視センターは故障内容を顧客情報ファイルに記憶する

とともに、そのファイルから故障! 被歴、運転経歴などを読み出す 。

この情報は、故障復旧に派i立される保守技術者に連絡され、故障復

旧時間ができる限り短くなるように支援する 。 また、このシステム

は通常の保守の場合にも活用され、予防保全の効果を向上させてい

る。 さらに、付加装置をつければ、万一エレベータの中に乗客が閉

じこめられても、その人は電話回線を介してセンターの監視技術者

と直接通話ができ、安心して救出を待つことができる 。

保守時売み出し

図- 9 エレベータ情報官里システム

今後ますます発達する通信は、このように安心して使えるエレベ

ータを実現するのみでなく、新しい機能をそなえたエレベータを誕

生させていく可能性もあると考えられる 。

おわりに 新しい H寺代は質的充足を求めている 。そのためには原

点にたちもど って考える必要がある 。ルネ ッサンスも原点にたちも

どった時代であ った。 そのH寺代に生きたレオナルド ・タヴインチは

いくつかの32r をも っていた 。むろんその夢には空を飛ぶ装置のよう

に彼自身で実現できなか ったものもある 。 しかし、それは後にライ

ト兄弟が飛行機として実現している 。 こう考一えると、原点、にたちも

とってなすべきことは、まずdJ tをもつことではなかろうか 。

本号の特集テー Ｗ は 『 夢をのせる愉送設備 』 である 。 今後とも ｾｩ ，

をのせるエレベータの実現のために読者諸兄のダをぜひお寄せいた

だきたく、お原Hいをするしだいである 。

( いちおか よういち 三菱 屯機株式会社ピ ル・ ｬｾ Ｚ￮部 Ｉ



各 論・ 3

エスカレータの現状と未来

辻 保 則

はじめに 私たちが街に出かけたとする 。地下鉄に乗ればエスカ

レータでホームへ降り、地下鉄を |峰りればまたエスカレータで地上

に上がる 。デパートに入ればエスカレータで庖内を眺めつつフロア

を上下してショ y ピングを楽しむ。 ホテルに行けば、級椴敷きの床

の先にあるエスカレータがレストランなどに誘導してくれる 。エス

カレータは私たちの周りにごく当たり前に存在しているのである 。

ではエスカレータの特徴を考えてみよう 。 まず、エスカレータは

待たずに乗れる 。 1 分間に 75枚のステ y プが出てくるから 、エレベ

ータのように待つことがない。 またエスカレータは無料である 。無

料の乗り物は、エスカレータとエレベータくらいであろう 。 さらに、

エスカレータは運転手がいないにもかかわらず、子供から老人まで

安全に釆れる 。 これもエスカレータとエレベータだけではないだろ

うか。

エスカレータを私たちは気軽に利用しているが、乗り物という見

方をすれば、卓や屯車とは i逢った特殊な苦[¥類に入るであろう 。

ビ ル 内 に お け る 工 ス 力 レ ー タ

第一に輸送機械としての役割がある 。エスカレータは連続的に輸

送できるため、 111寺問当たり 1200形で9000人輸送できる 。 しかも待

ちH寺閉がない。 これに対しエレベータは、定員、速度にもよるが、

1 時間 当たり数百人の輸送しかできない。 このため、エスカレータ

は、とくにテツ マート、ショ ッピングセンターでは ft，t 力を発揮し 、客

の 8 - 9 割がエスカレータを 利用し て昇り降りすると言われている。

第二に誘導路としての役割がある 。たとえば、ピルの地下 l 階が

地下鉄駅に連絡して

いて、入口が l 階と

地下 1 階の 2 ヵ所に

ある場合、エレベー

タを 1 階と地下 1[ 1皆

の両方にサービスさ

せると、輸送能力が

敦: しく fs ; 下する 。 こ

のようなビルでは、

l  階のみをエレベー

タの出発階とし、地

下 1[1皆からの利用者

を l 階へ誘導するた

めにエスカレータを

設ける 。

そして、インテリ

アとしての役割があ

る。写真一 1 はショ

γ ピングセンターの

l吹き抜け部分にエスカレータを配置している 。欄干照明付き全透明

エスカレータの特徴を生かし、周りから眺めても乗って周りを眺め

ても楽しくなるような配置であり 、広舗の売上向上にも貢献しよう 。

種 類 エスカレータにはいくつかの種類があるが、その主なもの

をつぎに掲げる 。

(1)勾配建築基準法により、 30度以下と定められている。したが

って、日本では 301度が標準である。しかし海外では 35度まで許され

る地域もあり、 35度の勾配も存在する 。

(2) 速度 これも建築基準法により、 3 0 m/ 分以下と規定されている 。

したがって標準は 3 0 m/ 分てポあるが 、地下鉄駅等では 30、 40m/ 分 の

2 速切換式を採用したものもある。ただしこれは、その都度認可を

受ける 必要がある 。

(3) 欄干 欄干内側寸法は約 800 mmと約 1200mmの 2 種類があり、そ

れぞれ、 800 形、 1200形と称している 。 これらのステ ップ幅、輸送

能力は表一 1 のようになる 。

図ー 1 に欄干形状を示す。 A は全透明柱なし形で、意匠性を重視

するデノマート、ホ

テル等に用いられ

る。 B は全透明性

付形て¥ステ ンレ

ス製の柱付ーである

ため A の柱なし形

よりコストパフォ

ーマンスが高い。

C  はノぞネノレタイプ

と呼ばれ、欄干ノマ

ネj レはステンレス

製である 。堅牢形

表一 1

宅?

欄干内 i則寸法

来方 800mm 

率力1200mm

C弔

I  11 旬、

で交通機関に用い A . 全透明柱なし形 B 全透明柱付形 C パネル形

られることが多い。 図ー 1 エスカレータの網干

構 造 エスカレ ータの構造は、 図 - 2 のようになっている 。エス

カレータは、 トラスと呼ぶ山形鋼で構成された箱形の構造物の中に、

駆動装置、ステ ップ等の機総が納められている 。械l干はトラスを土

台に固定されており、トラスは現場に搬入しやすいよう 、二~三分

割できる構造となっている 。

駆動装置は、モータ一、減速機、駆動輪で構成される。モーター

は三相誘導電動機て" ある。減速機は、以前はウォームギヤが用いら

れていたが、近年はヘリカルギヤに変わり、ギヤ効率を向上すると

ともに、省エネルギーを実現した。減速機と駆動輪はチェーンで述

紘一され、駆動輪がステップチェーンを動かし、ステップが移動する。

ステ ップは図ー 3 のような椛造となっている。踏段クリート、ク

リートライザーは一般にアルミダイカスト製であるが、ステンレス

製のものもある 。 これは鋼板のフレームに固定されている 。踏段ク

リート の周囲には 、乗客に注意を促すため、黄色のデマケー ション

題築と社会/ 1989年 l 月号 75 



図 - 2

エスカレータ

の術造と安全

装置

E群生ク 1) _ 卜

トラス

図 3  エスカレータのステ ップ 前輪

ラインが設けてある 。 前輪はステ ンプチェーンに連結されており、

前輸の間隔は後輸の間隔より広〈、前後輸がそれぞれ別のレールに

乗 っている 。 これら車輪は、ウレタンのタイヤが付いており、釆り

心 地 を良くし、かつ、摩耗が少ないようにな っている 。

前輪、後輸のレールは、それぞれ図 ー 2 のように配置され、レ ー

ルの取付高さの違いにより踏段クリートを '出に水平に保つようにな

っている 。 レールは乗り心地に JM特を及ぼすため、左右の高低差、

上下の曲音11の仕上げ、つなぎ自の仕上げには十分な 注意が払われて

いることは言うまでもなし、 。下トラスには従動輸が納められ、従紛J

輸はパネにより下階方向に引 っ張られ、ステ ップチェーンに適当な

張力を与えるようにな っている 。

術l干内面ノ 守ネルは、以前の 11H面 ガ ラ ス か ら 、 紋 近 で は 、 垂 i立ギ Ifli

強化ガラスが使用されている 。 またもう一つ、交通機関に用いられ

るステンレスノ マネルがある 。 デ γ キボードも以前はアルミ担p出形付

を用いていたが、現在はステ ンレス製が主で、形状もスリムなも の

にな っている 。 これに合わせ手すりへルトも薄 j杉とな ってきている 。

手すりベルトは、合成ゴムに紛帆布、スチールワイヤー の 祁 ＱＱｾＡ 材 を

入れ加硫成形したも の で 、駆動輪とチェー ンで結ばれた手すり ベ ル

ト駆動装置により、ステ y プと 同期して動くようにな って いる 。

トラス周囲には外装ノ f ネルを取り付けるが、外装ノ f ネルは 1 m'当

たり 15kg程度としてトラスを設計している 。 これはほぼ 1.6 mm厚 の

鋼板の重量であり、これより重いものを取り付けると強度上の問題

が生じる 。過度に重い外装ノ f ネルは避けることが望ましい 。

据 付 寸 法 東芝の場合のエスカレータの据付寸法を 図 - 4 に示す 。

据付寸法はメーカーにより多少異なるため、建物の計画時には注意

を要する 。 とくに受梁間寸法が標準よりも小さく計画されると、エ

1980 

受梁間寸法 A = ，，3H+4沼O

.IJH 
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スカレータの機器がトラス内に納まらなくなることもある。また、

1; 皆高あるいは受梁間寸法が一定の寸法を越えると中間支持梁が必要

となることにも注意しなければならなし、 。 もちろん中間支持梁なし

でもトラス寸法を深くすれば長ス パン に対応できるが、非標準の設

計を要求されるため、コストが上がる 。

また、建物の計画に当た っては、エスカレータの搬入、ぬ重にも

配慮しなければならない。 外部からトラスが入るだけの十分な寸法

が必要である 。 エスカレータを架けるため、ウインチを使用するが、

このときに滑車を掛ける附り穴等が建屋上部に必要である 。

安 全 装 置 エスカレータは運転手なしで不特定多数の人が利用す

るため、安全上も十分な配慮、がなされ、 表 - 2 に示 す 安 全 装 置 が 取

り付けられている 。 なお表中の番号は図 - 2 の番号に当てはまる 。

表ー 2

① 非常停止ボタ ン

操作盤に組み込まれ、これを仰すとエスカレータは直ち

lこJ I:.まる

② ナイフスイ ッチ

下書 Ｑ｜ で保守ＮＧ， ｉＡＺ 倹の際、制御回路の 屯 ｩｊｾＨ を 切リ、起動 しな

いようにする 。

③ ブザー

起1[i) J 、停止時にキースイ ッチによりブザーを鳴らし、注

Qーを喚起する .

@  屯舷ブレーキ

動力 'i(i jJ"i が切れた とき直ちに動作 し、 6在実にエ スカレー

タを停止させる 。

⑤ 

ノーヒューズ Ｇ［ ＱｬｩＱｩ Ｑｊ 機に過 ｬ ｬｬｩ ｦ，｛ が流れると、 ｾｲｌ ｪ ｬ ｦｊ ｩ をしゃ断する 。

プレーカー

⑥ 

桜動千 ェーン 駆動チェーノが{申 ぴたリ切断した場合、 'rll 搬を切 り、 フ

切断倹匁l装也 チェ y トの動作で機械的にエ スカレータを停止させる 。

⑦ 

路 ｦｾ チ ェーン 路段チ ェーンが過度に{ 申ぴたリ切断した劫合に、也ちに|

切断検出装; 五 エ スカレータを ｉ ｾ［ JI させ る。

⑧ 

E青段異常検知 断f111¥1に} 建物がはさまっ たリ、 E青t立が拠'広走行した場合、

4主也 エスカレータを1 ' : ' 11 する 。

⑨ 

スカートガード 断lI とスカートガードの I:l J に異物がは さま った場作に、

安全装 ili エスカレ ータを 1卒11 させる 。

⑪ 

移動手すリイ ンレ 手すリ のイ/ レ y ト古1¥にむ のがはさまっ た場合、エ スカ

y ト郡安全装置 レ ＭＱ を ｦ ｾ ［ ｾ 止させる 。

⑪ 

定 ｩｊｾｩ 異常 安全 動力制! に異常が生 じた場合、川にエスカレータを{ 亭|

装置 11 させる 。

周 辺 の 安 全 対 策 エスカレータでは、周囲にも安全対策を施さな

ければならなし、 。図ー 5 にそのj 9 1 J を示す 。 エスカレータ と交差する

天井 の下両や、隣擁するエ スカ レータ の下前には、 三角音11ガード板

を設ける 。 これはアクリル板 でできて い て、手すり ベルトから 身を

乗り出していて手すりベルトと天井等の間に体をはさまれないよう

にするものである 。 エスカレータと建物床の関口音11 との聞に間| 僚の

ある場合は、概、転 if; 防止せきを設け、またエスカレータの乗降

に面する部分には進入防止 の仕切り板を設け、 子供がくぐ りぬけら

れないようにする 。 さらにエスカレータ相互問 、またはエ スカ レー

タと建物床の関口音11 との間| 僚が 200 mm以上ある場合は、 7高下物によ

る危害を 防止するために、緋l を設ける 。

以上のような安全装置、安全設備を備えるが、これは正しい采り

方に対して有効であ って、通常ではとても考えられないような乗り

方に対しては、これらで事故が完全に防止できるとは限らなし、 。エ

スカレータは正しく利用してほしいものである 。 と くに 小 さ な 子 供

富| を持つ親は、正しい采り方をしつけるようお願いしたい。

エスカレタ交差

三角部ガ ド板

天井交差

三角部ガード板

エスカレー7

周囲手1官

図 - 5 エスカレータ周辺の安全装置



エスカレータと到ｾ < 歩道を組み合わせたものも考えられている 。

中央部分までは動〈歩道で中央から先はエスカレータとなり上へ上

がる 。言 い換えれば、エスカレータの水平部分を非常に長〈延長し

たものである 。これは、近い将来、実現する予定とな っている 。

もう一つ、構造的な変化があるとすれば、インバーターの採用で

ある 。 インバーターを組み込めば、速度を変化したり、ゆ っ くり起

動、ゆ っ くり停止が可能となる 。 これを利用して、たとえば三角部

ガード板にセンサを設け 、エスカレータから身を釆り出している人

を検出すれば、ゆ っ くりと停止させる 。数秒後、自動的にゆ っ くり

と起動する 。現，( J ニのエスカレータにこのセンサを付けても、プレー

キの停止ショ y クが大きく、起動もじか入れ起動のためショ ックが

大きく、乗客の転倒、転落の危険が非常に大きい 。 インバーターを

利用すれば、自動停止、起動が可能となり、また利用者が多いとき

は速くし輸送能力を上げ、少ないときはゆ っ くりというような運転

を自動的に行うことも可能である 。

動く歩道の形式は、エスカレータと同様、欄干内側寸法が約 800

mmのものを 800 形、約 1200mmのものを 1200形と 11乎ぶ。速度は、子供

や老人等の安全を考え、東芝では標準を 30m/分としているが、 40

m/ 分のものも可能で・ある 。勾配は、エスカレータのようなステ y プ

を用いるパレ y ト式の場合、 12度以下と定められている 。

構造は、ひと 言で言 えば 、エスカレータを水平に置いたものと考

えてよい 。来客が采る部分は、ゴムベルト の ものもあるが、エスカ

レータのようなステ y プを用いるノ マレッ ト式が一般的である 。当社

でもパレ ッ ト式を採用している 。動く歩道は 12度以下の勾配で使用

されるため、ステ y プにはクリートライザーはなく、クリートのみ

である 。駆動装置もエスカレータと同一で、 三相誘導電動機ヘリカ

ルギヤを用いた減速機で、駆動輸を回転し 、ステ ップを動かすように

なっている 。欄干は、設置される場所が空港や歩道橋などの公共施

設であることが多いため、墜牢であるノ ぞネルタイプのものが多い 。

東芝製の動く歩道の据イサ寸ー法を 図 - 6 に示す。据付寸法はメーカ

ーごとに多少異なるため、計画には注意が必要である 。 また、動〈

歩道においても、 一定の距縦を置いて中間支持梁が必要で・ある 。

動 く 歩 道
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遊び心を生かして、 図 - 7 のようなアーチ式エスカレータのアイ

デアもある 。 これは、傾斜角 10- 12度程度の角度ではじめは走行し、

頂上付近で円弧上を走行するものである 。 ショ γ ピングセンターの

l吹き抜け部分や、イベント会場に設置したらいかがなものだろう 。

きっ と楽しくなるものと恩う 。

-"1---; ・ι 一一

図 - 8

最後に 、図 - 8 のようなアイデアはいかがであろうか。空港ター

ミナルや、高層ビル街は今後ますます大きくなろう 。 ターミナル聞

の移動やビル聞の移動の距離が長くなり、交通手段が求められるが、

動く歩道では距縦に制限があり、曲がれず、また利用者は立って乗

らなければならない 。図 - 8 のシステムは、椅子を設けたノ マレ y ト

をレールの上でリニアモータ一等により連続的に動かそうというも

のである 。乗客は、エス カレータに乗り、パレ ッ トの乗車 口まで上

がり、パレ ッ トに乗り換える 。パレ ッ トはエスカレータと同速で同

一方向に動いているため、乗り換えは安全にできる 。 そして 、座 っ

たまま、目的地へ行く ことができる。パレットはエンドレスのレー

ル上をまた出発点に戻るようにな っている 。 これも実現すれば、利

用価値のある乗り物になると思う 。

やすの り 抹式会社東芝具除機技術部主任)

図 - 6

未 来 の 工 ス 力 レ ー タ と 動 く 歩 道

トラスの中でステ ップが移動するというエスカレータの基本構造

は変わりそうもない 。 構造的に変化するとすれば、それは急勾配、

高速エスカレータの出現であろう 。都会では地下の埋設物が増加し、

新しい地下鉄はますます地下深くもぐっていく 。地上とホームの高

低差は大きくなり、エスカレータが必需品となるが、ホームと池上

出入口と の水平距離も長くなり、ホームと雛れた位置に出入口がで

きてしまう 。このため、将来は 30度以上の急勾配が要求されよう 。

ビルにおいても急勾配エスカレータは、 tJii iイサ rl fIti' l を狭くできるメリ

ッ トがある 。 また長いエスカレータでは、下り方向に乗 ったときに

下へ l吸い込まれそうな恐怖感を与える 。長い階段では抑揚を設ける

ことでこれを| 坊いでいるが、エスカレータでも同様に途中に水平昔日

を設けたり、勾配を変化させるということを考えなければならない

であろう 。速度の前でも高速化が要求される 。現在の恭準では高低

差 15 mの場合、エスカレータ傾斜部分の長さは 30mになり、来 って

から降りるまで l 分かかる 。 l 分というのは、短い駅間での走行時

間に等しい。今でもエスカレータ上を歩〈人が多いのに、ますます

地下深くなることに 加 え、人間はよりせっかちになるのであろうか

ら、将来は高速化の必要は高い 。しかし勾配、速度は、現在は建築

基準法でそれぞれ30度以下、 30m/ 分以下と規定されているから、

急勾配、高速を実現するには、法改正もなされなければならない 。
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各 論.4

昇 降 機 の 管 理 と 保 守 一 遠 隔 監 視 化 へ -

矢 野 純 一

昇降機は、日本で約百年の歴史を迎えようとしている 。古い歴史

はあるが、ここ 20余年で急速に発展した分野である 。建築物の設備

として設置されるので、建築発展とともに昇降機は建物の高層化に

より高速化し、荷物 ・自動車用として大型化し、 一般ビル ・集合住

宅などに多様化 され、縦の輸送機関としてだれでも 利用す るように

なってき た。 さら には縦の輸送機関に 止ま らず、動〈歩道や高速人

員輸送システムなどの水平輸送機関としての実績も出始めている 。

今後、縦 ・水平の輸送機関としてより新しい製品が多く出廻って

くるが、 どんな優秀な昇降機が生まれても、 人が利用する輸送機関

である 以上、安全で安心して使 えるように毎 日維持管理してこそ、

その価値が発揮されるのである 。

管理の重要性

表ー 1 エレベータ管理上のチェ ックポイント

タ回"ー 理 耳E 項

- エレベータ管理責任者、および、非常事態に対する対

応体制を明確にしておく 。

管 理 組 織 と 運 営
Ｍ 関係図書を繁備し、ｾ理保管する 。

- 建築基準法に定める年 l 聞の定期検査 を受け、結果を

行政庁に報告する 。( 同法第12条第 2 項参照 )

- 仕様書・取り扱い説明性どおりに 利用し ているか様認

する 。

- 日常点検 ・整備 を行い、 異常の有無 を確認する 。

日 常 管 理 と 保 守

- 運転者のいる場合、運転者心得を十分修得させるよう

指導訓練を行う 。

- 定期点検 を受ける 。

- 修理を行う 。

- 管理室貝、電気室貝に 、必要知識を熟知 させ、非常時

に応急処置が円滑にできるよう指場訓練を行う 。

- 必要な応急用具は、その所在を明らかにしておく 。

非常連絡装置のインターホンは、常に完全な状態に維

持する 。

非常の場合に対する 停電灯装置を常に完全な状態に維持する 。

管 理 上 の 要 点

- 機械室の戸のキー ・乗場戸解錠キー ・i l I!転キ ー ・非常

用エレベータのキー ・トランクのふたのキーなどの保

管場所を明確にするとともに、管理を厳重にし、部外

者の手に i度きない。

- エレベータ機械室 ・昇降路 ・ピ y トへの係貝以外の立

ち入りを祭じ、機械室内および出入口付近に物品を置

かない。

利 用 者 に 対 す る - エレベータ利用者に対しては、取り扱い要領、利用上

安 全 広 報 指 噂 の注意事項を P R . 指導する 。

- 機械室や昇降路内部で建築関係そ の他の作業をする場

合は、保守会社に述絡し、立ち会いを求める 。

そ
。3

他

- かご室非常救出口を利用した長尺物の述般または重量

物 ( 金庫等) の迷燃は危険な ので、保守会社に連絡し、

立ち会いを求める 。
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表 - 2 日 常 の 点 検

項 目 チ ェ y ク ポ イ ン

- 戸の閑静1はスムーズか。

- 呉常音 振動はないか。

P  関 係 - 開閉速度は良いか。

- か ご戸の先端についている戸閉め安全装置は正常に動

作するか。

- 三方枠 ・乗場戸 かご戸の汚れやH l fl Y はないか。

- かこ' 室ノ f ネノレ ・操作盤、乗り場の押ボタ ン等 の汚れや

意 匠 関 係 Hl fl Y はないか。

- かご床タイルの汚れや斜l離はないか。

- ファン ・デ7 ユーザーの汚れや煩傷はないか.

IIll 司明 l刻 係 - かご内昭明灯や停111.灯の汚れ、または球切れはないか。

掲 示 物 関 係

定貝 ・積載荷重の銘板や、各種注意ステ y カーなどが

日占り付けられているか、また汚損はないか。

- 加 速 減 速 に 異 常 は な い か。

起 動 ・ 停 止
異常音 ・振動はないか。

- 着床時、かごと乗り場の レベ/ レに大きな段差はないか。

- 乗り心地は良 いか。

運 行 .  ne; j ¥音振動はないか。

抑 ボ タ ン

.  tll lボタン ・表示ラ ンプの カバーの汚れや扱fl1iはないか。

表 示 ラ ン プ

事! i ボタンは確実に !Jij J作するか。

- 表示 ランプの球切れはないか。

- ブザーは鳴るか。

イ ン タ ー ホ ン
- 管理人室と通話で きるか。

昇降機の機能は、乗客を安全に目的階へ運ぶ ことであり、常にこ

の役割l を継続しなければならない 。 この機能が停止すると管理部門

に直接クレームとな って帰 ってくる 。時には補償問題に発展するこ

とすら起こ ってしまう 。そこで管理者の役割は 、常に昇降機の遂行

の異常の有無を調べ、運行管理者としての責任を果たさなければな

らない 。 また昇降機を十分理解し、そ の上で安全で・あるか ・故障は

少ないか ・機能性能は発揮されているか等の管理を行うのである 。

このように、管理者は昇降機管理をする上で重要な役目を持 ってい

るが、利用者側の取り扱い不良もあるので、管理者と利用者の両方

が安全確保に心掛けなければな らないことは言うまでもないことで

みる 。

表ー 1 は管理上のチェ y クポイント 、表 ー 2 は日常 の点検を示す。

いたずら予防

管理者は 、昇降機の遂行に支障がないよ うにしておくことが大切

である 。故障原因には機械的 ・電気的なノ、ード面もあるが、利用者

が使い方や乗り方のルールを守 ってこそスムーズな運行管理が確保

できるのである 。

最近はほとんど自動運転にな っているので、人目を避けての乱暴

な取り扱い、とくにかごの中で飛び跳ねて暴れる ・走行中に扉を手

でこじ開ける ・押ボタ ンをラ イタ ーで焼損させ る ・傷を付ける・ガ

ムなどを貼り付ける等いたずらが絶えない 。悪質ないたずらや刑事

上問題になりかねないものに対しては 、管理者の厳しい姿勢が求め



られ、日頃からの指導、アピールが必要なのである 。 これのハード

的対策には 、かご中に監視用モニターカメラを付ける監視システム

や、集合住宅用に見られるガラス入り扉を採用するなどの効果的方

法もある 。

管理上の対策としては 、エレベータの乗り場とカコγ 〉隙聞にゴミ

やタバコを落とすと 、それが原因で火災事故や発煙事故となるので、

エレベータホールには、ゴミ箱と灰皿l を常備する 必要がある 。 また、

かごの 中の貼り紙はない方がいたずらによる傷が少ないので、管理

上の考慮が必要である 。かごの天井も高い方がいたずらしづらい 。

しかし二重天井や照明音11が受け 皿締造になっていると、ゴミ ・缶を

投げ入れ、故障原因となりやすい。 これらの問題から、日常管理の

大切さが明確になってくる 。

保 守 の 必 要 性

f I 除機は、機械的要素と電気的要紫を兼ね備えた装置で 、使用部

品の中には摩耗したり劣化 したりする物がある 。 その上、 人が乗る

釆り物だからこそ安全を維持するために保守の必要性が生まれる 。

もし無保守の場合は、故障も発生しやすく、寿命も短くなり、安全

確保と安心を保つことは到底不可能とな ってしまう 。やはり日頃の

保守がなされることによって性能維持、安全確保が可能となるので

ある 。

管理者はハード面の機能性能維持や非常時の処置、法令で定めら

れた検査等、専門の保守会社と有償契約を結ぶことが一番良い方法

であると考えられている 。保守会社は、専門知識を持 った技術者を

有しており、とくに技術的にも信用のおけるメーカー直系の保守会

社と契約することが一番望ましい方法である 。 それは技術的サービ

ス体制、管理的サービス体制 、物的サービス体制lが整備され 、さら

に情報的サービス体制が行き届いているからである 。

通常、有償契約には F M契約と P O G契約の二種類がある 。 F M

契約はフルメンテナンス契約で、部品に関しては少額の消耗品の費

用だけでなく、経年劣化した電気 ・機械部品の取り替えや修理を含

み、持降機を常に最良の状態に維持するよう、点検 ・調整 ・修理 ・

音11品取り替え等の整備をすることを約束としている 。 P O G契約は、

点検契約であり、' t 1 L 球類やリレー接点など少額の消耗品の交換およ

長

キ服用主主主

" " .恒 伊 豆 側lこ含もう

F .  M. 契約

一一' 経過年

経年劣化

P.  O.  G 契約

一 + 経過年

無 保 守

経年劣化

一一・ 経過年

図- 1 保守の方法と経年劣化

ぴ ｩｬｾｊ 滑油の補給などが含まれるだけで、高額の部品取り替えまたは

修理は含まれていないため、毎月定期 的に 現場を巡回 し、必婆な点

検 ・調整 ・手入れ ・消掃等を行い、その所見を管理者に報告する方

法である 。図一 1 は、一般的に言われているところである。

遠 隔 監 視 化 へ の 動 向

同じ昇降機であっても、使用状況や環境によ り部品の経年変化や

摩耗、 t自の減り方などが巣なってくる 。かつては経験ある技術者の

判断力によるところが多かったが、今は部品の耐用年数より前に 取

り替える予防処理法がとられ、技術者によ るバラツキをなくし均ー

な保守を行うようになってきている 。技術的には品質を向上させ、

管: 理上マニュアルの整備と標準化を行い、とくに技術教育に力を入

れている 。

すでにビル設備機器については、遠隔箆視 がかなり進んでいる。

昇降機についても異常を知らせる遠隔監視装置が開発され、さらに

異常信号の単なる受信だけでなく、最近ではある基準値を越えた動

きを装置が感知 し、注意信号を発報させる新しい考え方の監視装置

が縁切J し始め、管理者が故障を発見する 前に監視センターで監視し、

即座に対応する予防保守が実施できるようになってきた( 図 - 2  )。

エレベータ機指定主
サー ビスセ ンタ ー

エレベー タ内通話装置

監 視 装 置 . 7 イクロプロセ y サー内識のエレベータ監視袋詰E

モ デ ム: 電話回線で通信するための変復調裳訟

C  U  電話の向動発信/ 自動利3装置 (Net work Contr ol  Uni  t )  

ｾＡｉＮコンビュ ー タＺエレ ベ ータ運行情報の保存 ・ 表示 ー 出力を行 う 装 ｭ

図- 2 遺隔監視システム

遠隔監視装置の機能には、下記のものがある 。

・通報機能 昇降機が故障して運行不能になるとそれを検出、確認

すると電話回線を通して監視センターに通報する 。

・直話機能 缶詰め故障時に乗客が非常呼 ボ タンを 押すと、かご内

のインターホンと監視センターの電話機がつながり、通話ができる 。

・還行データ収集機能 昇降機の起動 回数 、 ドア開閉数、走行時間、

各種の不調状態、レベル誤差などの運行データを監視記録する 。

・リアルタイム監視機能 監視コンビューターから任意の昇降機へ

各入力信号状態や、走行中、停止中 およびドア 開閉状態等を リアル

タイムにコンビューター画面に表示し、監視 することができる 。

新しい遠隔監視装置は、今までのスケジュール管理による保守作

業では入手できなかったほどの保守管理に 必要なデータを筈概する

ことができる よ うになってきた。

将来、制御系のマイコン 化 が一層進み、 A 1  ( 人工知能) の技術

を応用した運行データの収集と分析、故障診断機能の向上が発展し

ていくであろう 。遠隔監視装置で収集した これらのデータをもとに

した新しい保守業務が展開されていくと思われる。

機r . 告の管理の自動化は今後とも発展していくが、機器自体の保守

点検、手入れ作業は省力化しにくい分野となって残っていくだろう 。

いずれにしても、 「保守管理J という人聞が介在する業務の 品質

向上には保守買の普段の教育が絶対必要であると、当主者の短い経験

からでも言及することが言午されるであろう。

参 考 : エレベーターの管理と保守 日本エレ ベータ協会

( やの じゅんいち 日本オーチス エレ ベータ株式会社営業本部保守管理課長 )
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資 料 篇 ・都 市化 す る 社会 を 迎 え て

輸送設備製造・保守・販売会社一覧

愉送設備業界の技術的進展状況はどの辺にあるのか、そろそろがを託せる輸送の

ソフ トや倫送設備機 終的片銭でも見え始めている のか、そんなことを知りたいと

. ¥! . ' . い、交通機関は対象から外して、愉送設備軽量器の製造 保守 ・販売にかかわる

各社の数的多さに驚きながら、情報の従{ 止をお願いした 。以 FI ニω載するのは.

回答のあ った会社に限られており、資料縦としては不備なところもあるが、日常

業務にあた って何らかの参考になれば幸いである . ( r 主主築と社会 J 制集委只会 )
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菱 電 エ レ ベ ー タ 施 設 側 ベー夕、荷物用 エレベータ、阪望周エレベータ、斜行 エレベータ、ホ

ームエレベ ータ、小型昇降機

東京都新宿区市谷砂土原町2- 4( K  5 ビル) 03( 235) 9241 

大阪市東区谷町2ー1 ( 近鉄大手前ピル ) 06(944) 1071 

エ ス カ レ ー タ

大阪市東区本町 4 - 29 

制 東 芝 エスカレ ータ 1

 

9

 

2

 

2

 

)

 

4

 

4

 

2

 

(

 

E

 

日

日 本 エ レ ベ ー タ 工 業 側 エスカレータ ( 800型、 1200相)

東京都中央区京橋2ー18- 2 03 ( 561 ) 9661 

大阪市大淀区豊崎3 - 4 - 1 4 ( ショ ーレイビル) 06( 374) 5911 

フ
〉、〆.  

T  
、y

ク 側

1200". 1 エスカレータ( ダブル幅)

茨木市庄 1- 28- 10

ＸＰＰ 型エスカレータＨｾング ｊ レ幅 Ｉ
0726( 22) 8151 

菱 電 機 側

エスカレ ー夕、車精子丹lエスカレー夕、 スパイ 7 1レエスカレー

大阪市北区堂島2 - 2 - 2( 近鉄堂島ピル)

タ

06( 347) 2271 

菱 電 エ レ ベ ー タ 施 設 側

エスカレー夕、事符予期エスカレー 夕、スパイラル エスカレー 東京都新宿区市谷砂土原2 - 4 ( K  5 ピル) 日3( 235) 9241

?  
大阪市東区谷町2ー1(近鉄大手前ピル) 06( 944) 1071 
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動 〈 歩 道

側 東 芝 illJ J  <歩道 大阪市東区本町4- 29 06 ( 244) 2291 

菱 電 機 側 トラベータ( 1 200形、 900形) 大阪市北区堂島2- 2- 2( 近鉄堂島ピル) 06( 347) 2271 

1ダ ム ウ ェ ー タ

旭 洋 ヱ レ
p、L

タ 側 司i illJ Jダムウェータ 大阪市淀川区西中島1 . - 8 - 2 4 日6( 3日1)9381 

ク マ フ 卜 側

ダムウェータ

摂言聖市南別府町15- 47 06( 349) 9081 

附段リフト( 精子式、 111椅子式)

〉〆 メ ン ス 側

ダムウェータ 東京都品川区西五反田 7- 25- 5 03( 779) 2171 

全自動ダムウェータ 大阪市北区西天満4- 11- 22 日6( 364) 4551

竹 内 工 業 側 ダムウェータ の 製 造 ・保 守 東京都港区芝2- 5ー15 03( 451) 2410 

側 東 芝 ダムウェータ 大阪市東区本町4- 29 06( 244) 2291 

日 本 ケ フ ル 側 ダムウェータ( 積載荷量30kg- 500kg) 東京都江戸川西葛西3- 16- 12 日3( 680) 1171

フ ン‘ ・ ｾ
ア

、ソ ク 側

テープJ レタイプダムウェ- ? ( 桜紋i l l : 50k g - 100kg)

茨木市庄 1- 28 - 10 日726( 22) 8151

フロアータイプダムウェータ( 税総量100kg- 500kg)

富 士 エ レ ベ ー タ 工 業 側 1江illJ J ダムウェータ( 各種) 東京都千代田区内神田 3 - 4 - 6 03( 252) 8961  

菱 電 エ レ ベ ー タ 施 設 側 ダムウェ ー タ

東京都新宿区市谷砂土原町2 - 4 日3( 235) 9241

大阪市東区谷町2- 1 (近鉄大手前ピル) 06( 944) 1071 

駐 車 喝 装 置

E直循環 方 式 タ ワ ー パ ー キ ン グ

ポ平循環方式スクエアパーキング

東京都千代田区大手町2 - 2ー1(新大手町ピル) 03( 244) 6404 

石 川 島 矯 磨 重 工 業 側 円形多層循環方式コンベイ パ ー キ ン グ

大阪市東区本町4- 29ー1(東芝大阪ビル) 06( 281 ) 2025 

者;i 型 多 層 循 環 方 式 ボ ックスコンベイ パ ー キ ン グ

2段 ・多段方式

側 江 藤 鉄 工 所

立体駐車場、ゴンドラ方式、 ( 0 R - C 型、 O R - C - S R 型、

大分市下郡工蝶団地 0975( 69) 1068 

E T - 2型、 E S - 2型)

側 北 )11 鉄 工 戸斤 2段式駐車装置( パイ パ - 7 )

広島県世寝郡甲山町2435 - 1  日8472( 2) 2750

大阪市住之江区北加賀屋3- 5 - 26 06( 685) 9061 

側 サ ノ ヤ ス

二段式駐車装訟( 路市 式 、 ピ y ト式 ) 大阪市東区横堀 2- 38 06(202) 1222 

三段式駐車装f { ，' ( ピ y ト式升降横行) 東京都港区虎ノ門 1 - 2 - 8(虎ノ門琴平会館ピル) 03( 595) 0751 

立体駐車場設備

側 昭 和 起 重 機 製 作 所 メリカパーク( 垂直循環方式、標準形、ターンテーブル内蔵形、 大阪市西成区津守3 - 3 - 1 06( 653) 3841 

縦2列形) 、ユニカノ マークシステム、 ラ ックノ マークシステム

新 立 )11 自元 ヲニE恒 機 糊

2段 式 ・昇 降 、 外 降 横 行 ・ピッ ト式、 3段 式 ・井 降縦行 ピ ッ ト式、

立川市高松町1- 100 0425( 25) 3118 

地 上3段、 4段 式

ピッ ト ・二段 お よ び三 段 式 駐 車 装 置

東 急 車 碩 製 造 側 ピッ ト ・三段 鼻降 横行式駐車装置 横浜市金沢区釜利谷町1 045 (785) 3750  

地上 ・二段 昇 降械 行 式 駐 車 装 位

内 外 ア ク カ 側 4段式立体駐車場タカパークシステム( 油圧式) 京都市南区吉祥院石原堂ノ後町13- 1 075( 672) 0001 

立体駐車場メリーゴーランド式( 糠準型、ターンテープ l レ内蔵

中 道 機 械 側 型‘ 縦苦IJ 型) 札幌市西区発寒14条 12- 2- 22 日11 ( 664)521 1  

エ レベータスライド式( タテ型、ヨコ型 ) 2段 式 駐 車 装fli'

日 本 ヱ ヤ ー ブ レ ー キ 糊 ナプコパーク 二 段 式 ・三段式立体駐車装置

神戸市中央区御幸通7ー1ー12(三宮ピル西館) 078( 251 ) 8072 

東京都港区海岸 1- 9ー18( 国際浜松町ピル) 03( 437)  1273 

垂直循環式立体駐車装i在

日 本 ケ フ ル 側 ( ターンテーブル内蔵型駐車装置 、縦功Jru駐車装位) 東京都江戸川区西葛西3- 16- 12 03( 68日) 1171 

エ レベータスライド方式駐車装置

日 本 富岡 管 制

立 体 駐 車 場 横浜市白見区末広町2- 1 045( 505) 7502 

( NK Kーノマズノレタワー エ レベー夕方式) 大阪市東区平野町5ー1 06( 223) 7576 

多段式( j也上 3 - 4段)

日 本 昇 降 機 メ ン テ ナ ン ス 側 二段式( 単純昇降式、 1) アー形レール、サイドレー J レ、ピ'1ト式) 東京都目黒区下目 黒1- 6- 21 ( アルス目 黒) 03( 491 ) 7541 

二段式( 井降縦一行式)

長 谷 )11 工 業 側

2段式駐車装置( ス ペ ース α )

大阪市福島区海老江7- 23- 4 06( 458) 6591 

ガーデン温室( フローラン)

日 立 造 船 側 垂直循環式、エレベータ式、エレベータスライド式

大阪市西区江戸堀 1- 6ー14 06( 443) 8051 

東京都千代田区一ツ矯 1- 1- 1(パレスサイドビル) 03( 213) 6611 
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垂 直循環方式機械式立体駐車場装ili (下部釆入方式、ターンテープ

フ
〉‘〆・ フ圃

ツ ク 側 J レ内蔵方式、縦列2基連立方式、 中II I ! 来入方式、上部采入方式) 茨木市庄 1- 28ー10 日726 ( 22) 8151

水平循環方式機械式立体駐車場装置( 上部釆入方式)

側 富 士 精 工 本 社 地下駐車場装置( エ レベータ ・スライド方式全自動 ・無人運用) 石川県能美郡根上町大浜町ヤ25 0761 ( 55) 0600 

富 士 変 速 機 側 エレベータ式立体駐車装置パ ズルタワー 般阜市中洲町 18 0582 ( 71 ) 6521 

菱 重 工 業 側 立体駐車場 東京都千代田区丸ノ内 2 - 5 - 1 日3( 212) 3111

横 井 鋼 業 側 立 体駐車装置 (エレベータ・スライド方式、多段方式、垂直循環方式)

高松市一宮町1508 - 3 0878 (85) 0111 

大阪市淀川区西中島7- 13- 10( 日産設計ピル ) 06( 305) 2881 

ゴ ン ド フ

サ ン セ イ 側 ワッシングゴンドラ( 有人用) オートワ ッシャー( 無人用)

大阪市淀川区宮原4 - 1 - 4 5 日6( 395) 2231

東京都千代田区飯田橋4 - 7ー10 03 ( 237)日 171

ブ ル 側

ゴンドラ( l 幹線自動循環式 ・普 通 索 道 ・輸送能力 1 ，200人/ H - 2 ， 東京都江戸川区西葛西3- 16ー12 日3( 680) 11 71 

400人/ H )
大阪市南区南船場2 - 4 - 2 3(東泉ピル) 06 ( 261 )  5681 

機 側

自動 ?窓拭 きシステム

大阪市北区堂島2 - 2 - 2 ( 近鉄堂島ピル) 06 ( 347) 2271 

(ルーフカー軌道式、 ル ーフカー無軌道式)

日 本 ケ

菱 電

ｾ送管装置

石 川 島 播 磨 重 工 業 側 ごみｾｴＮｬ，Ｎｦ曲送設備
東京都千代田区大手町2 - 2 - 1 ( 新大手町ピル ) 03 ( 244) 6477

大阪市東区本町4- 29- 1 (東芝大阪ビル) 06 (281 ) 2020 

ン〆 メ ン ス 側 主t送管システム( テ レシュータシリーズ)

東京都品川区西五反田 7 - 2 5 - 5 日3(779 ) 2171

大阪市北区西天満4- 11- 22 06 ( 364) 4551 

富 士 事 編 側

ゴミ小径管空気諭送システム ( mi 企・ホテノレ ・病 院 ・7 ンシ ョン ・ 大阪市南区八傭町28 (第三松皇ピル) 06 ( 213) 271 1  

事務所ビノレ ・駅ビノレ等) 東京都千代田区鍛冶町2- 2- 2(車京建物神田ピル) 03 ( 252) 5701 

特 殊 織 送 装 置

ク マ フ 卜 側

段差解消機、パレ y トコンベア一、テーブルリフタ一、自動搬

標津市南別府町15- 47 日6( 349) 9081

.'j _l. 入装置付昇 降 機

ン〆 メ ン ス 側

1<1走台工I i システム、大型ワゴン摘院送システム、ボ ックスコンベ 東京都品川区西五反田 7 - 2 5 - 5 日3( 779) 21 71 

ア. 無人搬送車 大阪市北区西天満4ー11- 22 06 ( 364) 4551 

側 昭 和 起 重 機 製 作 所 重i孟物立体無入倉庫 大阪市西成区湾守3 - 3ー1 06 ( 653)  3841 

側 鶴 見 製 作 所

ｮｾ 摘 Ｒ 送シスァム 大阪市鶴見区鶴見4ー16- 40 06 ( 911) 2351 

m空式の残搾搬送システム) 東京都台東区台東4- 2 7 - 4  03 ( 833) 0331 

側 日 本 起 重 機 製 作 所 トーククレーン( 音声Z思議装低利 !TI ) 東京都中央区八丁縄4ー11- 5 03 ( 552) 7271 

エ ア ー シ ュ ー タ - E  Ｈ｜ ｉ ｾｾｩ 抽生送Ｉ、戸 ｊｾ エ アーシュータ一、ケー
東京都文京区湯島 1ー12- 3 日3( 834) 1108

側 日 本 ユ/ 二L

一
タ スベヤ( カルテ、 X 線フィルム嫡E送) 、パーチカルコンペヤ、大

ｾｾワゴン徹送Ｈ薬剤器材等物品織送Ｉ
大阪市北区天神橋1ー14- 8 06( 352) 4981 

日 立 造 船 側

ダム盟主査邸内輸送設備( 人初共n ! ) 大阪市西区江戸堀 1- 6ー14 06 ( 443)  8051 

インクライン設備( 人初共) 11) 東京都千代田区一ツ橋トト1(パレスサイ ドピル) 03 ( 213) 6611 

菱 電 エ レ ベ ー タ 施 設 側 I' IM)搬送システム

東京都新宿区市谷砂土原町2 - 4 (K Sビル) 03 ( 235) 9241  

大阪市東区谷町2- 1( 近鉄大手前ビル) 06 ( 944)  1  071 

そ の 他

石 川 島 播 磨 重 工 業 側

ストレージンステム オートスタ ッ Ｗ ピルＨ大ｾ立体自動合庫Ｉ、ラ ッ ク

パ y ク( ユニ ット式立体白到l)tr lo10 、パ レキ ャリー( 冷i車合l車)、 東京都千代田区大手町2 - 2 - 1 (新大手町ビル ) 03 ( 244 ) 5990

ハンドリング y ステム 7 ァ7 トライナー( 無人車) ‘ キュートラン( 天 大阪市東区本町4- 29- 1 (東芝大阪ピル ) 06 ( 281 ) 2020 

Jt- k 行台 'I I l 、カートラ y ク( 燃送ロポ y ト) ，移動観覧席、舞台装置

機 エ 業 側 サンリフ ト( 軽量 1・アノレミ製 "，ljJ i })式)

ソ メ ン ス 側 中 央ｾ盛装置 ｣ ＮｶＮ ｳ

側 昭 和 起 重 機 製 作 所 プ レジャ ーポート 隆弘} 必水、絡納設備

チェーン コンペヤ( オーバーヘ ッ ド式 ・フロア一式)

側 ダ イ フ ク ローラ ・コンベヤ、モノレールシステム、立体自動倉庫{ パ レッ

卜問、パケ y ト用、冷凍 ・冷 Ji&')TJ)

東 急 車 編 製 造 側

' 11紋式正月所作業率

( 1走式市所作業率

日 本 鋼 管 制

ごみ空気輸送システム

( 小筏管方式 ・破砕装置付 ・1I ' j ' f，' {ドラム 付)

日 立 造 船 側 ビープJ レ・ムーノ〈ー

菱 重 工 業 側 無人倉庫
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レポート

aノ 錠 前 の 歴 奥

シルクロードを旅し、

ーι ペ.:: : ，_-・ ・ ‘  ー， ぷ 教壇 . 莫高窟

立:f-.; .... .<:t;...... .. .- ι ，ー .

明抄山が大呆河町流J Ui品ちるとこ ろに 峰同 県の よヲに穿たれている丙1 f f 366年に j1i r . t が始ま ったといわれ以来 14世紀まで約 l 収JO年ill 聞が続け句れた

錠 前 の ル ー ツ を 探 る

毎日の生活の中で、鍵と錠は私たちに j集〈

|品lわり、確固として存在にもかかわらず、ま

だ的確に理解されていないようだ。伊IJ えば言

葉ひとつとっても混同されていることが多い 。

「カギを かける 」 と言うが、鍵は持ち歩く方

で、 ドアについているのが鍵であるから、本

当は「鍵で事定をかける」と言うべきであろう 。

数sと錠の歴史は透か古〈、起源や発達の過

程などは維かに解明されていない。一説には、

エ ジプ ト錠が最古と言われているが、これも

定かではない。 しかし、こ のエジプ ト豊定と 同

じ原理だと 思われるも のが現在も残されてい

る。 これは木製のカンヌキ錠の一種で、ピン

状のものがカンヌキの小孔に落ち込んで動か

ないよう固定しているところを、棒に突起を

何本か 打 ちつけ た鍵を入れてilll し上げて解錠

するというもの。 いわば ン リンダー錠の! 原型

ともいえるものである 。このイ谷称エ ジプト 5止は 、

古代エジプトからギリシヤにかけての地中海

沿岸に流布されて いた らしし、。5000年前かそ

れ以上前から、 現代で 言 う錠と錠の概念はあ

ったに違いない 。文明が勃興し、おや権力の

害予干i'tが生じれば、そこに何 らかの錠が作られ

たとしても決して不思議ではないからである 。

84 強築と社会/ 1989年 l 月号

金属製の錠前はどこで初めて 作 られたのだ

ろう 。恐らくは最初に鉄骨詰文明が隆盛した小

アジア ~古イ℃オリエントではないかと言われ

るが、推 illiJ の域を出なし、。 しかしいずれにしろ

金属製錠前は、交易の中心地であり 、高度な

金属技術を有していたこの地方から、シルク

ロードを通 って東西に広がったと考えられる 。

とはいえ、錠前は王侯 - ft 族 ・教会など絶

大な力をもっ限られた層の専有物であ った。

そのため、鎚本来の機能に加え、装飾性が重

んじられ、複雑な形態へと発展していく 。 カ

ラクリが極められた美術品としての華麗さが

求められた 。 銭ｾは鎚以 上 の意味を持っ た 「 権

力の象徴」だ ったのである 。

庶民は、俗に日本で ホナン キン錠η とH乎は、

れる、ぶらさげる形式の実用的な錠前を用い

た。 しかし民家のドアに錠がつけられるほど

普及したのは 19世紀に入ってから 。産業革命

が背景とな って、イギ リス人 J チャブが現

代の箱錠の l京唱を作 1) 、ついで 1860年代アメ

リカで L . イエールがピンシリンター付彫込

秤l錠の基縫を完成してからである 。

日 本 の 鍵 と 錠 の 変遷

では我が国の銭sと錠の歴史に移る 。 そこで、

知る人ぞ知る和製錠前のコレクターでもあり、

研究者でもある警視庁刑事部の稲田淳夫氏に

お話しをうかが った。以下 はその要旨である 。

日本最古の錠前と言われるのは、いまも 正

倉院の扉に残 っているものであろう 。 これは

ンルクロードから、中国あるいは朝鮮を経て、

日本へ伝来したと考えられている 。 また、

「録sJ という和名のお こり も不明である 。万葉

集には f it に鋲さし をちしめて l  

また f ji (鎗 ) さえ 奉<' oJ などの言葉が

みられる 。当時 、公式には鎖 、f自と 呼ばれて

いたらしい 。法隆寺資財1阪には 『繍 ltll 拾口 、

ｾｪＧ￭ｪ｜ Ｚ ｬ ｬ 拾口 ｪ という記録が残 っ ているが、それ

らカずどの ような形のものだ ったかはわからな

い。 ところが現在、この鎖鎗とい う言葉は 、

V 従n と防止に関する規則作という法律の 中

にまだ生きているのである 。一方、 「錠」と

いう 言築は源氏物語の 中に 『じようのいたく

さびにければ あかずと j という 一 節が

あるが、これは矢倉錠のような差し錠ではな

いかと 言われる 。

日本製の録sと錠が 「和錠」として発達する

のは 、中世ーから 江戸 時代にかけてである 。 ま

ずシルクロードを経て伝わ ってきたい海老錠砂

とH乎ばれるものが最初に広が ったと考えられ

る。 まさに海老のようなの形で 、械 に長〈比

較的経iii である 。正倉院の鎚もこの流れを組



んでいるが、リ也獄。と称される構造をもっ点

て¥ネノ マールから中園、また朝鮮 ・李朝で作

られたものまで 、原理としてはすべて同様。

それぞれの国や文化や美意識で形状が若干異

なるのみである 。 このＢＡ也 ｾｾＮｫＢ 機構をもっ海老

錠の| 掛け方は、中て‘ 広が って いる鉄板( スプ

リングボルト ) を鍵を入れてすぽめ、 横にス

ライドさせて抑し出すというものである 。

江戸時代になると、リ也1訣" をもっ原理は同

じだが、録sを回転させて鉄板を押し出す錠前

が盛んに作られるようになる 。 この系統のひ

とつにホ土佐錠H と呼ばれるものがある 。 これ

は仕掛け錠の一種で、かなりの重量と大きさ

を誇り、飾り板が施された立派な錠。何段階

もの仕掛けを操作し、鍵穴を探して開けてい

くのである 。この他、多般の錠前が作られる

ようになるが、これらは鍛冶屋などの名もな

き職人たちが伝統を受け継ぎながら製作して

，l. 11 r;，J.. 

いた 。中でも、 、、明 f{j;"と l呼ばれる鎧 6 甲など

の製作戦人らが持ち前の技術を注いて" 作った

ものは、ことさら見事でヤ珍重された 。

和 錠 の 鉱 カ と は

我が固においては、建築の術進からい って

も、西欧に比べて錠 ・鍛sが重要視されてこな

しかなか ったようである 。 日本では、農村集

落や町がひとつのコミュニティーとして結束

し、自に見えない「鍵J の機能を果たし、施

錠する必要がない平穏な社会だ ったのである 。

いま、改めて日本の鎚と錠を見ると、ヨー

ロッパの過剰な装飾性と対照的に、明快な形

状が際立つ。同H寺に、素材として用いられた

鉄そのものが大きな魅力を放っている 。最近

の鉄にはみられない、温かい恥鉄味。があるの

である 。 というのも、和錠に使われだ鉄は万

剣と鉄と問機に 「たたらぶき 」で生産された

ものだからだろう 。近代の鉄のような赤錆が

現れず、時代 を経てできた適度な錆が被膜を

作り、枯れた味わいを生み出している。

鍵にはシンプルなものが多い日本だが、錠

前には縫ったものも多い 。浮!日5り彫刻などが

施された、土蔵の錠前飾りやタンスの金具で

ある。家紋や瑞祥の文字( 餓 . (1色・ 宝など) が

刻まれたもの、精妙なカラクリが仕掛けられ

たものなど、まさに美術工芸品の域に達して

いる 。 その洗練された意匠には、戦人と製作

依頼者の、、粋砂な心が発露している 。 また巧み

な細工やカラクリには、単に錠を聞ける行為

を超えた想像力、、遊び心H が垣間見えるので

ある 。

かった 。結婆が増えてくるのは江戸 中期以降 明治時代となり、西洋文化の到来にともも

だが、それもほとんどが神社 ・寺 院 ・商家に に庶民の家にも錠前が普及してくる 。 それと

代表される財力のある者に限られていた 。会 ・ 歩調を合わせるかのように、海老錠など古来

土蔵 ・銭箱 ・タンスなどを守るための「高の からの伝統は途絶え、またたくまに西洋錠の

象徴J であ った。一般住宅向けには、ほとん 導入へと変わ ってしまうのである 。

ど錠前は発達せず、問と心張棒程度で、あと

は雨戸につけたれサ JI/' と呼ばれるものくらい ( お お た ひろし / 株式会社ベスト社長 )

，マキスタン同海. l ! ; 錠. 情造的には日本のむ のとほぼ同じ .

正倉院の錠はこの流れを組む.

制 ｉｾ 町梅止錠 Ｈ 下 ＩＮ tl i 直世 3cIII大町海老錠てf・1f t . ( みよヲらん )J 円曲が削まれている

世間的とは i也われないが. そ町巧妙な掴工には避(f.(.fJ t惜i益している.

鍵穴が措置についた古いタイプ町和鍵. ロー付けされておらず. すべ

てかしめで組み立てられている . 鎌官時代的作.

日本で作られたパズル錠( 上、右下). ヒラガナ 4 文字を合わせると

いヲ珍句しいもの. 一番小さいも 町は泌? を組み合わせる中国製.

写丘町錠前は稲田氏所説. ( 4  I文とも)

85 



材の溶接性が大きく I向上し、溶接施工の管理範囲

が大きくなり、しかも高靭性な継手が得られるこ

とになり、溶接施工性の観点からも適切な採用が

望ましい。造船 ・海洋構造物の分野ではこの畿の

鋼材の使用実主流はかなり多いが、建築鉄骨分野で

は今後使用が期待される 。

{ 斗の設定を間違うと著しい破壊靭性や延性の低下

をもたらすので、これに対しても注意する必要が

ある 。

建築鉄骨用にもすでにこの考え方による謝質高

張力鋼 ( S M5 8 Q相当材 ) が採用されて おり、こ

れまでの仕様では、降伏比は 8 5 %以下とされてい

る。

上述のような T M C P 法や熱処理技術の進展は、

鋼材の強度や加工硬化特性をかなり自由に制御で

きる状態にあることを示しており、建築用鋼材と

してもいかなる材料特性( 強度 ・降伏比、延性、

破壊戦性など) を必要とするかを明確にすること

によって、より適切な鋼材の選択ができるかもし

れない。

( とよだ まさお大阪大学工学部生産加工学料教授工学博士)

6∞ 7∞ 8∞ 9∞ 

51l 長リ強さ σ r ( MPa)

鋼材の降伏比 と引張り強さの関係の例

図 - 5
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低降伏比 H 丁目。銅製造プロセスと従来j去

の比較( 渡遇、田川ら)

鋼材の降伏比 ( 降伏点/ 引張り強さ ) は、 図 -

4 に示すように、一般に強度が上がるほど 1 に近

くなる特性を示している 。 とくに調質高張力鋼の

それは高いのがこれまでの特徴であり、建築鉄骨

のように構造変形能が重要な構造では、それが問

題視されることがあった。最近の鋼材製造過紅に

おける圧延 ・熱処理技術の進展により 、調質高張

力鋼であっても焼き入れ ・焼き戻し r昆度の適切な

管理によって降伏比を低くすることが可能とな っ

ている 。図 - 5 はその代表的な製造プロセスの様

式図であり、焼き入れ温度を従来より低〈設定す

ることによって降伏比を下げ、塑性変形城での加

工硬化を大きくしている 。一般に、材料の降伏比

が低くなると、一様伸び特性が大きくなり、それ

だけ変形能も大きくなる 。 また、 j容按性に関して

は何ら従来材と変わらないか、良くなることも期

待される 。

低降伏比高張力鋼 ( L Y 鋼)

図 - 4
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高張力鋼のもつ上述のような問題点をなるべく

少なくし、溶接性の良好な材料の製造に大きな努

力が払われてきた 。すなわち、高強度 ・高級性 ・

高溶接性の要求と鋼材の製造技術の向上と自動化

とが相侠 って、新しい制御圧延技術 T M C P( T he-

r mo  Me c h a n ical  Cont r ol  Pr oc e s s ) が生まれた 。

T M C P の主たる目的は 、組織の細粒化にあり、

製造プロセスとしては、

( スラ 7 'js; i且力11熱) +  (強 C R )  

そして場合によっては( 制御冷却 )

非水冷型 水冷型

T MC P  T MC P  

T MC P  

( 1)  ( 11 )  

¥ ¥ ¥ CR"， 

A ，_ ¥ ¥ ¥ CR" .，ヘ CRt " ¥ Accel  erated 

"' 1〓 工 - ¥_ 一一一」一 一一ー一一一- -¥- 一一一 -
'3 1- : - - - ，- - - ' 一一一- ¥- - - ¥ ¥ .. ¥. Cool ，ng 

ｾ＠ ｉ ＡＧｾＧＭＭｊ 一一人一一Ｍ - ｜Ｍ Ｍ ー ｟ｌ｟｟｟ ｬＧ ｾ｟

i  I  ¥ ¥ ¥ 

ｃ･ｑ ］ＨｃＫ 附 ＶＫｓｩ Ｏ ＲＴＰｾＩ

図- 3 鋼材の引張り強さと C，qの関係に及( ; r す非水冷

および買お冷型T M C Pの効果(森山)

図 - 3 は50キロクラスの高張力鋼の例であり、

現状このような水冷型の T M C P で降伏点 ( Y P )  

が4 0 - 4 5 k g/ mm' レベルまで製造実絞がある 。一方、

調質高強力鋼においても、溶接性の向上のため低

炭素等量化が図られ、 T M C P の水冷プロセスを

用い、オンラインで焼き入れする、直接焼き入れ

法 ( DQ法) による高張力鋼の製造も可能である 。

これも、 D Q法の採用により、同一成分系で数キ

ロの強度上昇がはかれる 。

このような T M C P 法の採用により、高張力鋼

新制御圧延鋼 ( TMCP鋼) と DQ鋼

165  

高張力鋼と建築鉄骨

政男豊田

従 来 法

C R  

Ti me 

C R  制御圧延、 A C : 1J11i車冷却、~百内 圧 延 プ ロ セ ス

図- 2 従来圧延法と T MC P ; .去の比較( 模式図)

の組み合わせて' 行うのが特徴である 。図- 2 にT

M C P 法を従来法と比較して様式的に 示しである。

図中の波紋は圧延を表し 、かなり低い温度まで圧

延を行うこと、それに加速冷却などを組み合わせ

て、同じ成分系であ っても微細なフェライト粒を

得て、強度 ・収性が高〈、溶接性の優れた鋼材が

製造できる 。図 - 3 は S i - Mn系( 主に 50キロ鋼 )

の鋼材で T M C P 法の採用によって同じ炭素等量

( 材料の強度 ・硬化などの目安となる成分等量 )

で従来法に比べどの程度強度上昇がはかれるかを

示した例である。

ω  

(

も

さ

¥

B

M
品

)

町

繍

m

p

出

E

耶

0. 40  0.35 

A R  

40  

溶接構造用高張力鋼

鋼材を横造用として使用したのは歴史が古〈、

1770年に建築物に鉄が使われたとの記録もある 。

溶接用構造用鋼材として見るとき、その開発の大

きな流れは 、①高強度化と ②高級化、高溶接性化、

の二つである。過去 100 年間で強度について見る

と、約50kg/ mm' のペースで強度が上昇してきた 。

現在でも消費量から見ると、圧倒的に i欽鏑の量が

多いが、使用目的に応じて、 1930年代から S i - Mn

系高張力鋼が、 19 5 0年代から調質高張力鋪が開発

され、常に溶接性に注意が払われて新しい鋼極の

開発にカが注がれてきた 。

一般に鋼構造物の製作に用いられるアーク溶接

による溶接継手て、は、アーク熱による iM響などの

ため鋼溶接音11には 、図 - 1 のような力学的特徴が

見られる 。高張力鋼およびその溶接継手を見ると

き、その主な特徴あるいは問題点を上げると、

①溶接に l半う問題: a) 溶接熱影響昔日 ( H A Z ) に生

じる硬化組織、およびそれに起因する溶接割れ、

b )熱影響音s粗粒城の脆化、 c )熱影響部の軟化、な

ど。②機械的性質に関する問題 : a) 高張力鋼の高

降伏比化、 b)溶接金属と母材の機械的性質の適合

性 ( マ y チング) など。

このような問題のうち、焔工管・理においては高

張力鋼に見られる溶接低1品調lれは重要な管理因子

であり、材料の選択とともに、溶接によ ってもた

らされる拡散性水素の管理が重要である 。そのた

めに浴接材料 ・浴接条件の適切な管理と、予熱 ・

後熱条件の適切な設定 ・管理が必要である 。 また、

建築構造てはこれまで脆性破壊に対する注意はあ

まり 問題とならなか ったが、高張力鋼では溶接条

溶接用高張力鋼の特徴

I  f' HF f  h Neit h  T TI  一一一一一

Itxit l- f  ヤ 喧盤盆! I ! 監j ; J

巨 / FNeit h I  ' - 匡WI，'iel

直itH

E 璽 困」

仁二] :  ＯＮＧＱ￭ｾ民力鋼でと くに ｼ問題 となる嬰凶
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溶接継手に見られる; 台金的・力学的変化図- 1
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住宅分野における 200

V ライフ

; 頼島康雄

最近の社会情造は、人口構造 ・世情構造の変化

( 高荷台化社会の到来 ) 、女性の社会進出の増加、所

得水t棋の IIl J上と国民意識の変化などにより、電気

エネルギーの利用も、より高度に、また多面的に

なっている 。一般家庭で使用されているキ ッチ ン

設備や冷暖房設備についても、そ の機能や経済性

はもとより、安全性 ・利便性 ・クリー ン性および

制御性が重要視されている 。

ここ で 日本における電力需要 の動向を見ると、

図ー 1 の通り、家庭用、商業用などの生活|刻: i ! I ! 需

要は、 l格調な J判事与が予想される 。

産業用 4.8 
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句
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》

調定用

予/ す 2

1. 5 ク/ ユヰ

〆/

1.1 

( 電気事業の引世紀ビジョン 中町品61.10)

1985 95  20お年 20 

図 - 1 日本の用途別電 力需要予想

こ の ｾｉｬカコ ｇ 要予想に対し、国民生活におけるエ

ネルギ一選択の方向は、 図 - 2 の通り、明らかに

経済性を伴 った量的拡大および質的向上を求めて

いる 。 これ らエネルギー の選択を満たすためには、

一般家庭生活の 中にも大答拡家電織器が導入され

ることとなり、必然的に 200 V 化が必要となる 。

豊 川 、 樹 齢 を 求

めやすいエネルギー

の組尺

憶測主を伴った量

削 扶1

Z仰向主安全性. 利

用しやすさ( 随時耐

用のしやすさ) tゴ量

れたエヰル4 ーの選

択( 量的質時置定)

高度情報化等の社会

ニズに主事E、L.. t:j，丹

機器を和問しやすい

エネルギーの選択

( 賀町買上)

出 典. 電力2∞V 利用銀 量全とりまとめ)

図 - 2 国民生活におけるエネルギー選択の方向

2 0 0 V 利用の背景と意義

200V 機株利用はさまざまな方向に発展するで

あ ろう 生活様式の ひとつの方向性を提供するも の

と見倣して、ぜひ 200 V 利用の実現へ向け国家的

な検討を進めようという機運 ( 電力利用基盤強化

懇談会、電力 200 V 利用慾談会など ) が盛り上が

ってきたのが、- Q 近の 200 V 利用の背景である 。

200 V 利用は大きく分けて、つぎの三つの点で

意義あるものといえる 。

( a )  今まで電気がほとんど使われていない分野

( 大谷盆の熱利用分野等 ) において、電気利用を可

能とする 。 (仔IJ : クッキ ングヒータ一等)

( b )  従来の屯気機器の能力を向上させ、作業時

聞の短縮や、作業量の増大を可能とする 。 ( 例 :

エアコン・ドライヤ一等)

(  c  )  これまでにない電気機株の誕生を可能とす

る。( 例 : 家庭用エレベータ ・家事ロポ ッ ト等 )

これらのことから、 200 V 利用の意義は、エネ

ルギー競合の時代に対応して需要者の利便性を高

め、さらに従来の 100 V に加えて、電気利用の選

択幅を広げることにある 。

2 0 0 Vの場合の住宅への引き込み設備

3.5 

2 本の線で 100 V の電気を家庭に引き込むのが

「単相 2 線式J 配線。以前から 一般の家庭で利用さ

れているが、これは 100 V の機器しか使えない 。

3 本の線で引き込むのが、 100V と200V の両方の

機器が使える「単栢 3 線式」配線である 。 これだ

と屋内配線を整備するだけで、いままでの 100 V  

の機器がそのまま使え、新しい 200 V 機器も使用

できる 。

この「単 相 3 線式J 200 V 引き込み線の施設状況

は、 図 - 3 に示す通り全国平均では単 3 化率が約

38% であるのに対し、関西電力管内でのそれは約

60% と、非常に進んでいる 。

%  

前 (温水量詩情告を除 <)

ω  

59. 9% 

。

(品拠。 電力2∞V 府 間 制 蛤とリまとめ)

図ー 3 既設住宅の単 3 化率 (U(j 利63年 3 月31目玉川 1:)

また、新婚設住宅の単 3 化率および 200 V 施 設

率 ( 実態調査結来 ) は、 図 - 4 に示す通り、関西

電力管内では、ほとんどの新増設住宅に単相 3 紘

式 200 V 引き込み総が施設されている 。

井13 化率平均 91. 5%( 関西 ) 65. 9%( 全国 )

200V縮 設率平 均 16.5%( 関西 ) 8. 2%( 全国 )

〔認査弁路t 全国47.801(関 西3.986) 淵部倒防11 : 63. 3. 22- 26)  

l田%

一戸建性完 低層集合住宅

(  3f儲重て以下)

中初曹集合住宅

(  Ｔ ｦ 罰ＡｬｾＮｬ上Ｉ

Ｈ ぜ決Ｎ 電力 Ｒ ∞ ｖ ｾ 日開際 費会と Ｇ ＩまとめＩ

図 - 4 新増設住宅の単 3 化率および200V施設率

( 実態調査結果)

2 0 0 V を利用する場合の屋内配線

前述のごとく、 200 V を利用するための引き込

み線は家庭の入口まで来ているわけで、各家庭の

分自己盤から屋内!日1) の屋内配線を怒備することにま

り、手軽に 200 V 機器を使用することができる 。

従来の「単相 2 線式J 屋内配線と、 「単相 3 線

式J 200 V 屋内配線を 図 - 5 に示す。

. 単相 3線武 E叩V

十l-l

み箱

血単相 2線式l DDV

m v  m V  4単相 3線式2DDV

図 - 5 屋内配線(略図)

単相 Ｒｾ 式の屋 内 配線は Ｑ ＰＰ V 機器しか使用で

きないが、. ! j l . 相 3 線式のそれは 、従来から使用し

ている照明や小型機器がそのまま使用できるほか、

クッキングヒーターや大型エアコンなどの 200 V  

機器も 外側の 2 線を 利用することにより、容易に

使用することができるのである 。

また 、200V機器には 200V専用回路を施設する

か、 200V専用のコンセントを使用する 。 100V機

器とは差し込みの形が違うため、まちが って使う

ということはあ りえない 。200V および100 V のコ

ンセントの一例を 図 - 6 に示す。

20QV  - 笈凶プラグ

2DDV コンセント 1DDV コンセント

おわりに

r  200 V にすると、電圧が 21音になるから危な

いのではないかりという芦を聞くが、安全性は

これまでの 100 V と全〈変わりはない 。単相 3 線

式とい っても、それぞれの外線の対地電圧は 100

V で、従来と変わらない 。 したがって 200 V  だか

らとい って危ないということは全くないのである 。

また、電気料金も電圧は 2 i音になるが、同じ 111

の仕事をする場合、時間は半分ですむわけである 。

包気の使用量料金は、使 ったi J 1に 比例して 100 V  

のときも 200 V のときも同じであり、単相 3 線式

配線にしても屯気料金は変わりないのである 。

いまや 200 V 機器を自由にあやつる時代が目前

にきているとい ってよいのではなかろうか。各家

庭の電気の受け口までは 200 V を届けられる態勢

は、ほぽ繁 っているとい ってもよかろ う。

これからは、 200 V 家電機器を使いこなすため

の 200 V 化屋内配線工事の普及 ・充笑が急務であ

ろう 。住宅の新地設 ・改築に際し、 200 V 化屋内

配線工 ＴｾＧ こ対する工事施工者および一般の需要者

の理解と、工事施工の充実により、夢のある 200

V ライフの導入を期待しているものである 。

( せじま やすお 関西電力株式会社 市 場 開 党部 長 )

建築と社会/ 1989年 l 月号 8 7  
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二 色 の 浜 パ ー ク タ ウ ン

色 彩 統 ー し た 町 づ く り

関西新空港近くの大阪府貝塚市の沖 を埋め立て

地に出来るニュータウン 「二色の浜ノ マー クタウン」

て¥大阪府企業局は、街並み匁; 観を品!! i 持するため、

一戸建住宅の色彩を、ゾーン 別に統一しようと 、

宅地購入者に働きかけていくことにした 。

二色の浜ノマークタウンは、 50 .7haの燈め立て地

に l 戸建て 525 戸 、集合住宅30棟 ( 1175戸) の合

計 1700戸の住宅地をつくる臨海型ニュータウン 。

すでに一部では分譲が開始され、昭和64年春には、

オープンを予定している 。

色彩基準は、海と緑に固まれた地域特性を踏ま

え、公園都市のイメージを表現する「イエロー」

「オレンジ J i グレー」を基語司とする。アクセン

トカラーは「白 J。そして、地域のまとまりを表現

するためゾーン別配色とする 。

外織は 「白」。建物の壁は「イエロ一系J i オレ

ンジ系j の中から選ぶ。明 l情、彩J支の多少の変更

は可能。屋根は、墜と調和がとれるよう 「ダーク

・グレー j を用いる 。

街並み景観を促進する手段として、色彩のほか

紋化基準も決め、一戸建ては、道路との境界線ぞ

川 島 織 物 講 演 会

「美を語る」

- 東京 ・経団連会館

1989年 1 月 17 日( 刈PM6:00  

「近代建築の実像を追 ってー ーディテールに表

現された近代j

講師 下村純一( 建築写兵家 )

「束工大百年記念館の前後」

講師 篠原一男 ( 篠原アトリエ主宰 )

連 絡 先 川 島 織 物/ T E  L03- 506- 0803 

・大阪 ・南御堂会館

1989年 1 月20 日ωPM6:00 

「心を育てる建築」

講師 内井昭蔵( 内井ut U 歳建築設計事務所代表 )

「みんなで造る こと・ひ とりで自IJ ること j

「プロのノウハウ J r建築技術選書」

経 過 報 告

出版委員会活動 レポー卜 ー

〈編集進行中のもの〉

東コ ンクリート工事の現場学〈プロのノウハウ) ( 加賀秀治箸)

初校校正中、今革手 4 月発行予定。

※ 主主築と緑〈特装版> ( i ftU 光夫者 )

今イ手 3 月発行予定。

※ 場所打ち杭の設計と施工〈特装版 ) ( 阪口 理著 )

年内初校ア y プ。今森 5 月発行予定。

Ｊ デザイナーが学」オ ｩ Ｇｬｦ造計画 く 特装版 ＩＨｩｦ ｬｾ 好高者 Ｉ

1988年末脱稿 、今春 5 月発行予定。

88 建 築 と 社 会/ 1989年 1 月号

ニ色の浜パークタウン全体術想図

いに閥55cmのグリーンゾーンをつくり、低木を他

栽。さ らにその内! l I I J に高さ 1. 8 m以下の中木を航

え、 2 段階の生垣とする 。玄関付近には、好みの

高さ 3 m位 j支の高木を梢え、その家のンンポルツ

リーとする 。

講師 近必正一( アール ・アイ ・エ一社長 )

連 給 先 川 島 織 物/ T  E  L06- 347 - 0469 

・名古屋 ・愛知県中小企業センター ( 予定 )

1989年 2 月 3 日幽PM6:00

「未来 O'J 都市に住むこと 」

市ｉＧｩ ｾｩｬｪ 伊東12雄( 伊東12雄建築設計事務所代表 )

「来工大百年記念館の前後」

講師 篠原一男 ( 篠原アトリエ主宰 )

連 絡 先 川 島 織 物/ T E  L052 - 221- 1311 

・仙台 ・li 世災復興会館

1989年 2 月 24 日幽PM6:00 

「都市性と不死性」

高松仰 ( 高松f i I i 建築設計事務所代表 )

「環境のテ' ザイン」

1山田満( 名古屋工業大学教授 )

i坐絡先 川島織物/ T E  L 022- 235- 5341  

※ いずれも入場無料、申込み定員制。

- 室内空気汚染と侠気( 柏崎正也著)

未回答。

京建設工事発注者1; 1何を為すべきか ( 山本達哉著 ) (執筆断念〉

盟インテ リア コーディネートの 100ポイノ ト( 町田 7 方デミー著)

1988年末脱稿に再設定し、野1) いただ( ，現在約i一住度まで進行中 a

・蝶写真の撮 1) 方(平井霊+ 河東義之+ 後藤久太郎+ 繭洋僻)

未回答。

・日常災害 ( 水' Iff 弘之若 )

時間をかけて、お考えいただく ( まとめ方が難しい )。

・鉄筋工事の現場学 ( 高僑久雄+ 佐藤一男寺町一)

未回答。

・建物躯体の健康診断 ( 須i ' H子高著 )

諸事情により本テー? のまとめをみあわせる 。

場所柄、塩分に強い樹被として、生垣用には、

サザンカ、サンゴジュなど 12fo]"im、ンンボルツリ

ーにはオリ ープ、オオン 7 ザ クラなど21種類を推

lJ:!tしている 。

シ ン ポ ジ ウ ム

「コンペンション施設」

テーマ 都市活性化のためのコンペンション施設

設計から運営まで

と き 1989年 1 月23 日(1Il AM9:  30- PM 5:  00 

ところ 大阪商工会議所同際会議ホール 7 階

参加 賀 25，000円

申 込 み 大 阪 コ ン ベ ン シ ョ ン ビュー ロー (OC8)

干540 大阪市東区内本町紙諮町58ー 7 大

阪商工会議所内

T  E  L06- 944- 6484 

F AX06- 944- 6486 

参加希望者は、上記へ。

※ なお大阪のコンペンン ヨン施設見学ツアーも予

定している 。( 見t学先 ・7 イドームおおさか他)

※fJ ' c基礎の設計 ( 八尾: n 太郎著 )

執筆をー 11寺中断。

・構造図爾の描き方とチェ ックリスト

( 川村佳 UIJ 著)

未回答。

※ 雨仕舞 のトラブル50 ( 約l谷栄一若 )

全体の60% 出来、鋭意努力 。

※ 建築照明の設計と笑際 01之 宮 仰 者 )

本年半々執筆計画を立て、実行に努力 。

※ 和 J! f t l . 建築を美しくつくる方法 ( 二村手[ J 幸著 )

改品ｩＧ Ｂｪ 中 。 発行形態結論保留 。 勾 Ｎｊｾｉ 入品川に努力 。

※ ー 去年 9 月より以降に進展のあ ったもの。
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設計事務所有志
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A . R . I 建 築 事 務 所

代表取締役所長 亀 井 晃 治

本社事務所大阪市南区谷町7丁目 3番4-203号 新谷町第3ピル2F T E L(06)  768・ 1771(代)

テレファ ックス (06)768- 1406

ア ト リ エ 東 大 阪 市 上 石 切 阿 2 丁 目 1 4  - 3  5  T E L  (0743)  73- 6137  

宮 株式会社アーバンライフ建築事務所

代表取締役 小
ご7J

J 口 イ愛 平

大阪市北区梅田 1 丁目 3 番 1 - 5 0 0 号 電 話 大 阪 06 (341) 2  4  5  1  - 5 番

東 京 都 港 区 六 本 木 3 丁 目 3 番 29号 電 話 東 京 03 (582)  2  4  5  1  - 5 番

株式会社伊東建築設計事務所

代表取締役
竹原 永 一 郎

干 556 大阪市浪速区幸町 2 丁目 2 番20号 (清光 ピル) 電話 ( 562) 4343- 5

株式会社伊藤建築設計事務所

代表取締役社長 鋤 納
申 J ム

J じ身、 f 口

本 社 名 古 屋 市 中 区 錦 3 丁目 3 - 6 ( 日経錦別館) 電話 (052) 951- 11川内

東京事務所 東京都千代任l区神田 美土代町5(第2日成ピル) 電話 (03) 294- 6061刊

H  株式会社石本建築事務所

会 長 長

代 表 取 締 役 社 長 古

阪 支 所 長 山

庄司

内

一

男

八

誠

恒

里子

本 社 〒 102 束 点 百fl 千 代 l日区 九 段 南 4 - 6  - 12 電 話03 (262)  7  1  6  1  

大 |仮 支 所 干 542 大 阪 市 南 区 島 之 内 1 - 20ー 19 ( 仁l 水 ピ J レ) 電 話06 (251)  7 5 0 7代

支 所 札 帆 ・ 名 古屋 ・ 九 州 出 張 所 仙 台 ・ 横 浜
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の 諮 泉 沢 建 築 設 計 事 務 所

代表取締役 泉 沢
幸斤

Eコ
史

〒530 大 阪 市 北 区 神 山 町 14 番 3 号( 木津信ビル) T E L (06)  364- 9071附

URABESEKKE I  

浦 辺 設 計
株式会社

U R BA N  DE S I GN &  ARCHI T E CT URE  F OR  BEAUTI F UL  E N VIRON ME NT  

代 表 取 締 役 松 村 慶

大 阪 市 北 区 梅 田 1 丁 目 12 番 39 号 ・ 新 阪急 ピ ル 干 530 電 話 06 (341)  1  7  2  7  

東 京 事 務 所 電 話 03(263) 9  7  5  8  岡 山 事 務 所 言舌 0862 (33)  6  0  1  0  

株式会社 小

取 締 役 会 長

取 締 役 社 長 橋

西

西

本

九

又

岬

ニコ

n
H

計

正 章

本 社 大 阪 市 西 区 立 売 堀 1 丁 目 12 番 16 号 電 話 (532) 4051代表

大阪事務所 大阪市西区阿波座1丁目 15番 15号( 第一協業 ピル) 電話 (532) 4051代表

東京事務所 東京都千代田区神田鍛冶町 3 - 3  (大木 ピル内) 電話 (256) 9301代表

広島事務所 広 島 市 中 区 小 町 3 番 3 号 (原 因 ピ ル) 電話 (246) 0  1  4  4  

@  
株 式 会 社 昭 手口

Z 凡

百又 計

代 表 取 締 役 社 長 岡 本 行 善

代 表 取 締 役 副 社 長 林 唯 夫

本 社 事 務 所 大阪市西区新町 1 丁目 5 番 7 号 四ツ橋 ピル T E L 代 表 532- 3421

神 戸 事 務 所 神戸市中央区八幡通4丁目 2番17号 郵船航空ピル T  E  L 078- 251 ー 0651

東 京 事 務 所 東京都港区赤坂3丁目 12番5号赤坂田町 ピル T  E  L  03- 583一 2086

建築 ・都 市 ・上下水道

調 査 計 画 ・設 計 監 理

警霊AJ A  A 総 合 設 計

代表取締役社長 浅 井 潤

大 阪 市 南 区 東 清 水 町66C朝 日 プ ラ ザ 心 斎 橋 東 ピ ル 2 F ) 〒542 T  E  L  06C245 ) 7300C代 )

図

株 式 会 社 創

代表取締役

美 設 雷十

中 原 英 雄

大阪市北区末広町3番21号 新星和扇町ピル6階 T E L 大阪 (06) 312- 3587代表
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株 式 会 社 大 建 =E又ｾ＠
言十

取 締 役 社 長
ニ士二

田 周仁ヨ

大阪市西区江戸堀1- 1 2 - 8 安田生命大阪ピル 電話 06- 441- 935H問

東 京 ・ 横 浜 ・ 名 古 屋 ・ 京 都 福 岡 ・ 札 幌

句9
株式会社

東 海 設 計

代表取締役社長 坂 ，由u，'、 勝

本 社 名 古 屋 市 中 区 栄3丁目 7番 1号( 伊努町ビル) 〒460 T EL 052- 261 - 2651 ( 代表)

東京事務所 東京都中央区京橋 1丁目 14番4号( 東信ビル) 〒 104 T Eし 03・561- 0815 ( 代表)

東西建築サービス株式会社

取締役社長 山 口
ム

口
幸

本 社 〒541 大 阪 市 東 区 横 堀 2 丁 目 48 番 地 電 話 06-202-3626刊

支 社 〒103 東京都中央区日本橋馬喰町 2 丁目 l 番 1 号 電 話 03-663- 1765 f内

( 住友銀行浅草稿ピル4階)

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所

取 締 役 会 長 東 畑 謙 一

取 締 役 社 長 市 川 宏

実阪事務葉 大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 丁 目 1 9 電話 (06) 202- 0391 

東京事務所 東京都千代田区永田町2丁目4番3号( 永田町ピル) 電話 (03) 581- 1251 

名古屋事務所 名古屋市中村区名駅3丁目 25番9号( 堀内ピル) 電話 (052) 571-8471 

九 州 事 務 所 北 九 州 市 小 倉 北 区 魚 町 1 丁目 4 番21 号 電 話 (093) 541-6531 

(清和 ピル)

22 長田建築事務所

長 田 正 雄

干542 大 阪 市 南 区 上 汐2丁目 4- 12 ケーエスピル T E L (06)  768- 6121  

F A X  (06)  768- 1002  

株式会社日建設計

取 締 役 社 長 薬 袋 公 明

〒541 大阪市東区高跨橋5丁目 21番地1

電話 o6- 2 0 3  - 2 3 6 1  (大代表)
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日 積 工 務 株 式 会 社

代表取締役 生 島 道 春

本 社 〒540 大阪 市東 区谷 町 3 丁目 39番地 (M G大手前 ピル) T  E  L  (06)  944- 2155代表

東 京 支 所 〒110 東京都台 東区東上野3丁目 16番5号(サノク ・ユー ピル) T  E  L  (03)  836- 1211代表

本 社 分 室 〒542 大 阪 市 南 区 鰻 谷 中 之 町 62 番 地 (市川 ピル) T  E  L  (06)  245- 1685代表

側京都日 績 干602 車郎市上京区今出川通室町東入今出川町333番地(第2高崎ピル) T E L (015)441- 5  6  9  0  

、新
25林 設 計 事 務 所

代表 取 締 役 林 茂

大 阪 事 務 所 干531 大 阪 市 大 淀 区 長 柄 中 3 丁目 1 番 8 号 電話 (06) 351- 6831 

和歌山事務所 干646 和 歌山県田辺市稲成田T東皆代 231番地の 6 電話 (0739) 22- 8227 

有限会社婆佐羅建築工房

代表取 締役 村 中 夫
喜

一
吋

干532 大 阪市 淀 川 区 西 中 島3丁目19番 15号 (第3三 ツ矢ピル 3 F) TEL  06 (305)  5378 

う民

株式会社安井建築設計事務所

取締役社長 佐 野 正

本 社 大 阪 市 東 区 島 町 2 丁目 7 番 地 電話 06(943) 1371 ( 大 代 )

支 社 札 幌 ・ 東 京 ・名 古屋 ・大 阪 ・神 戸 ・広 島 ・福 岡

剛
株式会社横河建築設計事務所

代 表 取 締 役 社 長

取 締 役 所 長

小 池

河 村

正 雄

栄 蔵

本 社 東 京 都 目 黒 区 下 目 黒 1 ー 2 - 18 T  E  L  (03)  492ー 7441

大 阪 事 務 所 大阪市東区繍堀3- 41 (本町ハイエストピ ル) T  E  L  (06)  202- 4509 
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新 年 の 御 挨 拶

1989 

建 設 業 者 有 志

。。 株式会社
あ め り か 屋

取締役会長 前 野 慶 太 郎

〒530 大 阪 市 北 区 中 之 島 四 丁 目 3 番 25号 電 話 (06) 444 - 1  5  0  1  

(l) 
株

会

式

社
新

アタラ シ

工 務 所

取締役社長
手庁 昭

本 庖 ・大阪市北区曽根崎新地 2 丁目 6 番11号 電 話 代表 大 阪 (347) 0110番

支 庖 ・東京都千代田区猿楽町 2丁目 1番 1 4 号 電 話 代 表 東 京 (291) 3741 番

支 l古 ・名古屋市東区泉 1丁目 17番3号( オレンジタウン) 電話 名古屋 (962)  3981 番

d了、

環ｾ

株 式

会 社 浅 沼 組

取締役社長 j斐 r百 茂 夫

本社・ 大阪本 j苫 大 阪 市 天 王 寺 区 東 高 津 町 12番 6 号 電 話 06 (768) 5222

東 京 本 庖 東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 5 番 地 電 話 03(357) 0201

名 古 屋 支 庖 名 古 屋 市 中 村 区 名 駅 南 三 丁 目 3番41号 電 話052 (571) 5571

支 庖 札 幌 ・仙 台 ・横 浜 ・広 島 ・福 岡

<$> 
安藤建設株式会社大阪支応

取 締 役 守年

支 庖 長 日

大 阪 市 福 島 区 福 島 6 丁目 3 番 2 1 号 電話 代 表 06 (453)  2  1  9  0  

本 社 ・ 東 京 都 港区芝浦三丁目 12番 8号 電 話 大 代 表 03 (457)  0  1  1  1  

支 庖 ・名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 静 岡 ・ 九 州 ・ 広 島 ・ 横 浜 ・ 札 幌

営 業所 ・千葉・横 浜・水戸 ・盛岡・新潟・神戸 ・京都・沼津 ・札幌 ・字都宮 ・北九州・熊本

貴 久 雄

⑧ 大え木建設株式会私

取締役社長 大 之 木 一 雄

本 社 呉 市 中 央 3 丁 目 12 番 4 号 電 話 0823(21)  1511番

支 社 広 島 市 中 区 本 川 町 3 丁 目 l 番 5 号 電 話 082(231) 5244番

支 庖 東 京 都 港 区 麻 布 台 2 丁目 2番12号 三食 ピル 4 F 電話 03 (585)  3655番

福 岡 市 城 南 区 神 松 寺 2 丁 目 13 番 24 号 電 話 092(863)  7171番
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@  

株 式

会 社 大 林 組

取締役社長
大 林 芳 良R

東京本社 ・東京都千代田区神田司町2丁目 3番地 電 話 03 (292)  1111番

本 庖 ・大 阪 市 東 区 京 橋 3 丁目 3 7 番 地 電 話 06 (946)  4578番

支 庖 ・札 幌 ・東北 ・横 浜 ・北陸・名古屋 ・神 戸 ・広島 ・四国 ・九州、|

取 締役社長

制 組，、株 式 会 社 奥

奥 夫

本 社 大阪市阿倍野区松崎町 2 の 2 の 2 電 話 大 阪 (06) 621一1101 (大代表)

東京本社 東 京 都 港 区 元 赤 坂 1 の 3 の 10 電 話 東 京 (03) 404- 8111 (大代表)

支 社 東 京 ・大 阪

支 庖 札幌 ・仙台 ・浦和 ・償浜・千葉・新潟・名古屋・神戸・広島・高松 ・北九州 ・福岡

副
鹿 島 建 設 株 式 会 社

代 表 取 締 役 社 長 鹿

取締役大阪支庖長 j章

島

垣

万

口

万

口

円

U

H

H

門

U

H

H
夫

本 社 東 京 都 港 区 元 赤 坂 l 一 2 一 7 電話 03 (404)  3311 (大代)

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 阿 波 座 1 - 3  - 1 5 電話 06 (536)  3311 (大代)

告
海 原 建 設 株 式 会 社

代表取締役 海 原

τ ま' "

' = '  

. E  

〒 530 大阪市北区梅田 1丁目 2番2 - 300号( 大阪駅前第 2ピル 3F ) 電話06 (346) 1900番

⑨

 

株式合社柄谷ヱ務右

取締役社長 柄 谷 順 良B

本 社 尼 崎 市 玄 番 南 之町 4 番 地 電 話 大 阪 06 (415)  2  8  0  0  (代)

営 業 所 大 阪 ・西 宮 ・神 戸 ・ 高 砂 ・豊 田 ・三 田 ・川 西

今
共立建設株式会社大阪支脂

取締役支届長 加 藤 毅 夫

支 庖 大 阪 市 東 区 内 本 町 2 丁目 45番 地 T E  L  06- 942- 2491 (代表)

F A X  06- 946- 0292 

本 社 東 京 都 渋 谷 区 道 玄 坂 1 丁目 16番 10号 T E  L  03- 461- 6141  (代表)
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設建畿会 社 近

今日を鍛え、

式株

① 
市

3舌 06 (448)  5601代:

電 話 03 (578) 9123代

3舌 078 (392) 5191イセ

吉舌 0775 (52) 1361イそ

健

大 阪 市 西 区 江 之 子 島 1 丁 目 2 番 2 号

東京都港区芝大 ＱＢｾＲ Ｍ Ｖ ＭＴ 芝 大門笹里子ピル

神 戸 市 中 央 区 加 納 町 3 丁 目 1 ー 25

滋 賀 県 栗 太 郡 栗 東 町 岡 1 9  3 の 1

北 大 阪 南 大 阪 ・ 縦 波

山奇
-

1

 

・
2

・'

'

取締役社長

本 社

東京 支社

神 戸 支社

滋 賀 支 社

営 業 所

組大阪支底谷株式会社熊⑨ 

郎

之

太

孝

クミ

I::J 

池

じ

b

n

-

¥

ム

同

ハ

/

‘

長社役締取

電 話03 (260) 2111番( 大代表)

電 話06 ( 352) 1151番 (大代表)

常務取締役大阪支庖長

東 京 都 新 宿 区 津 久 戸 町 2 番 l

大 阪 市 都 島 区 片 町 2 丁目 10番 5 号

本 社

大阪支底

コーゴコ建設椋武書在ｾ＠
電話 (06) 308- 1551大代表

電話 (03)  564- 5711代表

電話 (078) 221- 6293代表

精

大 阪 市 淀 川 区 十 三 本 町 2 丁 目 4 番 28 号

東京都中央区京橋 3 丁目 13番10号( 中島 ゴールドピル)

神 戸 市 中 央 区 磯 上 通 5 丁 目 l 番 24 号

原
代表取締役

設建戚公。
治

合 075一341- 0501

含 06- 375- 1121

f t 052- 471- 1223 

l

 

l

 

'

E

，
，

，

 

〒600 京 都 市 下 京 区 五 条 通 西 洞 院 西 入

干 531 大 阪 市 北 区 豊 崎 2 丁目 4 番 3 号

干 453 名 古 屋 市 中 村 区 若 宮 町 3 丁 目48

京高
代表取締役社長

本 社

大 阪 支 唐

名 古 屋 営 業 所

組池鴻社抹 式 会

--
季

大阪市東区北久宝寺町 4 - 27 電話大阪 (244) 3500 ( ダイ ヤルイ ン受付台)

東京都千代田区神田駿河台2-3-11 電話東京 (296) 7700 ( ダイ ヤルイ ン受付台)

神戸 ・京都. ｦ ｾ 討兵 ・ 名古屋・北陸 ・ 広島 ・四 国 ・山陰・福岡 ・ 南九州・仙台・北海道

池j鳴代表取締役社長

本 社

大阪本庖

東京本庄

支 庖

組岡。金株式会社

⑩ 

隆手リ問。金
代表取締役

T E L 大阪06(779) 7731的

椅玉0492 (87)  0301 

〒543 大阪市天王寺区四天王寺 l 了日 14番29号
社本

干350-02 埼玉県入間郡鶴ヶ島町脚折町 1丁目 40- 12
関 東 支庖
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@  
佐 藤 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 佐 藤 嘉 剛 常 務 取 締 役 大 阪 支 府 長 梅 木 正 一

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 本 町4- 12 - 20 電 話 東 京 (661) 1231 (大代)

大阪支庖 〒541 大阪市東区北浜1丁目 25番 地 電 話 大 阪 (203)7221 (代表)

回 オ円建設株式含社

代表取締役 才 門 正 男

本社大阪府岸和田市下野 町 Ｓ 丁目 ＱＰ 番 ＲＵ 号 ｾ ＵＹＶ

宮 (0724) 38- 2121附 F A X (0724)  23- 3681 

支 庖 東 京 ・神 戸 営 業所 大 阪 ・堺 ・ 和 歌 山

2  

ふれあいとつくる心を大切にする

山 陽 工 業 株 式 会 社

取締役社長 イ表 茂

本 社 ⑤730 広島市中区十日市町1丁目1番9号相生通り鷹匠ビル4F 電話 (082)232-6471 

東京支庖⑤167 東 京 都 杉 並 区 清 水 1 丁 目 29 番 3 号 電 話 (03) 396-1253 

@  

SHmz  

清 水 建 設 株 式 会 社

本土
里子

刀

ロ

h

什ロ

日
ハ

什
艮

蔵

哉

長

本 社

大 阪 支 庖

支 庖

取 締 役

大 阪 支 庖 長

東 京 都 中 央 区 京 橋 2 - 16 - 1  電 話03 (535)  4111 

大 阪 市 東 区 本 町 4 - 15  - 1 電 話06 (263)  2811 

名 古 屋 ・広島・ 高 松 ・福 岡 ・金 沢 ・仙台 ・札 幌 ・横 浜 ・千葉

橘

画圏

積 水

左』

之主株ウ 式 宇土ス
ノ、

代表取締役社 長 田 鍋 健

本 社 〒530 大阪 市北区中之.勾6丁1=12番27号( rl ' 之J勾センタ ーヒツレ)

東京支社 〒160 束京都新宿区西新宿 1丁目 10番l 号( 安 111'1:命i:ii 2ヒツレ)

fi 06(446l 31 11 

fi 03(342l 7221  

大 地 へ の 愛 人 間 へ の 愛

銭

社 長 銭

古

同

高

Ｎｦ ｾｏ＠ 本 社 大 阪 rli 西医何本田T 2  r日2 番 11 号

ｾｄ＠ 大阪 (06) 531- 6431 

月ヨ:::L. 東 京 本 社 * J;r  f，f l 千代 ITI 区 一 番 町 31番 地

主主 点J; f( 03) 265- 4611 

支社 ・支底 大阪 ・ilu;r . 札帆 ・仙台 ・北 関 東 千 葉

口 断兵 ・北陸 ・名六回 ・広島・阿国 ・福岡
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@  え嘉戸エ業株式舎社

専務取締役大阪支庖長
泉 資 一 郎

本 社 東 京 都 江 東 区 亀 戸 1 丁 目 38番 6 号 電話 03 (685)  2111 

支 庖 大 阪 市 北 区 茶 屋 町 6 番 23号 松 柏 ピ ル 電 話 06 (372)  3671 

se 大日本土木株式会社

専務取締役

大阪支庖長
牧 野 イ呆

大阪支庖 〒530 大阪市北区堂島二丁目2番2号近鉄堂島ピル 電話 06 (341)  5931 

東京本社 〒162 東京都 新宿 区市 ヶ谷田 町 2 丁目 35番地 電話 03 (268)  5511 

@  雲霊竹 中工 務 応

取締役社長 竹 中 統

〒541 大 阪 市 東 区 本 町 4 丁目 2 7  電 話 大 阪 (252) 1201番( 大代表)

⑧ 
鉄ええ吉丈林久会私大阪支庖

専務取締役支庖長 谷 内 与

干541 大阪市東区瓦町4丁目 56番地 (瓦町 K . T ピル) 電話 (201) 1881 (代表)

本社 ・東京都千代田区三崎町二丁目五番三号 電話 東京 (262) 3411 (代表)

⑤ 

ｅ ・ｅ ・ｾ

田 建 設 株 式 左z h=z 社戸

代表取締役社長
戸 田 守

取 締 f受

西 )  11 秀大 阪 支 庖 長

本 社 東 京 都 中 央 区 京 橋 1 丁目 7 番 1 号 T E L東京03 (562)  6111 

大阪支庖 大 阪 市 西 区 西 本 町 1 丁目 13番 47号 T E L大阪06(531) 6095 

支 庖 東京 ・関東 ・横浜・名古屋 ・札幌 ・東北 ・北陸 ・広島 ・四国 ・九州l

⑪ 
東 淀 興 業 株 式 含 枇 大 阪 支 窓

常務取締役支庖長

富示日

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座 7 - 13 - 10 電 話 東 京 (545) 5  1  1  1  

大 阪 支 庖 大 阪市北区堂島浜2-2-8 東 洋 紡 ピ ル 電 話 大 阪 (348) 5  6  0  2  

支 庖 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・ 福 岡 ・ 横 浜 ・ 広 島
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東 洋 土 建 株 式 会 社⑨ 

暢

電話06(692) 1331- 5代表

電話03(586) 0751 代表

部

〒546 大阪 市 来住吉区東田辺 2 丁目 3番 2号

〒106 東京都港区六本木2丁目 3番9号亀甲ピル

横 浜 ・名古屋

阿取締役社長

本 社

東京支庖

営 業 所

建 設 株 式 会 祖 大 阪支庖漉

e  
昭 一 郎

大 阪 市 東 区 島 町 2 - 28 - 1  〒540 T  E  L  0  6  ( 9  4  2 )  2  4  8  1  

本社/ 東京都千代田区三番町 2 〒 102 T  E  L  0  3  ( 2  6  3 )  3  1  5  1  

支庖 / 札幌・仙台・東京 ・横浜 ・名古屋 ・北陸 ・大阪・広島・四国・福岡

原石専 務 取 締 役 支庖長

杜設 株 式 会j直建間⑨ 
義

本 社 大 阪 市 浪 速 区 難 波 中 3 丁目 5 番 19 号 電 話 06(644) 7808番

東京支庖 東京都千代田区神田須田町1丁目 5(新須田町ピル) 電話 03 (251) 8431番

岸和田支庖 ・和歌山支庖 営業所 堺 ・泉佐野・橋本・神戸 ・枚方 ・京都南

1

 

1

 

1

1

J

 

松取 締 役社 長

; ; J "L 

E又建松西
明日をささえる

@  

平

甚

田

尾

柴

j頼

代 表 取 締 役 社 長

取 締 役 関 西 支庖長

電 話 03 (502)  0211 

電 話 06 (942) 1131

貞

東京都港区虎ノ門 1 - 20- 10 

大 阪 市 東 区 釣 鐘 町 2 - 41  

社

西 支 庖

本

関

興自械 式 吉 社
@  

秋

友

俊

俊

本

本

平

平

取 締 役会 長

取 締 役 社 長

電話 (082) 244- 2  1 1 1 番
広島市中区国泰寺町1丁目 8番4号社本

日本建設株式会社③ 
血1

大 阪 市 東 区 備 後 町 2 丁 目 58 番 地 T E L(06) 226- 0 6  3  0刊

東 京 都 文 京 区 小 石 川 2 丁目 6 番 22号 T E L(03) 818 - 6 0 8 1(内

東 京 ・大 阪 ・名古屋 ・福 岡 ・札 幌 ・仙 台 ・広 島

山

主

回

ハ

エふ

1

長本土

本 社

東京本社

支 庖
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野 村 建 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 野 村 文 英

本 社 大 阪 市 東 区 高 麗 橋 2 丁目 9 番 地 電話 (202) 4  7  9  1 代表

東 京 本 部 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町 2 丁目 1 番 1 号 電 話 (241) 4  1  7  1 代表

E唾 長谷工コーポレーション

代表取締役社長
合 田 耕 平

本 社 東 京 都 港 区 芝 2 - 3 2 - 1 電話 03 (456)  5451 (大代表)

ー惨

先 端 技 術 と 建 設 を む す ぷ フ ジ ヲ 工 業

大 阪 支 底 大 阪 市北区堂島 2 丁目 1 番16号 電 話 06 (348) 4510

② 不二建設株式会社

取締役社長 山 口 慎 一 郎

大 阪 本 社 大 阪 市 西 区 西 本 田T 1丁目 l 番 9号 干550 電話 0 6 - 5 4 1 - 5 5 3 4 代表

F A X  0  6  - 5  4  3  - 0  2  2  9  

東京本社 東京都新宿区西新宿 4丁目 5番 2 号 〒160 電話 o3ー 3 7 7 - 5 1 7 1 代表

F A X  0  3  - 3  7  4  - 2  2  1  7  

支 底 ・出 張 所 札 帆 ・ 名 古 屋 ・福 岡 ・ロスア ンゼルス ・仙台 ・静 岡 ・大 垣 ・京 都 ・広 畑 ・広 島

④ 不動建設株式会社

取締役社長
庄 勝里子

大 阪 本 社 大 阪 市 東 区 平 野 町 5 丁目 30番 地 電 話 0 6 ( 2 0 1 )  1 1 2 1 番

東京本社東京都台東区台東 1丁目 2番 1号 電 話 0 3 ( 8 3 1 ) 9 1 1 1 番

支 庖 北 海 道 ・東北・千葉・機浜・ 名 古 屋 ・神 戸 ・ 広 島 ・ 四 国 ・ 南 四 国 ・ 九 州 ・ 北 九 州

ψ  

F UJ Ii I  

株式会社
藤 木 工 務 E

取締役社長 藤 木 銭

本 社 干540 大阪市東区両替町ト13 f t  06-944-1468代 本支底 大阪・東京・窟敷・ 四国 ・京都・福岡

東京本社 干160 東京都新宿区三栄町23-4 f t  03・357-1庇泊代 営業所 埼玉・多摩・償浜・静岡・名古屋 字，古泉南神戸・岡山広島徳島新居浜長崎商九州
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得

地域社会に貢献する

総 合 建 設

雲霊前 回 象且

取締役社長 前 回 覚

大 阪 府 寝 屋 川 市 大 成 町 1 - 1  T  E  L  (0720)  2  4  - 1  1  1  1  

(E) 
貧困遺叡工集積式会社大鷹安定

常務取締役支庖長
川 西 光 治

支 庖 大阪市都島区東野田町 2 丁目4 番20号 電 話 大 阪 (353) 7  8  9  1  (代表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区富士見 2 丁目10番26号 電 話 東京 (265) 5  5  5  1  (代表)

。 株 式 会 社

松 村 組

取締役会長 不公 ホナ 雄

取締役社長 松 ホナ 雄 三仁丘コ

本 社・大阪市北 区天満 2 丁 目 1 番 33号 電話 大代表 大阪 (353) 1131 

支 庖 ・東 京 ・名 古 屋 ・札 幌 ・仙 台 ・広 島 ・福 岡

• 
株 式 会 社 道 田 工 務 応

代表取締役社長
道 田 泰 平

本 社 ・兵 庫 県川 西 市中央 町 18番21号 電 話 0727 (57)  9  7  7  7 番

大 阪 支 庖 ・大 阪市 東 区 平 野町3丁目 22番1 電 話 06 (203)  6  8  6  8 番

⑥ 

三 井 建 設 畿 大 阪 支 唐

常務取締役大阪支底長 高 尾 清 次

大阪支庖 大阪市東区本町 5 - 15- 2  (本町三井ピル) T  E  L  06- 243- 341 1  

本 庄 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 - 10 - 1  T  E  L  03- 864- 3456 

調

海と陸の明日を拓く技術のムラズミ

村角建設株式会役

取締役社長 ま み J雲氏、全

100 控 築 と 社 会/ 目 的 年 l 月号



村本建設株式会社

代表取締役
村 本 豊 嗣

奈良本庄奈良県北葛城郡広陵町安部 5 4 7 番 地 電 話 0745 (55)  1  1  5  1  (代表)

大阪本社大阪市天王寺区四天王寺一丁目 5番43号 電 話 06(774)  2  1  1  1  (代表)

東 京 本 社 東 京 都 千 代 田 区 二 番 町 3 番 4 電話 03 (238)  2  1  5  1  ( 代表)

支 庖札幌・東北・償浜・名古屋・三重・京都・神戸・和歌山・中国・九州他

⑮ 
望 月 建 設 株 式

ｾ＠
社ｾ＠

代表取締 役社長 亡三月E  
月 太 良E

本 社 大阪市北区中 崎 西 2 丁目 3 番 12号 電 話 大 阪 (375) 2345(代表)

。
株式会社

森 組

取締役社長 3オi')くド 幸 彦

社

庖

所業

本

支

営

大 阪市東区横堀 2 丁 目 1 4 番 地 電 話 2 0 1 - 2 7 6 1 (代)

東 京 ・ 名 古 屋 ・ 奈 良 ・ 神 戸 ・ 九州、|

仙台 ・茨 城 ・横 浜 ・新 潟 ・甲府 ・滋賀 ・京都 ・和歌 山 ・紀泉 ・

西 宮 ・広 島 ・高松 ・松 山 ・徳 島 ・熊本

総 合 建 設 業

株式会社安井杢工務庖

代表取 締役 安 井 洋 太 郎

本 社 〒617 京都府向 日市上植 野町御熔 道42

T E L  (075)933- 0012(内 F A X (075)  933- 4931 
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新 年 の 御 挨 拶

1989 

団体・建材・設備工事・報道有志

図
財団法人大阪建築防災センター

理 事 長 小 西
悶

甲

小

川

凶

〒540 大阪市東区常盤町 1丁目 39(大阪フコク生命ピル 5階) 電話 06 (943)  7253 

社団法人日本建築協会京都支部

支 部 長
井 手 正 己

〒604 京都市中京区押小路通柳馬場東入建設会館別館 電話075(211)  2857・2877

…

1

到

「一ーもっとも信頼されL 読 ま れ て い る 情 報 紙 一 「

株 式

会社 建

= ル

員又 日 報 社

孟玄

代 表 取 締 役 社主 重 村 登 龍

本 社 ｾ ＵＵＰ 大阪市西区靭本町 Ｒ Ｍ Ｕ Ｍ Ｒ T E L  06(444)2405 -9  

別館 ｾＵＵＰ 大阪市西区江之 子島 ＱＭＶＭＲ TEL 06(444)6431 -4 

大阪で唯一の

株 式 口

会 社 日 刊 建 設 新 聞 社

代表取締役社長 中 山 敏 夫

大阪本社 干541 大阪市東区高麗橋1丁目 25( 高麗橋ピル) 電話 202- 6861 ( 代表)

FAX 202- 8651 

社 長 室 〒541 大阪市東区高麗橋1丁目 25(高麗橋ピル) 電話 229-0341 ・0346

分 室 〒541 大阪市東区高麗橋詰町26(ユニ高麗橋) 電話 941-6847(代表)

⑮ 
額日刊建設通信新聞社関西支社

常務取締役関西支社長 向 後 定 男

大阪市西区京町堀 1- 6 - 2 3 エハ ラピル 電話 (444) 4  4  5  1代表

本 社 ・東 京 都 港 区 西 新 橋 2 - 1 1 - 4 電話 (502) 8  5  8  1代表
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⑧ 膏葉印刷稜式会粒

代表取締役社長 依 藤 孝 蔵

干534 大 阪 市 都島区 中野町2丁目 10番11号 T E L (06)351- 5428附)

F A X(06)351- 5299 

毎診

株 式 会 社 梅
彦

取締役社長 松 永 嘉 一 郎

営 業 所 大 阪市北区中崎西 2丁目 1番 3号 電 話 06 (312)  6  1  7  1代

茨 木 工 場 茨 木 市 豊 川 3 丁 目 1 番 6 号 電話0726 (43)  5  1  8  5代

区圃圃唱

圃F・・・・・・・・

建 築 用 板 硝 子 販 売 施 工

キムラ硝子建材株式会社

代表取 締役 木 村 雅 秀

〒 540 大阪市東区内平野町 2 丁目 28番 地 電 話 06(941) 4  1  8  U内

n、

・.
ヲリヤマ株式会社

代表取締役社長 栗 山 芳 雄

本 社 大 阪 市 淀 川 区 西 中 島1丁目 12番4号〒532 TEL.  06ー305一1812大代表

TELEX.  523-3908 

東 京 支 庖 東 京 都 渋 谷 区 南 平 台 町15番 13号〒 150 TEL.  03 - 463 - 1841代表

x  

写真製版

株式会社コスモカラー

代表 取締役 長 崎 和
士
一
ゆ

干543 大阪市天王寺区空堀町14番 1号 福保 ヒツレ 2 F

T E L  (06)763- 4358- 9 F AX  (06) 768- 1437 

モ5> 院 号 。 包 ン 板 間

神戸不燃板工業株式会社

干673-05 兵庫県三木市志染町三津田 T EL  (07948) 7  - 312H伺
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⑧ 

経験を基礎に新時代の ニー ズに応える

三 精 輸 送 機 株 式 会 社

代表取締役 太 田 昭 比 古

本 社 : 大阪府吹田市江坂町1丁目13- 18 〒564 f t  06 (385)  5621 (内

東 京 支 庖 : 東 京 都 渋 谷 区 千 駄 ヶ谷 5 の29 - 11 f t  03 (356)  5651 

福知山工場 : 福 知 山 市 長 田 野 町 2 丁目 45 番 地 f t 0773 (27)  1211 

出 張 所 : 札 幌 ・ 青 森 ・秋 田 ・仙 台 ・名古屋 ・金 沢 ・広 島 ・福 岡 ・ 沖 縄

ザ システム工業株式会社

代表取締役社長 宮 本

l

f

l

 

==

nF 

五
口

本社 ・工場 ・研究室 干759-01 字部市大字善和字大旦187-2 省エ ネ事業 部 0836-62-11 0初旬

TEL0836-62-110附 FAX62-110僻 ) 販 売 部 0836-62-116刷

出 張 所 東 京 ・ 大 阪 メカトロ事業部 0836-62-110鮒。

⑨ 塩 田 工 業 株 式 会 社

取締役社長 塩 田 勝 宏

本 社 干734 広 島 市 街 区 東 雲 2 - 14  - 6  T  E  L  (082)281-9161代表

F A X  (082)  283-5117  

工 場 干739-01 東広島市八本松田I大字原字中横野沖郷4515番地 T E  L  (0824)  29-0459  

徳山営業所 干745 徳 山 市 桜 馬 場 通 り 1 - 20 T  E  L  (0834)21- 3038 

@  鈴 鹿 塗 料 株 式

取締役社長 小 林 博

会

'

次

社

総合センタ ー 干 510- 01 三 重 県 三 重郡楠町小倉 T  E  L  0593- 97- 6111 

技術センター 〒510 三重県四日市市塩浜町 1 T  E  L  0593- 46- 1116 

多

よりよき環境へ技術て・挑む一一一一

株 式 会 社 精

和 田 正 八 郎

1ft 

ク リー ンル ー ム

バイオ 関連設備

設計施 工

本 社 大 阪 市 南 区 瓦屋 町 2 丁目 11ー 16 ( オ ー ト セ ン タ ー ピ Jレ) 電 話 768- 503H的

東 京 支 底 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 丁 目 2 - 5  ( 九段ピル) 電話 262- 3241間

四 国 営 業 所 徳 島 県 鳴 門 市 機 養 町 小 桑 ぬ 前 浜28- 3  (西谷ピ Jレ) 電 話0886- 85- 0924(的

③ 

東 西 ア ス フ ア ル ト 事 業 協 同 組 合

西 日 本 床 工 事 事 業 協 同 組 合

検式会社タテパヤシ商庖

代表取締役
舘 林 彦 四 郎

〒601 京 都 市 南 区 西 九 条 大 田 町 37 電 話 ( 075 )  681 - 7  2  2  1  (代 )

F A X  (075)  681- 7 2 2 4  
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東京営業本音11 〒101 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 - 11 電話 (03) 866- 6101 

大 阪 営 業 所 〒550 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 - 10 - 5  電話 (06) 441- 5951 

マ 田島ルーフィング株式会社

⑮ 東西アスフアルト事業協同組合

東 京 : 干101 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 - 11 - 14 電話 (03) 862- 8531 

大 阪 : 〒550 大 阪 市 西 区 京 町 籾 I 一 10 - 5 電話 (06) 443- 0431 

@  

東亜印ルーフイング 日本工業規格表示許可工 場 許可番号585038

東 亜 工 業 株 式 会 社

建 設 省 計 握 発

第 5 5 号認可

東亜アスフアルト防水事業協同組合

本 社 〒581 大阪府八尾市南太子堂6丁目 4番27号 電 話 0729- 94 - 5682 

営 業 所 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 九 州

工 場 大 阪 ・ 東 京 ・ 和 歌 山

CD 
東洋シャッター株式会社

代表取締役社 長 岡 田 敏

本 社 〒540 大阪市東区両替町 1 - 12( 日生谷町 ピル) 電話 (06)943-6571聞

東京本社 〒106 東京都港区六本木6- 3 ( 第一地所麻布ピル) 電話 (03)497 -2911({勺

コピ ーの 綜 合 コ ン サ ル タ ン ト

.
剣
一

9

 

.
幽 株 式 会 社 才 f 指 f

代表取締役社長 木 下 みどり

本 社 大阪市西区京町堀1- 17- 16 (スミ卜ーピル) T E L  (06)  443- 2800 

御堂営業所 大 阪 市 東 区 本 町 4 - 27 (御堂ピル ) T E L  (06)  252- 3906 

繍堀営業所 大 阪 市 東 区 横 堀 2 丁 同 36 - 4  T E L  (06)  202- 5260 

泉南営業所 大 阪 府 泉 佐 野 市 松 原 1 丁目 5 - 3  T E L  (0724)  64- 8158  

お
練 式

会 社 西原衛生工業所大阪庖

代表取締役社長
イ半 日百 秀

大阪市大淀区 中津六丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪 (06) 458- 3628 
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⑮

 

印刷システム設計・コンビュータ組版・電算写植

日 本 写 植 印 刷 株 式 会 社

代 表 取 締 役 神 田 都 義

本 社 〒545 大 阪 市 阿 倍 野 区 阪 南 町 7 - 5  - 30 電 信06 (606)  1  111 代

東 京 営 業 所 〒 160 東 京 都 港区西 新橋 2 丁 目 27番 7 号 電 話03 (578)  8501 代

広 島 営 業 所 〒739- 01 東 広 島 市 八 本 松 町 米 満 109- 5  電 話0824 (28)  6253 

津 山 写 植 セ ン タ ー 〒708 津 山 市 福 田 1 3  7  2 ー 1 電 話08682 ( 8  )  4377 

日本写循センター 〒892 鹿児島市名山岡T4 - 7  三 宝 ビ ル 電 路0992 (26)  4371 

デッキコーティング

ビ ニ ロ イ ド 防 水

ア コ シ ー ト 防 水

A C: J目P 図

防 熱 工 事 設 計 施 工 / 戸、b

古川製造販売貯

責 任 施 工

責 任 施 工

責 任 施 工

責 任 施 工

三 星 産 業 株 式 会 社

〒550 大阪 市西 区京 町 掘 l ー 10- 8  (大栄ピル ) T el. (443)  9721 (代)

〒101 東京都千代田区神田小川町3- 28 (三東ピル ) T el. ( 292)  1961 (代)

営業所 . 札 幌 (721) 6031 ・6307 仙台 (21) 5366 (代)

名古屋 (931) 4574 ・3393 福岡 (78) 3361 (代)

囚

三綱￯Ｇ Ｑι 三二勺ムエ割削訳書松代湿庖自主化 ｡ｸ 訓 ｕ ｩＮ ｩｴＪ 量土代 ｬｬｾ

i l "1#-"，; ; - : r . . i l f i f l l t l I f J Y O J J i 聞相工業様式奮 i1 i't ｾｬ 庖

隻 和 工 業 抹 式 曾 泣 代 理 庖 近 ・ E恒 輔 橡 式 会 社 代 理 底

鏑 箇 3 ニ"JI t- ，. r'( A  tt f育園I I I . i 住友ゴム工費陸線式会社代理 16

ム ツ 三 産 業 様 式 舌 紅

代表取締役 侮 馬 正 明

⑮ 550 大 阪 市 西 区 靭 本 町 1 丁 目 17番 15号 電 話 (06) 大 代 表 441 - 0  3  7  8 番

出 張 所 : 東 京 ・ 広 島 工 場 : 大 津 ・ 竹 原

@  

シート防水は ＡｉｾＧ ツＢＧ，ＱＮＭＢＷの ｼ 目酬は勿ララ ｾｾＢ ｉ

山 由 興 産 株 式 会 社

代表取締役社長 山 出 敬

〒564 大 阪 府 吹 田 市 江 の 木 町24ー 10 T E L  (06) 385- 1261 F A X  (06) 386- 6271 

支 庖 ・ 営 業 所 東 京 ・ 仙 台 ・ 大 宮 ・ 横 浜 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡

UNIDN 

雲5 2 =オン

代表取締役 立 野 良E

志 社 大 阪 市 西 区 南 堀 江2- 13- 22 〒 550 電 話 06 ( 532)  3731 ( 代)

東 京 営 業 所 東 京 都 江 東 区 白 河2- 9- 5 〒 135 電 話 03 ( 630)  2811 ( 代)

名 古 屋 営 業 所 名 古 屋 市 東 区 筒 井 町 ト14- 9 〒 461 電 話052( 935) 6021 ( 代)

大阪ショールーム 大 阪 市 西 区 京 町 堀 ト17- 16 〒550 電 話 06( 443) 6620 ( 代)
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日本建築協会

月間の動き

昭和63年11 月分

評 議 員

定時評議員会

. A.  

:z:. 

30日 511寺- 5 時15分 於 本 会 会 議 室

出席者 高橋、多弁正副議長ほか46評議貝( 委

任状共)

議事( 1 ) 理事 3 名補選の件

(2) 昭和64年度評議員選出数決定の件

理

常任理事会

事

. A.  

:z:. 

30日 4 時 - 4 時50分 於 本 会 会 議 室

出 席 者 佐 野 会 長 ほ か15名

議事( 1 ) 理事 3 名補選の件

(2) 第 4 回高槻の街づくりセミナー後援の件

(3) r建築物のリニューアルに関する諸問題

と解決事例」シンポジウム協賛の件

(4) 事務局職員下期賞与支給の件

(5) 日本建築協会賞に関する件

(6) 入退会者承認の件

(7) 報告事項

編 集 委 員 会

第 8 回会員企画小委員会

1 日 6 時- 8 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 高田副委員長ほか 4 名

殺事 (1)小委員会の活動内容 ( 報告と企画)

(2) 新しい企画に ついて

第 8 回作品作風小委員会

2 日 6 時- 7 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 塘 副 委 員 長 ほ か 5 名

殺事 (1)最近の掲載状況 ・予定の報告

(2 )  r新建築調査表 J 63/3月竣工分の選定

(3)  r Call ery  J 内容報告と今後の検討

第 9 回計画系分科会一建築系ー

9 日 611寺- 9 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 嶋 田 委 員 ほ か 6 名

議事 (1) 9月号「超高層住宅を考える」特集の反省

(2) 来年度特集案検討

第 5 回計画系分科会ーインテリア・住宅系ー

10日 6 時半 - 9 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 加 藤 幹 事 ほ か 6 名

議事 (1)63年 3 月号「色の復権」特集案検討

正月号 「リソート 」特集打合会

16日 61侍- 8 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 鈴木 ・吉村 ・河端委員

議事 「リゾー卜」特集レイアウトの方針

第 8 回拡大編集委員会

17日 5 時 - 8 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 長谷部委只長ほか 18名

議事 (1)11月号「第35回青年技術者 I 800号記念」

持集経過報告

(2)12月号「夢をのせる輸送設備I 調資テレ

ピ」特集経過報告

(3氾4年正月 号「 リゾートーその事例にみ る

これからの展開」特集報告

(4) 2 月号「竹中工務庖創立90周年記念」特

集報告

(5) 3 月号「色の復権J r東海ー伝統と文化」

特集の企画

( 6) 4 月号以降の特集企画、独自企画、作品

作風、 シリーズ頁のあり方

(7) 収支状況報告と釆年の「建築と社会」収

支

第 5 固法令分科会

21 日 6 時- 8 時 於 本 会 会 議 室

出席者 笠井幹事、加藤晃規委員ほか 3 名

殺事 64年 5 月号予定の法令特集「まちづくりと

法」の企画

第 8 回広告企画小委員会

22日 4 時- 5 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 長谷部委員長ほか

誠司王 (1)11月号「建築と社会800号記念」特集広告

収入報告

「第35回青年技術者」特集報告

(2)12月号「拶をのせる輸送設備」特集広告

収入報告

「讃資テレピの企画から峻工まで」

特集広告収入報告

(3) 1 月号「リゾート」特集広告途中経過報告

(4) 2 月号「竹中工務庖創立 90周年記念」特

第 5 回見学会小委員会

8 日 6 時 - 8 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 伊 東 副 委 員 長 ほ か 5 名

議事 (1) 前回事業委員会の報告

(2)9 、10月の見学会の報告

(3)11月以降の見学会の予定

第 5 回事業委員会

10日 l  時半 - 3 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 西 村 委 員 長 ほ か 6 名

議事( 1 ) 各小委員会からの報告

(2) 各小委員会の新年の抱負

第 4 回教室分科会

17日 6 時 - 8 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 奥 村 幹 事 ほ か 5名

議 事 話 題 建 築 を 聞 く

第 5 回 「みどり学習会」分科会

22日 6 時半 - 8 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 田中委員ほか 2 名

議事 (1) 当日のスケジュール等について

建 材 委 員 会

9 日 3 時半 - 5 時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 金 井 委 員 長 ほ か14名

材料説明 アクリルシリコン塗料原料樹脂/ 西川

委員

議 事 今 後 の 検 討 建 材

昭和63年度第 1 回建材委員による工湯見学会

15日 10時 - 4 時半 於三重県上野市 INAX

上野工場( 内装 ・住 搭

外装各工場)

参 加 者 金 井 委 員 長 ほ か22名

見

品 比

一チ

. A.  

:z:. 

集広告途中経過報告 I  O B Pキャッスルタワー見学会

(5) 3 月号「色の復権」特集広告企画 I  11 日 2 時 - 4 時半 於大阪市東区域見

「東海支部 J ( 仮称) 特集広告途中 |  参加者 67名

経過報告 | 施設概要

(6) 収支状況報告 |  建 築 主 住 友 生 命 ・近畿相互銀行

第 6 回計画系分科会ー インテリア・住宅系一 |  設計 ・監理 日建設計

30日 61時半 - 8 時 半 於 本 会 会 議 室 |  施 工 竹 中 工 務 庖 ・鹿島建設 ・熊谷組 ・住

出席者 加藤幹事ほか 3 名 |  友建設 J V

議事( 1 ) 昭和64年 3 月号「色の復機」特集企画 |  工 期 昭 和61年 5 月~昭和63年 11月

事 業 委 員 会 I  I  I  出 版 委 員 会

第 5 回若い会員の集L 、小委員会

1 日 6 時半 - 8 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 宮野副委員長ほか 8 名

議事( 1 ) 前回事業委員会の報告

(2) rみどり学習会 J ( 第13回) 経過報告

(3) r活動企画グループ」について

(4) 事業委員会総会( 懇親会) について

第 5 回広報小委員会

2 日 61侍 - 811寺半 於本会会議室

出席者 原兄別委日長ほか13名

議事( 1 ) 前回事業委員会の報告

(2) 研修分科会からの報告と今後の企画

(3) 教室分科会からの報告と今後の企画

18日 5 時 - 6  n寺 於 本 会 会 議 室

出 席 者 須 賀 委 員 長 ほ か 4 名

議事( 1 ) ( プロのノウハウ) と特装本の経過報告

(2) 今後のテーマと執筆者選定について

(3) ( プロのノウハウ) 講演会について

第34回工高生デザインコンクール

19日 2 時- 5 時

表膨式 2 時- 3 時半 於本会会議室

出席者 東審査委員長ほか 1 審査員、片倉 ・中

野教育正副委員長ほか 4 名

見学会 4 時 - 5 時 於 大 阪 市 立 東 洋 陶 磁 美 術 館
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需要者参加型住宅供給研究会

4 日 12時- 5 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 巽 委 員 長 ほ か20名

議事( 1 ) 需要者参加方式に対する居住者意識調査

項目の検討

(2)委員の意見発表( 高田委員、多治見委員)

15日 9 時半 - 12時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 巽 委 員 長 ほ か 21名

議事( 1 ) 需要者参加方式に対する居住者意識調査

項目の検討ーその 2 ー

(2)委員の意見発表( 河辺委員 、大森委員)

26日 9 時半 - 12時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 巽 委 員 長 ほ か20名

議事ＨＱＩ事業主体別 ｾｴｾ 例発表Ｈ大阪府、大阪府住

宅供給公社)

(2) 委員の意見発表( 高田委員)

話 題 建 築 を 聞 く 会

第 4 回新神戸オリエンタルシティ・ C 3

26日 2 時 - 4 時 於 本 会 会 議 室

講師鎌谷憲彦氏( 設計者)

参加者 53名

. A.  

' : D;  

みどり学習会( 第 13回) チンチン電車で帝塚山

26日 l 時 半 - 6  a寺 参 加 者34名

見 学 1時半 - 4 時 於 帝 塚 山 界 限

務演会 4 時- 6 時

講師 大塚守康氏( 側大塚造園設計事務所所長)

会場 大阪市立西成区民センター

習

浄..... 

ーｾ

。フ
フク築建

11 月 の 入 会 者 (敬称略)

〔団体会員 4 社〕

大塚化学側家具事業部 住友軽金属工業側

側壁和 ミサワホーム附関西中部事務所

〔個人会員 5 名〕

新 井 克 人

( 熊谷 組)

上 原 因 整

(広島県住宅島桔公社)

朝食会

8 日 8 時半 - 10時 於 大 阪 グ ラ ンドホテル

講師 川島宙次氏 (元 ・大林組住宅部長)

演題 「アジアの諸民族と住まい」

出席者 75名

小 林 賢 三 郎

(MCC ジャパノ)

井 村 議

(熊谷制l )

奈 良 銀

Ｈ大 林組広島支，ｾ ｩＩ

建築関係団体合同懇親会

第 2 回実行委員会

11 日 11時 - 1 時 於 綿 業 会 館

出席者 各会選出委員及び事務局

殺事 ' 88年懇親会の諸準備について

新刊案内: 全国書庖て好評発売中/
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監 修 久 我 新 一 A 4 判 256頁 ￥ 2，400
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鉄筋コンクリート工事の

基本と実務

監修・加賀秀治 B 5 判 232頁 ￥ 3，800
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建築技術者のための

保有水平耐力入門圃

監修・石黒徳衛 A 5 半IJ 339頁

組築と社会/ 1989年 l 月号



テトカッパー防水

• 防 水 専 業 内 研 究 経 験 か ら 生 れ た す く な い 資 源 的 バ ー7 ェクトな防水 Irj です.

ニの防水 層は Ｈ一層防水Ｉ 地工するだけで、 ｾｊｪ 水 ｬｩ 完型車です Ｎ

2品J支変化に{ 中びがなく、采軟刊: 1ニ出み、蜘「階、耐薬品性に慣れ、開触しません.

力 y パー防水帯 ;;;;ぶよ うtうテク卜吹付工法

奥山化工業株式舎杜
本 社 東 京S寝中央区銀座8- 4- 9

大阪事t務所 大阪市I草川区東三国6- 1- 41

2・玉官. . 所 埼玉県桶川市東 1- 3- 30

1軍木血蝿所 神窃川県1軍木rt i世田 259

名古服止曲肴 t ，古風市南区 軒 車 町33

九州出銭所 佐 賀 県 佐 賀 町 諸 富 町 大 字 詰 富3・450

電眠03 ( 571 1  2703 

電話師 (39111081-2

電 話0487( 7412845・6

電酎0462 ( 21 1  1761 

電量052 (811 1  36帥

電駈凹52 ( 471 四時

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東洋シャッター株式会社

本 社 : 大 阪 市 東 区 両替 町 1- 12 日生ピル 包 (943) 6571代 表

東京・償浜・盛岡 ・仙 台・水戸・静岡・岡崎 ・名古屋・富山・大津 ・京都・神戸・広島・高松・福岡他全国主 要 都 市

話久建喜三官思想認可 I J I ! J ヲ! 乱暴ゆJl

半 世 紀 の 実 績 が

誇 る 技 術 と

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

ア フ タ ー ケ ア ー /

品 種・オリエンタルカラースーパーメタル ( C5PM)

・ オ リ エ ン タ ル ス チ ー ル ラ イ ト ( 5 T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

. 鋼板製オリエンタルフネンシングル

- オ リ エ ン タ ル オ リ セ ラ ム

j皮板規格 S 小 波 ・S 大 波 ・V i 皮・ ボ ッ ク ス 波 . W ジャンボ波・ V デ ッキ

S V ジ ャ ン ボj皮・ボ ル ト レ ス ル ー フ BL. 其 の 他

用 途 平 板 ・ 波 板 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 堅 樋 ・ 軒 樋

各 種 換 気 装置 〔モニター・ベンチレータ ー・ ムーパー・工キゾスター( 強制) )

ボーロイド( 断熱材) O. G.K. ※ カ タ ロ グ を 御 請 求 下 さ い

盛 市IJ I !J 9J l J 9J l 製造掠式会祉

大 阪 本 社 干660 尼崎市昭和南通り 3 - 26 松 本 ビ ル 屯 話 大 阪 (06)412- 5131 ( 代)

大阪支庖友工場 大阪 ・九件| ・名 古屋 ・広島・東条 ・刈谷 ・姫路

東 京 本 社 及 ヱ 場 〒335 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 32 号 電 話 蕨 (0484)42- 3115(代)

支l吉及工場 東北・東京 ・関東 ・熊谷
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空 気 調 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 I:i十・施 工

φ 郡 朝 日Z 業 社

本 社東 京 都港 区浜 ｴｾ 町 Ｑ - 25- 7  電話 (434) 6171 (大代)

大阪支社 大阪市淀川区加島 ト 58- 59 電話 (302) 2 2 7 1(代)

支 庖 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九 州

営 業 所 釧 路 ・ 函 館 ・ 盛 岡 ・償 浜 ・併 問 ・ 京 都 ・神 戸

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設備

設 計 施 工

. ，ヲイヲ: J 械式会社

' * 底・大阪志社 平 550 大 阪 市 西 区江 戸端 I T 目9111' 25号 電 話 (06)441・8231

東 京 本 社 〒 104 東京都中央区銀座2丁目 Z調書 17号 電 結 (03)535-5251  

支 社 名 古 島 福 田l

主 底 札 械 仙 台 ・ 斬 潟 " g ・ 千 灘 州 浜 ・ 金 沢 神戸 天理 ・ 間 山 広 島

高 松 熊 本

営 揖 所 帯 広 i函 館 ー 背 蘇 執 阻 盛 田1 ・ ｩｬｮ 情Ｎ ｊｬ野 ｏｉ ｾｉ 豊岡揮富山

福井 車 節 ー 徳 山 松 山 ・ 高 知 ー北 九 州 鹿 児 島 . I s 覇

出 強 所 組 川 福 島 ・ 怯江 ! t 島 長 崎 ・ 宵 崎

海 外 宝 庫 シン ガ ポ ル ホ ノ コ ン スリ ラシ カ

指 摘 研 究 所 〒354 埼 玉県 人MI:s 三芳 町大字 北 永 井390需地 電 話 (0492)58・1511

空気調布1設備 / " X " ¥ 産 業 設 備

給 1JI; ノk 設備 1 /冨¥J 水 処 理 施 設

電 気 設 備 マー- - v 環 境 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長

取締役大阪支出長

白 谷 清 二

堀 [ 包久治

大阪支后 大 阪 市 東 区 北 浜 2 - 22 電話06(202)  3071 (代表)

本 庖 東京節千代田区有楽町1- 4- 1 電お03(502)  6111 (大代)

支 唐 名古屋 ・九 州 北 海 道 中 国 ・ 東 北 ・北 陸 ・阿 国

空 気 調和 設 備

衛 生 設 備 i没JI' 地工

φ 三建設備工業株ま書社

大阪支庖 大 阪 市 北 区 紅 字毎回J 3 番 5 号 電 話 (352) 1  1  3  I  (，内

本 社 東京青s中 央区 円本紙蝋佐町 2 - 2 2 電 話 (667) 3431  ( 大代)

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・札 幌 ・広 島 ・福 岡 ・ 令 沢 ・新 潟 ・倹 浜

。
空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

格式会社三晃空調

本 社

東京本成

大阪本応

支 1高

大阪市東区域見 ツイン21 M [ 0 タワ一

点京郎新宿区西新街 新宿住友ピル

大阪市北区西 天満 4 丁目 6 -111= 18号

仙 台 市 大 田T 2 丁 目 2 番 10 号

名古屋市中村区名駅南2 r 目14-111=19号

広島市中 区 紙屋町 1 丁目 2 番 22H.

福岡市中央区 大名 2 T 目 4 番 22号

札幌 ・f黄1兵 . J j {剖1 ・神戸 ・総，工

電 話 06- 949- 1371

m符 03- 344- 1911

前 話 06- 363ー 1371

話0222- 61- 3002

3舌052- 581- 8571

o¥!_ お082- 247- 4535

慣 結092ー 761- 3795

営 業 所

出 張 所 青森・秋田 ー盛岡 宇部官 ー大宮 ・千葉 ・川崎 ・宮山 ・福井 ー

偽取 ・高 位 下 関 ・熊 本 鹿 児 島 i'l' 制l

，、 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

側 よりよき環境へ技術で挑む一 一

CH> 株式会社意書研
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( . 1 . 一ー一

本 社 大阪市南区瓦屋町2丁目 11番16号(オートセ ンターピル1. 2階)

郵便番号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 代表

メンテナ ノス部 '屯 話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 - [  6  5  1 代表

東 京 支 出 東京節千代悶区九段階2丁目 2番5号( 九段ピル2- 4階)

郵便111=号 102 1電話東京 (03) 262- 3  2  4  1 代表

商昂は空気です。¥! r -

圃 掴 熱と空気のエンジニア，- ー-

F  大気扇土

ｾ｜｟Ｏ夕方最品川 註

空 気 調 和 どとさL 搬 送 機 設 備

給 排 水 衛 生 、てア 設 計 施 工

第ーエ索株式会社

大阪支庖

「冊副踊踊ーョ 空 気 調 和 設 100.

ｾｾ計施工
換 気 ・ 除 塵 設 備

東 洋 煎 工 . 繍 童 書 盆 雄 大 阪 安 直

大 阪 市 西 区 靭 本 田T 3 ー I ー 2 7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

本 社 東京都中央区京橋 2 丁目 9 T  E  L  (562)  [  3  5  1  

支 底 名 古 屋 ・ 福 岡

ガス設備の設計・施工のご相談は

大 阪 ガ ス 指 定 工事 会 社 ・ 大 阪 ガ ス 住 設 機 器 特 約庖

。大晃設備株式会社

本 社

大阪市北区西天満 5 - [[ - [2  電 06- 313- 1846

大 阪 営 業 所

枚 方 営 業 所 枚方市甲斐問東田T 9  - 3  1; ! 0720- 49- 2[28 

給 ・ 排 水 ・ 衛 生 ・ 消 火 ・ 暖 冷 房 設 備

おお西原衛生工業所大阪庖

大阪市大 淀 ｉ ｾ ａＧ ｩ ｬＡ 6  r  11 8 待 4 ｾ［＠ 電話大阪 (458) 3628番

支ｩ［ｬｩ ・ ＧｩＺｾ Ｇ 業所 福岡 ・点目nl ・天理 川 丙 ・神 戸

⑧韻端株式会社

代表取締役社長 依 藤 孝 蔵

〒534 大阪市都島区中野町2丁目 10番11号 T E L( 06) 351- 5428附

F A X( 06) 351- 5299 
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⑮日本写植印刷株式会社

神 田 都 義

ー ＭＮＮＮＮＮＮＮＮｩｩ 百 ＮＮＮＮｵ 品些］ｦ］ＭｮＭｾｾ

=ニヨ玉時リ壇宥車エ¥. ' l : ; 王争工

取 締 役 社 長 苫 高 車内 f云 三

志 社 干530 k  阪 市 北 1'<: 両足訓 2 - 6 - 8 ( 世 ピル) T E L  06(364)  1  4  7  1  

T E L E X  523- 3  2  8  7  

車 京 宣 底 干 105 ＡｉＡ山 一 間港 ｉ Ｇ＼Ｚ ｉ ｾ 惜 Ｒ 16( ニ ， - 附 儒 ピル) T E L  0引 504) 0 2 3 1

T E L E X  222- 6  7  2  4  

名 古 屋 宝 庫 干462 1'， IJj 州 市 北 1>( 1t 岨 ごr n  12  - 14 T E L  052(991)  5  1  3  1  

神 戸 支 庖 干657 神ド 市曙l玄れ川 中町 1 2-9( エ ピ ス ピ ル 1 T E L  07制8811 5 5 7 1

干545 大阪市阿倍野区阪南町7- 5- 30 官 06俗的) 1111代

〒892 鹿 児島市名山田J 4・7 三宝ビル ーα冶2 (26)  4371 

干708 ;霊山市大手町8番5号 機範広会館 e O民82 (4)  1771 

〒銃犯 南風原村嫌滅 沖縄印刷団地 ，ω88 (55)  61∞ 

本 社 大阪市北区中之島 3 - 2 - 4  朝日ピル T E L 大阪06 (385)  1361 (代)

大阪営業所 T E L  ); 阪06ω851 1361(代l 京都営業所 T E L  京都075(311 11185( 代)

東京営業所 T E L 車京03(5741 0  6  6  5  福岡出張所 T E L 福岡092( 771 16 1  6 8  

大阪市東区高F軒高五丁目 二八借 地 電話大阪 (202) 0325- 9  1ft 

本 社 東 京都千代f E I 区西 神 田 l 丁 阿 4 1ft 5 号

支 社 札 似 ・ 仙 台 ・ 丸 ノ内 ・ 新 市 憐 浜 名古J;l. .  JL 州

営 業所 ・出強所 全国主 要都市32 ヶ所

社

社

噌 F電'ー....

⑧時議室王揺さ事IL

ム一

A

限り な き ヲ リ ー ン に 挑戦 す る H

電 気 位f満 ・ ク リ ー ン ル ー ム ・ 冷 瞳 房 役f珊

給 排 水 衛 生 政 傭 . I十基皇制御飯f繭・立体自勘倉庫

エ ネ ル ギ ー集 中 監 視 シ ステム ・回転 式 自 転 車 置 場

股 E十 施 工

ム一

A

圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃 ｅ 咽 ｆ 司了 ｉｾｉｕｾＮ

2舎町歪S 闘 志

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

横 田 幸

設 計 施 工

士

式

食

⑤ 

気 株

本山

常務取締役支社長

代 表 取 締 役

電 気 設 備

代表取締役

電

フ

本 社

日本写値センヲー

逮山写幡セン' ; -

沖縄写植セ ン' ; -

ｾ＠

陽

"，，，，. 

St andard 

朝

あ "f

勺 ヴー 叫

ゆこ_!s.

Z 一一阪 フ

雇門事Rt

根 ζ ー這 ク

工 .JjL 区 ス

事 並 署五五

の 唱布、 主 六 六

宇目ョt'": T-:- ー

談 τＺ 巴 ｾｉＮ｟ ｌ

は王寺蚕画面

社 三一 五

百 号 六 回

本社/ 〒民3大幅甫橿島区福島7丁目22・8 " (1崎1451・1151 (大(1: 1

軍軍/ 〒105 東京銀理巨芝2丁目 2- 17  " (0314日ト司II (大代)

・睡蝿工事 ・プラント工事

ピル電買凪備工事 空 調 工 事 ・情輔システム工事

工唱置費1111働工事 暗伊水 lIi 生工 司区 光E 造システム工 事

防岬電量組側工事 椅 殉 配 曹 工 事 CATVシステム工事

計 量 工 事 鴻崎臨誼睡縄工事 岳櫓アンテナ瞳置工事

奉仕感謝の庖

タイル工事施工

⑩ 器 川 岸 窯 業 商 唐

大 阪 市 北 区 角 田 町 1- 1 東 阪 急 ピ ル TEL 06- 313- 1101

支 盾 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 舞 鶴 ・ 京 都 ・ 天 理

大 阪 南 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 四 国 ・ 九 州

京 都 市 南 区 西 九 条 鍛 閏 町 2 0 酢 地 の 1

間 (681) 5  1  0  1  - 5 ・ 夜 間 専 用 (691) 1045  

大 阪 市 北区 天 満 ト 5- 20 電 話 ( 06 )  352- 3501附

添 市 栄 町 2 ー 1 1  1  電 話 (0592) 26- 361別勺

四 日 市 市 西 末 広 町 電 話 (0593) 53ー 74311:内

大 検 市 中 央 2 r 同 4- 28 電 話 (0775) 22 - 9738(1勺

ｾ ｬ＠

⑨日本管工業株式会社

社興

代 表 取 締 役 土 井 敏 裕

大阪市北 区西天満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ピル 7 階)

電 話 (361) 3  6  7  1  (代)

東 京 都 中 央 区 日 本 紙 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 (671) 1  4  7  8  ( 代)

川 崎 ・ 相 模 原 . ey .  i，慈 賞

栗 原 工 業 徹 式 会 紅

。 住 友 電 設

設計並施工

，馬

設 計 施 工

号 550 大|以， lil 川1'(1川本町 l ー 13- 33

"l IU t  大 阪 06 ( 532) 代 0461 ｾＵＵＰ＠

天 理 市 丹 波 市 新 町 50

電 気 工 事 設 計 施 工

相

英

取締役社長

信

電気・言十装工事

原菜取 締 役 社 長

株 式 会 社

大 阪 支 底

三 重 支 庖

園 田 市営 難 所

滋 賀 営 機 所

本社通京都宣庖

ヰ土

天理営難所

ネ土

庖

出 張 所

6逮

本

本

支



特 殊 壁 装 材 製 造 販 売 和室に最適

四--131:;??)(株)i l iQ: J : J Q[ し

製造元 白書マスヲ: - ' I ! ' J&' ヲ1弐 樟 式 会 最

版売元 凋t モr l . J ｾ拘庫羽儀式舎槌
本 社 / 東 京 都 港 区 六 本 木 3 ー 16 - 26 ・03一括2-8811

大阪主主 車所 / 大 阪 市 車 区 北 浜 3 ー 7 ・06- 202- 3294 

渇

一

二

工

第

第

。"' Ｎ￞ｊＭ｜｜ｊｾＭ 鴨代の断熱用シｾ人
1多: y ' 今‘

目宜バイナリーシート P

目 豆 電 線 株 式 奮 批 判 問 刊 田区肌汀自1・2雪{干畑ピル)

営 業 種 目

・防 水 工 事 主主布防水 ・シー ト防本・モルタル防水

・樹脂注 入 媛 着 工 法 各彼惜m; 主人後 11補 修工 事

・ 亀 裂 補 修 工 事 各種鮒脂 i主人・充域・コーキ ング

・ シ ー リ ン グ 工 事 ンリコン ・チオコール ・ウレタン ・7 7 リ1レ

・吹 付 エ 穆 アクリ Jレ・') シン ・弾性タイル・その他

Oil t貴 重 量 許 可 大 阪 府 知 事 許 可 ( 般 ー 53) 第 51225号

。 日 本 シ ー リ ン グ 工 事 業 笛 会 与 員

大阪市北区末広岡T 3  - 2  1  ｉ Ｎｌ ι 、比三ｾ " r Iι  . .  ι τ ' I T 

星相J也所 扇 町 ピ ル201 5 ｉｾＧ＠ .... 望 + 守τ r . r宅' 7. t l T T

T E L  0 6( 3 15)070 1  ，.-・-， .  -，. #-・・"_r#・

デンカC S Aファミリー製品

-者二J nCSA ( 膨張| 生 ig和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

・子ニ ｊｮ Ｎ，ｾ，ヨニ Ｎｉ Ｈ クラウト用無収縮材 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・雪ニ ｊｮ 司 ｆ ＺｊＮＭ子 Ｎｊｉｊｾ Ｈ 建造 ｦ･ｔＩ コンクリート躯体の漏水補修に
・雪ニJ nES(土質安定用急硬材) 地盤補強用薬注入

・望号ニJ nI I OOO(製 品 用 超 高 度 悦 和 材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に

ネ土

TEL 本社・京都・網野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞 鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

A

雲式株業産
白

木浜電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

ネ土

4 合、

ｾ＠式株業産;甫金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

TEL 大阪 ( 06) 4 4 3 - 6 1 8 1  
T EL 大 阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

TEL 東京 ( 0 3 ) 2 7 2 - 8 5 0 1  

/ 本 社コト

式

社

棒

会

-・・・・圃-
ネ土

A

Q

玄式株産物3羊光

TEL 滋賀 ・守山 ( 0 7 7 5 ) 8 3- 2 3 8 1  
2 5 2 - 6 0 0 0  (0  6 )  T E L 大 阪

112 



坑2

・ｾ 問 無F艮

太陽光の角度によって時と共に変化する壁面

タイノレのわずかな凹凸が表情を際立たせる。

ある時は壁面の背後に別の空聞を感じさせるほど微妙な

無限のリズムの中の陰影、

タイノレ一枚一枚がまるで意思をもっているかのように語 りかけてくる。

TOTOエクステリアタイル。

T O T Oエクステリアタイル

カタログをご希望の方は、 干530 大阪市北区曽板崎2-3-7 栂 新 第 生 命 ビ ル 東 館 東 陶 機 器側 大阪支社までご請求ください。ft 06(364)  1  181 
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q勺

技術を力サねた、安心の防水システム。

，=Dを|坊ぐ傘。直射日光を防ぐ日傘。防水材には、 このよ

うな ぎ ｾの役割が要求されます 。つ まり、同 ｬ に強〈、紫外

線 ・熱 lこも強 L 、防水材。もちろん耐久性も万全ですミロ

ンシ ーノレ工業は、信 頼と実 績 でt11われ t.: li } j 水技術を

駆使し、完q.， ? : ，追求した ISji 7]'c システムをHト|発。安心の

ｬ ｓｽ ｪＪ 材なら、おまかせく ｦ ごさｾ ' 0  

よ戸- - -竺と!

露 出シート防水工法 非露出シート防水工法

口ンプルーフ ベス卜プルーフ ベストプルーフHG 口ンフーレン

接 着 ・一般工法

歩 行
。 。 。

非歩行
。 。

接 着 ・断熱工法

歩 行
。 。

非歩行
。 。

絶 縁・一般工法

歩 行
。 。

非歩行
。

絶 縁・断 熱工法

歩 行
。 。

非歩行
。

ロンシールの

シート防水工法システム。

Ｍｅ 企ｾヨ園周圃

;. 11'，・ ン ト ｾｨＯｾ 1.. i1.I JJ S. A. 6009)  

Ｍ・・ｾ町Ｎ，｟

ｾ量 ｬ 宅 ＧＺｉＭ ｬ ，Ｇｻ て 量

-・.'TtI)・6 1' 1: . ヨ困層-

ｩ Ｑ｜ ＯｉＧ ，ＺＯート肋 ｉ ｾ Li1. IJ JS. A. 6009) 

; . 1) ' . ンート防水J " . i l.I JJ S. A 印 09)

Ｎｊ ｬｲｾｭ［Ｏ ート防水 ｉ Ｚ ｕ［

@ 出めきの生i控 除 … ンスする

ロコ三J - J I . I 工業株式会祉 怠阪支2 訪 問 山illullJ fd MU262212alto

・営業所 札帆n Ol l (531)2602 ，'j .記長n OI 77 (77)  11 55 flilf on 022 (265)  4  771  ｾｊｩｩＡＮＩ ｮ ＰＲ Ｕ＠ (243) 3791  全以n 0762 (92) 11 61 大山 台 0486 (64 ) 1511 州浜台 045 (662)  7370 
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